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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　浴よく室しつと子し宮きゆうに似にた部へ屋やだった。

　薬品のような、血のような、水のような、それらが同一に混まじった香かおりが満ちている。灰はい色いろで、色褪あせて、煤すすけて掠かすれた、ごつごつと粗あらい内ない装そうをしている。四角くはなく、かといって球体でもなく、どちらともの特とく徴ちようを中ちゆう途と半はん端ぱに兼かね備そなえた、立方体を上から少しだけ押おし潰つぶしたような形──人間がひとり余よ裕ゆうを持って暮くらせる程てい度どの広さを有していたが、生活に必ひつ要ようなものは何ひとつとしてない、そんな部屋だった。

　床ゆかにぽっかりと開けられたのは長方形の窪くぼみ。窪みには何かの液えき体たいが満たされていて、だから浴よく槽そうを地面に埋うめ込こんだような様よう相そうを呈ていしていた。

　壁かべを、天てん井じようを無む尽じん蔵ぞうに這はっているのは細い管くだ。管はすべてが浴槽の中へと、血管のように伸びていて、だからその光景は母親の胎たい内ないを連れん想そうさせた。

　部屋には女がいて、女は歌っている。

　上うわ擦ずった声で小さい。詞ことばはなく、旋せん律りつは不確定で、ともすれば泣ないているのかもしれない。或あるいは笑っているのかもしれない。だけど彼女は──歌というのは元来そういうものだ、とでも主張し続ける子供みたいに、小さく啼ないている。

　贖しよく罪ざいのように、絶ぜつ望ぼうのように、希望のように、それから嘲ちよう笑しようのように。

　壁の湾わん曲きよくした部屋の、床に開けられた浴槽に、浸つかりながら。

　女と呼よぶにはまだ若いけれど、少女と呼ぶにはもう遅おそい、そんな顔だった。髪かみは朽くち葉ば色いろで、頭を載のせた浴槽の縁ふちから床に長く広がっている。水面に出ているのは頭と首、肩かたの一部、それから右腕うでと左足。液体は濁にごって不ふ透とう明めいで、それ以外の部分は見えない。粘ねん性せいの、どこか金きん属ぞく質しつな輝かがやきでたふたふと震ふるえる、固こ体たいと液体の中間に位置する物質のようだった。

　ふと、女の右腕、水面から突き出た肘ひじから上が動いた。

　浴槽の縁、頭とは対辺側、足の先があるだろう場所まで──まるで別の生物のように。或いは魚の背せ鰭びれみたいに。

　女は手を移い動どうさせ、それからひらひらと振ふる。

「いらしてたのね、お父様」

　その先に、人ひと影かげがあった。

　血管のような管は蔦つたのように部屋一面を覆おおっていたが、壁の一箇所だけ血管が避さけて通っている部分がある。そこは産さん道どうのような扉とびらだった。そしてその扉の先に──人影があった。
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　呼び掛けられた人影は応こたえない。ただゆっくりと歩む。静脈ケーブルと動脈ポンプを踏ふみ付つけながら、羊水ジエルのたたえられた浴槽ケージへと近付いてくる。

「どうして八六七二四秒もの間、私を放っておいたの？　どうしてずっと来てくださらなかったの？　私、寂さびしかったのよ」

　女は顔に似に合あわない声で、しくしくと泣く振りをする。水面から左腕を突き出して、目め尻じりを押さえながら、涙なみだは出ない──右腕は未いまだ足の先にあって、誘ゆう惑わくするように人影に向かって掌てのひらを差し出していた。

「お母様も会いたがっていたわ……そうだ、聞いて、お父様。お母様ったら可お笑かしいの。まだ諦あきらめていないのよ」

　人ひと影かげ──男は無む言ごんだった。

　代わりに言こと葉ばを発したのは、女の口だ。表情を一いつ変ぺんさせ、

「あなた、どうしてこの子を、私を、こんな目にあわせるんです……私は、私は、ただ」

　また泣なく仕し草ぐさをする。今度は涙なみだが出た。

　だけど直後、表情はまた変わる。

「ね？　私は幸せなのに、お母様は違ちがうんだって」そして、また。

「私も賛成しているとは言いい難がたいな。危き険けんが伴ともない過すぎる」更さらに、

「試ためしてみる価か値ちはあるんじゃないですか？　だって、素す敵てきでしょう？」更に、

「価値なんてどうでもいいのよ。私はただお父様の役に立ちたい。お父様とひとつになりたい。お父様に愛して欲しい、それだけなんだから」更に、

「今のあなたがそんなことだから、私は身体を半分以上も失ってしまったのよ」更に。

　言葉を発しているのは女ひとりだった。だけど女は微び妙みような声の調ちよう子しとともに、たったひとりで会話を成立させている。

「いいじゃない。もう臓ぞう物もつなんて必ひつ要ようないもの。栄養はこうして送られてくるし」

　女は浴よく槽そうにたたえられたジェルを掬すくった。ぼだぼだ指の間から垂たれるそれは、固まりかけた血に似にている。

「さして必ひつ要ようないわ……特にこれからは。もしどうしても必要ならまた作ればいいじゃない」

　言いながら右腕うでを垂すい直ちよくに、天てん井じように向けて伸ばす。

　途と端たん、腕の肉が指先から溶よう解かいし、浴槽へと流れ始めた。爪つめが剥はがれてぱちゃ、と水面に浮うく。肉がとろとろとジェルに混まじる。血管がうにうにと動きそれらを追おい掛かけ捕つかまえようとする。神しん経けいの束たばがずずずと植物のように天へ向かって伸びる。

　──それを見て、人ひと影かげが、男が初めて口を開く。

「粒りゆう体たい座ざ標ひようを無む闇やみに移い動どうさせるのはやめなさい」

「あら、やっと声を聞かせてくださったのね。嬉うれしい」女はにこやかに笑うと、もはや神経と骨ほねだけになった右腕を水面下に浸つけた。そうしておいて再ふたたび浮ふ上じようさせる──もう、元通り。

「お父様の声を聞いただけで、私、濡ぬれちゃうわ」

　生せい殖しよく器きなどとうに失った女は、冗じよう談だんのようにからからと笑った。男は少しだけ顔をしかめ、それからまた一歩、浴槽に近付く。

「性格が少し変わったか。やはり人格同士影えい響きようを受け合うのではないかね？」

「変わったのではないわ。成長しただけよ。女になったの」

　男の声を受け、女は妖よう艶えんに、しかし幼よう稚ちな冗談を言った。

「それに『人格』ではないわ。脳のう髄ずいに記き録ろくされているのはただの記き憶おく情報。それも代替わりするごとに記憶は劣れつ化かして情報としての側そく面めんが強くなってくる。最初の母様の記憶なんてもう、情報としても殆ほとんど持っていないのよ？　……何度も言ってるじゃない、お父様。私は私。母様の記憶情報を私が疑ぎ似じ人格として操あやつっているだけ。影響なんて受けない」

「……からかったという訳わけか？」

「ふふ。そうよ……だってお父様、最近会いに来てくださらないんだもの」

　それはすまなかった、と男はしゃがみ込む。そうして穏おだやかに女の頭を撫なでた。

「忙いそがしくてね」

「そう。じゃ、どれくらい忙しかったのか教えてもらおうかしら？」

　女は男の撫でるに任まかせ、嬉うれしそうに目を細める。

　と──その髪かみの数条がまるで別の生物のように動いた。男の腕に絡からみ付つき、そのまま男の腕と溶け合い埋まっていく。

　細めた目を閉じ、女がにこやかに頷うなずいた。

「なるほどね。……それは、大たい変へん」そうして髪はまた男の腕から抜ぬけ、離はなれる。

　瞼まぶたを再び開くと、女の声は少しだけ低くなった。

「六番目の兄様が来たのね。あの人は確か……とてもとても憎にくんで怨うらんで悲しんでらっしゃる」

「全部読まなかったのか？」男の怪け訝げんな声に、

「ええ。だって記き憶おくのダウンロードは味あじ気けないわ。私、お父様と会話をしたいんだもの。この機き能のうも悲しいのよ。私が読み取るだけ。私に流れ込んで来るだけ。不ふ毛もうだわ。この機能のオリジナル……六番目の兄様は逆ぎやく。送ることだけ可か能のうなのに、どうしてこうなったのかしら？」

「ダウンロードよりもアップロードの方が理り論ろんは単純で済すむ。しかし転送先に同様のフォーマットがなければ危き険けんが高い。有ゆう用よう性せいも逆だ。端たん末まつを増ふやすより基き盤ばんを増ぞう築ちくする方が個体進化として理にかなっているよ」

「二番目の……兄様だったっけ。あれが端末を増やすことに特化しているのと同じ？」

「そうだね。恐おそらく、だけど」

「中ちゆう途と半はん端ぱな存そん在ざいなのね。六番めの兄様って。だからああなってしまったのかしら」

　女は悲しそうに溜ため息いきを吐ついた。

「単たん体たい戦せん術じゆつ兵へい器きとしては四番目の姉様……じゃなかった、今は兄様か……の発はつ展てん系けい。だけど実験的に付ふ随ずいさせた機能が有用過すぎたせいで、より完かん璧ぺきな私が作られることになってしまったのよ、多た分ぶん。……お可哀かわい想そう。三番目のあの人みたいに奇き跡せきが起きてれば、それか四番目の兄様みたいに余よ計けいな機能を一いつ切さい省はぶいていれば、或あるいは最初の姉様や二番目の兄様みたいにただの戦略兵器として作られていたら、ここまで迷まようこともなかったのでしょうに」

「それは君たちの理り屈くつだよ」

「え、じゃあ、人間の理屈だと？」

「やはりあれは……どのみちこうなっていただろうさ。純じゆん粋すい過ぎた」

　そうなのかなあ、と女は首を傾かしげた。どうにも理り解かいができない様よう子すだった。

「ま、いいわ。ところでお父様、私を放ほうっておいた間、何か他に変わったことは？」

　女の声音は即そく座ざに切り替わり、男は失しつ笑しようする。

「最後のひとつが見付かったよ」

「──本当!?」言葉に、女はまた、顔を明るくさせた。

「どっち？　兄様？　姉様？」

「雌し性せい体たいだ」

「そう、じゃあ姉様ね！　よかった。もう兄様はいらないもの！」

　そうして両手をぱちぱち叩たたく。水面から出た両腕うでは肩かたで繋つながっていないかのように、どこかちぐはぐに動いた。

「どうして雄ゆう性せい体たいを嫌きらうんだい？」

「嫌ってるんじゃないわ。ただ生物としては雌性体の方が完全なだけ。何度も言ってるじゃない。アダムはただの土人形。エバはアダムの肋ろつ骨こつから生まれたけど、アダムが産うんだんじゃない。エバが進化したのよ。器うつわとしての土人形から、人間へと」

「寓ぐう話わ的てき過ぎるよ。それに現実的でない」苦く笑しようする男。

「現実的に言ってもいいわ。Ｙ染せん色しよく体たいを取り込むのは無む駄だが多いの。種としての多た様よう性せいなんて必ひつ要ようないって、三番目のあの人ができた時点でどうして気付かなかったんでしょうね？　雌し性せい体たいでのみ生まれてくるのは私だけでしょう？　寂さびしくって」

「そうか」

　顔を曇くもらせた女の髪かみを、男はまた撫なでた。それに満足するかのように、女の機き嫌げんはころころと変わる。欺ぎ瞞まんとは思えないが演えん技ぎのように、女は酷ひどく嬉うれしそうに笑った。

「でもね、お父様は特別。私、お父様が毎日来てくださったら寂しくなんかないわ」

「すまないな。どんどん忙いそがしくなっているんだよ。組そ織しきも大きくなり過すぎると末まつ端たんの統とう制せいが取れない。それに……敵てきも増ふえる」

「敵？　六番目の兄様のこと？」

「あれが組織しているらしい。まだ資し源げんは足りないから『兵器ウエポン』にはもう少し働いて欲しいのだが……行く先々で邪じや魔まをされているよ」

「そう」女は男の指に、そっと自身の指を絡からめた。「大たい変へんなのね」

「それに今のままでは『月』と『麒き麟りん』が幼よう生せいのままだ。前者はもう少し時間がかかるだろう。後者は……幼生のまま部分連れん鎖さしているから、解かい析せきできるのが救すくいだな」

「四番目の兄様が姉様だった時に、情報はもらっているんでしょう？」

「ああ。だから本質的には問題ないのだが……予よ想そう外がいの事じ態たいはなるべく避さけたい」

「大だい丈じよう夫ぶよ。私が頑がん張ばればいいんでしょう？」

「お前に無む理りはさせられないよ」

「まあ」女の頬ほおが、赤くなる。口く調ちようは陶とう酔すい気ぎ味みに、

「嘘うそだとしても、嬉しいわ」恍こう惚こつの表情を浮うかべた。

　それから──。

　三十分ほども、ふたりはそうして話をしていただろうか。やがてふと気付いたとでも言うように、男の方が、もう行くよ、と会話を短く切り上げた。

　女もまた、あら残ざん念ねん、と口を尖とがらせる。どこか満足げに。

「今度はいつ、いらっしゃるの？」

「わからない。やらなければならないことが多過ぎるよ。組織を作らなければよかったとさえ、最近は思う」

「目的を達たつ成せいするのにはこれが最も近道だったんじゃないの？」

「私も囚とらわれているのかもしれない。組織は手しゆ段だんに過ぎなかったのに、今は手段に忙ぼう殺さつされながら神しん経けいをすり減へらしている。……第四が羽う化かして、装そう置ちが完成すれば、何もかもをすべて捨ててしまって構かまわないのにな」




　小さく溜ため息いきを吐つき、男──エデン本ほん総そう轄かつ、キャロル＝ユルングルスは踵きびすを返す。

　その後うしろ姿すがたをどこかもの憂うげな表情で見送りながら、女──第七稀き存ぞん種しゆ、リデル＝ユルングルスは、悩なやましげな声で、言った。

「ねえお父様。忘わすれないで。お父様が為なすべきことはたったひとつなのよ。私はそれをずっと待っているのだから。……早く私の頭を切り開いて、脳のうに電極を射さし込こんでね。そしてぐちゃぐちゃに陵りよう辱じよくして。それはとてもとても楽しみなことなの」

　男は答えない。

　だから扉とびらが閉まって、女は再ふたたび、歌い始めた。
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　切り飛ばされた誰だれかの右腕うでが汚きたならしくなって地面に転ころがっている。

　その向こうでは、一時間前に談だん笑しようしていた仲間の脳のうが地面に零こぼれている。

　地面に染しみ込こんだ血は褐かつ色しよくの土に混まじって、形容し難がたい色になっていた。

　立ち回る人間たちの足はそれを捲まき上あげて、荒い呼こ吸きゆうと共に鼻び腔こうや喉のどにへばりつく。

　粘ねばついた唾だ液えきを呑のみ込こもうとしたまま、リカ＝エニはその場で動けずにいた。

　集落から少し離はなれた、小さな小さな丘きゆう陵りよう地帯。

　喧けん噪そうと怒ど号ごうと悲ひ鳴めいの中で、どうしてこんなことになってしまったのだろうと思う。いつものように後方支し援えんで仲間たちの援えん護ごをしていれば、それで終わるはずだった。自分は直接に前線に出る必ひつ要ようはない。甘えでもなく安心でもなく、それは事実だった。

　──なのに、何な故ぜ？

　だけどそんな思し考こう──つまり放ほう心しんは、この狂きよう乱らんの中では致ち命めい的てきだった。混戦から数歩下がった場所で狼ろう狽ばいしていたリカだったが、困こん惑わくして意い識しきを現実から逸そらしていた隙すきに、目め敏ざとい誰かが集団から離はなれて躍おどり掛かかる。あっと思った刹せつ那なにはもう金きん属ぞくの刃やいばが頭ず上じように迫せまってきていて、

「ひ」喉のどが反はん射しやして痙けい攣れんするが、身体は動かない。

　まるで現実味のない煌きらめきは、リカを硬こう直ちよくさせた。

　長刀を振ふりかぶってリカの頭ず蓋がいを叩たたき割わろうとしているそいつは、極きわめて冷れい静せいな瞳ひとみでこっちを見ていた。目が合う。動けない。

　しね、とそいつの口が動いた気がして、恐きよう怖ふで瞼まぶたを閉じる。

　と、「っくしょう！」意味を為なさない怒ど声せい。

　しね、と動いていたはずの口から、ぎ、と小さな音が洩もれ、驚おどろいて眼めを開けた時にはもう、眼がん前ぜんにそいつはいない。

「リカ！」彼女を殺そうとしていた相手を突き飛ばしてくれたのは、同どう僚りようのスウだった。

「ぼけっとすんな！」

　近きん接せつ戦せん闘とうにうってつけの変へん異いを持つ彼は叫さけびながら、槍やりの先せん端たんのように尖とがった指先を、突き飛ばした相手のうなじに躊躇ためらいなく突つき刺さす。起き上がって取り落とした長刀を拾おうとしていた敵は、びくりと一度だけ痙攣する。

　殺した。

「……なんで」力なく座すわり込こみながら、リカは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「なんで、そんな簡かん単たんに」

　スウは答えない。人ひとり殺したことに気を遣やる余よ裕ゆうなどないといった様よう子すでリカに背せを向け、目の前で繰くり広ひろげられている惨さん劇げきを直ちよく視ししていた。

　──こんなはずではなかったのに、とリカはまた思う。

　通常と同じ、いつもと何ら変わらない出動だった。

　第三種。構こう成せい人数は部隊総そう轄かつと副総轄併あわせて十五人。出動先は小しよう規き模ぼ集落。純じゆん血けつ種しゆと変へん異い種しゆが一いつ緒しよに住まう、混こん在ざい地域。ケモノの数はそこそこに多かったが、たいしたことはなかった。二箇所から同時に攻せめられていたから部隊をふたつに分けて対たい処しよし、あと少しでケモノを殲せん滅めつできるというところだった。それなのに。

「人間だろうがケモノだろうが関係ない」スウは小さく言う。眼がん前ぜんでは乱戦が行われている。見み渡わたしてまだ生きているのは、敵味方含めて二十人程てい度どだろうか。

　最初はもっと多かった。減へった分は死体になっていた。

「殺やらなきゃ死ぬ。向こうは見み逃のがしてくれない」

　最初にいたのは、『エデン』の傭よう兵へい、ウェポン十三人。

「だって……！」

　そして、ウェポンたちが──自分たちがケモノを殲滅しかかったところで不ふ意いに現れ、有う無むを言わせずに襲おそい掛かかってきたのが、十五人。

　人間だった。それも、身体に変異を持たない、つまりは戦うための力を持たないはずの──純血種だった。大人と子供と男と女がいた。彼らは一いち様ように蔑さげすみと憎にくしみの視し線せんを宿し、手に手に武ぶ器きを掲かかげ、自分たちに向かってそれらを振ふり上あげてきた。

　純血種至し上じよう主しゆ義ぎを掲げて、エデンに敵てき対たいしている組そ織しきの構成員。

『フルブルー』と、彼らは名乗った。

　盾たてになってくれているスウの背せ中なか越ごしに、リカは戦せん闘とうの様よう子すを呆ぼう然ぜんと俯ふ瞰かんする。

　人間と人間が──少なくともリカがそう信じている存そん在ざい同士が争あらそう姿すがたは、ケモノなんかよりもおぞましくて不ふ可か解かいだと思う。だけど。

　三十歳前後の男が混戦から一歩弾はじかれるように抜ぬけ出だし、同時に敵意と殺さつ意いを込こめた視し線せんでこっちを見る。飛び掛かってきた。

「ひゃ……！」リカが悲ひ鳴めいをあげると同時、

「ち！」スウが男を迎むかえ撃うつ。

　男が手て斧おのを横に薙ないできたから、飛び込んでそれを振る腕うでを爪つめで斬きり付つける。苦く悶もんに歪ゆがむ男の表情を見み逃のがさず、スウは余あまった左手で反はん撃げきを喰くらわせた。的てき確かくに突いた一いち撃げきは男の喉のど仏ぼとけの下を抉えぐり、男はそのまま表情を固かたまらせる。刺さした爪を引き抜いてスウはリカに再ふたたび向き直ろうとした。途と端たん、

「……あ？」男の腹から生えた槍やりが、スウの胸むねを刺す。

　リカには、スウの背中から急に金きん属ぞくの刃はが飛び出たように見えた。

　誰だれかが絶ぜつ命めいした男ごとスウを貫つらぬいたのだ──そう認にん識しきした時にはもう、さっき自分を庇かばって叱しつ咤たしてくれた十七歳の友人は短く痙けい攣れんした後あとだった。

　折り重なって倒たおれるスウと名前も知らない男。肩かたで息いきをしながらそれを見下ろすのは、リカよりも幼おさない顔立ちをした少女だ。少し目を腫はらして歯を食いしばりながら、突つき刺さした槍やりを引ひき抜ぬく。人間ふたりの血に塗まみれた刃は粘ねばついた音をたて、ねちゃ、と黒い雫しずくを垂たらした。

「そんな」リカは座すわり込こんだまま。自分の声は、聞こえなかった。

　どうしてと思う間もなく、槍を引き抜いた少女はこちらに目もくれず、再ふたたび混こん戦せんの中へ槍を構かまえ腰こしを落とし突とつ進しんした。直後その突進はウェポンのひとりに阻はばまれ、殴なぐり付つけられた少女の片腕うでが折おれ曲まがる。だけど止まらない。槍の柄えでそのウェポンを殴り返し、ついでに先せん端たんの刃が他のウェポンの腹部を抉えぐり、それに激げつ昂こうした誰だれかが少女の眼がん球きゆうに指を突っ込み、引き抜こうとした腕に少女が鬼おにの形ぎよう相そうで噛かみ付つき、指を喰くい千ち切ぎって槍を振ふり回まわし誰かの足を引ひき裂さいて吐はき出だした指が地面に落ちてひひひと誰かが笑いあああと誰かが叫さけび怒ど号ごうと悲ひ鳴めいと狂きよう乱らんとが入いり混まじりながら更さらに数人を巻まき込こんで殺さつ意いや殺意や殺意や殺意や殺意や殺意などを内ない包ほうし。

　加か速そくしていく。

　リカはそれを見ていた。

　見ていることしかできなかった。

　見ているだけで、気が狂くるいそうだった。

　腰が抜けたまま、後あとじさる。仲間を助けたいという気持ちはあったけれど、それでも。

　エデンのウェポンが集落に赴おもむいてから僅わずかに一時間半。

　ケモノ殲せん滅めつを開始してから三十分足らず。

　フルブルーが現れてからは十分ほど。

　そして戦せん闘とうが始まってから、まだ数分と経たっていなかった。




「各自、落ち着きなっ！」無む駄だだとわかっていながら、乱戦の中で声を張はり上あげる。

「距きよ離りをとって！　一度離り脱だつを!!」

　これで五回目の同じ台詞せりふだった。だけど高こう揚ようした同どう僚りようたちの耳には入らないし、耳に入ったとしてもその行動が実行可か能のうかどうかは定かではない。不可能ではないにせよ、危き険けんを伴ともなうだろう。そしてその危険は現状よりも更さらに高いかもしれない──。

　目の前の敵てきを、他の敵から奪うばった剣の鞘さやで殴り付けながら、セール＝ルウジュは舌した打うちした。

　左腕から生やした変へん異い──電流を流し込む四本の針は酷ひどく使えない。こうまで密みつ集しゆうしていたら被ひ害がいが味方に及ぶのは目に見えているし、電流を流す間は動きが止まる。隙すきができる。怪け我がをする以前なら上う手まくやれたかもしれないと微かに思うが、僅かに引ひき摺ずる片足を呪のろう気にはなれなかった。

　こんな無ぶ様ざまを、と歯がゆく思う。

　出動先で『フルブルー』と相対するのはこれで三度目だった。半年ほど前──『敵が存そん在ざいする』と聴きかされて驚おどろき戸と惑まどったことがもう懐なつかしくさえある。人間を殺すのは六年振ぶりだ。エデンに入る前、バベル直下のスラムにいた頃ころは頻ひん繁ぱんに殺していて、それが日にち常じようだった。

　だから忘わすれていた。この厄やつ介かいさ。

　誰だれかを殺した人間は、他の誰かによって殺さつ意いの対たい象しようとなるということ。

　殺し殺されるのが人間同士だった時──それは連れん鎖さと化し、止まらない。終わらない。

　後ろからの気け配はいを察さつ知ちして振ふり向むき様ざまに鞘さやを薙なぐ。鈍にぶい感かん触しよくと呻うめき声ごえがした。死んではいないだろう。埒らちは明あかないけれど、殺す気にはなれなかった。

「各自、落ち着けって言ってるんだ！」六度目。

　だけど多少語ご尾びを変えたところで、効こう果かはないことは瞭りよう然ぜんだ。

　視し界かいの端はしにリカが見える。集団から少し離はなれたところで腰こしを抜ぬかして蹲うずくまっているようだった。安心と不安がセールを覆おおう。当とう面めんは無ぶ事じかもしれないが、いつ狙ねらいをつけられるかわかったものではない。

　リカは初めてのはずだ。『エデン』と『フルブルー』の抗こう争そうが始まって半年──純じゆん血けつ種しゆ至し上じよう主義の青どもがケモノ殲せん滅めつ戦せんに割り込んでお前たちを殺しにくる可か能のう性せいがあるから充じゆう分ぶん気を付けろ。奴やつらは敵てきだ、殺さつ戮りくを許きよ可かする──そんな意味のわからない命令が出てから、リカはずっと運良く難なんを逃のがれてきたし、何よりそれ以前に人を殺したことなどないと言っていた。

　最近は割り込まれる頻ひん度どがやけに上がってきたから今日の戦せん闘とうもただの必ひつ然ぜんかもしれないが、そんな事情はともかく、誰にとっても初めては、痛いたいし恐こわい。

「ああああ！」誰かが派は手でに斬きられ、血の噴ふん水すいが上がる。

　セールの頬ほおに赤い雫しずくが散ちり、足下が濡ぬれた。だけど打ち水代わりにはならない。群ぐん衆しゆうの茹ゆだった頭は仲間の血では冷えない。ただ、酔ようだけだ。

「落ち……、全員、持ちこたえろ！」

　七度出かかった言こと葉ばに効果がないことを認みとめ、内容を変える。それは祈りに近かった。祈りなど届とどいた例ためしはないが、どうか、と思いながらセールは叫さけぶ。どのみち言葉に込められた意味は同じだ──仲間に死んで欲しくない。

　戦いながら、更さらに叫んだ。

「あと少し！　もうすぐ総そう轄かつが来るっ！」

　集落の北ほく端たんから来たケモノを殲滅するためにこの場を離れた部隊総轄と副総轄。たった二名の戦力は、だけどこの場にいる死体の数も含ふくめた十三名よりも確実に高い。

「助けが来るまで、総員、死ぬな!!」

　早く、早く、早く、どうか。セールは願い、祈りながら動き、動きながらまた叫んだ。思うように動かない片足が、半年前の、怪け我がをしたあの時の光こう景けいを思い出させるが、無む理り矢や理りに振り切りながら。




　一方で、リカの身体は依い然ぜんとして動いてくれなかった。

　実じつ際さいにはそれほど時間は経たっていなかったし、ただの恐きよう怖ふによる硬こう直ちよくだったが、このまま永遠に動けないのだと、そんな確信だけがある。

　人間同士は殺し合わないなどという世よ迷まい言ごとを信じていた訳わけではない。変へん異い種しゆに生まれて混こん在ざい集落で育ってきたのだ。純じゆん血けつ種しゆは徹てつ底てい的てきに自分たちを蔑べつ視しするし、変異種同士でさえ変異の程てい度どで罵ののしり合あう。それは知っていた。充じゆう分ぶん過すぎるほど知っていた。だけど。

　それでも、こんなことは、知らない。

　これではまるでケモノだ、と思った。誰だれ彼かれ構かまわず噛かみ付ついて引ひき裂さいて喰くい千ち切ぎって、剥むき出だしにして躍おどり掛かかって。

　厭いやな感情や醜みにくい視し線せんを注そそがれた時、受け流したり無む視ししたり笑って和やわらげたり、そんな努力をして乗のり越こえられるのが人間の人間である所以ゆえんだ。少なくともリカはそう思ってきた。辛つらい仕し打うちを受けて泣なきたくなったら我が慢まんして逆ぎやくに笑ってやればいい。陰かげ口ぐちを叩たたかれても無む視しして受け流してやればいい。いつもそうしてきた。そうすれば──そうすることで、どうにかこうにか、楽しく生きてこられた。

　だけど。

　それだけじゃ駄だ目めだよと言われたことがある。セールにだ。こちらが笑おうと無視しようと来る奴やつは来るし、やる奴はやる。躊ちゆう躇ちよもなく理由もなく一線を踏ふみ越こえる奴は必かならずいる。そういう奴に出会った時には抵てい抗こうしなければいけないと。

　その時にはよくわからなかった。それはあまり楽しくないことのように思えたからだ。

　だから、そうなったら逃にげればいいんじゃないのかなと考えていた。

　だけど。

　動けない。逃げられない。

「……や」辛かろうじて震ふるえる喉のどは、嗄かれた声しか出してくれなかった。対たい処しよできない事じ象しようにリカのすべては反はん応のうを示さなかった。このままでは死ぬと思った。友人も、仲なか間まも、見知らぬ人も、リカの中の大事な何かも、死んでしまうと思った。何とかしないと、と焦あせるが、それ以上に脳のうは命令を選せん択たくできていないし、何より身体が脳と切きり離はなされたように動かない。

　──どうしよう。どうすれば。このままでは。

　泣きそうだった。泣いたら取り返しがつかなくなるという確信があった。

　それでも涙なみだは出てくる。勝手に。

　リカは途と方ほうに暮くれていた。

　血の匂においと死の音は一いつ層そう激はげしさを増ましている。

「……だれか」

　思わず口をついて出たのは、

「だれか」

　自分以外の何者かに縋すがる、ごく当たり前の感情だった。

　どこにも届とどかないことは知っていたけれど、それでもリカは心のどこかで願いを抱いだく。

　──誰だれか。

　──誰か、

　そして願いは言こと葉ばになり、

「たすけてよ……」

　言葉は音おん声せいとなる。

　それをはっきりと吐はき出だした直後、

「待たせた」

「……え？」

　届ける対たい象しようがいるはずのない言葉に、背はい後ごから返事があった。

　意味もわからず振ふり向むこうとしたリカの髪かみを、微かすかな風が揺ゆらした。




　　　　２




　セール＝ルウジュの手にした鞘さやが相手の斬きり上あげた短刀を受け止めようと構かまえられた、まさにその刹せつ那なだった。ふ、と気け配はいが乱らん戦せんの中に侵しん入にゆうしたのに気付いた。それはあくまで自然で、呼こ吸きゆうのようにさりげなく、舞ぶ踏とうのように軽かろやかだった。

　だから気配があったと意い識しきした時にはもうセールの視し界かいには、その影かげが在ある。

　そ、とセールの鞘が押おし戻もどされ、

　き、と相手の短刀が勢いきおいを遮さえぎられた。

「……何をしている？」静かな声。

　相手もまた、呆あつ気けに取られたようだった。

　両腕うでを交こう叉さして、影は互たがいの攻こう撃げきを中ちゆう空くうで防ふせいでいる。

　右手にはセールの鞘、左手には短刀の刃。

　素す手でだった。だけどその左腕は刃よりも鋭するどくて、金きん属ぞくほども堅かたい。

　セールは驚おどろきの中に、込み上げる喜びを混まじらせながら呟つぶやいた。

　──来てくれた。

「……シオン」

　シオン＝エシュ。

『ウェポン』第二階位。今回の部隊副ふく総そう轄かつ。

「貴き様さま……何だ？」刃を掴つかまれた男が、半なかば狼狽うろたえつつも力を込める。しかし動かない。

「被ひ害がいは？」

「……わからない」

「わかった」

　短い会話。直後、シオンが動いた。

　右腕うでがセールの持つ鞘さやから離はなれ、体たい勢せいを変える。刃を握にぎった左腕をそのまま下方に下げ、勢いきおいで男の平へい衡こうを崩くずす。同時に膝ひざが鳩みぞ尾おちへ。ぐ、と短い悲ひ鳴めいをあげるより早く男は膝を落とし、

「総員、一時離り脱だつっ！」叫さけんだ。短く、芯しんの通とおった、張はり詰つめた声で。

　それに──恐おそらくはウェポンの誰だれもが聞きき覚おぼえのあるその声に、全員が一いつ斉せいに反はん応のうした。水を浴あびせられたように乱戦が硬こう直ちよくする。セールが何度試こころみてもなし得えなかったことだった。それだけ、今の彼女の存そん在ざいはウェポンたちにとって大きい。

　だけど、敵てきの殺さつ意いも直後、彼女に集中した。

　刹せつ那なよりも短い沈ちん黙もくの後あとに、近くの数人が躍おどり掛かかる。

　シオンは、しゅ、と短い息いきを吐はき出だした。

　体たい勢せいを低くして地を這はうように跳はねる。ひとりの足の腱けんを左腕で撫なで斬きりながら、囲かこみを縫ぬうように突とつ破ぱした。途と端たん、虚きよを突つかれた一同をあざ笑うように、倒たおれかかったそいつの背せを踏ふみ今度は上空へ。誰も反はん応のうできない。

　下か降こうに伴ともなって他の誰かの肩かたを蹴けり、更さらに横へ。蹴られて転ころんだ者に数人が巻まき添ぞえとなる。一連の行動でほぼ全員の視し線せんを集めながら──シオンは戦せん陣じんの外へ着地した。

　さっきまであれほど混乱していた群ぐん衆しゆうが、それを契けい機きとしてふたつに割れる。

　ウェポンたちはシオンの元へ。フルブルーの連中はその向かいに。剣けん呑のんな殺さつ意いは一いつ層そう増ぞう幅ふくしていたが、それでも暴ぼう走そうは止まった。

「ごめん」シオンの斜ななめ後うしろに退たい避ひしたセールは、肩で息をしながらシオンに呟つぶやく。血ち溜だまりと肉にく塊かいが散ちらかる地面をざっと眺ながめ、「六人……も」

「あなたの責任じゃないわ」シオンはそっけなく応こたえた。

「怪け我が人にんの看かん護ごを。あと、リカが怯おびえてる」

　無感情にも聞こえる抑よく揚ようのない声にセールは頷うなずくと、慌あわてて踵きびすを返す。生き残ったウェポンたちもそこかしこに傷きずを負っていた。中には誰かの肩を借かりなければ立っていられない者もいる。できる範はん囲いで手て当あてを、と短く指し示じを出してから、その更に後ろ──座すわり込こんだまま震ふるえるリカの元へと走った。

　リカは震えて泣なきじゃくりながら、傍かたわらに座った人ひと影かげに縋すがり付ついている。ようやく安心した、といったような嗚お咽えつだった。

「リカ」

「あんたの役目だ」リカの肩を抱だいていた少年が、走り寄るセールに気付き、微笑ほほえんだ。

「……ごめん」セールはまた、謝あやまる。「あたしじゃあ、止められなかった」

「簡かん単たんには止まらない」少年はリカをセールに預あずけると、立ち上がる。セールの姿すがたを認みとめ、リカはわあ、と一段高く泣き、しがみついてきた。

「こういうのは……止まらないよ。あとは、僕らがやる」

　少年は──今回の部隊総そう轄かつは、遅おくれて悪かった、そう付け足しながらも毅き然ぜんと言う。

　静かな怒いかりと張はり詰つめた敵てき意いを感じて、セールは思わず言った。

「……気を付けて、ルナ」

　少年は──ウェポン第二階位、ルナ＝イルは、背せ中なか越ごしに無む言ごんで片腕うでを挙あげた。




　ウェポンたちを掻かき分わけてシオンの隣となりにルナが進む。

　それを待っていたかのように、『フルブルー』のひとりが皮ひ肉にくたっぷりに吐はき捨すてた。

「仕切り直しか？」

　異い様ような敵意に胸むねのむかつきを覚おぼえながら、ルナはゆっくりと返した。

「あくまで殺し合いを望むのか？」

　敵がせせら笑う。

「お前ら全員が死ぬまでは終わらない。……貴き様さまらが、畸き形けいどものボスか？」

「まだガキじゃないの。こんなガキがまとめた集団に退ひける訳わけないわ」

「そうだな。……今いま更さらもう無む駄だだぞ？　同どう志しが五人死んだ。俺たちはお前らを逃にがさない」

　ルナもシオンも顔立ちはまだ大人と呼よぶには遠い。故ゆえに、さっきまで殺し合っていたことへの恐きよう怖ふなど微み塵じんも感じさせず、殺さつ戮りくに酔よったままで、彼らは口々に喚わめいた。

「……そうか」短くルナは答え、

「まだ、飽あきないのか？　……何でだ？　理り想そうとかいうのがそんなに大事なのか？　僕にはわからない。死んで、殺された後あとで理想が叶かなったって、あんたたちには届とどかないじゃないか」

　少しだけ憐れん憫びんを感じていた。理り解かいもできなかった。半年前──ルナが出動先で彼らたちの中ちゆう核かく、ロイド＝オドに出会ってから、彼らはことあるごとに、まるで狙ねらったようにウェポンの出動先に現れては、理想を口にして襲おそい掛かかってきていた。

　それでも、未いまだにわからない。

「死んだら、それで終わりなのに」

　だからルナは──いつも同じことを問う。だけど。

「お前らのようなケモノもどきにはわからんさ。交こう尾びして殖ふえて死ぬだけのお前らには、人間のことなんてわかる訳がない」

　返ってくる答えも、いつも同じ。

「僕らも……変へん異い種しゆも人間だ」

「……言うな。人間もどきが。その台詞せりふ、反へ吐どが出る」

「どうして認みとめない？」

「認められるか」

　そして遣やり取とりも、いつもいつもいつもいつも、同じだ。

「そうか」

　だからルナは表情を変える。

「こっちは仲間を殺された。あんたたちも同じだ。それを望むのなら構かまわない。当たり前のことをしたいなら構わない──相手をしよう。確かに僕らには理り念ねんも理り想そうもないし、ご立りつ派ぱな建たて前まえもない。主義主張もない。何もない」

　できるだけ静かに。感情は溢あふれそうだったが、それでも静かに。

「だけど僕らは生きてるし、生きてるから死にたくない。笑ったり、泣ないたり、怒おこったり、そんなふうにしてこれからも生きていく」

　連れん鎖さを断たち切きるつもりはなかった。そんなこと、考えたこともない。エデンに来ておよそ七カ月。環かん境きようは変わったけれど、それまでと変わらないこともある。

　右腕うでを横に出した。

　下に向けた掌てのひらに、黒い霧きりが発生する。

　それは濃こく滲にじみ、うねりと共に絡からまって、やがて小さな球形となった。
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「エデンのウェポン、ルナ＝イルだ」ルナは名な乗のり、

「同じく、シオン＝エシュ」隣となりにいた少女が同様の声こわ音ねで続く。

「僕たちは生きる。だから、死ね」

　その言こと葉ばを最後に──ふたりは目もく前ぜんにある人の群むれに飛び込んだ。




　そして『フルブルー』の一団は、一いつ瞬しゆんを置いて恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいる。

　青あお鈍にび色いろの服を着ていない『色いろ違ちがい』──それが敵てきの中にいたなら直ただちに撤てつ退たい。

　教きよう訓くんは全員が知っていたが、少年の着ていた服は青に近い上にその容よう姿しも酷ひどく幼おさなかったから、誰だれも連れん想そうできなかったのが災わざわいした。

　ルナ＝イルが『色違い』の内のひとりだという事実を。

　そいつらは、突とつ然ぜん変へん異いで生物を越こえてしまった最悪の畸き形けいだという。

　少年の突進と共に、腐ふ敗はい臭しゆうが場を覆おおった。まるで死体の山の中に一週間居い続つづけたかのような、吐はき気けを催もよおす死よりも死を連想させる匂い。

「あああああああ！」誰かが絶ぜつ叫きようした。地面には腕うでが落ちている。冗じよう談だんのように、血も流さずに、爛ただれて液えき体たいのようになった傷きず口ぐちを晒さらして。

　続いて血が舞まった。『色違い』に続いたもうひとりの少女が、他の誰かの足の動どう脈みやくを切きり裂さいたのだった。その左腕には刃のような鈍色の刺とげが凶きよう悪あくに林りん立りつしている。

　少年は集団の中心へと躍おどり出でていた。

　両の掌てのひらには不ふ可か思し議ぎな、月にも似にた小さな球体が漂ただよっている。

　突き出されたそれを押し当てられた部分は例外なく、即そく座ざに腐敗する──そのことに気付いた者は一気に青ざめたが、もう間に合わない。腕に、足に、次々に球体を叩たたき込こまれて、彼らは痛いたみのない傷いたみに恐きよう怖ふした。

「ち！」それでも気き丈じような誰かが手にした武ぶ器きで反はん応のうする。剣を振ふり上あげ、少年に向かって斬きり付つける。あっさりと躱かわされたが、諦あきらめずに刃先を変えて、少年の肩かたを突いた。肉を裂く感かん触しよくと共に骨ほねが刃で止まる。

　微かすかな声が少年の口から漏もれた。痛みの反はん応のうに色めき立つ者がいる。少年の動きが僅わずかに鈍にぶった隙すきを突いて、今度は別の誰かが長刀を一いつ閃せんした。

　球形をやどしたままの右掌が、腕ごと切きり離はなされた。

「殺せ！」誰かが、「殺せる!!」叫さけんだ。

　直後。しかし。

　地面に落ちようとしていた右腕が背はい後ごから飛び込んできた影かげによって受け止められる。さっきの──乱戦を停止させた灰はい色いろの髪かみの少女だった。彼女はそのまま生々しい傷口を晒した腕を自身の右手に持ち替え、まるで武器のように下から上へ振り上げる。

　誰かの片足に腕は当たり、衝しよう撃げきで月が割れた。

「ひ……う、あああああああ！」

　零こぼれ出でる毒どくの気体。発はつ散さんする群ぐん青じよう色いろの霧きり。侵おかされる誰かの身体。

　少女は腕をぞんざいに放ほうり出だし、痛みに屈かがんでいた少年に視し線せんを遣やる。

　ちらとふたりの目が合った直後、

　傷口から、血が噴ふいた。

　今度の絶ぜつ叫きようは恐きよう怖ふに彩いろどられていた。まるで蛇へびか鞭むちのように噴ふん出しゆつして伸びた血液が意い志しを持っているかのように放ほうり出だされた腕うでに向かう。地面に落ちる寸すん前ぜんの腕は傷きず口ぐちをその血液に捕ほ捉そくされたと同時にびくんと一度だけ震ふるえ、そして──捲まき戻もどる。

　傷口と傷口が接せつ合ごうし、繋つながった。ついさっき切り落とされた少年の腕の指が、まるで切せつ断だんなど幻げん覚かくだったとでも言いたげに、また拳こぶしを握にぎる。

「化け物だ！」やや遠い距きよ離りから誰かが叫んだ。少年は僅わずかに眉まゆをひそめたが、慣なれているとでも言うように微かすかで酷こく薄はくな笑えみを見せ、また跳はねる。

　今度は少女と同時に。

　腐ふ敗はいの匂においに混まじって血が飛沫しぶきとなる。血の香かおりと混じって肉が飛沫となる。お互たがいが好き勝手に、しかし確かつ固ことした疎そ通つうを見せながら、たったふたりの動きがそれを取とり囲かこんだ群ぐん衆しゆうを圧あつ倒とうしていた。敵てきは十人、しかしまともに動けるのはもう数えるほどしかいない。

「……逃にげろ」声があがる。「撤てつ退たいだ！」

　さっきまで理り想そうを謳うたい死を超ちよう越えつしていた人間たちに、恐怖が伝でん染せんしていた。ふたりが彼らに止とどめを刺さしていないという事実に気付いている者はいなかった。後こう遺い症しようが残る傷なのは確実だったが、全員がどうにかして逃げることは可か能のうだった。故ゆえに、彼らは逃げた。

　ふたりもまた、逃げる者は追おわない。

　武ぶ器きの落ちる音がする。怒ど号ごうよりも足音が多くなる。その場を捨ててどこに行くのかはわからなかったが、彼らは走った。理り念ねんに殉じゆんじようとする人間は誰だれもいなかった。それを責せめる者もいない。責められる者もいない。切れた腕が再ふたたび繋つながるという、理り解かい不ふ可か能のうな事実──人間の、生物の範はん疇ちゆうを越こえた恐怖が、彼らの免めん罪ざい符ふとなった。

　やがて数分の後。

　その場には血と液えき状じよう化かした腐ふ肉にくと、放り出された武器と、そして腐くさり落おちた腕や足とが地面に落ちているだけになる。

　死体はひとつとしてなかった。

　立っているのは、少年と少女のふたりだけだった。

　歓かん声せいは、それを見守るウェポンたちから聞こえる。




　　　　３




　悲ひ痛つうな面おも持もちで帰ってきたのは九人で、出動前の十五人には遥はるかに足りない。死んだ者たちの個人識別用プレートは、セール＝ルウジュがまとめて持っていた。

　バベル第十三階層、エデン本部。第一区画、輸ゆ送そう区く。

　レイン＝リィンは腕組みして、彼らを出迎えた。

「……出くわした」準じゆん光こう速そく移い動どう機き関かん──『揺ゆり籠かご』から最初に出てきたセールが、呟つぶやきながらレインに故こ人じんのプレートを返す。死体は埋うめてきたよ、と付け加えた。

「わかったわ。怪け我が人にんは手当を受けて」レインは絞しぼり出だすように声を放はなつ。「早そう急きゆうに」

　了りよう解かい、とばらばらな声。リカ＝エニがセールにしがみつくようにして、俯うつむき歩いている。外がい傷しようはないようだが精せい神しんの方に傷きずを負おったようだ。『フルブルー』との戦せん闘とうは初めてのはずだ。

「帰き投とうしました」それぞれが思い思いに去って行く中、レインの前にルナ＝イルとシオン＝エシュが進み出た。戦闘総そう轄かつと副総轄──ルナは当然だが、シオンが無ぶ事じなのを確認して思わずレインの口から溜ため息いきが漏もれた。

「怪我は？」

「ありません」シオンが答え、

「生きて帰った全員、傷はそう深くない。死にはしないよ」ルナが付け加える。

「……ありがとう」

「いや……六人も死んだ。僕らが行くのが遅おそかった。別べつ働どう隊たいで違ちがう場所にいたんだ」

　悔くやしそうにルナは歯は咬がみする。被ひ害がいが大きかったことに責任を感じているようだった。

「あなたたちのせいじゃないわ。運が悪かっただけよ」

「でも」

「よくやってくれてる」悔かい恨こんを隠かくせないルナの言こと葉ばをレインは遮さえぎり、

「本当に……あなたたちは」ふたりに眼めを細めた。

　ルナ＝イルがエデンに入って七カ月ほどになる。最初の一カ月ほどは心配し通しだった。切っ掛けは何だったのかレインはよく知らない──ウィム＝クラウトの死がそれだったのか、カロマイン＝セクやフィオナ＝レスファと同行して出動したことが上う手まく働いたのか──とにかく今、ルナはそれこそ、十五人の部隊を統とう率そつさせても構かまわないほどになっていた。

　シオンも同じだ。この半年で随ずい分ぶんと変わった。ぶっきらぼうな態たい度どと表情の動かない顔は変化がないにせよ、最近は他人と話をしているところをよく見る。セールやリカがしつこく話し掛けたり集団に引ひっ張ぱり込こんだりしていたのが功こうを奏そうしたのかもしれない。

　──いや。それ以上に。

　このふたりが、ふたり一いつ緒しよに、まるで引っ張り合うように変わっていくのだ。ウェポンたちからも話を聞く。シオン＝エシュはルナ＝イルがエデンに来てから変わった、と。戦闘時の独どく断だん専せん行こうが減へり、他人との会話にも応おうじるようになったという。特にルナと一緒にいる時はそれが顕けん著ちよで、傍はた目めには彼がシオンを上手じようずに御ぎよしているふうにも見えるらしい。レインにとっては少しだけ妬やけることだけれど、彼女が変わっていくのは何より嬉うれしかった。

　しかし、また犠ぎ牲せい者しやが出たことは苛いら立だたしく、悲しい。

「今は休んで。また数日後には出動命令がくるわ。その時は──出会わなければいいけど」

「その時になってみないとわからないよ」ルナが疲つかれた笑えみを見せ、

「大だい丈じよう夫ぶです」シオンが無表情で言った。

　そうしてレインは無む理りに微笑ほほえみを作り、ふたりはそれに応こたえてその場を去る。

　後うしろ姿すがたを見送りながら、レインは唇くちびるを咬かんだ。犠ぎ牲せい者しやが──人間に殺された犠牲者が出る度たびに、どうしようもない感情が全身を支し配はいする。

　純じゆん血けつ種しゆ至し上じよう主しゆ義ぎ組そ織しき『フルブルー』。純血種のみが人間であるという思し想そうを唱となえ、ケモノと変へん異い種しゆを同列の存そん在ざいと見なし、ケモノも変異種も、彼らが人間でないと定てい義ぎした存在はすべて殺さつ戮りくの対たい象しようとする組織。

　半年前にエデンとの抗こう争そうが表面化した、機械都市『ノア』に中ちゆう枢すうを置く集団。

　そして中心にいると目もくされる、背はい信しん者しやの名前。

　絶ぜつ対たいにあり得えないと思う。そんなことは不自然過すぎる。言いい掛がかりだ、と叫さけびたかったが、今やエデン内でそんなことを主張すれば待っているのは背信者の嫌けん疑ぎだ。

「ロイド……」レインは、その名前を──『裏うら切ぎり者もの』の名前を呟つぶやいた。




　ロイド＝オドのことは、昔からよく知っている。




　レインがエデンに来た時にはまだウェポンとして働いていなくて、見習いのような形で仕事を始めたその頃ころの彼女にとっては、同じ年とし頃ごろの変異種として気になる存在だった。

　真ま似ね事ごとのような雑ざつ務むの合あい間まによく話をした。変異種が純血種に対して持つ感情の複雑さをよく知らなかった当時のレインは、無む神しん経けいな言動で彼を怒おこらせてしまったり、傷きず付つけてしまったりと何度も失敗していたような気がする。その度に喧けん嘩かをして──外がい見けんはまったく純血種と変わらない同年代の少年は、レインが変異種のことを理り解かいするための教科書のようだった。

　あの頃のことを思い出すと、それだけで微笑みが浮うかぶ。口喧嘩をしたり、一いつ緒しよに笑ったり、レインが謝あやまったり、時には彼の方から無ぶ愛あい想そうに謝ってきたり──そんなつまらない日にち常じようが、今思えば楽しかった。

　彼が稀き存ぞん種しゆとして目め覚ざめ、レインが正式な仕事を任まかされるようになっても、築きずいてきた互たがいの関係は変わらなかった。管かん理りする側がわとされる側に分かれても、それはいい方向に働いていた。

　彼は日に日に実力を付け、レインも着々と立場は上がっていく。

　それでも、ロイド＝オドはレインにとって、誰だれよりも気を許ゆるせる他人だった。

　その感情が別種のものに変わったのがいつだったかは覚おぼえていない。いつの間まにか、だったのだろう。それまでの関係が壊こわれてしまうのを恐おそれて言い出せなかったけれど、態たい度どにはもろに出ていたような気がする。彼が単に気付かなかったというだけで。

　だけど。

　十年前──あの日。

　彼はその頃、ウェポン特別総そう轄かつになっていた。今はもう存在しない、ウェポンとしての最上位だ。レインはと言えば、生活管理長辺あたりだっただろうか──。

　あの日を境さかいに、レインは彼と訣けつ別べつした。いや──彼がエデンを去ったことで、レインは彼に置いていかれてしまったのだと、そう思う。

　フルブルーとロイドとの関係を知らされてから半年。

　あの日の彼から、そんなことはまったく想そう像ぞうできない。

　釈しやく然ぜんとしない感情が、澱おりのように淀よどんでいた。




「シオン」

　眼めが合って、名前を呼よばれた。シオンは返事をせずにそのまま立ち止まる。

　第一区画を去ってルナと別れた後だった。部へ屋やの前でセール＝ルウジュが待っていた。

　歩みを再さい開かいし、セールに近寄る。

「リカは？」シオンは歩きながら短く尋きいた。

「眠ねむったよ」セールは廊ろう下かの壁かべに背せを預あずけたまま、瞼まぶたを閉じて答える。

「取り乱してたけど。初めてだったんだから、無む理りないね」

「……そう」当たり前だ、と思う。人間が人間を殺すことは本ほん来らいとても不自然なのだから。

「一日二日もすれば落ち着くとは思うけどさ。でも……また同じような戦せん闘とうになったらまたあの娘こ、取り乱すかも」

　シオンは返事をせずに、視し線せんを下へ向けた。

　僅わずかの沈ちん黙もくが流れる。──と、

「あんたはいつも殺さないよね」セールが逆ぎやくに天てん井じようを向いて、話を変えた。

「あたしはね、意い識しきして殺さないようにしてるんだ。昔、バベルの下にいた頃ころは毎日殺したり殺されたり、そんな境きよう遇ぐうだったから……引ひっ張ぱられるのが恐こわくてさ」

　韜とう晦かいのようにセールは呟つぶやき、

「あんたも、そうなのかなって」微笑ほほえみを向ける。

　シオンにはよくわからなかった。答えるのに迷まよっていると、

「ま、どうでもいいか、そんなこと。ルナはどうなの？」

　セールが話題をまた変えた。

「……え？」

「あの子も殺さないよね。いつも殺すって宣せん言げんして、でも結けつ局きよく無理にはそうしない。覚かく悟ご決めて何度も何度も立ち上がって向かってくる奴やつは逆ぎやくにきちっと殺すけど……少しでも躊躇ためらう奴は絶ぜつ対たい殺さない。あの子もあたしと同じで下の出身だから、引っ張られるの厭いやなのかな」

「……、知らないわ」

　どれも自己満足でしかないんだけど、とセールは付け足し、

「で、さぁ」意い地じの悪そうに笑んで、言う。

「あんたが殺さないのって、あの子がいるから？」

　その質問は、突とつ然ぜんだった。

　シオンは自分の心臓が跳はねる音を聞いたような気がした。

「……何を言ってるの？」

「声が上うわ擦ずってるよ。ほんのちょっとだけど。最近あたしもわかるようになってきた。あんたが動どう揺ようした時とかの、めちゃくちゃ微び妙みような変化」

「意味がわからないわ」

「冗じよう談だんよ。そんな怖こわい顔しないで」セールは楽しそうにからからと笑い、

「それでね」不ふ意いにまた、真ま面じ目めな表情に戻もどる。

　シオンも一いつ転てんして、怪け訝げんな顔をした。

「レインも言ったかもしれないけど、あんま気に病やまないで」それは真しん剣けんな声だった。

　思わずシオンは手を離はなす──帰ってからここまでずっと触ふれていた、胸むな元もとに留とめたシュシュの髪かみ留どめから。

「犠ぎ牲せい者しやはあんたのせいじゃない。仕し方かたなかった、とかは言えないけど、少なくともあんたたちは被ひ害がいを最さい小しよう限げんに抑おさえた。あんたたちがどう思おうと、それが本当」

　それだけ。じゃ、ゆっくり休んでね。

　セールはまた破は顔がんすると、ひらひら手を振ふりながら踵きびすを返す。

　──お節せつ介かい。

　シオンは不意にたまらなくなって、思わず声を洩もらした。

「でも……」

「こういうこと言うのは少しどうかと思うんだけどね」

　それに反はん応のうしてセールは足を止め、振ふり返かえらずに言う。

「もし……もしシュシュが生きてて、もう一回『あんたみたいになりたい』って言ったら、あたしは言うよ。あの娘こみたいになれたら、きっと姉さんも守れるね、って」

　静かに、ぶっきらぼうに、だけどはっきりとした口く調ちようで。

　シオンは──何も言えなかった。

　唇くちびるを咬かんだ。

　髪留めに触ふれたけれど、その質しつ感かんは何も言わない。

　セールは再ふたたび歩みを始め、廊ろう下かをゆっくり歩いていく。

　シオンは俯うつむいて口の中だけでありがとうと呟つぶやいた後、自分の部へ屋やの扉とびらを開けた。




　自室に帰る途と中ちゆうで、ルナ＝イルはフィオナ＝レスファとすれ違ちがった。

「あら……帰き投とうしたのですね」すれ違ったというよりは、待っていたのかもしれない。

　ルナの沈しずんだ面おも持もちに、フィオナはにこやかな笑えみを投なげ掛かけてきた。

「……ああ」

「今回は『彼ら』が待まち伏ぶせていたと聞きました」表情は穏おだやかで、懸け念ねんはない。

「ああ」

「敵てきがケモノだけではない出動は疲つかれます。ゆっくり休んでくださいね」

　その言こと葉ばに真しん摯しさはあったけれど、ルナはそれ以外に何も見付けられない。

　だから少しだけ、立ち止まった。

「フィオナ」

「どうしました？」

「……犠ぎ牲せい者しやのことは聞いたか？」

「ええ」ルナの疑問にあっけらかんとフィオナは笑い、

「六人……でしたか。大きな犠牲です」直後、その笑みを消した。

「僕のせいだ。作戦立案から間ま違ちがっていた」

　ルナは言う。絞しぼり出だすように、或あるいは吐はき捨すてるように。

「シオンと……副ふく総そう轄かつとふたりで別の場所を防ぼう衛えいしていた。部隊を均きん等とうな人数で分けていれば……多た分ぶん、犠牲者はもっと少なかったはずだ。僕らがふたりとも別の場所にいたせいで、統とう率そつが取れなかったんだと思う。戻もどった時にはもう、乱戦になってた」

　言い始めると止まらなかった。エデンに入って七カ月、最初の一カ月ほどは上う手まくいかなかったが、この半年ほどでルナは驚おどろくほど上に行った。入った時には第五だった階位も、出動を重ねるごとに上がっている。二カ月前には第二階位となった。

　だけどルナには実感などない。確かに戦せん闘とう総轄や副総轄を任まかされるようになったし、『使えない稀き存ぞん種しゆ』などと陰かげ口ぐちを叩たたかれていた頃ころには考えられなかったほどに、周まわりのウェポンから頼たよりにされている自分がいる。それは確かだった。けれど、それでも──自分がそこまでの存そん在ざいか、と考えると、違ちがう、としか思えない。

「もし戦闘総轄が僕じゃなくてあんただったら、犠牲者は出なかった。カロマインだったら、それこそひとりですべて片付けてたかもしれない。だけど、僕は……」

　六人。

　それは総そう勢ぜい百四人のウェポンが九十八人に減へった、という以上の意味を持つ数字だ。死んだ全員の名前と顔が一いつ致ちしていた訳わけではないが、幾いく人にんかとはそれなりに親しかった。何度か一いつ緒しよに食事を摂とったことだってある。身の上を知っている者もいたし、自分の身の上を話した仲間もいた。そして──彼らは全員、もういない。

「僕は、まだ足りない」

　これを見み越こしてフィオナは待っていてくれたのだろうかと思った刹せつ那な、口は軽くなっていた。甘えかもしれないが、誰だれかに吐と露ろしたかったのは確かなのだから。

　悔くやしい、という言葉でしか自分の感情を言い表せなかった。

　知り合いが死んでいく。知った顔がいなくなる。それはとても厭いやなことなのに──止められない。失敗してしまう。

　吐き捨てたルナを見み詰つめながら、だけどフィオナは腕うでを組み、僅わずかに首を傾かしげて笑えんだ。

「当たり前です」

「……え？」

「今のあなたに私やカロマイン＝セクと同じ働きができるとは思わないでください」

　厳きびしい言こと葉ばのようだが、声は柔やわらかい。

「もう羽う化かした私たちと、まだ幼よう生せいのあなた……同じ働きができたとしたら、それは私たちが無む能のうだということですよ。あなたは充じゆう分ぶん過すぎます。たった半年──七カ月ですか？　それだけでよくここまでとさえ思えます。さすが……あの人の息子だわ」

　フィオナはそう言ってルナに歩み寄り、そっと肩かたに手を置いた。柔らかな素そ材ざいでできた手袋は、ルナの上着と擦こすれて密ひそやかな音をたてる。

「あなたの力は私やカロマイン＝セクとは違ちがいます。多数を相手にするには効こう率りつが悪い……けれど、羽化すればたぶん、一対一では誰だれよりも強いわ。私やカロマインも、あなた相手では勝てる保ほ障しようはない」

「だけど……」

「焦あせる必ひつ要ようはありません」フィオナはルナに反論をさせない。

　静かに、優やさしく、だけど厳おごそかに、

「今、できることをしなさい。それでいいんです。逆ぎやくに言えば今のあなたにはそれしかできないのだから。羽化はそんなに遠い未来のことではありませんよ。私もカロマインも……羽化したのは孵ふ化かから一年ほど経たってからのことです」告つげて、手を離はなす。

　体温がようやく布ぬの越ごしに伝つたわってきたかどうかという余よ韻いんがルナの肩に残った。

「ゆっくりお休みなさい。充じゆう分ぶんな休きゆう養ようと適てき切せつな食事と不ふ可か分ぶんな運動、それが一番の近道です」

　それでは、とフィオナはそのまま歩き出した。ルナの横を、蜜みつのような香かおりが通り過ぎる。

　ルナは何も言わず──何も言えず、そっと瞼まぶたを閉じた。

　だけど、と思う。

　お前はまだ強くなる。それはフィオナとカロマイン、両者に言われていることだ。羽化すれば更さらに上へと行く。今とは比べ物にならない。そうなってこその稀き存ぞん種しゆだ──。

　だけど。

　──僕は……。

　反感や反はん抗こうからではなく、ルナは思う。いずれ手に入るという強さがどの程てい度どであるかは知らない。実を言うとあまり興きよう味みもなかった。ただルナにとって重要なのは、今日、さっきの出動で失われた──そして次の出動で失われるかもしれない、知り合いの命だ。

「いずれじゃない」口の中だけで呟つぶやく。

　僕は、今、強くなりたいんだ、と。
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　ちょっと用があるからシオンの部へ屋やに行くというルナ＝イルと短い会話を交かわし別れた後で、レイン＝リィンは小さく溜ため息いきを吐ついた。片付けなければならない仕事は山積みだったが、それが原げん因いんという訳わけでもない。

　さっき──十分も前だっただろうか。セール＝ルウジュがまた、レインのところに来たのだ。

　彼女は言った。

　ねえ、結けつ局きよく、あのふたりってどうなの？　いい感じじゃないのかな？　と。

　何カ月か前から、彼女はそういうことをレインに言ってくる。好こう事ず家かというか世せ話わ焼やきというか──彼女らしいと言ってしまえばそれまでだが、呆あきれとともに微笑ほほえましさも感じた。

　だけどそれは、レインにとって胸むねの重くなる言こと葉ばでもある。シオンを大事に思ってきたレインが彼に妬やけるとか、そういった子供じみた嫉しつ妬とではなく、もっと別種の重さだった。

　重さは──今現在、レインが抱かかえている猥わい雑ざつな多た忙ぼうさと関係があった。

　ウェポン管かん理り部ぶ副部長という現在の肩かた書がきは、それなりの雑ざつ多たな業ぎよう務むを彼女に与あたえている。ウェポン個々人の体調管理や日につ程ていの把は握あく、それを踏ふまえた作戦行動時の人選提てい案あん。更さらには上じよう司しである管理部部長が上から持ち帰った決定事じ項こうに関して提案や不満を述べ、或あるいは絶ぜつ対たい命令に合わせて今後の方針を決める会議、それにまつわる書類の作成など──任まかせるものは部下に任せてしまえばいいのだが、つい余よ計けいなことまで自分でやってしまう性格も災わざわいして、ただでさえ仕事は多い。

　だけど今は更に、それだけに満足してはいられないのだ。

　レインは現在の状じよう況きように釈しやく然ぜんとしていなかった。懸け念ねんと不ふ可か解かいさと不安があった。

　フルブルーの指し揮きを執とり、エデンに敵てき対たいしているというロイド＝オド。

　彼のこと、エデンのこと、訳のわからないことが多過すぎた。本来なら守るべき純じゆん血けつ種しゆを、単に邪じや魔まをしているという理由だけであっさりと殲せん滅めつ許きよ可かを出すエデンにも釈然としないし、何よりロイドが純血種の集団を組そ織しきしているというのはおかしいと思う。絶対にあり得えないと思う。不ふ合ごう理りだ。矛む盾じゆんしている。背はい反はんを含ふくみ過ぎていた。

　彼の感情が、十年前の彼の思いが、そんな両りよう極きよく端たんに変わる訳がない。




　あの時、彼は言った。

『もう、人間を守るのはやめることにしたよ』

　確かあれは──エデン第四区画、ウェポン居きよ住じゆう区く。彼の部へ屋や。

　レインは血ち塗まみれで茫ぼうと立つ、後うしろ姿すがたの彼に問うた。

　──何があったの。

　彼は答えなかった。答えてくれなかった。ただ、少し背せ中なかで笑ったように見えた。

　レインは更さらに問う。

　──シビルがあなたに何かしたの？

　彼は吐はき捨すてた。

『何もしていない。俺が殺したんだ』

　彼の部へ屋やの寝しん台だいに寝ねそべっているのは、彼と仲の良かったはずのウェポンだった。彼女は仰あお向むけに、恐きよう怖ふとしか形容できない表情で事切れていた。片腕うでが千ち切ぎれ、首と胴どう体たいが離はなれ、腰こしと肚はらが分かたれ、足の間が引ひき裂さかれていた。

　──嘘うそ。とレインが言い、

『嘘じゃない』と彼が応こたえる。

　信じられなかった。レインの知っているロイドは、決してそんなことをする人間ではなかったからだ。ぶっきらぼうで傷きず付つき易やすく、だけど優やさしくて強い少年だった。決して──絶ぜつ対たいに仲間を殺したりするような子ではない。

　レインは、嘘だともう一度呟つぶやく。

　彼は、言った。

『俺は出て行く。もう人間にはうんざりした。俺はもう……やめた』

　そのまま動けないレインの傍かたわらを、血を浴あびたまま彼は通り過ぎようとして、

　──待って。

　だから、慌あわてて立たち塞ふさがった。

　彼はぎらついた瞳ひとみで、それを一いち瞥べつした。

『寄るな』

　憎にくしみと、悲しみと、怒いかりと、嫌けん悪おと、絶ぜつ望ぼうと──それらの感情が雑ざつ多たに入いり混まじった、今まで見たことのない顔で、ロイドは吐き捨てる。

　まるで敵てきに対して、そうするように。

　──どうして？　十五歳のレインはたじろぎつつも叫さけんだ。意味がわからなかった。そんな言こと葉ばしか出てこなかった。怒りすら湧わいた。ちょっとだけ話がしたくて彼の部屋に胸むねを高たか鳴ならせながら遊びに行ったと思ったら部屋には別の女がいて、その上彼女はばらばらの死体になっていたのだ。理り不ふ尽じんとしか言いようがない。

　密ひそかに想おもいを寄せていた少年が、血ち塗まみれで仲間の死体から──密かにレインが嫉しつ妬としていた女性の死体から──離れていく。そんな唐とう突とつで不ふ条じよう理りな光景に、たった四文字の言葉でしか、感情を吐はき出だせなかった。反はん抗こうできなかった。

　それに彼は言う。言った。

『お前も人間だ。だから、お前にもうんざりだ』──

　感情が凍とう結けつした。

　あまりのことにその場に蹲うずくまって、気付いた時には衝しよう撃げきと屍し臭しゆうにあてられ、嘔おう吐としていた。

　背せ中なかをさすってくれる人間は、誰だれもいない。ただ警けい報ほうが大きく鳴なり、それに紛まぎれて喧けん噪そうが波のように広がっていた。




　その夜、純じゆん粋すいな性格で誰からも慕したわれ、圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう能のう力りよくで誰からも頼たよられていた少年は、エデンから失しつ踪そうした。逃とう亡ぼうの過か程ていで二十八名の人間を惨ざん殺さつし、彼の姿すがたを見ながら殺されなかったのはレイン＝リィンともうひとり、当時エデンに在ざい籍せきしていた第三稀き存ぞん種しゆエンダ＝カーラだけだった。しかし数日の後のちに第三稀存種も失踪し、結けつ局きよく目もく撃げき者しやはレインひとりとなる。

　第三稀存種が彼の逃亡と関係しているかどうかは、終ついに断だん定ていできなかった。

　ただレインの瞼まぶたの裏うらに焼き付いているのは、悲しそうな憎ぞう悪おをたたえて暗く濁にごった蛇へびのような青い瞳ひとみの色だ。




　彼とはそれきりで、行方ゆくえは知らない。すべてを投げ打って探さがそうと微かすかに思ったが、結局できなかった。いつか戻もどってきてくれるかもしれないという根こん拠きよのない希望を持ち続けながら、レインは金きん属ぞくで囲かこまれた塔とうの中で十年を過ごし、少女をやめ、大人になった。

　だからもう、わかっていた。彼は戻ってこない。

　彼の憎にくしみは多た分ぶん、人間そのものに向けられていて、純じゆん血けつ種しゆだらけのここには絶ぜつ対たいに戻ってこない。純血種の自分の元へは戻ってきてくれない。それなのに。そう思っていたのに。

　彼は、戻ってきた──どうして？

　答えは出ない。だからレインは調べていた。たったひとりで、誰にも秘ひ密みつで。日々の雑ざつ務むを処しよ理りする合あい間まに行う孤こ独どくな調査は睡すい眠みん時間を犠ぎ牲せいにしていたが、それでもやめることはできないし、したくなかった。

　だからレイン自身の記き憶おくも手て伝つだって、セールが話題にしたがる色いろ恋こい沙ざ汰たは酷ひどく重い。

　当時十五歳だったレインと、十五歳になったルナ＝イル。

　当時十六歳だったロイドと、現在十六歳のシオン。

　そして──稀存種との友人関係か、或あるいはそれ以上のもの。

　ただの偶ぐう然ぜんでしかない符ふ合ごうは、故ゆえに今のレインにとってはあまり考えたくない連れん想そうだった。
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　シャワーを浴あび終えて、全ぜん裸らのまま浴よく室しつから出る。全身をぞんざいに拭ふき、未いまだ水すい滴てきの滴したたる髪かみを適てき当とうに撫なで付つけながら、シオン＝エシュはしとど濡ぬれた布地を寝しん台だいへと放ほうり出だした。

　血の匂においは取れない。当たり前だ。香かおりのある石せつ鹸けんで洗ったところで、それは全身に染しみ付ついている──ケモノの、他人の血の匂いだ。

　服も着ずに座すわり込こむ。寝しん台だいの敷しき布ふが湿し気けるなと思いながら気にもせず、壁かべと一体になった箪たん笥すへと手を伸ばし下着を取って、座ったままで身に付けた。

　他者の血の匂においのせいで、時とき折おり自分の血の匂いを忘わすれそうになる。七カ月前以来、大きな怪け我がもしていない。ざっと身体を見み渡わたすと完かん治ちしていないかすり傷きずが右足と肩かた口ぐちに二箇か所しよほどあったが、それも瘡かさ蓋ぶたが剥はがれかけていた。女である自分は本来なら自身の血の匂いを忘れるなんてあり得えないのだろうが──もう、感かん覚かくすら覚おぼえていない。

　下着姿すがたのまま立ち上がった。服を着ようと思った。つい最近までは平気で下着だけを身に着けたまま眠ねむっていたから、自分は少し変わった、と自じ嘲ちよう気ぎ味みに微笑ほほえむ。照しよう明めいを極きよく力りよく落とした部へ屋やは昔のままだったけれど。

　ふと、左腕うでを見た。

　そこからは一いつ層そう濃こい血の匂いがした。他人の、他者の、ケモノの血の匂いが。

　指先、掌てのひら、甲こう、手首、上じよう腕わん。

　見ていてあまり、気分のいいものではない。はっきり言うと、気分が悪い。

　それだけはこれからも、決して変わらないだろう。

　傷と瑕きずと疵きずで埋うめられた左腕。一度裂さけた指の肚はら。抉えぐられてそのまま肉が繋つながった掌。幾いく許ばくかの皮ひ膚ふを削けずり取とられた手の甲。すべて自分で付けた傷だ。動どう脈みやくを断たち切きったこともある。筋きん肉にくを裂いたこともある。当時の名な残ごりでシオンの部屋には一切の刃は物ものや尖とがったものがない。不安になると左腕を触さわる癖くせはもう治なおったが、それが度を越こしていた三年半前の狂きよう乱らんは、物理的な傷きず痕あととして刻きざみ込こまれていた。

　あの頃ころから随ずい分ぶんと時間が経たって色々なことが変わったけれど、この傷を誰だれにも見せたくないということだけは変わっていない。

　誰にも──自分にも。

　寝ね間ま着きは半はん袖そでで、そういえば療りよう養ようの時に着ていた服もそうだったなと思う。部屋を薄うす暗ぐらくしていたから寝間着はあまり気にならないが、怪我で療養していた時はひたすら隠かくしていた。

　そして、今では──。

　セール＝ルウジュに言われたことを思い出す。

　さっきの戦せん闘とうについて。今のシオンについて。それから、シュシュ＝ケイトについて。

　セールのことは好きだ。いつの間まにか、そう思っている自分がいた。レイン＝リィンだけにしか目も合わせなかった頃には考えられない。出会いはシュシュのことが切きっ掛かけで、酷ひどく険けん悪あくだったというのに。

　だから言こと葉ばには感かん謝しやしていた。

　だけど──セールは他にも何か言っていた。

　からかわれた。あれは──。

　りりりりり、と。

　その時部へ屋やの呼よび鈴りんが鳴なって、シオンの思し考こうを邪じや魔まする。

　寝ね間ま着きをぞんざいに着たまま、立ち上がり受話器を手に取った。三年前と随ずい分ぶん変わったとは言え、シオンの部屋まで直接人が来るのは珍めずらしい──と言うよりも、レイン＝リィンくらいしか来ない。だから彼女だと思っていたが、

「はい？」

「あ、僕だけど」

　時間が止まったような気がした。

「………………、少し待って」

　それだけを言うと、通話器を戻もどす。半はん袖そでの寝間着をそのままに、左袖が腕うでよりも長い戦せん闘とう用ようの上うわ着ぎを慌あわてて羽は織おった。だけどちゃんと着替えた方がいいと思い直し、洗って拭ふいただけのくしゃくしゃの髪かみさえもが気になって──ああ、バスタオルもだ、と思い、

　さっき、セールに言われたことがそっくりそのまま頭の中で再さい生せいされる。

『あの子がいるから？』

　どうしてなのだろう。

　これが何なのか、まったくわからない。

　左腕うではわかる。見せたくないからだ──誰だれにも。

　だけどどうして寝間着に上着だけを羽織った姿すがたをみっともないなどと思う自分がいるのだろう。外がい見けんなどどうだっていいはずなのに。

　何な故ぜ、自分の髪の毛が乱れているかどうかを気にする必ひつ要ようがあるのだろう。髪なんてざんばらにしか切っていないのに。

　鏡はシャワー室にしかなくて、シオンはバスタオルをそこに放ほうり込こむ時に鏡で自分の姿を確認しようとしてしまい──莫ば迦か莫ば迦かしくなって、やめた。

　不ふ意いに。或あるいは自じ嘲ちよう気ぎ味みに。

　中ちゆう途と半はん端ぱな格かつ好こうのままで、唇くちびるを咬かむ。

「……ふん」

　半年前──一いつ緒しよに戦おうと決めた相手。今現在、一緒に戦っている相手。

　戦闘時には気にもならないことだった。

　エデンに帰ってからと、戦闘に出ている間。

　日にち常じようと非日常は、いつの間まにか逆ぎやく転てんしつつある──。そのことを認にん識しきしないままシオンは結けつ局きよく自や棄けになって、ぼさぼさの髪と寝間着に戦闘着を羽織ったままという訳わけのわからない格好のまま、憮ぶ然ぜんとして扉とびらを開けた。

　それでも無む意い識しきに、髪の毛を右手の指先で撫なで付つけながら。




　少しの間待たされて扉が開いた時、部屋の主はとてつもなく不ふ機き嫌げんそうだった。

「……どうか、したのか？」

「何でもないわ」

　声はいつもと同じく無感情だったが、腹を立てているのはよくわかる。その程てい度どには──ルナはシオン＝エシュという少女のことを理り解かいできるようになっていた。

　さっきの戦せん闘とうのことかと思ったが口く調ちようはそう言っていなくて、どうやら原げん因いんは自分にあるらしい。扉とびらを開けてからこっちをまったく見ないからだ。まいったな、と口には出さずに思いながら、ルナはそれでも入っていいか、と尋きいた。

「……いいわ」声は機き嫌げんを直さない。

　シオンは踵きびすを返しながら、濡ぬれた髪かみの毛をぞんざいに掻かき上あげる。まるで今まで大切にしてきた玩がん具ぐを変へん心しんして壊こわすかのような、そんな手つきだった。

「忙いそがしくはなかった？　眠ねむるところだったとか」少しだけ恐こわくなって、ゆっくり問う。

「…………この後、訓くん練れん区くに行こうと思っていただけ」呆あきれたようにシオンは答えた。

　それが嘘うそだということにルナは気付かない。

　相変わらず部へ屋やは薄うす暗ぐらい。数えるほどしか来たことはなかったが、いつも彼女の部屋の光量は最小限に抑おさえられていた。その暗さはルナを少しだけ、落ち着かせる。

「何の用？」と、シオンがぶっきらぼうに尋たずねてきた。

　寝しん台だいに座すわってこっちを見ている。どうやら機嫌は少し持ち直したらしい。

「ああ……」よかった、と安心しながら、だけどルナは表情を堅かたくした。

　話したかったことは、それほど呑のん気きな内容ではない。

「さっきの戦闘のことだけど」

　シオンの表情が変わる。感情が、そこから完全に消えた。

　──考えていたことは、同じ。

　溜ため息いきを吐つき、壁かべに背せを預あずけて立ったまま、ルナは次の言こと葉ばを吐はき出だす。

「すまなかった。あれは……僕の完全な失しつ策さくだ」

「別にあなたの責任じゃないわ」

「でもあんたの責任でもないだろう？」

「わかってるわ」

「わかってないよ、多た分ぶん……お互たがいに」

「違ちがうわ」シオンは反論しかけ、口を噤つぐんで、

「いえ……そう……かもね」

「問題はわかってるんだ。僕とあんたが……部隊総そう轄かつと副総轄が離はなれてしまったこと。あいつらが来ないと思い込んでしまっていたし、たとえ来ても大だい丈じよう夫ぶだと思った」

　ルナの声に、シオンの返事はない。ルナはだから、続けた。

「統とう率そつが取れなくなっていた、ってセールが言ってた。部隊が混こん乱らんして興こう奮ふんしてしまった、って。僕らがいたら……それを抑おさえられたかな」

「……わからないわ。私にできたかどうかも、わからない」

　それが──ルナとシオンに共通した感情だった。

　要するに自信がないのだ。

　多人数をまとめあげ、統とう率そつして動かすという行こう為いは難むずかしい。行動の指し揮きは命令を出せばそれでいい。だけど感情は容易に指揮できない。そこにはある種の一線が必ひつ要ようになる。それはつまり──この人間になら自分の命運を任まかせてもいい、という決けつ断だんだ。信しん頼らい、崇すう拝はい、心しん酔すい、どんなものでもいい。例たとえば特定のウェポンは他のウェポンに信頼されている。フィオナ＝レスファは崇拝されている。カロマイン＝セクは他人を蠱こ惑わくさせ心酔させる。

　そのどれもが──自分にはないと、そう思う。

　だから自信がない。ルナもシオンも、誰だれかをまとめて戦わせるよりは先せん陣じんを切って突とつ進しんする方が性しように合っていたから、今までいつもそうしてきた。ふたり共に部隊総そう轄かつを任せられることがある現在は他者の様よう子すを気に掛かけるようになってはいたが──それでもそれはあくまで自じ己こ完かん結けつ的てきで、信頼にも遠ければ崇拝とは無む縁えんで、心酔など誰もしないだろう。せいぜいが『こいつらと一いつ緒しよの戦せん闘とうは安全』程てい度どに違ちがいない。

　だから今回も、ふたりだけで別働隊として突進したに過すぎない。

　結けつ果か失敗し、犠ぎ牲せい者しやが出た。

「フィオナが言ってくれた。充じゆう分ぶんだって。だけど僕はまだ足りないと思う」

　ルナの言こと葉ばにシオンは浅く頷うなずく。同じように思っているのだろう。

「どうすればいいかな」

「わからないわ。まだ、足りないのかもしれない」

　重苦しい雰ふん囲い気きは部へ屋やの暗さと相まって、ふたりの頭上にへばりついているように思えた。




　シオン＝エシュは七カ月前と同じ第二階位へと再ふたたび昇しよう格かくしていたし、ルナ＝イルも同様だった。その昇進の早さは異い例れいで、暴ぼう力りよくのみでは決してなし得えないことだ。そして過去の実績も稀き存ぞん種しゆであるという立場も、ウェポンの昇進要よう素そには一いつ切さい関係がない──それらの簡かん単たんな事実に、ふたりはまだ気付けなかった。ルナはもう『使えない稀存種』などと言われてはいないし、シオンの『灰はい被かぶり魔ま女じよ』という渾あだ名なはもう、どこからも聞こえない。

　それでもふたりは、確信が持てずにいた。




　　　　３




　泣なき疲つかれて眠ねむっていたが眼めが醒さめた。床ゆかに座すわり込こみ寝しん台だいに顔を埋うめていた。セールはもうとうに帰ってしまっていて、錯さく乱らんは収おさまっていたけれど気分は落ち着かなかった。

　部へ屋やは狭せまく、無む機き質しつだ。金きん属ぞく色いろの壁かべと、薄うすい絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかと、白い敷しき布ふを掛かけられた寝しん台だい。装そう飾しよくなどなく、私物もまとめて机の引き出しの中に入れてある。どのウェポンの部屋も似にたようなものだしそれが寂さびしいとは思わなかったが、決して暖あたたかみのある部屋ではないのも確かだ。そして、リカの気分が落ち着くにはある程てい度どの時間が必ひつ要ようで、何より自室の雰ふん囲い気きを和やわらげてくれる存そん在ざいが必要だった。

　だから──部屋の呼よび鈴りんが鳴なった時、リカは飛とび跳はねるように顔を上げた。

　駆かけ寄より、誰だれか確認もせず扉とびらを開く。

「お帰りー！」元気な声が目下から聞こえた。それだけで誰かはわかる。自分よりも背せの低い者はエデンの中に数えるほどしかいない。

　リカの表情が、俄にわかに綻ほころんだ。

「ただいま、イユちゃん」

　リカは腫はれた瞼まぶたを気にしながら、しゃがみ込んで声の主と視し線せんを合わせた。

　イユ＝イエール──半年前にエデンへ来た少女だった。ルナ＝イルやフィオナ＝レスファ、カロマイン＝セクと同じ『稀き存ぞん種しゆ』だという彼女は、年ねん齢れいが低い故ゆえに変へん異いにまだ目め覚ざめておらず、戦せん闘とうに参さん加かしていない──リカはそう聞いていた。

　殺さつ伐ばつとした顔なんか見せられないと思う。イユの姿すがたを見て自然と笑えみが洩もれたのも確かだ。

　──シャワーを浴あびた後あとでよかった。血の匂においは消えたかな。

　懸け念ねんしながら、とことこと部屋へ入って来たイユの頭を撫なでる。不ふ意いに、微かすかな匂いがリカの鼻び腔こうをくすぐった。金属の錆さびたような、それを腥なまぐさくしたような──血の。

　思わずびく、と身体が硬こう直ちよくする。

「……どうしたの？　リカおねえちゃん」

「あ、……え、いや、」

　──イユが気付いた様よう子すは、ない。

「何でもないの。今日はもう忙いそがしくないの？」誤ご摩ま化かしながら抱だき上あげ、寝台に降おろす。

「うん。今日はもう、お仕事ないって」

　お仕事、というのは身体を調べられることだそうだ。稀存種という存そん在ざいは色々と不ふ思し議ぎなことが多く、小さなイユでさえ純じゆん血けつ種しゆの好こう奇きから逃のがれることはできない。それに憐れん憫びんを感じながら、それでもリカはよかったね、と笑んだ。

「じゃあ、どうする？　何して遊ぼっか」リカの机の引き出しにはお手製の玩がん具ぐが幾いくつか入っていた。お手玉や人形など他た愛あい無ないものばかりだったが、中には故こ郷きようから持ってきた──リカにとっては酷ひどく大事なものもある。

「あのね、私、あれやりたい。あの……さいころ、振ふるやつ！」

　はいはい、とリカは立ち上がり、机に向かう。

　さっきの殺し合いなど非ひ日にち常じようだと思いたかった。ケモノとの戦せん闘とうでさえあまり好きではないのだ。人間同士が殺し合うなんて──その上自分たちが人間扱あつかいされずに殺されるなんて、絶ぜつ対たいに間ま違ちがっている。エデンに来たのはそんなことをするためではない。こんな穏おだやかな日にち常じようを作るためだ。そしてそれを守るためだ。

　思いながら、リカはイユに見えないように、少しだけ唇くちびるを咬かむ。

　平和や平へい穏おんや日常に代だい償しようが必ひつ要ようなことは知っていたけれど、その代償はあんな狂くるったことじゃない。常じよう識しきがずれていくという違い和わを無む理り矢や理りに抑おさえ付つけながら、この日常を大切にしなきゃと思い、遊び道具を引き出しから探さがした。

　振ふり返かえるとイユが満まん面めんの笑えみを見せている。萌もえ葱ぎ色いろの髪かみはとても綺き麗れいで、大きな瞳ひとみが可愛かわいらしかった。汚きたないことなど、何ひとつ知らない顔。

　──こんな娘こが将来、あんな戦いに巻まき込こまれちゃ駄だ目めだよね。

　リカは取り出したサイコロと升ます目めの描かかれた板を、ほら、とひらひらさせながら、手を叩たたくイユに精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで応こたえる。
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「ねえ、これ、何だっけ。この遊び。さいころ振って進むやつ。また忘わすれちゃった」

「すごろく。まだ名前覚おぼえないの？　いっつも遊ぶのに」

「うーん……なんか、すぐ忘れちゃう。変な名前だからかなあ。『すごりき』？」

「す・ご・ろ・く」

　あはは、とふたりではしゃいだ。

　ようやく厭いやなことを忘わすれられそうだなと、そう思った。




　部ぶ署しよ一番の我わが儘ままなお姫ひめ様さまが遊びたいと駄だ々だを捏こねたので、『お友達』の部へ屋やまで連つれて行く羽は目めになってしまった。自分で提てい示じした条じよう件けんとは言え疲つかれる。だけどメインシー＝カウツが本当の疲ひ労ろうを覚おぼえたのは、送っていった帰り道で偶ぐう然ぜんにも厭いやな相手と遭そう遇ぐうしたからだ。

　ち、と舌したを打つが視し線せんが交こう錯さくしてしまったのでどうにもならなかった。

「……こんなところで何をしている？」

　厭な相手は──わざわざ部屋に入ろうとしていた足を止めて、脇わきに抱かかえていた書類の束たばを持ち直す。その仕し草ぐさすべてが気に入らなくて、メインシーはわざとらしく鼻で嗤わらった。

「足」短く答えてやる。

「……何ですって？」

　短過ぎて伝わらなかったらしい。『エデン』外交部部長、メインシー＝カウツの大だい嫌きらいなそいつ──ウェポン管かん理り部ぶ副部長レイン＝リィン──は、訝いぶかしげな顔で眉まゆ根ねを寄せ、自分の足下に目を遣やった。

「頭の回転が鈍にぶいわね。うちのお姫様の足になったって言ったのよ」

　ようやく『送り迎えだ』という意味に気付いたのだろう、レインは眼鏡の奥おくで細い眼がん光こうを鈍らせる。その視線はいい子ぶっていて気に入らない。気に入らないことだらけだったが、本来メインシーは彼女の全身全ぜん霊れいが気に入らないのだから仕し方かたがない。

　そもそも最近はどうにも毎日苛いら々いらしている。自然と口も荒あらくなった。

「わかったならさっさとどきなさい」

　だけどレインは素す直なおに言うことを聴きかない。

「あまりこの区画に来ないでもらえないかしら、諜ちよう報ほう部ぶ部長」

　自然、メインシーの表情にも険けんが混まじった。

「越えつ権けんね、ウェポン管理部副部長。それからうちはそんな名前じゃない。外交部」

「似にたようなものだわ。それに命令を出してるんじゃなくて、私はお願いしているの」

「あらあら……それこそ身分不ふ相そう応おうな言こと葉ばね。お願いするなら最上の敬けい語ご使って丁てい寧ねいに頭下げな。まぁ、あんたが土ど下げ座ざしようと私はそれを聞く気はないけど」

「じゃあ言葉を変えるわ……出て行けって言ってるのよ」

「あんたの言うことを聞く義ぎ務むもなければ理由もないって言ってるんだよ。変へん異い種しゆ擁よう護ご論ろんの偽ぎ善ぜん者しやが吐はく言葉には相変わらず虫むし酸ずが走るわ」

　言葉としての悪あく態たい以上に、態たい度どとしての剣けん呑のんな気け配はいが飛とび交かう。普ふ段だん滅めつ多たに出会わないが、出会うといつもこうだった。昔から──ふたりは同時期にエデンへと入ったが、その時から変わらない。レイン＝リィンは常つねにメインシーの気に入らない思し想そうを持ち気に入らない行動を取り気に入らない言葉を吐く。向こうも恐おそらく同じことを思っていて、ある意味ではふたりとも気が合うのではないかと自じ嘲ちよう気ぎ味みに考えて、メインシーはまた嗤わらった。

「あなたにウェポンたちの近くへ寄って欲しくないわ」

「いつもいつもそれね、あんた。そんなに人外が大事？　前々から疑うたがってたけど、ひょっとしてあんた特とく殊しゆな趣しゆ味みの持ち主なのかしら？　畸き形けいでないと濡ぬれないとか」

「……その汚きたない口を閉じなさい」

「あれ、怒おこった？　じゃあ図ず星ぼしね」

　よっぽど気に障さわったのか、レインは表情を消し、無む言ごんで腰こしに手を遣やる。帯たい刀とうしていた。所しよ持じが義ぎ務む付づけられている訳わけではないが制服の形式としてあった方が望ましいという短刀だが──メインシーは無む論ろん、持っていない。

「あらあら。そんなの腰に付けるのは式典の時くらいだと思ったけど」

「半年前から警けい戒かい事じ態たい宣せん言げんが出ている。帯刀命令は解かい除じよされていないわ。命令を出したのはあなたたちだったはずだけど……墓ぼ穴けつを掘ほりたい？」

「何せ我が部ぶ署しよは年がら年中警戒事態みたいなもんでね。他部署の気合い入れ直そうって意味だったんだけど……効こう果かあったようで嬉うれしいわ」

　おどけた身み振ぶりでレインの視し線せんをやり過ごしながら、メインシーは心中で嗤った。これ以上からかうのは得とく策さくでない。素人しろうとのこの女が仮かりに短刀を振ふり回まわしたところで恐こわくもないが、律りち儀ぎに宣言を遵じゆん守しゆしている真ま面じ目めさはつまり、追おい詰つめると何をするかわからないという可か能のう性せいも孕はらんでいる。

「まぁとにかく私は長なが居いする気はないのよ。すぐに出て行くわ。でも一時間後にまたお姫ひめ様を迎えに来なきゃならないから、その時間帯はあなた部へ屋やから一歩も出ないで頂ちよう戴だい。またはち合うとお互たがい気分が悪いでしょうからね」

　レインは無む言ごんでこっちを睨にらんだままだった。相変わらず眼鏡の奥おくの目つきは悪い。顔だけで比べれば、むしろメインシーの方が善ぜん良りような人格だと誤ご解かいされるだろう。

　実じつ際さいは外がい見けんと性格が、互いに真しん逆ぎやくだったが。

「とにかく私は仕事に忠ちゆう実じつなだけ。あんたとやり合う気はないよ」

「十歳の子供に何をさせて『仕事』と形容しているのか知らないけれど」

「うちのお姫様イユのこと？　こっちの専せん属ぞくなんだから、こっちの勝かつ手てよ。それに子供じゃなくて、稀き存ぞん種しゆ」

「稀存種でも子供でしょう」

　その辺あたりは認にん識しきの違ちがいという奴やつだ。半年前、イユ＝イエール──第五稀存種を外交部専属として動かすと決まった際さいも、この女は口こう角かく泡あわを飛ばして反対したらしい。そんな小さな子供に何をさせる気だ、と。

　化け物を形容して子供──せめてもう少し気の利きいたことは言えないのかと思う。

　──まあ仕し方かたない。

　この女が畸き形けいびいきなのは、昔から。

　特に十年前、彼女が熱を上げていたロイド＝オドの失しつ踪そうからは拍はく車しやがかかった。畸形でなければ濡ぬれない、というのも、メインシーの常じよう識しきから見ればあながち冗じよう談だんではない。

「とにかく私は私の仕事をしてるだけなのよ。邪じや魔まをしないで欲しいわね。立場もこっちの方が上だし……いざとなったら負けるのはそっちなんだから」

　自分が不ふ利りであるとはわかっているのだろう。レインは開きかけた口を閉じ、視し線せんを脇わきに遣やった。それでも短刀からは手を離はなさなかったが。

「……じゃあね。こっちも色々と忙いそがしいのよ。出歩いただけで難なん癖くせ付けられちゃ堪たまんないわ」

　故ゆえにメインシーは、さっさとレインの脇をすり抜ぬける。

　どのみち、この女とやり合う気がないというのは本当のことだ。さすがに他た部ぶ署しよの副部長を感情だけでどうこうしたとあっては、こちらもお咎とがめなしではいられない。

　だからゆったり歩きながら思った。

　──『感情だけ』でなければ、私はあんたをいつでもどうこうできるのよ、と。

　去さり際ぎわにわざとらしく、伸ばした髪かみをばさ、と両手で掻かき上あげながら。




　その足音が去っていくのを確認しながら、レインはようやく短刀の柄つかから手を離した。つい挑ちよう発はつに乗ってしまったと反はん省せいしながら、心臓は少し高たか鳴なっている。

　抱かかえていた書類の束たばを持ち直す。あまり目を付けられるのはよくない。同時期にエデンへ入ったメインシーがレインよりも出世しているのはつまり、彼女の方が他人を陥おとしいれ蹴け落おとすのが上う手まいからに他ならない。レインがウェポン管かん理り部ぶ副部長になったのは三年半ほど前だが、メインシーはその頃ころ既すでに外交部の部長になっていた。互たがいの印いん象しようがよくないのに彼女から何もされていないのは、単に他部署だからというだけだ。

　彼女の思し想そうはレインと正反対で、だからこそ相あい容いれないが、特に今は──決して表向きな敵てき愾がい心しんを前面に出せない。出す訳わけにはいかない。

　何しろ外交部の仕事は、エデンの内部諜ちよう報ほうも含ふくまれているのだから。

　抱えていた書類の束を、もう一度しっかりと抱だき締しめる。

　鼓こ動どうはまだ速い。ゆっくりと呼こ吸きゆうしてそれを落ち着けた。

　自分の部へ屋やに入る時でなく、管理部部長の部屋から出てくるところを見られなくてよかったと、本気でそう思う。当の部長が部屋にいないとなれば尚なお更さらだ。

　書類の中には、決して他人に見られてはならないものが幾いくつか混まじっていた。




　一時間ばかりふたりで遊んでいただろうか。最初ははしゃいでいたイユの元気が少しずつ衰おとろえて、やがて目を擦こする回数が増ふえていった。眠ねむいの？　とリカが問うと、まだ眠くないよと頬ほおを膨ふくらませて怒おこる。だけどイユの瞬まばたきは、段だん々だんゆっくりになっていた。

　後ろから抱だき締しめて、適てき当とうなお話を聞かせていたらイユはすぐに眠ねむってしまった。

　それから数分と経たたない内に、迎えは来る。

　部へ屋やの呼よび鈴りんが鳴なったので、ゆっくりとイユを寝しん台だいへ横にして扉とびらまで歩む。開けると深しん緑りよく色しよくの制服を着た女性がリカの部屋の前に立っていた。

「イユを」顔には見み覚おぼえがある。毎日ではないが、イユの送り迎えをしている純じゆん血けつの局員だ。仕し草ぐさがわざとらしく、おまけに何だかこっちを見下しているような感じで、リカはこの女性があまり好きではなかった。

「ちょっと待ってください。眠っちゃったので、起こさないようにお願いします」

　それだけ言うと扉へ背せを向け、寝ね息いきを立てるイユを抱きかかえる。頭の両りよう側がわで縛しばった髪かみは解ほどいていたから、萌もえ葱ぎの滑なめらかな感かん触しよくがリカの掌てのひらを撫なでた。

　楽しい時間はどうしてこうも早いのだろうか。イユの寝息は穏おだやかで、柔やわらかい身体はとても可愛かわいい。妹がいたらこんな感じなのかなと思うが、だけど彼女は稀き存ぞん種しゆだという。

　あのフィオナ＝レスファやカロマイン＝セクと同じ存そん在ざいだなんて考えられなかったが、ルナ＝イルと同じだと言われれば納なつ得とくかもしれない。ルナは全然恐こわくないし、優やさしいから。

「はい」子供とは言え十歳の身体はやはりそれなりに重く、よろめきながらゆっくりと純血局員に差し出した。彼女は差し出されたイユを、顔をしかめさも重そうに受け取る。

「世せ話わになったわね」局員は無表情で、言った。

「……いえ」答えながらリカの顔は曇くもる。

　じゃあ、と去ろうとした局員の背せ中なかに、思い切って告つげた。

「あの」

「……何か？」局員は振ふり向むきもせずただ立ち止まる。気け圧おされそうになったが、

「あの、イユちゃんのこと……あまり酷ひどく扱あつかわないであげてください。確かにあなたたちにとっては身体とか調べるの凄すごい大事なことかもしれませんけど、でも、あの、この娘こまだ小さいし、それに……」多少突っかかりながら、それでもリカは芯しんの通った声で言こと葉ばを紡つむぐ。

　だけど、返事は冷たくて、その上に棒ぼう読よみだった。

「ウェポンが口を出すことではないわね」

「あ……」

　リカは立たち尽つくす。純血の局員に逆さからうことに慣なれていない彼女は、それ以上何も言えなくなってしまった。

「あなたに言われなくても、イユ＝イエールの存在は最さい重じゆう要よう項こう目もくよ」

　続く、追おい討うちのような言葉。冷たいのを通とおり越こして、淡たん々たんとし過すぎている。

『最重要項目』──。

　まるで物のような言い方に怒いかりを覚えたが、リカは反論することができなかった。

　ただ黙だまって、局員の肩かたに顎あごを乗せて微睡まどろんでいるイユの顔をじっと見み詰つめていた。




　そうして運ばれていく振しん動どうで眠ねむりから半分だけ醒さめ、イユは状じよう況きようを漠ばく然ぜんと認にん識しきする。

　動いていく景け色しき。金きん属ぞくの廊ろう下か。身体を預あずけた体温はリカおねえちゃんのものではなく、もっと年上の女性のものだ。

「……めいんひぃ……ひゃん？」夢ゆめ見み心ごこ地ちだったため言こと葉ばは舌した足たらずになった。「ここどこ」

「もうおねむの時間よ。帰って寝ねましょうね」

　自分の身体を運んでいる女性──メインシー＝カウツは、そんなイユの耳元で優やさしく囁ささやく。

「明日も明後日もお仕事よ。イユちゃんはとても忙いそがしいんだから、沢たく山さん寝ないとね」

　お仕事というのはどれのことだろう。身体に機械をくっ付けられて大きな台に寝かされるあれのことだろうか。

　それとも、他の誰にも秘密で決して喋ってはいけない、あれのことだろうか──。

　今は眠いから、考えるのは後あとにしようと思った。
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　不ふ意いに鳴なった時じ報ほうは夜の九時を示していて、もうこんな時間なのかとルナは我に返った。

　結けつ局きよく、答えなど出る訳わけがない。ずっと──シオンの部へ屋やで互たがいに黙だまったまま、一時間以上も考え込んでいたらしい。

「あ……すまない。訓くん練れん区くに行くっていうの、もう無む理りだな」時じ報ほうは同時に、訓練区の一時閉へい鎖さを示していた。再さい開かいは朝の八時。今夜はもう使えない。

「別に構かまわないわ」シオンは簡かん単たんに言った。元々行くつもりもなかったのだろうか。

「悪かった。勝手に来て、訳のわからないことを言って」

「別に……構わないわ」

「もう帰るよ。悪かった。突とつ然ぜん来て」

　座すわりもせず突っ立っていた自分を間ま抜ぬけに思いながら、ルナは壁かべから背せを離はなす。疲つかれているのだろう、身体が少し重かった。

「あ」と、部屋から出ようと姿し勢せいを正したところで、ルナはふと思い付く。

「明日は暇ひま？」

　え、とシオンは少し俯うつむけていた顔を上げ、

「……特に何もないけど」

「訓練区。今日行いき損そこねたから、明日行こう」

　ルナの誘さそいにシオンの怪け訝げんな顔は、少し和やわらいだ気がした。

「……そう、そうね」座ったまま、袖そでで覆おおわれた左腕うでに右手を載のせながら、シオンは答える。

「わかった」

　暴あばれれば少しは気も晴はれるだろう。趣しゆ味みがいいとは言えないが、何もせず部へ屋やにいるよりはいい。ルナは弱く笑えむと、

「じゃあ明日……。適てき当とうな時間に迎むかえに行くよ」提てい案あんする。

「こっちから行く。部屋で待っていて」だけど、何な故ぜか慌あわてた声で、即そく座ざに却きやつ下かされた。

　え？　とルナは聞き返しかける。シオンはぶっきらぼうに付け足す。

「多た分ぶん、朝の九時過ぎになると思うけど。用意して、待ってて」

　その態たい度どに変だなと思いながら、ルナは頷うなずいた。

　踵きびすを返す。身体は重かったが、意い識しきはやけに覚かく醒せいしている。横になってもなかなか寝ね付つけないかもしれない。

「それじゃあ、また明日」扉とびらの前に立って、スイッチに手を伸ばしながらルナは首だけで振ふり返かえる。薄うす暗ぐらい部屋の中でも、シオンの灰はい色いろの髪かみは鈍にぶく浮ういて見える。

　その光こう景けいに少しだけ安心しながら、扉とびらを開けようとした。

　だけど、

「……待って」シオンが小さく、躊躇ためらいがちに声をあげた。

「ん？」スイッチを押おし掛かけた手が止まる。

「どうかしたのか？」

　少しの沈ちん黙もく。視し線せんの先にはシオンがいて、こっちを見ている。

　その口が僅わずかに開き、何かを言いたげに形を変えたまま止まり、視線が下か方ほうに逸それ、髪が束たばになって目にばさりと掛かって──、

「……何でもない。ごめんなさい」シオンは目を閉じた。

「そうか」どうかしたのかなと思いながら、ルナはそれでも笑えむ。

　無む理りに聞き出さなくてもいいような気がした。

「じゃあ、また明日」

　だから扉を開いて、ルナはその部屋を去った。




　閉まる扉によってルナの気け配はいが遮しや断だんされてからたっぷり十は数えて、シオンは深く深く溜ため息いきを吐ついた。身体から力が抜ぬける。

　──本当に、何なのだろう。

　日々の戦せん闘とうと、その合間にこうして交かわされる会話。出会ってすぐは会話自体がどうでもよかった。それから少しは戦うことしか頭になかった。一いつ緒しよに強くなろうと言われて、いつからか、共に戦うのが楽しくなっていた。そうすると今度は、普ふ通つうの会話も少しだけ弾はずむようになった。だけど今は、ぎこちなくて、焦じれったい。

　どうして戦闘に関することだけはすらすらと話せるのだろう。それ以外の思し考こうに慣なれていないというだけかもしれないが、そうでないかもしれない。よくわからない──本当に。

　肩かた口ぐちに手を遣やる。シュシュの髪かみ留どめに触ふれる。戦せん闘とう服ふくに付けた髪留めの下には、シオン自身の胸むねがある。普ふ段だん意い識しきしていない──時には邪じや魔まだとしか思えない膨ふくらみ。ルナにはなくて、シオンにはあるもの。それが何なのか、どういう意味を持っているのか。真しん剣けんに考えたことはなかった。自分が女であることを忘わすれている訳わけではないし、優ゆう越えつ感かんも劣れつ等とう感かんもない。ただそういうものだとしか思わない。けれど、ルナは男で、シオンは女だ。

　もう死んでしまったシュシュ＝ケイトの姉のことを、ルナは友達だと言っていた。今でも彼と話していると、時折、彼女のことが話題に出る。だけど当の彼女はルナのことをどういうふうに思っていたのだろう。

　レインからずっと前に言われた。もう少し女の子らしくしなさい、と。女の子らしくという言こと葉ばの意味がわからない。どうすればそうなるのかがわからない。リカのようになればいいのだろうか。それともティーのように綺き麗れいならいいのだろうか。どちらも無む理りだ。

　セールは馴なれ馴なれしくて、ルナと話している際さい、笑いながら肩に手を回したりする。初めて見た時、少しむっとした。その感情は一体何だろう。ルナがちょっと困こまった顔をしていたから、やめればいいのにと思った、ただそれだけなのだろうか。

　フィオナ＝レスファもルナと話をする時、物理的な距きよ離りが近い。肩や手に触れたりする。ルナはそのことを何とも思っていないふうで、困った顔などしない。だけどそれを見た時のシオンには不ふ快かい感かんがあった。それこそ、セールがルナにそうしている時よりも。

　一いつ緒しよに戦う時にはシオンだってルナに触れていて、肩に手を回すとかそういうのではなくて。とにかくその時は、別べつ段だん何も感じない。

　だけど戦闘以外でルナに触れたことなど、多た分ぶん──シオンには、ない。

　考えていると頭が混こん乱らんしてきた。だから戦闘服を脱ぬぎ捨すてて、寝しん台だいへ身を落とす。

　頭が痛いたい。耳の下が熱を帯おびているような気がした。

　だからさっさと眠ねむってしまおうと、そう思った。

　明日、明後日、半年後、一年後──この先自分がどうなっていくのか、それがとてつもなく不安だった。それはずっと思おもい描えがいていたケモノを全ぜん滅めつさせるという未来とは違ちがって、考えてもざわざわして高こう揚ようしないし、ふわふわして落ち着かなかった。
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　そして、それから一週間ばかりは、何ごともない日にち常じようが過すぎた。







[image: 第三章　重力に抗ってはいけない]
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　出動まであと一時間を切った。

　ルナは自分の部へ屋やで着替えながら、壁かべの時計をちらと見み遣やる。正確にはあと四十九分。細かい数字などどうでもいいが、三十分後には第六区画──作戦会議室で待たい機きしておく必ひつ要ようがある。

　部隊構こう成せいは第三種。総そう勢ぜい十五人の出動だった。最も一般的な形けい態たいだが、ルナの気は重い。

　既き視し感かんがあった。ルナは今回、部隊副ふく総そう轄かつを任にん命めいされている。そして総轄はシオン＝エシュ──それは一週間ほど前に、六人のウェポンを失った出動とほぼ同じ形だ。

　特に意い識しきする必要はないとわかっている。ルナはもう殆ほとんどの出動において部隊総轄か副総轄を務つとめさせられていたし、シオンも同じだ。人数と出動回数から特とく定ていの誰だれかが同じ出動になるのもよくあることで、その割合は一週間か十日に一度。故ゆえに確率としては当たり前過すぎるし、前と同じように部隊にはセール＝ルウジュだっている。

　だけど一週間前の失敗はまだ尾おを引いていて、それがルナの気を重くさせていた。

　同じ轍てつを踏ふむのが恐こわい訳わけではない。単に多くの仲間を失った記き憶おくが辛つらいだけだ。そう思い込もうとしたがやはり駄だ目めだった。実じつ際さいのところルナの気を滅め入いらせているのは、本当に自分たちでいいのかという不安なのだから。

　上着の前を合わせながら、シオンのことを考える。彼女はどう思っているだろう。同じことを考えているかもしれない。

　一いつ緒しよに強くなろう、そう口にしてから半年──ふたりでなら何者にも負けないという自信はあるし、よっぽどのことがない限かぎりはどんな状じよう況きよう下かでも生き残れるという確信もある。だけど統とう率そつできるかという話になるとまだ足りないと思う。

「結けつ局きよく、ふたりで完かん結けつしてるんだ」小さく呟つぶやく。

　声に出すとそれが真実のような気がしてくる。

　あれから、暇ひまを見てはふたりで訓くん練れん区くに行き身体を動かしてきた。そのことが成せい果かとして結けつ果かに繋つながるかどうかはわからない。繋がらない可か能のう性せいの方が高いかもしれない。

　ふと、両親のことに思し考こうが飛ぶ。

　こんな時父ならどうしただろう。母はどうしていたのだろう。ルナの知らない父と母の姿すがたは、話だけを聞いているから、こんな時尚なお更さら気になった。

　トマージ＝イル。父はかつて、ウェポンの階級制度が未発達だった時分に、攻こう撃げきの中ちゆう核かくを担になう左さ翼よく攻撃隊長という役を与あたえられていたという。

　ルナ＝ソーシア。母もまたその当時、父と同格以上の、部隊の要かなめである右翼攻撃隊長という役を与えられていたそうだ。

　そのふたりがどんなふうに出会ってどんなふうに一緒に戦っていたのかルナは知らない。ふたりが同時期にその役目を与あたえられていたのは僅わずかに一カ月の間だったそうだが──ともかくその状じよう況きようは今の自分と彼女に似にていると少しだけ思った。過去の話だから当時のことを直接知る人物はもうフィオナくらいしかいなくて、その彼女も戦せん闘とうには参加していなかった。だから単にその事実はもう、自分の両親は皆から頼たよりにされていた、という過去の言こと葉ばでしかない。

　──考えても仕し方かたがない。

　戦せん闘とう服ふくを着終わって、ルナは鏡を一いち瞥べつする。光の質しつによって色を微び妙みように変える白銀と蒼あおの混まじったような上着。今は部へ屋やを照てらす白い発光金きん属ぞくに反はん射しやして、銀が強かった。

　似に合あっているのかどうか、未いまだによくわからない。

　ルナは鏡に背せを向けた。




　それと同じ頃ころ、シオン＝エシュはまだ自分の部屋でぼんやりと座すわり込こんでいた。

　着替えてもいない。できるならあまり出動したくなかった。そんな感情は初めてだ。

　──あれから一週間。

「……、違ちがう」自身の思し考こうを口に出して否ひ定ていする。一週間ではない。いつの間まにか、だ。

　いつの間にか、少年のことを気にしている自分がいる。

　気付かない内にそうなっていた。それは自身の思考が、行動原理が、根の部分にある何かが、徐じよ々じよに乖かい離りしていくような感かん覚かくだった。形けい容ようするなら──シオン＝エシュという人格が変化しているという、安心と不安が入り混じった、浮ふ遊ゆうしながら落らつ下かしているような、そんな。

　そもそもの初期衝しよう動どうは単たん純じゆんで、誰だれかに自分を見て欲しいという幼よう稚ちなものだったと思う。

　誰でもよかった、誰かがいてくれさえすれば、それでよかった。

　そして、目的のためにケモノを皆殺しにしなければならないと思い込んだのが次の段階だ。

　自分とケモノとを重ねられ続けてきた境きよう遇ぐうが生み出した単たん純じゆんな思考だった。

　だけどそれは間違っていった。シオンがケモノを殺せば殺すほど誰もシオンを見なくなる。

　目的と手しゆ段だんが入いれ替かわった上での堂どう々どう巡めぐりに陥おちいった。

　ある時、それを否ひ定ていして、前に進もうと思った。その前後に巡めぐり会あったのがあの少年だ。

　偶ぐう然ぜん──ただの偶然で出会い、結けつ果か、シオンは彼と一いつ緒しよに前に進もうと、そう決めた。

　それから前に進んだ。進めていたと思う。自分を見てくれる人間は少しずつ増ふえて、自分の声を聞いてくれる人もいて、初期衝動は満みたされていった。でも。

　その後があるなんて、シオンは知らなかった。

　本当にいつの間にそうなったのかわからない。

　はっきりと思い当たったのはこの一週間、一緒に訓くん練れん区くで行動を共にしながらだったが、それも今まで無む意い識しきに思考を避さけてきたからに過すぎないのだろう。

　彼──彼に、

　自分のことを見て欲しい。まだ見てくれていないところを見て欲しい。シオンの知っている厭いやな自分は見ないで欲しい。見て欲しい部分だけを見て欲しい。こっちを向いて欲しい。そしてできるのならば、叶かなうのならば──触ふれたい。

　我わが儘ままだろうか。大それた望みなのだろうか。

　一いつ緒しよに並ならんで戦っているうちにいつの間まにか目で追おうようになった。並ぼうと追おい掛かけているうちに見み詰つめることが楽しくなっていった。

　でも、それは──そう思うのは何な故ぜかとても辛つらい。

　この感情の名前をシオンは知らない。

　だけど、多た分ぶん、確実なことがひとつだけある。

　彼は──まだそんなシオンに気付かずに、がむしゃらに走っているのだということ。

　ちょっと立ち止まって欲しいのに、そんなシオンにはお構かまいなしに、あるのかないのかわかりもしない目的地に向かって。

　邪じや魔ましたくない気もするし、一緒に走りたい。しかし一方で、いい加か減げんにしろとも思う。そんな矛む盾じゆんを孕はらんだ共感もまた初めてで、それが自分でも鬱うつ陶とうしいし気に入らない。

　時間は迫せまっていたけれど、動く気がしなかった。出動まであと何分だろう。

　本当に──。

「こんなの、初めて」口の中だけで呟つぶやいた言こと葉ばは、シオン自身の耳にさえ届とどかない。

　シオンはゆっくりと立ち上がると、不ふ承しよう不ぶ承しよう、寝しん台だいに広げた戦せん闘とう服ふくを、傷きずのない右手でこっそりと拾い上げた。




　　　　２




「依い頼らいがあったのはバベル北東五十キロ地点にある小しよう規き模ぼ集落。隔かく離り区くだ」

　定時、十四時。エデン、作戦会議室。

　十三人の変へん異い種しゆたちが二列縦じゆう隊たいに並んだ前で、純じゆん血けつ種しゆの局員が偉えらそうに喋しやべっている。その両脇わきには今回の部隊総そう轄かつと副総轄であるシオンとルナが所しよ在ざいなさげに立っていて、局員の言葉を右から左に受け流している。

　もう少し自信を持てばいいのに、とセールはその光こう景けいを見ながら思った。

　無む理りもないと言えばそれまでだ。十五歳の少年と、もうすぐ十七歳になる少女。ふたりとも子供ではないにせよ、達たつ観かんできる年ねん齢れいでもない。セール自身、その頃ころの自分を思い返すと苦く笑しようしか出て来ない。彼らよりも子供だった。

　バベル直下のスラムで育ち、純血種と同じ外見を活いかした仕事をしていたセールは、莫ば迦かみたいにひねくれて狂きよう人じんみたいに世界を怨うらんでいた。客が下へ手ただというのを理由に半殺しにするなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じで、娼しよう婦ふの女王みたいに振ふる舞まってスラムを見下していた。

　それに比べたら、ふたりはどんなにましだろう。

　だけどそれを伝つたえたところで、ふたりは納なつ得とくしないのもわかっていた。聞き入れる耳があれば達たつ観かんも容よう易いだ。他人の声に従したがうことと自身の意い志しを失うこととは同どう義ぎでないと気付くには時間がかかる──それに気付き、そうして慣なれてしまった時に失うものも多いけれど。

「隔かく離り区くならば青どもが邪じや魔まをしに来る可か能のう性せいはないだろう。住民に多少犠ぎ牲せいが出たとしても構かまわない。貰もらえるものを貰って帰ればそれでいい」

　聞き流している純じゆん血けつ局員の言こと葉ばが不ふ穏おん当とうなものになる。最近はいつもこうだった。フルブルーという敵てき対たい組そ織しきが現れてから彼らに余よ裕ゆうがなくなってきている。変へん異い種しゆの前では本ほん音ねと建たて前まえすら使い分ける気がないらしい。他人の声に従うことと自身の意志を失うこととが非ひ常じように高い度ど合あいで融ゆう合ごうされていた。

　これが達観の成なれの果はて。

　ある意味では大人だが、要ようするに失った結けつ果かだ。

　ウェポンたちの気け配はいが強こわ張ばる。シオンとルナも局員を一いち瞥べつした。

「どっちがいいんだろうね」

「何か言ったか？」

「ひとりごと。……まあ、悩なやんでくれる方がマシだよ」

　小さな声で呟つぶやくセールに周まわりの数人が顔を向ける。ウェポンにも大人は少ない。

　精せい神しん的てきな意味で達観してしまった者は、割わりといるが。

「この先、どうなるんだろうね」ひとりごとを聞かれたついでに、隣となりのウェポンに囁ささやいた。

「この先って、将来のことか？　わかんねえよ」

「あたしら、いつまで戦うんだろ」

「そりゃ、戦死するまでだ」隣のウェポンは達観していた。

「ケモノが全ぜん滅めつするなんて夢物語、お前だって信じてる訳わけじゃないだろ？」

「そうだけどさ。……ま、夢や希望を思い描えがいてんじゃないよ」

「死ぬか生きるかの仕事をする代わりに金きん属ぞくの中に住めて、喰くうにも困こまらねえ。まあ戦えなくなるまで生きていられたら万ばん々ばん歳ざいだ。あとは稼かせいで貯ためたもの持ってここ出て、どっかで隠いん居きよかね。そんなもんだろ？」

「そうかもね」

「そこ……何をこそこそ話している？」

　どうやら声量が過すぎたようだ。局員が聡さとく鋭するどく嫌いやみな視し線せんをこっちに向ける。

「特には。作戦行動について少し。私し語ごでした」だからセールはぞんざいに応こたえた。

「控ひかえろ。次は報ほう酬しゆう減げんだ」

「……了りよう解かい」

　相手も深くは突っ込んでこない。ねちねちといたぶろうとする者もいるが、今回はそういう意味では当たりだなと、セールは失しつ笑しようした。

　隣となりにいたウェポンの台詞せりふを反はん芻すうする。それは多た分ぶん、殆ほとんどのウェポンたちに共通の将しよう来らい像ぞうだろう。命を削けずることによって生を充じゆう実じつさせていると表現すれば聞こえはいいが、要するに単なる選せん択たくの結けつ果かだ。寿じゆ命みようと裕ゆう福ふくさとの等とう価か交こう換かん。高等ではなく、同時に普ふ遍へんであるけれど。

　──だったら、どうしてだろう。

　例たとえば自分ひとりでケモノを皆殺しにしようと本気で思っていた、少し前のシオン。

　例えばケモノのいなくなった世界を夢む想そうし、そのためにすべてを投げ打っているレイン。

　例えば何よりも強くなろうとしている、ここに来てからのルナ。

　例えばエデンで見付けた日にち常じようを何よりの糧かてにしているリカ。

　そして──。

『ルナを育てる』という楽しみを見付けた矢や先さきに死んだ、ウィム＝クラウト。

『バベルに部へ屋やが買える』という夢物語を本気で信じたまま逝いった、シュシュ＝ケイト。

　どうしてそんなふうに、見えもしない未来を信じていられたのだろう。

　そんな、単たん純じゆん過すぎて答えの出ない疑問を何となく思いながら、今回も無ぶ事じに終わって欲しいなと、当たり前のことを考えた。




　第一区画へと移い動どうしてきた十五人の様よう子すはいつもとまるで変わりない。それぞれの顔を順番に一いち瞥べつしながら、レインは壁かべに背せを預あずけていた。

　最近は出動があるたびに、ここへ来る。本来なら見送りや出迎えなど、管かん理り部ぶ副部長自らがするようなことではない。しかし『敵てき』の存そん在ざいで帰き還かん率りつが低てい下かしている今──どんなに忙いそがしくても、どんなに余よ裕ゆうがなくても、そうしようと決めていた。

「シオン、ルナ」今回の部隊総そう轄かつと副総轄は、堅かたい面おも持もちで先頭を歩いてくる。だから薄うす笑えみで、レインは声を掛かけた。

「他の皆も……命令よ。怪け我がをしないようにね」

　了りよう解かい、と口々に、気安さの混まじった返事がある。それはさっきまで対たい峙じしていた純じゆん血けつ局員への対たい応おうとは明らかに正反対のものだが、レインにとってはいつものことだった。この十年──十年間の積み重ねの結果。ロイドが去ってからずっと、身を削けずって重ねてきたものだ。

　シオンは目だけで返事をし、ルナは僅わずかに頷うなずく。

　単純に物理的な問題だけを考えるなら、このふたりが戻もどって来ないなど想そう像ぞうもできなかった。精せい神しん的てきな部分ではまだ少し不安が残るけれど。

「今回は大だい丈じよう夫ぶみたいだけどね」下へ手たに激げき励れいをすると深しん刻こくに受け取ってしまいそうで、レインは軽かる口くちを叩たたく。「『当たり』の出動？」

「そうね」答えたのはセールだったが、他のウェポンたちも意味ありげに笑えんでいる。ルナとシオンは微かすかに顔をしかめたが、気き負おい過ぎるのはよくない、とレインは片手を挙あげてひらひらと振ふった。

「有ゆう機き衛星『カダス』、転てん送そう先さきの環かん境きよう修しゆう正せいを開始します。総員『揺ゆり籠かご』へ」

　連絡員の声が輸ゆ送そう区くに響ひびく。それに急せかされるようにして、ウェポンたちは透とう明めいな球体へと乗り込んでいく。

　球体の中に浮ういた立方体の小こ部べ屋や。どこか子し宮きゆうを連れん想そうさせるその機械は、孕はらんだ子供たちを戦地へと産うみ落おとす、忌いまわしくも頼たのもしい母親なのかもしれない──レインはふと、そんな思し考こうを持った。死に直面することで生きる術すべを得えるしかないウェポンたちは、生まれた先が血に塗まみれていることを知っていて尚なお、子宮へと身体を預あずける。

　擬ぎ似じ的てきな生と死の通つう過か儀ぎ礼れいは非ひ情じようで、その繰くり返かえしは非道だ。ならばせめて、繰り返すことで、何度も生まれることで、彼らはヒトとして認みとめられなければならない──。

　十年前のあの時、ロイドが消えた日からレインが囚とらわれているものは、回転を始めた透明な子宮の鳴ならす甲かん高だかい鼓こ動どうによって助じよ長ちようされていく。

「転送先の環境、最さい適てき化かを完了」

「向こうはどんなところ？」状じよう況きようを淡たん々たんと説明する連絡員の声に、レインは小さく尋きく。

「バベルを取とり囲かこむ山さん脈みやくの端はしにある、小しよう規き模ぼ集落です。海が近いですが集落のある場所は峡きよう谷こくのようにもなっていて、有機衛星越しの景け色しきはなかなか壮そう大だいですよ」

「標ひよう高こうが高いの？」

「いえ、それほどでは。ただ、地面はほぼ岩いわ肌はだで、作物も育たないようです。水も……川へ行くには崖がけを降おりるしか方法がないようですね」

　人が住むにはあまり適てきしていない。変へん異い種しゆだけしかいない単たん相そう区くにはよくある話だった。

　レインはそう、とだけ呟つぶやくと、転送を待つウェポンたちをじっと見る。

「転送先の各種状況にも異い常じようなし」

「了りよう解かい。転送までの秒読み五秒前」

　十五人。全員の名前も顔も経けい歴れきも知っている。全員がちゃんと無ぶ事じに帰ってくればいいと思いながら、レインの視し線せんは先頭にある灰はい色いろの髪かみへと向き、

「……一、零れい」

　視線が合った刹せつ那な、彼女の率ひきいる第三種戦せん闘とう部隊はレインの視し界かいから消しよう失しつした。

　死を孕んだ出産は擬似的であるが故ゆえに一いつ瞬しゆんで、あとには余よ韻いんも残らない。

　──この場所に閉とじこもっている自分たちは、どういう儀礼を経へて人間になったのだろう。

　そんなくだらないことを思いながら、レインは組んでいた両腕うでを解ほどいて、自分の仕事を再さい開かいするために、輸送区をあとにした。




　一瞬だけ途と切ぎれた意い識しきの復ふつ活かつと共に視界は一いつ変ぺんしていて、空気は乾かわいていた。

　喉がそれに慣なれるように浅あさく呼こ吸きゆうをすると、僅わずかに水の匂においもする。

　川が近いのかな、とルナは思った。

　空は晴はれていた。地面は堅かたい。目の前の集落にはぽつぽつと家が建たち並ならんでいて、数は少ない。動物の骨ほねや皮と僅わずかの石でできた家だ。背はい後ごを振ふり返かえると粗そ末まつな防ぼう壁へきがあって、それもどうやら家か屋おくと似にたり寄ったりの素そ材ざいで形成されているようだった。

「誰だれもいねえな」ウェポンの誰かが呟つぶやく。全員ケモノを恐おそれて屋おく内ないに籠こもっているのだろう。

「ケモノは？」

「繰くり返かえし襲しゆう撃げきされてるって話だから、今は来てないんじゃないか？」防壁は破は壊かいされている部分も多い。廃はい墟きよと言われても、或あるいは不自然ではないかもしれない。

　見み渡わたすと防壁は半円形だった。背はい景けいが空しかなかったので一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、どうやら切り立った崖がけの上に作られた集落らしく、つまり崖を背にして家屋が集まっている。

「ここは暮くらしにくそうだな」誰にともなしに呟く。

「ケモノはそんないないでしょうね。代わりに土と水がないみたい……水は、崖の下に川でも流れてるのかねえ。あっち、谷だし」

　セールがそんなルナの独ひとり言ごとに、答えるともなしに答える。

「行きます」

　それらの遣やり取とりや集落の環かん境きようを意に介かいしたふうもなく、シオンが凜りんとした声を放はなった。

　シオンに続き、一同は最も近くにあった家へと歩み寄っていった。自分たちが来たことに住人は気付いていないのかとルナは少し奇き妙みように思ったが、ケモノを恐れるあまり冷れい静せいな者がいないという時はそういうことも少なくない。近寄った家のひとつには扉とびらなどなく、出入り口には筵むしろのようなものがカーテンのように垂たれ下さがっている。こういう作りの家はルナが暮らしていたスラムに多かったから、少しだけ懐なつかしさを覚おぼえた。

「失礼します」無表情な声で、シオンがそのカーテンをめくる。ルナは隣となりに立って、ふたり並んで家の中を覗のぞき込こんだ。

　しかし。

「エデンからケモノ殲せん滅めつの依い頼らいを……え？」

　ルナの言こと葉ばが止まる。




　それはあまりに突とつ飛ぴで、予よ感かんもなく、予よ測そくもできないことだった。

　状じよう況きようを把は握あくするための心の準じゆん備びもなかったから、意味もわからない。

「やあ」ふたりの微かすかな驚おどろきを無む視しして、家の中にいた人ひと影かげが馴なれ馴なれしく片手を挙あげる。

　家の壁かべには幾いくつか窓のような四角い穴があって、案あん外がい明るい。

　狭せまい家の床ゆかには囲い炉ろ裏りのようなものが中心にあって、今は火を入れられていない。

　その向こう──人影は、敷しかれた筵に座すわって厭いやらしい笑えみを浮うかべている。

「やっと来たねー。でものこのこ来たね」

　そいつは、こちらの驚きなどまるで意に介さない。それ以前に場の空気を弛し緩かんさせるような、呑のん気きそうな声と喋しやべり方かただった。

「おい！　おかしいぞ!!」背はい後ごからの声で、ルナは我に返る。

　緊きん迫ぱくがウェポンたちを包つつんでいた。

　そこにいたのは家の主でも、集落の住人でもなかった。

　機械都市出身としか思えない小こ綺ぎ麗れいな服ふく装そうをした、

「住人は全員始し末まつしといた。ケモノの情報は大おお嘘うそ。あの辺に住んでるタイカに金きん属ぞく片へん握にぎらせてエデンまで走らせただけ。そっちは何人？　こっちは二十人だけど」

「……フル、ブルー、か？」

　──また……前回と同じように。

　純じゆん血けつ種しゆの女が、そこにいる。

「自己紹しよう介かいが要いる？　これまでにも出動先で全ぜん滅めつさせられた部隊は幾いくつかあったと思うけど、その全部に私が関かかわってたのよ。凄すごいでしょ？　あとねえ、エデンにも行ったことあるよ」

　髪かみは女にしては短い。ルナと同じくらいだろうか。座すわっているから体格が判はん然ぜんとしないが、背せはそこそこに高いだろう。にこにこ笑えむその顔は眼めが細く、人懐なつっこそうだが、それがわざとなのかその女本来の表情なのかはわからない。

「あの時は大たい変へんだったね、セール＝ルウジュ。イーノ＝ユアは結けつ局きよく誰だれが殺したの？」

　その女は──フルブルーの構成員だと思われるそいつは、ルナとシオンの背後にいたセールを目め敏ざとく見付けてひらひらと手を振ふった。

　ルナに言こと葉ばの意味はわからなかったが、

「……まさか、あの騒さわぎ……」

　応こたえるセールの声は強こわ張ばって、震ふるえ始はじめる。

「うん。そうだよ。イーノ＝ユアを唆そそのかして、繭まゆを突っ込んで、エデンの機械をちょこちょこ弄いじったの。ちょっとした宣せん戦せん布ふ告こくのつもりだったけど、ねえ、楽しかった？　面おも白しろかった？」

　シオンの気け配はいが変わる。ルナはようやく悟さとった。

　ルナがエデンに入って、二週間ほどしか経たっていなかった頃ころ。初めてカロマインと同行した戦せん闘とうと並へい行こうして、エデンの中を騒がせたという事件。

「あなたが……首しゆ謀ぼう者しや？」シオンの声は吐はき捨すてるようだった。

「うん」女はあっさり頷うなずいておもむろに立ち上がると、あー疲つかれたと背伸びする。

「囲かこまれてるぞ……！」背後でウェポンが叫さけんだが、もう遅おそかった。

　女は言う。

「私、ミュリエルっていうの。ミイって呼よんでくれると嬉うれしいな。あ、でも……そうだね、ロイドの妻って言った方が君にはよくわかるかな？　ルナ＝イルくん。この情報、知ってた？　知らなかった？　知らなかったでしょ」

　──ロイド？

　その名前を聞いたルナは、反はん射しや的てきに身み構がまえる。

　女は無む邪じや気きそうに、楽しそうに笑った。

　その手には、身の丈たけよりも更さらに長い、剣のような細いものが握にぎられていた。
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　　　　３




　今日の仕事はとても簡かん単たんだそうだ。ほんの十分もあれば終わるらしく、二十分後に回収するからねと言われた。『揺ゆり籠かご』と皆みなが呼よんでいるあの透とう明めいな丸いものはあまり好きではない。景け色しきが変わる時に気持ち悪くなるからだ。行く時は覚かく悟ごができているから我が慢まんできるが、帰る時はいきなりだから尚なお更さらだった。

　だから仕事の難なん易い度どよりも、またぐらっとしなきゃならないのかなあとイユは気分が重い。

　転てん送そうされた先はいつものように見知らぬ場所だった。どこかの部へ屋やであることはわかるし、壁かべも天てん井じようも金きん属ぞくでできているから、バベルと同じような都市の中か、もしくはイユが半年前までいたような独立した建たて物もののどちらかだろうということは想そう像ぞうできる。だけど、それだけだ。

　部屋は広かった。思い切り走れそうだし、その上幾いくつかの部屋が扉とびらもなしに繋つながっている。

　だけど空は見えなくて、それが惜おしい。

　この仕事が終わったら空が見たいなと思った。リカおねえちゃんと一いつ緒しよに外で遊びたい。きっと楽しいだろう。

「あら？」視し界かいの向こう、仕切りのないもうひとつの部へ屋やから女の人の声がする。

　間を置かずにそこから顔を出したのは、顔に皺しわの寄った女の人だった。

　事前に教えられた通りだ。

　行く先には年寄りの夫ふう婦ふが住んでいて、一見いい人そうに見えるけれどそのふたりはとても恐こわい人だ、と。エデンの邪じや魔まをして、お金で悪い人たちを雇やとっては出動したウェポンの人たちを攫さらって殺してしまうそうだ。出動から帰って来ない人たちも多く、その殆ほとんどはこの夫婦がやっていることだという。

　優しそうな声に騙だまされてはいけない。そして決して許ゆるしてはいけない。イユと遊んでくれた何人かのウェポンたちが、エデンのどこにもいなくなっていたことが何度かあった。その度に、死んでしまったのだと聞かされた。もう彼らは戻もどって来なくて、二度と会えない。それはとても悲しくて辛つらいことだった。

　イユはその悲しさを思い出しながら、目の前で驚おどろいて固かたまっている老婦人を睨にらみ付つける。

「どこから入ってきたの、お嬢じようちゃん？」

　茫ぼう然ぜんとするその人に気付いたのか、更さらに背はい後ごから男の人の声。

「どうかしたのか？」

「ええ、何でしょう、あの、小さな女の子が……部屋に。出入り口が開いた記き録ろくなんてなかったですよね？」

「どこから入ってきたんだ？　……というか、いったいどこをどうして」

　声は驚きよう愕がくに満ちていて、だけど会話は呑のん気きだった。

　イユは『敵てき』を睨んだまま、何歩か前進する。両手を胸むねの前に遣やり、意い識しきを両手の間へ。

　視し線せんが指先と繋つながるような感かん覚かく。視界で敵を囲かこみ、指の動きと同調させるように意識。

　その瞳ひとみが慌あわただしく色を変え、両手の間に、半はん透とう明めいの正六面体が浮うかんでいく。

　老婦人の後ろから壮そう年ねんの男性が顔を出したので、イユの瞳はそのふたつを匣はこの中に収おさめた。

　彼らの断だん末まつ魔まは短くて、だからイユの仕事はそれで簡かん単たんに終わる。

　僅わずか三秒の暗殺は、誰だれにも見られずに誰にも知られない。

　飛とび散ちる血ち飛沫しぶきがどういうものなのかさえ、イユにはよくわかっていなかった。




　ウェポン管かん理り部ぶ部長の留る守すを見み計はからって、レインは部屋へと入っていた。堂どう々どうとしていれば問題はない。そもそも緊きん急きゆう時じに備そなえて鍵かぎの番号は教えられていたし、頻ひん繁ぱんに出入りする部屋でもある。会議に際さいして資し料りようを取りに行くこともざらだ。

　部屋に入っても誰も不ふ審しんには思わない。その程てい度どには信用されている。

　ただ、部長室備そなえ付つけの情報端たん末まつに触ふれることは許されていないし、暗あん号ごうがわからなければ起動させることもできない。危き険けんは最大級だ。何せ権限がない上に、それ自体が背はい信しん行こう為いと見なされるのだから。

　レインが侵おかそうとしている禁きん忌きは、それだった。

　部へ屋やに施せ錠じようする。ウェポン管かん理り部ぶ部長はこれから経営部部長と会議で、一時間は戻もどって来ない。しかも公式なものではなく、その事実を知っているのはレインだけだった。

　絶ぜつ好こうの機き会かいだ──そう決けつ断だんし、レインは行動を開始した。

　当面はこの部屋に入る者は誰だれもいないし、端たん末まつを起動しても矛む盾じゆんはない。会議は密みつ談だんに近い、そう部長は洩もらしていた。そろそろ老年にさしかかる彼は最近疲つかれているらしく、愚ぐ痴ちが多く、口が軽くなっていた。

　すべての環かん境きようがレインに味み方かたしていた。暗あん号ごうは入手してある。フルブルーとの抗こう争そうが始まってから半年──睡すい眠みん時間を削けずって機会を伺うかがい準じゆん備びを進めてきた努力が実を結んだ結けつ果かだが、レインは高たか鳴なる鼓こ動どうを抑おさえながら、部長室の椅い子すに腰こし掛かけ、情報端末の電源を入れる。

　情報端末の起動に関して、事前に手に入れた知ち識しきはふたつ。

　ひとつ。全部ぶ署しよ共有の機き密みつ閲えつ覧らんは、それ自体が中ちゆう枢すう基き盤ばんに記き録ろくされる。

　もうひとつ。機密閲覧でなければ、記録も何も残りようがない。

　機密があること自体、エデンが何かを隠かくしている証しよう拠こだった。それが一体何であるかはわからない。少なくとも稀き存ぞん種しゆの個体情報は機密であるということしかレインは聞いていない。だけど危険を冒おかしてまで稀存種の個体情報が知りたい訳わけではない。レインが知りたいのは、つまり、エデンにとってロイドがどういうふうに認識されているかだ。

　それを特定できれば言うことはない。推すい定ていできるような情報が見付かるだけでもいい。少なくとも十年前の調査では、第六稀存種は人間に憎ぞう悪おしてエデンを去ったという結論が与あたえられている。そんなロイドが今になって、何な故ぜ人間を率ひきいているのか。調べるべきはフルブルーとロイドに対する上層部の見解だ。その記述を読めば、自おのずとレインの知らない事実は見える。機密そのものは書かれていないにせよ──機密に関する知識を持っている上で書かれた情報を閲覧するという行こう為いは、ある意味では機密に触ふれるのと何ら変わりない。

　盗ぬすんだ暗号を操そう作さ板ばんに入力し、電でん影えい金きん属ぞく板ばんを凝ぎよう視しする。

　まずは最初に目に付いたデータ──部長の日誌から。

　こまめに毎日の仕事をまとめている。そういう性格だからこそ部長という地位に辿たどり着つけたに違ちがいないのだが、レインにとってはそれも僥ぎよう倖こうのひとつだった。




　自室の机の上に堆うずたかく積つまれた書類を手て持もち無ぶ沙さ汰たに一枚一枚引ひき裂さきながら、メインシー＝カウツの顔は晴はれない。八つ当たりでしかない行こう為いはびりびりと音をたてて、彼女の苛いら立だちを募つのらせるばかりだった。何もかもが上う手まくいかない。ここ半年ほど、すべての状じよう況きようは膠こう着ちやくしたまま進しん展てんを見せていない。彼女の情じよう緒ちよが普ふ段だん以上に不安定になって一カ月ほどが経たっている。

　懸けん案あん事じ項こうは主にふたつ。

「……で、どうなの？」そのうちのひとつについてを部ぶ下かに問う。目の前に立っている男は憮ぶ然ぜんとした無表情で、そんなメインシーの無意味な行動をじっと見ていた。

「現在手当り次し第だいに調査していますが……まったく。痕こん跡せきも残していません。手て強ごわい相手かと思われます」

「全部ぶ署しよを徹てつ底てい的てきに調べなさい。第十三階層にいる純じゆん血けつ種しゆ、変へん異い種しゆ、すべて容よう疑ぎ者しやよ」

「とうにやっています。たった今部長が破は壊かいされておいでになるのがそのリストですが」

「私が無意味だと結論付けた資し料りようを破は棄きするのに、何か文もん句くがあるの？」

　いえ、と、男は首を振ふる。その仕し草ぐさにも腹が立った。

「尻尾しつぽを出さないのなら罠わなを仕し掛かけなさい。それくらいは自分の判はん断だんでできるんじゃないの？」

　ひとつめの懸けん案あん事じ項こう──それはエデン内部にいると思われる、裏うら切ぎり者もののことだ。

　存そん在ざいは前々から疑うたがっていた。

　そもそもの発ほつ端たんになったのが、『繭まゆ』の漏ろう洩えいだ。もう七カ月以上前のことになるが──エデン内とウェポンが出動した集落で、同時に『繭』を使用されるという事件が起きた。過か学がく部ぶの最さい重じゆう要よう機き密みつ──『抹まつ消しよう存在』の粒りゆう体たいを使用して作成された、任にん意いの対たい象しようを無む差さ別べつに同どう化かさせる無む機き生命体であるそれは、本来、実験以上の意味を持たないものでなければならなかった。『繭』を持ち出したのは『第六稀き存ぞん種しゆ』ロイド＝オド、或あるいは『第三稀存種』エンダ＝カーラだという線でほぼ確実だろう。しかし仮かりにそうだとしたら、手引きした人物がいなくてはおかしい。そもそも『繭』の事件に関しても、実じつ行こう犯はんそのものは逃とう亡ぼうしたきりだった。関係者は見付かった限り捕ほ縛ばくしたが、どれも決め手に欠けた。この一連の出で来き事ごとをエデン内で統とう率そつし組そ織しきした首しゆ謀ぼう者しやがいるはずだ。稀存種が全員出動している隙すきを突いたということを鑑かんがみても──事件は内部事情に踏ふみ込こみ過すぎていた。

　更さらにここ半年の状じよう況きようは、背はい信しん者しやの存在を疑ぎ念ねんから確信へと変化させるに充じゆう分ぶんだった。

　二百五十四回。ロイド＝オドが第四稀存種の前に姿すがたを現してから現在までの間にウェポンが出動した回数だ。そしてその内の百六十七回。これが出動先に『フルブルー』の邪じや魔まが入った回数。確かく率りつにすれば六割五分七厘。偶ぐう然ぜんとも必ひつ然ぜんとも捉とらえられる数字だが、ここ二カ月でという計算だと話は別だ──三十八回中三十回。更さらに言うなら出動回数は激げき減げんしている。単たん純じゆんな依い頼らい数すうの減げん少しようだ。このままでは各部署の経費を削さく減げんしなければならないというのは経営部部長、トマズ＝ハニヴァーの言こと葉ば。

　とにかく、出動回数の減少を無む視ししても、この数字はおかしい。

　敵てきの本ほん拠きよ地ちは、バベルから北方七百キロ地点にある機械都市『ノア』だということはわかっている。そこを内部から突つき崩くずすための細かな作さ業ぎようも怠おこたってはいない。今日もイユを出動させた。ノアの近きん隣りんにある機械家屋に住む夫婦の暗あん殺さつで、彼らはフルブルーの活動支し援えんを積極的に行っている。カロマインも同じように、最近は単独出動によるフルブルーの撃げき退たい行動が多い。

　もっとも、ノアに有機衛星がなければすぐにでも彼らを直接送り込めるのだが──現在のところそれはできずにいる。せいぜいが資し金きん源げんを潰つぶし続つづけるしか方法がなかった。

　とにかく、このままでいいはずはなかった。ウェポンの数が無用な戦せん闘とうによって減げん少しようするとか、収入の減少が経済的な危き機きを招まねくとか、他都市との積極的な争いが多数の犠ぎ牲せいを生むとか、そういう話ではない。そんな事じ象しようはまったく問題ではない。

　問題は──エデン内に裏うら切ぎり者ものがいるということ、その一点だ。

　背はい信しん者しやのいる組そ織しきは脆もろくなる。特に敵てきのいる組織や、外部に知らしめている手段と目的が本来の手段と目的の韜晦でしかないような組織は。そういう組織は、どんなに大きくても内ない通つう者しやひとりであっさりと崩くずれる。一般局員に対しても、道具であるウェポンたちに対しても、そして鍵かぎである稀き存ぞん種しゆに対しても──この組織は秘ひ密みつが多過すぎると言えた。

　本来ならば、その問題を解決するための外交部だ。メインシーはそう思っているし、そのことが矜きよう持じですらある。だけど手て掛がかりが少ない。

「どうするか。関係者を洗う……？　そんなことで尻尾しつぽは出ない。揺ゆさぶるか。どうやって？　供く犠ぎが必ひつ要よう？」メインシーはひとりごちる。目の前の男が何か言おうとしていたが、無む視しして自身の思し考こうに没ぼつ頭とうした。

　もうひとつの悩なやみもある。それは裏切り者の存そん在ざいと密みつ接せつに関かかわっていた。

『装そう置ち』が、未いまだ完成していないのだ。

　第五稀存種の発見に伴ともない、計画は最終段階に入っていた。エデン発ほつ足そく──メインシーがエデンに入る以前──から作成されていた装置『伽が藍らん』は、半年前の第五稀存種発見によって完成像をようやく露あらわにした。一時は第五稀存種の個体情報を組み込まずに完成させようかという案さえ出ていたが、第一から第六までの稀存種の個体情報をすべて記き憶おくさせなければ、装置始し動どうに際さいしてどのような拒きよ否ひ反はん応のうが出るか想そう像ぞうもつかない。故ゆえに第五の発見とそれに伴う個体情報の解かい析せきは、本来ならば手放しで喜んでいいことだった。

　しかし、その喜びから半年。装置の構こう築ちく作業は遅ち々ちとして進んでいない。

　原げん因いんはいくつか考えられた。『フルブルー』の営業妨ぼう害がいによる費ひ用ようの不足。エデン各部ぶ署しよの意見対立。万ばん全ぜんを期きそうとする余あまりに躊躇ためらわれる構築形けい態たいの見直し。どれもが決定的ではなかったが、すべてを合わせれば致ち命めい的てきだ。

　何を迷まよっているのだろうと思う。何を躊躇っているのだろう。装置さえ完成すれば他の何を打ち捨てても構いはしないのに、他部署の部長連中は呑のん気きに構かまえて対たい策さくを練ねっている。

　時間が削けずられていくのが惜おしかった。このままだらだらと時を過ごせば、フルブルーはいずれ力を付けてくる。第六稀存種もいつ何を仕し掛かけてくるかわからない。先に装置さえ作さ動どうさせれば勝ちなのだ──メインシーがそう進言すると、各部部長はこぞってバベル防ぼう衛えいシステムの完かん璧ぺきさを逃にげ道みちにする。塔とうの中に閉じこもり過ぎて外の世界が見えていない証しよう拠こだ。金きん属ぞくの中に守られていれば時は悠ゆう久きゆうであると勘かん違ちがいしているのだ。裏切り者を身の内に飼かっておきながら何を言っているのだろう。一いつ刻こくも早く裏切り者を捜さがし出だし排はい除じよして、同時に『伽藍』を完成、作さ動どうさせればいい、そうしなければならないのに。それだけなのに。

　それだけのことが、どうしてこうももどかしく進まないのだろう。

「どうする……」もう一度呟つぶやく。呟くと同時に、違ちがう、と思った。

　どうすればいいのか、ではない。先に手しゆ段だんを設せつ定ていしろと、自分の中の何かが告つげていた。裏うら切ぎり者を暴あばき晒さらすのではない。思し考こうを、組そ織しきを整理すればいい。どのみちウェポンはもうすぐ必要でなくなる。ウェポンが必ひつ要ようだなどというのはウェポン管かん理り部ぶと司し令れい部ぶの小こ理り屈くつでしかない。そして経営部のガキは猥雑なものを動かすことに熱心だが、自分は違うのだ。動かし難いならば手足をもげ。変へん異い種しゆは切り捨ててもいい。最さい小しよう限げん必要なのは、

「『抹まつ消しよう存そん在ざい』……『外交部』……『稀き存ぞん種しゆ』……『過か学がく研究部』」

　それならばまず必要ないのは誰だれだ？

「容よう疑ぎ者しやは自分以外。犠ぎ牲せいは最小限である必要はない。大おお掃そう除じ。……そう」

　繋つながりかけた。

　誘みちびき寄よせ、たぐり寄せ、そして、

「そう。そうね。すべてを洗って粛しゆく正せいすればいい。どのみち世界に残るべき人間に疑うたがう余よ地ちがあってはいけないし、愚ぐ者しやは必要ないわ」

　──視し界かいが開ける。

　脳のうが結論を出した。それはエデンにとって極きよく右う思し想そうでしかなかったし、メインシーの進しん退たい問題になり兼かねない結論だったが、高こう揚ようし加か速そくした思し考こうにはもう保身など消え去っている。

　元々外交部は、エデンの最さい右う翼よくを自じ認にんしていたのだから。

「あの……部長？」

「いいわ。『箱ノ船ア』なんて人間が作り出した物に乗って助かるほどこの終しゆう末まつは甘くない。機き会かいを伺うかがってそっちは潰つぶす。だけどそれ以前に『楽園エデン』にいながら『箱ノ船ア』に乗のり換かえようとする莫ば迦かと『塔バベル』を『楽園エデン』だと勘かん違ちがいしている阿あ呆ほうを掃除しなきゃね。楽園を荒あらされる訳わけにはいかないのよ。綺き麗れいにしておきさえすれば、洪こう水ずいは決して高たか天まが原はらにまで及およばない」

「あの……」

「あんたも不必要ね。だけど私のスイッチを入れるのには必要。要ようするに死になさい」

「……は？」

　メインシーは立ち上がりざまにそう吐はき捨すてるや、机の中に仕し舞まっていた式典用の短刀を引ひっ掴つかんだ。

「え、あ」

　無む能のうな部ぶ下かの腹ふく部ぶに向かって、ぞんざいに突き出す。刃はが突き立ったまま、男は訳のわからないといった表情で数歩よろめいた。

　それがスイッチだ。

　メインシーは嗤わらう。

「……今日、たった今から裏うら切ぎり者ものの魂たましいを溺おぼれさせ能のう無なしどもの精せい神しんを追い立ててやる。まずは楽園に畸き形けいを住まわせようとする我らが異い分ぶん子し、ウェポン管かん理り部ぶから行くとしましょうか」
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　ルナが家か屋おくの外に眼めを向けた時には、もう二十人以上に周まわりを取とり囲かこまれていた。

「円えん陣じんを！」短くシオンが一いつ喝かつし、ルナたちは背せを向け合う。部へ屋やの中にいた純じゆん血けつの女──ミュリエルを牽けん制せいするように、そのまま集団で家屋から遠ざかる。ウェポンたちの移い動どうに合わせて、フルブルーの集団はじりじりと、付かず離はなれず距きよ離りを保たもっていた。

　やがて、ミュリエルがゆっくりと、カーテンを潜くぐって外に出る。

「ルナ君が来るなんてびっくりだね。まあ知ってたけど」

　ずるずると細く長い刃を引ひき摺ずりながら、ミュリエルはにやにや笑っていた。細い眼は猫ねこを連れん想そうさせたが、気け配はいは剣けん呑のんだ。

「……知ってた、だと？」

「うん。情報くれる人がいるのよ、って……これ以上は言っちゃいけないか。とにかく、いろいろあるの。いろいろあると言えばうちの旦だん那な様さまの予よ定ていもいろいろある」

　さっきこの女が口走った言こと葉ばが気に掛かかる。

　──こいつは何と言っていた？

「旦那、って……」

「ロイド＝オド。我らが組合の基本思し想そうを提てい唱しようした人。会ってるでしょ？」

　ロイド＝オド──第六稀き存ぞん種しゆ。半年前、ルナとシオンの前に姿すがたを見せた、青い髪かみをした蛇へびのような男。そいつは突とつ然ぜん現れて訳わけのわからないことを口にした挙あげげ句く、勝手に去っていった。

　フルブルーという組そ織しきがエデンと抗こう争そう状じよう態たいになった時、ルナは真っ先にそいつを、最終的に殺すべき敵てきだと認にん識しきした。だけどルナにとって何よりも問題なのは、その時──シオンとふたり揃そろってそいつにあしらわれたという事実だ。

「どうも君とシオンちゃんに会いたいらしいのね。連れて来い、ってさ。まあ、実はあの人、今、結けつ構こう近くにいたりするんだけど」

「え……？」

「これ以上は秘ひ密みつ」

　身を強こわ張ばらせるルナに向かって、ミュリエルは不ふ意いに表情を消した。

「そういう訳で君とシオンちゃんは殺さない。適てき当とうに痛いため付つけられればそれに越こしたことはないけど……まあ無む傷きずで、ってのも難むずかしいからどうするかな。だけどその他大おお勢ぜいは別だ。あっさり死んでもらうし、君とシオン＝エシュの捕ほ縛ばくに使えるなら人ひと質じちにもなってもらう。あ、人じゃないか。……この場合何て言うんだろう？」

　その言こと葉ばに、敵てき味み方かた含ふくめた全員の気け配はいが一いち様ように強こわ張ばった。

　まずい、とルナは思う。

　こんな状じよう況きようは想そう定ていしていない。やけに自信たっぷりなこの女がどれほどのものかはわからないが、仮かりにさほどでないにせよ、この場の誰だれかを人ひと質じちに取られたら──戦せん況きようの挽ばん回かいは不ふ可か能のうでないとは言え──少なくとも決けつ断だんは鈍にぶる。

「シオン」隣となりにいる少女の腕うでを肘ひじで突つつき、小声で囁ささやいた。

「どうする？　散ちるか、このままか」

　少しの間まを置き、シオンは答える。

「このままで」そして、

「ルナ、円えん陣じんの中へ」自身も一歩下がりながら、叫さけんだ。

「総員、陣じん形けいは崩くずすな！　襲おそい掛かかってくる敵は受けて、反はん撃げき不ふ可か能のうなら円陣の中に流す……自分たちからは攻こう撃げきしなくていい、相手が来るのを待て！」

　いい案あんに思えた。女の言葉を信じるなら相手の狙ねらいはあくまで自分とシオンで、この陣形を取るなら敵は正せい攻こう法ほうで来るしかない。何より一対多数を避さけることもできる。受け流された敵が円陣の中に来れば、ふたりが何とかすればいい。弓矢を持っている人間がどこかに隠かくれているかもしれないが、ルナとシオン、更さらには仲間に当たる可能性があるなら容よう易いには撃うてない。

「へえ。面おも白しろいね。頭悪くないね。ちょっと素す敵てきかも」

　だけど、それでも、ミュリエルの言葉はあくまで軽い。

「簡かん単たんには思い通りにさせない」それに反はん感かんを覚おぼえ、ルナは静かに吐はき捨すてる。

　シオンの策さくに補ほ足そくした。

「セール、合図したら僕と代わってくれ。……機を見て僕が外に出る。いいか？　シオン」

　ルナひとりなら一対多数であっても、生命の心配をする必ひつ要ようはない。

　しかし、

「あらら、ますますいい感じ。なるほど、『色いろ違ちがい』は怪け我がをしないから無む茶ちやをできる。そうね……君たちがそう来るなら、じゃあ……こんなのはどうかな？」

　ミュリエルは怯ひるみもせず、直後──理り解かいできないことを言った。

「総員、私を残して撤退。今すぐここから少なくとも五百は離はなれた後あと、ノアの有ゆう機き衛星に合図出して拾ってもらって」

　ルナにはその言葉の意味が理解できなかった。

　──こいつ、何を言っている？

　ウェポンたちのみならず、フルブルーの全員も表情を変える。

「……いいんですか？」

「無む用ような犠ぎ牲せいが増ふえるだけだしね。さあ、急いで帰りなさい。タイカたちが気を変える前に」

「しかし……それでは、せっかく」ミュリエルの呑のん気きな声に面々が反論するが。

　直後、

「いいから帰れ」ミュリエルは表情を消し、静かにそう吐はき捨すてる。

　声は、底そこ冷びえするほど平へい坦たんだった。

　フルブルーの全員が気け配はいを変える。彼らはそれ以上反論しなくなった。各々が顔を見合わせて頷うなずくや、ざざざざざざ、と静かに離はなれていく。ルナたちは気き味みの悪さを覚おぼえたが、逃にげる相手をわざわざ追おう訳わけにはいかない。罠わなかもしれないし、何より隙すきができる──そんなルナたちの逡しゆん巡じゆんを見み透すかしたように、ミュリエルは気配をまた穏おだやかなものに戻もどし、一いつ層そう眼めを細めた。

「さ、行こうか」

　ウェポンの全員は──動けない。ルナもシオンも、命令を出せない。

　ミュリエルが続ける。

「一般に純じゆん血けつ種しゆは変へん異い種しゆよりも筋きん力りよくが劣おとってる。だからフルブルーの奴やつらは武ぶ器きや頭数で自分たちに対たい抗こうする──君たちはそう思い込んでるよね？　それ、半分は当たりだけど、もう半分は外はずれだよ」

　女の細い腕うでが、剣を持ち上げる。

　それは異い様ように細く、異い常じように長かった。形も奇き妙みようだ。刃は先さきは尖とがっていなくて、刀身全体が極きよく端たんに引ひき延のばした長方形のようになっている。鍔つばはなく、柄つかと刃の色が同じだった。

　そしてその剣のような金属から──ぶううう、と音。

「これ、本来は岩や金きん属ぞくを削けずり出だすための機械の一部だったんだって。有ゆう機き金属製。重さは約十二キロ。普ふ通つうなら大人の男でもなかなか扱あつかえないけどさ、私も特別製でね」

　刹せつ那な。

　突とつ然ぜんに、

　音が揺ゆれ、ミュリエルが跳はねた。

「……散れ!!」叫さけんだシオンの声に全員が反はん応のうするより速く、剣は横に薙ながれている。

　みやあああああん、と厭いやな音がして、ミュリエルの正面にいた三人の胴どう体たいが、まるで柔やわらかい果か実じつを切るみたいに分ぶん割かつされた。




　それと同じ頃ころ、レインは何も知らずにウェポン管かん理り部ぶ部長室の椅い子すに座すわっている。

　だけど仮にルナやシオンの状じよう況きようを教えられたとしても、反応できたかどうかは怪あやしかった。さっきから数分──レインの思し考こうは完全に止まっている。

　初めに見たのは、管理部部長の日誌だった。個人的な手しゆ記きを盗ぬすみ見みる罪ざい悪あく感かんとともに、それでもこの段階では大した情報を得えられないだろうと期き待たいはしていなかった。

　しかし、予よ想そう外がいなことに、それで充じゆう分ぶんだった。

　初めに眼めにしたのは『御み使つかい』という単語。

　エデンの上じよう層そう部ぶは、稀き存ぞん種しゆを好んでそう呼よぶ。

　半年前に発見された第五稀き存ぞん種しゆのことを、部長は哀あわれんでいた。

　裏うら工こう作さくにのみ従じゆう事じさせられる『五番目の御み使つかい』『まだ子供だ』『どうせ供く犠ぎになる運命ならば、せめて』『供犠』──『供く物もつ』。

　知らない単語は、やがて不ふ穏おん当とうな表現とともに増ふえていった。

『繭まゆ』『抹まつ消しよう存そん在ざい』『抹消存在の特とく異い粒りゆう体たい』『統とう治ちと支し配はいは同どう義ぎでない』『最小少数の最小不幸』『星』『戻もどす』『ケモノの消しよう滅めつ』『生き残る』『混こん乱らん以前』『御使いの個体情報』『畸き形けいは仕し方かたがない』『我々は地面に降おりる』『これは正しい』。

　ばらばらに配はい置ちされた意味のわからない単語は、しかし何も知らない第三者に読まれることを前ぜん提ていとされていないが故ゆえに、推すい測そくと想そう像ぞうが容よう易い過すぎた。

　レインはすぐに気付き、やがて思い知る。

　これは──この知ち識しきは、管かん理り部ぶ副部長程てい度どには絶ぜつ対たいに知らされるはずのないものだ。

　思い知った瞬しゆん間かん、レインは後こう悔かいした。

　最初はただロイドのことを知りたかっただけだった。だけどロイドのことなど日誌のどこにも書いていなかった。ロイドの反はん逆ぎやくをウェポン管理部部長は記しるしていなかった。

　違ちがう。ロイドのことなどエデン上じよう層そう部ぶは問題にしていないのだ。

　何な故ぜならばエデンはもう『六番目の御使い』の『完全な個体情報』を『抹消存在へと記き録ろく』しているが故ゆえに『装そう置ち』が『完成すれば』『こんなくだらない殺し合いは終しゆう結けつを待たずに途と切ぎれさせる』ことができる──？

　その文ぶん脈みやくは、何もかもがレインの思おも惑わくと違い過ぎた。

「……嘘うそ」知らず知らずの内に出た声は、渇かわいた喉のどを震ふるわせることしかできない。

　変へん異い種しゆによるケモノ殲せん滅めつ。それはエデンの経営を潤じゆん滑かつにするためだけの機き構こうで、結けつ局きよくのところ上層部は変異種を重じゆう要よう視ししていない。要ようはケモノを全ぜん滅めつさせることが目的で、変異種は駒こまに過ぎないと考えている──それがレインの持つ、エデン上層部の認にん識しきだった。だからそれを逆さか手てに取ろうと思った。ケモノのいる世界には変異種が必ひつ要ようであると、誰だれもに知らしめようと思っていた。稀存種は──過か学がく的てきに研究材料の多い希き少しよう種しゆである稀存種はエデンの過学研究者にとって重要であるだけで、単なる変異種の別種だと、そう教えられていた。

　全部、違う。違った。

　そんな程度の低いものではない。

　変異種を蒐しゆう集しゆうする過か程ていを隠かくれ蓑みのに、エデンは稀存種をこそ欲しがっている。

　何故ならば稀存種は。

　そしてケモノを全滅させるのは過程であって目的ではなく、結果であって目もく標ひようではない。

　ケモノは──ケモノさえ、上層部にとっては致ち命めい的てきな存在ではなく、ただの手しゆ段だん。

　エデンは何がしたいのか。何をしようとしているのか。

　そして、その中で、少女だった頃ころのレインがロイド＝オドのことを好きになって、ロイドを失ったレインが、何かを埋うめるようにウェポンたちの、変へん異い種しゆたちのために働いて、シオン＝エシュに出会って、シオンとロイドを重ねて今度こそ間ま違ちがわないようにしたいと願って、シオンと自分を重ねて今度こそ間違って欲しくないと祈って、そうやって積み重ねてきた十年は、

　つまるところ何の意味も価か値ちもない。

　意味を付ふ加かする意味も、価値を見み出いだす価値も。

　なにも──。

「あらあら。これはとってもとっても面おも白しろいことになってるみたいじゃないの」

　声がしたのは、大き過ぎる衝しよう撃げきからそんなことを考えさせられている時だった。

　レインは頭が真っ白になりかける直前、我に返る。

　視し界かいが戻もどり、五感が復ふつ活かつし、顔を上げ、

「気張って出てきたら早さつ速そくこんな幸運に出会えるなんてね。ついてるわ。あなたにとっては不幸だけど、あなたの不幸は私の幸福よ……越えつ権けんどころの騒さわぎじゃないわね。レイン＝リィン。あなたとは十年来の付き合いだけど、自殺願がん望ぼうがあるってこと初めて知ったわ」

　いつの間まに入ってきたのか──メインシー＝カウツの姿すがたが網もう膜まくに写うつった瞬しゆん間かん。

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが、止んだような気がした。
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　三人を切きり裂さいた後、ミュリエルは潔いさぎよいほどに身を引く。そのまま大きく後ろに跳はね、追おっていくルナたちを牽けん制せいしながら後方へ退しりぞいていった。

　追うな、とは言えなかったし、言いたくなかった。自分が死んだことにさえ気が付かずに両りよう断だんされた三人分の肉にく塊かいはルナに後こう悔かいと怒いかりを与あたえていた。シオンも同じだろう。唇くちびるを結びミュリエルの隙すきを伺うかがいながら、殺す時を狙ねらっている。

　だけど逃にげる敵てきの跳ちよう躍やくは、こっちの動きを完全に操あやつっていた。

　長剣で牽制されながらだったから、ウェポンたちも迂う闊かつに飛び込めない。あの剣は危あぶない。肉の切れ方がおかしかった。抵てい抗こうもなく、力を込めたふうでもなく、ただ水を分けるように切せつ断だんされていた。硬こう度どの高い変へん異いを持つ者にも斬ざん撃げきは受け止められないだろう。シオンの左腕うででも無む理りだ。そしてこちらがそう思っているのを承しよう知ちした上で、ミュリエルは距きよ離りを取りながら集団の動きを制せい御ぎよしている。取とり囲かこもうとウェポンたちが動けば、建物の陰かげに入り、或あるいは横に方向転てん換かんし、こちらの思うようにはさせてくれない。更さらに苛いら立だつことには──自分ならば切られても傷きずは治なおると確信して懐ふところに飛び込もうとルナが身み構がまえるのすら察さつして、その度たびにルナとシオン以外のウェポンへ攻こう撃げきの気け配はいを見せる。こちらが犠ぎ牲せいを出したくないのを知っていて、あなたに殺される時には何人か道みち連づれにするよ、と暗あんに脅きよう迫はくしている。

　全員が無む言ごんだった。焦あせりと苛いら立だちと怒いかりとそして微かすかな恐おそれが集団を支し配はいしている。

　やがてミュリエルは集落の奥へと全員を導みちびき、ようやくその足を止める。

　背はい後ごには、崖がけ。敵てきに後うしろはない。

　しかし追おい詰つめたという気にはならなかった。

「さ、始めよっか。楽園の錆さびた兵へい器きたち」

　ミュリエルの表情は余よ裕ゆうそのもので、態たい度どには焦りの欠片かけらさえも見られない。

「どこからでもかかってきていいよー。ちなみに説明すると、私の剣の長さは二メートル丁ちよう度ど。それより長い畸き形けいを持ったタイカくんたちはいる？」

　この中にはいないと知っているふうな口ぶりで、ミュリエルは糸目を一いつ層そう細める。

「いい加か減げんにしな！」声を荒あらげたのはセールだった。

「あんた……いったい何なのよ!?　突とつ然ぜん出てきて訳わけのわからないこと言って……この人数で後ろは崖、どんな策さくがあるかなんてあたしは知らないよ」

「セール＝ルウジュさん、あなたちょっと怒おこり易やすいみたいねえ」

「煩うるさい」セールの気け配はいは本気だった。

「イーノを殺したのがあんただってんなら……あの時あの騒そう動どうを起こしたのがあんただっていうなら、あたしにはあんたを殺す覚かく悟ごはあるよ。さっきも三人死んだ。その上尚なお、あたしたちを小こ莫ば迦かにしてる。ふざけるんじゃないわよ」

「なら、どうするの？」

「あんたと一いつ緒しよにそこから落ちたっていいって言ってるのよ。切られようが突かれようが、上半身だけになってもあんたを殺してやれる」

「あら恐こわい」

「その減へらず口ぐちをやめな」セールの声が、僅わずかに沈しずんだ。

　まずい──ルナは思う。彼女は他人のことになると激げつ昂こうし易やすい。

「やめなさい」だけどルナが口を出す前に、シオンが静かに言いい放はなつ。

「部隊総そう轄かつとして命令します。総員、動かないで」

「……どうするの？　シオン＝エシュ。あなたの『魔ま女じよの剣』は、私の剣よりも脆もろいよ。それとも魔女さん、魔法なんて絵え空そら事ごとが過か学がくの前に通じるって信じてる？」

　左腕うでを変へん異いさせ、僅かに構かまえたまま、シオンはそれに応こたえない。

「ルナ」視し線せんをミュリエルに固定したまま、代わりにルナの名を呼よんだ。

　その声はあくまで静かで、淀よどみがない。

「もし私が失敗したら……あなたが指し揮きを」

「……何だって？」言こと葉ばの意味を把は握あくし損そこねて、ルナは問い返す。

「大だい丈じよう夫ぶ。やれるわ」そんなルナにシオンは一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえんで──

「あなたが何者なのか知らない。だけどあなたはレインさんを傷付けたんでしょう？」

　再ふたたび、ミュリエルを睨にらむ。

　そこでルナは気付いた。シオンは──冷れい静せいに、だけど酷ひどく怒おこっている。

「だから……」

「待て！」

　慌あわててルナはシオンの肩かたに手を遣やるが、指先は出で遅おくれて、何も掴つかめない。

　シオンはその場にいた全員の虚きよを突いて、まっすぐミュリエルの方へ跳はねた。

　ミュリエルの顔が、僅わずかに驚きよう愕がくの色を見せた。




「さてさて何か弁べん明めいはある？」

　余よ裕ゆうに満ちた、満足そうな、同時に加か虐ぎやく的てきな笑えみを満まん面めんにたたえ、メインシー＝カウツはレインの目の前に立っていた。

「……何もないわ」レインは答える。しかしこのまま捕つかまるつもりもない。机が邪じや魔まをしてこちらの下半身は見えないはずだ。ゆっくりと腰こしの短刀に手を遣やりながら、次の行動を考える。

　ふたりとも暴ぼう力りよくに関しては素人しろうとだ。虚を突けば何とかなるだろう。この場をどうにかして逃のがれれば、あとはどうにでもなる。幸いにもここは第二区画であるウェポン総務区──管かん理り部ぶの敷しき地ち内で、両隣どなりは輸ゆ送そう区くと訓くん練れん区く。最悪の場合は第四区画まで逃にげればウェポン居きよ住じゆう区くに行き当たる。居住区にはフィオナ＝レスファもいる。さっき見たことを話せば、フィオナは自分の味み方かたをしてくれるだろう。何よりウェポン管理部には、レインの思し想そうに手て放ばなしで賛さん同どうしてくれる部ぶ下かも何人かいる。

「じゃああなたの辿たどる末まつ路ろは知ってる？」

「死し刑けい、でしょうね」

　メインシーの台詞せりふに観かん念ねんしたように顔を俯うつむけながら、レインは観察する。

　エデンが何をしようとしているか。確実ではないが漠ばく然ぜんとは見えている。

　その善ぜん悪あくを問うつもりはない。だけど少なくとも、その思想はレインの信しん念ねんと相反する。唯ゆい一いつで最大の懸け念ねんなのが現在出動しているシオンたちだったが──第一区画をどうにかして占せん拠きよすれば、ここに戻もどす必ひつ要ようはない。

　管理部占せん有ゆうの有ゆう機き衛星を上う手まく使えば、彼女たちに合流することもできるはずだ。

「ひとつ聞きたい」そのためには相手の油ゆ断だんを誘さそう。

　レインは覚かく悟ごを決めた──十年間執しゆう着ちやくしてきたこの場所を捨てる覚悟を。

「あら、何？　冥めい土どの土産みやげというやつかしら？　答えてあげてもいいわ」

「ロイドは、このことを知ってたの？」

「ええ」メインシーの返事は呆あつ気けない。だけど高こう揚ようしているのがレインにはわかる。

「出しゆつ奔ぽんする直前に知った、というのが私たちの見けん解かいよ。第三と接せつ触しよくしたからね。あなたの手に入れた情報に書いてあった？　第三は私たちに賛さん同どうしてたの。あのご老体は死にたがってたみたい。……いえ、まだ死にたがってるのかな」

「まるで今も接せつ触しよくできているみたいな口くち振ぶりね」

　メインシーの饒じよう舌ぜつは加か速そくしている。彼女が酔よい易やすいというのは知っていた。だからこちらが負まけ惜おしみを口にすれば、それだけで隙すきを作れる。

「まさか！　現在も行方ゆくえ不明のままよ。そもそも賛同してた、っていうのも推すい測そくでしかないわ。『太陽』……あの最大級の化け物の思し考こうなんか、私たち人間には理り解かい不ふ能のう」

「どこまで進んでいるの？」もう少し。もう少しで──

「不安事じ項こうをなくして万ばん全ぜんを期きすにはあと三歩。ただしなり振ふり構かまわなければ最低あと一歩、ってとこかな。その最後の一歩が問題なんだけど……そもそもね、」

　──今だ。レインは短刀の柄つかに手を掛かけ、メインシーに向かってそれを抜ぬき放はなとうとして、

「そもそも、どんなに愚ぐ策さくを弄ろうしたところで、あんたに勝ち目はないのよ」

　三メートル向こうの扉とびらが、甲かん高だかい音をたてて開いた。

　そこに立っている姿すがたを認みとめ、レインの動きは止まった。

「あ……」そこにいたのは、

「先に言っておくわ。彼も賛同者よ」

「私は賛同している訳わけではない。どうでもいいだけだ。あいつを潰ついえさせるのが私の役目だ。あいつがエデンを阻そ止ししようと行動しているならば、私はそれを潰つぶす。それだけだ」

　黒い外がい套とう。白はく髪はつ。赤い眼め。表情のない口元。

「だから、現時点であなたに邪じや魔まをされるのは困こまる。あと少しその行動が遅おそければ、或あるいはあなたの味み方かたをしたかもしれんが……レイン＝リィン。運がなかったな」

　無感情なその声に、あら恐こわい、とメインシーは嘯うそぶく。

　レインの視し界かいが暗くなっていく。

　メインシーが不ふ敵てきに嗤わらった。

「越えつ権けん者しやを捕とらえなさい。カロマイン＝セク」

　途と方ほうに暮くれる、としか形容できない感情が胸むねいっぱいになるのと同時に、レインの手は腰こしの短刀を離はなれ、重力に従したがってふらふらと揺ゆれた。




　シオンの怒いかりは飽ほう和わしかかっていたが、頭の中は不ふ思し議ぎと冷れい静せいだった。

　崖がけから落ちれば死ぬという当たり前の事実が、逆ぎやくに思し考こうを綺き麗れいにしていたのかもしれない。何よりもシオンが目もく視しし計算していたのは、女の後ろ──向こう側の崖までの距きよ離りだった。

　およそ五メートル。どんなに読よみ違ちがえていても八メートルはない。覚かく悟ごがなければ飛べないが、それはつまり覚悟があれば飛べるということだ。

　女も恐おそらくはそれを計算してここまで来ている。追おい詰つめられている訳ではない。落ちるかもしれないという躊ちゆう躇ちよが、自分を追おい詰つめる、それだけ。

　慌あわてて女が剣を振ふる。予よ備び動どう作さもなく、正確にシオンの突とつ進しんする軌き道どう上じようを薙ないでくるのはさすがと言えるが、その速そく度どは──少なくともシオンにとって致ち命めい的てきではなかった。

　身を屈かがめ、地に腕うでを付き、一度速度を殺してから更さらに這はうように再さい疾しつ走そう。剣は空から振ぶりし、シオンの身体は女の懐ふところに飛び込んでいた。

　左腕ではなく、右。変へん異い種しゆの方が純じゆん血けつ種しゆよりも筋きん力りよくが強い──女の言こと葉ばそのままに、シオンの肘ひじは女の肝かん臓ぞうを正確に、傷いためるほどに突いた。

　が、と声が頭の上から洩もれる。そのまま勢いきおいで肩かたを女の腹に思い切り当てて、地面を蹴ける。

　渾こん身しんの力で、シオンはミュリエル諸もろ共ともに崖がけを踏ふみ越こえた。

　躊躇ためらわずに、それでいて冷れい静せいに。許ゆるせる訳わけがなかった。一時とは言え、レインは腕を吊つっていたのだ。あの時の傷きずがたまに痛いたむと洩らしたことがある。何より──あの時、下へ手たをすればレインは死んだかもしれないという怒いかり。それを仕組んだ者を、このままにしておけるか。

　足場が消え、重力が一いつ瞬しゆんだけ消しよう失しつする感かん覚かく。あと二──三メートル。このまま女の身体を踏ふみ台だいにして更さらに飛び、左腕を向こうの崖に引ひっ掛かければそれでいい。できるという確信はあった。恐きよう怖ふさえ克こく服ふくすればできない距きよ離りではない。何よりシオン自身、こんなところで死ぬ気などまったくなかった。ルナに言ったのは、ちょっとした嫌いやがらせのようなものだった──少しは心配して欲しかったのかもしれない。

　子供じみていると反はん省せいし、終わったら謝あやまろうと決めた。怒おこられるかもしれないが、何な故ぜかそうだったらいいななどと微かすかに思う。

　空中では女が下に、シオンが上になっている。水平方向に女を蹴ろうと力を込めた。

　女の顔が見える。

　声を出すのさえ致ち命めい的てきになるその刹せつ那なに、女は──笑っていた。

「シオンっ！」後こう方ほうからの声。

　ルナが必ひつ死しで手を伸ばしていた。

　自分はこのまま向こうに飛とび移うつるのに、莫ば迦か。

　嬉うれしかった。

　だけどその感情は、復ふつ活かつした重力によって掻かき消けされる。

　女が、シオンの足を掴つかんでいた。

　思し考こうが止まる。

　女の剣は岩壁かべに深く刺ささっている。

　剣は壁を柔らかく切きり裂さきながら、落らつ下かは始まっていた。

　ほんの一いつ瞬しゆん前まえ、到とう達たつ地ちまではあと三メートルだった。

　だけど女が剣を岸がん壁ぺきに刺してシオンを引ひき戻もどしていた。

　ルナが手を伸ばしている。

　シオンはそれを掴つかもうと──

　無む我が夢む中ちゆうで伸ばしたのは、左手だった。

　ルナは躊ちゆう躇ちよもせず、シオンのそれを掴む。
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　鋭するどい刺とげが逆ぎやく向むきに林りん立りつした、触ふれた相手を傷きず付つけることしかできない手。

　それでもルナの力は強く、肉が裂さけても躊躇ためらいを見せない。

　変へん異いを戻もどさなければ。反はん射しや的てきにそう思った。

　だけど変異を消すと、傷だらけの醜い生身の腕を見られる。

　それだけの──たったそれだけの、ほんの小さな躊躇が、

　ルナの指を数本と、筋きん肉にくの幾いく許ばくかと、骨ほねの欠片かけらをこそぎ取る。

　女が笑った。気け配はいだけがあった。

　シオンの感情が、重力に反発して大きく歪ひずむ。

　もう間まに合わないと悟さとってしまった瞬しゆん間かん、背はい後ごから女の片かた腕うでが自分を抱だき締しめてくる。

「予定通り」落らつ下かによる風の音に混まじって、耳元に吐と息いきが声を伝つたえてきた。

「……どういう、こと」

　シオンがやっとのことで声を出すと、女はにやにやと笑いながら視し線せんを上空に遣やる。

「あれ見て」

　人ひと影かげが上空に、明らかにひとつ。

　それは手を伸ばしているとか身を乗り出しているとかではない。

　シオンを追おって一いつ緒しよに飛とび降おりたとしか思えない、人ひと影かげだった。

「……莫ば迦か」思わず洩もれた呟つぶやきは、重力と風に掻かき消けされて失うせた。

　内臓の浮うく気持ち悪い感かん触しよくと共に、シオンの意い識しきはそこでゆっくりと消えた。
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　水の音で眼めを覚さました。

　確か川に落ちたはずだと覚かく醒せい未み満まんの頭で考える。薄うすく瞼まぶたを開くと、外は薄暗い。夜が近いのだろうか。顔を動かさず眼だけで周しゆう囲いを確認すると、どうも谷たに底ぞこのようだった。身体が横たわっているのは岩の上で、水の音から推すい測そくするに川岸だろう。落ちた場所は上から見る限り川岸などないただの谷だった覚おぼえがあるが、随ずい分ぶん下流まで流されたのかもしれない。

　落らつ下かしていく中で、意い識しきを失った。胃の浮うき上あがるような気持ち悪さと死の恐きよう怖ふが相まって自分から現実を遮しや断だんしたのだ。情なさけないと微かすかに憤いきどおるが、詰つまるところそれは自分がごく一般的な人間であるという事実でしかないということに気付き、シオンは何となく悲しくなった。

　慌あわてるよりも先に考える。

　あの莫ば迦かは無ぶ事じだろうか。状じよう況きようや自分の身体より先に、そんなことを思った。

　死にはしないだろう。頭さえ守っていれば彼の身体はすぐに治なおる。もちろん万が一ということもあったが──その可か能のう性せいは無む理り矢や理りに頭から追おい出だした。死ぬはずがない、と。

　だけど、それでも不安になる。

　その感情が何なのかは、もうシオンにはわかっていた。あの時──崖がけから落ちるシオンを繋つなぎ止とめようとして差し出された手と、その手を見た時の自分の気持ち。そして自分の変へん異いを隠かくせなかった一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよと、それでも腕うでを握にぎってくれた彼に対して感じた思い。

　それで充じゆう分ぶんだった。否ひ定ていする気も起きなかった。まさか自分がそんな感情を抱いだくことになるなんて思ってもみなかったが、やはりそれはどう考えても──レイン＝リィンに対して抱くものとは、まったく別種のものだった。

　声を出そうとして、口を開く。全身が軋きしんだ。身体を打ち付けた時のものとは違ちがう。長時間無理な姿し勢せいで横になっていた時特有の痛いたみだった。

「気が付いたかな？」後ろから声がした。

「もしそうなら、返事してみてくれると嬉うれしいな」

　憎たらしい、のんびりとした声。シオンを気き絶ぜつさせた張ちよう本ほん人にんだった。

　状況がわからないという逡しゆん巡じゆんや狼ろう狽ばいよりも、静かな怒いかりがシオンの胸むねを支し配はいする。

　ことの経けい緯いを聞き出して、殺す──シオンは固かたまった身体を無理矢理に起こした。びきびきと関かん節せつが鳴なったような感かん覚かくとともに、全身はどこも不ふ具ぐ合あいなく活動を再さい開かいする。両手足の感かん覚かくは指先一本一本に至いたるまでちゃんとある。

「おはよう」呑のん気きにしか聞きこえない、質しつの悪い声。

　シオンは軽く咳せきをして声が出ることを確かめる。大だい丈じよう夫ぶだ。

「わざわざ私が眼を覚ますまで待っていたのは何な故ぜ？」だから背せ中なか越ごしに吐き捨てる。

　それから上半身を起こすと身体を捻ひねり、背はい後ごにあるミュリエルの気け配はいへと敵てき意いを向けた。

　だけど、

「よく眠ねむれたかな？」

「……え」

　その敵意は、ミュリエルの姿すがたを見るや、茫ぼう然ぜんと拡かく散さんする。

　彼女はにこにこと右手を振ふっていた。その手と顔だけ見れば、崖がけから落ちる前の、他人をどこか見下したような彼女と変わりない。しかし──そこ以外は、惨さん憺たんとしていた。

　左腕うでは上じよう腕わんが派は手でに折おれ曲まがっている。服はあちこちが破れ、そこから覗のぞく皮ひ膚ふは真っ青になっている。両足は畳たたんでいるからよく見えないが、少なくとも彼女の腰こしを降おろした場所に広がる黒い染しみは、流れ出た血液だろう。岩いわ肌はだで切きり裂さいたらしい全身は切きり傷きずだらけで、痛いた々いたしい、という表現以外思い付かない。

　慌あわててシオンは自分の身体を見る。シオンは──かすり傷こそあったものの、怪け我がらしい怪我をしていない。

「……どういう……こと」思わず呟つぶやくシオンに、ミュリエルは笑った。

「いやあ、ちょっと失敗しちゃった。落らつ下かに合わせて剣の振しん動どう数すうをちょっとずつずらして速そく度ど落としてたんだけどさ、途と中ちゆうで折れちゃって」

　こともなげにひらひらと手を振るミュリエルは、特に後こう悔かいしている様よう子すもない。

「まさか」

「あなたを傷付けず、ロイドに会わせる。それが私の役目」

　──私を、庇かばった……？

　驚きよう愕がくと、敗はい北ぼく感かんがシオンを支し配はいする。敵がどうなろうと知ったことではないし、彼女がどんな怪我をしたところで構かまいはしなかった。そもそも、彼女ひとりを崖から突き落とすためにシオンは突進したのだ。だけど彼女の目的は、そんな自分に怪我をさせず捕とらえることだった。そしてそれは成功した。もはや武ぶ器きもなく、戦える状じよう態たいでもないミュリエルを──自分を無傷にするためにそうなった彼女をどうこうすることに、シオンはもう躊躇ためらいを覚おぼえてしまった。

　負けた、そう思った。完全に手の内だ。出だし抜ぬかれてしまった。

「私を……どうする気」やっとのことで声を絞しぼり出だしたシオンに、ミュリエルの笑え顔がおは変わらない。痛みがないのだろうか。怪我は決して軽くない。地面に叩たたき付つけられたのなら全身打だ撲ぼくでもおかしくないはずなのに、それでもにやにや笑い、よっ、と立ち上がる。

　足は酷ひどい状じよう態たいだった。あちこちの肉が抉えぐられ、巻まかれた包ほう帯たいの作り出す輪りん郭かくは明らかに歪いびつで不自然だ。立てること自体が奇き跡せきだ。

「もう、来てる」ミュリエルはそれでも、どこか幸福そうに、

「見て、手当してもらったの。怪我をしてよかった」その場でくるりと回転する。

「……あなた、何なの」恐きよう怖ふのような感情が、それを見たシオンの中に生まれた。

「私はね」ミュリエルはそんなシオンに、最高の笑え顔がおで言う。

「あの人の妻。あの人に誉ほめてもらえるなら、私は何だってするの。だって私は、あの人のことが大好きなんだもん」

　子供のように、女のように、奴ど隷れいのように。

　大好き──その単語に、シオンは違い和わ感かんを覚おぼえる。

　──これが、こんなものが──『好き』？

　戸と惑まどったまま眉まゆ根ねを寄せたその時に、だけど思し考こうは、不ふ意いに遮しや断だんされた。

「さっき連絡を入れたが、エンダが発見したそうだ。偶ぐう然ぜんだが、運がよかったなミイ。お前は命拾いしたぞ」

　背はい後ごからの気け配はいと、男の声があった。

「……ごめんなさい」ミュリエルがシオンの更さらに後ろに視し線せんを遣やり、項うな垂だれる。

「結けつ果か上う手まくいったのなら責せきは問わない」

　その声。感情に溢あふれているように見えて、その実何者をも信じていないような。

　その気配。馴なれ馴なれしさと冷たさが同どう居きよしたような。

　そして、視線。見み詰つめられることそれ自体に緊きん張ちようを強しいる、まるで蛇へびのような。

　たった一度の邂かい逅こうだったが、忘わすれようとしても忘れられない。

　シオンは振ふり返かえった。振り返らざるを得えなかった。

「こいつに怪け我ががないのならば、上手くいく」

　声の主は、川辺の岩いわ壁かべに背せを預あずけ、腕うでを組んでいる。

「久しぶりだな」

　さも旧きゆう知ちと再さい会かいした時のように、彼は笑った。
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　そしてロイド＝オドはゆっくりとシオンへ歩み寄る。

　心臓が高たか鳴なった。四し肢しが緊張していく。深しん呼こ吸きゆうをしようとしたができない。

　まずい、とシオンは思う。

　半年前、この男と初めて会った時、シオンは一いち撃げきを喰くらわせることができた。だけどそれは偶然に隙すきを突けただけで、その前後はいいようにあしらわれた。

　今こうして一対一で対たい峙じしてみると──絶ぜつ望ぼう的てきな差を感じる。

　それは対等に戦えるかどうかという疑問ではない。殺されるだろうという確信だった。

　シオンは岩いわ肌はだに腰こしを降おろしているが、立ち上がることができない。

「まあそう緊張するな」

　シオンから数歩の距きよ離りまで近付くと、ロイドは組んでいた腕を解ときポケットに突っ込んだ。

「お前をどうこうする気はないよ」

「……何な故ぜ」やっとのことで動いた喉のどは、それだけを紡つむぐ。

「何故って……お前は面おも白しろいからだ」唇くちびるの端はしを僅わずかに歪ゆがめ、ロイドはシオンの疑問に答えた。

「その殺さつ意い。面白い。半年前に見た時から気になっていた。何度か出動の様よう子すを遠目に見ていたが……気付いていたか？」

　──知らなかった。

「今もそうだ。お前は怯おびえているが、怯えていながら俺を殺せるかどうか心のどこかで考えている。普ふ通つうなら、そんなことは考えないよ。稀き存ぞん種しゆを相手に──仮かりに俺が隙すきを見せたとしても、襲おそい掛かかろうなどとは考えもしない。逃にげようと考える。でもお前は真っ先に殺せるかどうかを考えた。違ちがうか？」

　自信に満ちたロイドの声は、シオンの身体をびくんと震ふるわせる。

「図星だろう？　俺はそれが面白いんだ」

「……あなたの望みはルナでしょう」名前を口にした瞬しゆん間かん、彼は無ぶ事じだろうかと思う。

　さっきロイドは『発見した』とか何とか言っていた。あれは彼のことなのだろうか。確かめたかったが、動どう揺ようにつけ込まれそうでもある。

「有あり体ていに言えばそうだ」ロイドはシオンのそんな感情をあっさりと受け流す。

「だけどお前も欲しい。あいつとお前が俺のものになれば……楽しくなりそうだ」

　口く調ちようからして彼はルナの安あん否ぴを知っている──シオンはそう判はん断だんし、

「何故……何で、そこまでして私たちにこだわるの？　ミュリエルをあんな目に遭あわせてまで……あの人は、あなたの……」

　妻じゃないの、と言いかけて、気け配はいを背はい後ごに遣やった。シオンの後ろではミュリエルが疲つかれたように座すわり込こんでいる。こんな場所でのんびりしていい怪け我がではないはずだ。

「おいおい、あれをあんな目に遭わせたのはお前だろう」

　だけどロイドはくつくつと笑っただけだった。

「それに心配などいらない。あれは脳のうの配はい線せんを何本か切ってある。痛いたみは感じないし、薬品で身体能力も高めている。……手て強ごわかっただろう？　あれには苦しみもなければ悲しみもないんだ。年中多た幸こう感かんに包つつまれてる。そうだな、ミイ？」

「はい。ミイはあなたの玩がん具ぐだよ」

　彼らが何を言っているのか、シオンには理り解かいできなかった。

　そして──ロイドは更さらに続ける。

「夫婦というのは形式だ。あいつはああ見えて機械都市『ノア』の有力者でな。元はあいつの親がそうだったんだが……それも含ふくめて、他の有力者は俺が潰つぶした。だから便利だよ」

　ロイドの言こと葉ばには澱よどみがない。シオンは一いつ瞬しゆん、思し考こうを停てい止しさせる。

「なに、を」言ったの？

　機械都市の有力者。元は親がそうだった。要ようするにいいところのお嬢じよう様という奴やつだ。

　だけど両親はロイドが潰つぶした。親を殺した。ミュリエルは親を殺されて、そして、夫婦。

　──さっきミュリエルは『大好き』と言わなかったか？

「あなたたちは何を言ってるの」意味がわからない。

「言こと葉ば通りだよ。脳のうの配はい線せんを何本か切ったと言ったろう？　あいつは俺に親を殺された。それでいて俺にすべて捧ささげることを望んでる」

　ロイドの視し線せんを脅きよう威いに感じたままだったが、シオンは思わず振ふり返かえる。

　ミュリエルは──満まん身しん創そう痍いのまま、岩いわ肌はだに座すわり込こんで相変わらず笑っていた。

「そうだよ」そして目の合ったシオンに、小首を傾かしげながら手を振る。

「私の頭の中はもう、あの人によってぐちゃぐちゃにされてるの。知ってるでしょ？　あの人の能のう力りよく。有ゆう機き物ぶつ無む機き物ぶつ問とわず、対たい象しようを分ぶん解かいするの──それも恣し意い的てきに。私は頭の中に手を突っ込まれて、幾いくつか壊こわしてもらったの。それがあの時、私が彼に望んだこと。お父さんとお母さんを死体にされて辛つらかったから、何もかもわからなくしてって頼たのんだの。ロイドは私のお願いを聞いてくれたよ。でもね、全部は奪うばわなかった。楽しいことだけ残してくれた。だから私はロイドが好き。大好き」

　シオンは反はん応のうできない。

「便利だったから使ったまでだ。そうしてあとは、エデンの体力を削そぐためと、俺が動く時の隠かくれ蓑みのとして『フルブルー』を作った。人間というのは最低最悪だな。自分の望むことを与あたえてくれる絶ぜつ対たい者しやがいれば、それだけで酔よえるんだ。ちょっとした言葉で命さえ投げ打つ」

　再ふたたびロイドが話を始めたが、ミュリエルはその言葉を楽しそうに聞いている。シオンには理り解かいできない。範はん疇ちゆうを越こえていた。両親を殺されて尚なお、その相手を大好きと言いい放はなつミュリエルと、その話を堂どう々どうと本人の前でするロイド。

　それはシオンの感情をどうしようもなく逆さか撫なでする。

　ロイドに向き直り、睨にらんだ。

「眼めに光が戻もどったな」ロイドは意に介かいさない。「怒おこったのか？」

「怒ってはいないわ。……だけど、吐はき気けがする」

　殺せるとか殺せないとかではない。純じゆん粋すいにそう思った。

　シオンは人間の生命を軽く扱あつかったことはない。確かに何人も殺してきたし、これからも殺すだろう。殺さつ害がいに伴ともなう破は壊かい衝しよう動どうや、破壊に伴う恍こう惚こつも知っている。殺さつ戮りくという事じ象しようにはそういった側そく面めんがあるということは、身を以もつて知っている。

　だけど、少なくとも──その感情を自じ覚かくし、その恍惚に罪ざい悪あく感かんを抱いだくのは最後の一線だ。身を任まかせてしまうのは危き険けんで、更さらにはそれを全ぜん肯こう定ていし自ら楽しもうとするのは、絶対にしてはいけないことだ──そういった実感があり、危き機き感かんがあった。

　だけどシオンのそんな心しん中ちゆうを察さつしたように、ロイドは微笑ほほえみを絶たやさずに、

「お前には多少理り解かいしてもらえると思うんだがな。……少し調べたよ、お前のこと」

　勝かち誇ほこったように言った。

「シオン＝エシュ。十六歳。第一位変へん異い種しゆとして生まれた頃ころから忌いみ子ごとして家族とともに迫はく害がいを受け、三年半前、十三歳の時に弟が殺さつ害がいされたのを契けい機きに両親と住民によって殺されかかる。しかし逆ぎやくに両親を含ふくめた集落を全ぜん滅めつさせ、発はつ狂きよう状じよう態たいに陥おちいっていたのをエデンに保ほ護ごされる。以い降こう精せい神しんの回かい復ふくと同時にエデンのウェポンとして活動を始める……だったな」

「何で……あなたがそんなことを」

　唐とう突とつに触ふれられた自分の出しゆつ自じに、シオンは狼狽うろたえた。

　だけどロイドはそこを契けい機きとばかりに、言こと葉ばを紡つむいできた。

「エデンの中にもエデンのやり方が気に入らない奴やつはいてな……ま、そんなことはどうでもいい。そこそこに残ざん虐ぎやくな過去じゃないか。両親を殺し住人を殺し集落を全滅させる……そうまでして生きたかったのか？　それとも途中でやめられなくなったのか？　楽しかったのか？」

　それは残ざん酷こくに、直接的に、シオンを抉えぐる。

　予よ期きしていなかった攻こう撃げきに、身体が──固かたまった。

「エデンに入ったお前は『灰はい被かぶり魔ま女じよ』と言われ始めた。ケモノを次々に殺すその姿すがたが皆を恐おそれさせたためだ。だけど本当は違ちがうんだろう？　お前は忘わすれられなかっただけだ。断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいと、それに伴ともなう自身の恍こう惚こつを」

「……ち、が」

　必ひつ死しに否ひ定ていする。だけど、声が出ない。

「他者を否定して、人間を疎そ外がいする。お前には憎にくしみしかないんだろう？　誰だれかを殺すことでしか、自身の居い場ば所しよを確認できないんだ……いや、もう目的も手しゆ段だんもわからないんだろ？　殺すことが楽しいんだ。お前は発狂した三年半前から回復してなどいない。気が違ちがったまま、殺さつ戮りくに酔よっているんだ。魔女というのは的てき確かくだな」

　違う。そんなことはない。少なくとも今は──

　──だけど、昔は？

　ロイドの言こと葉ばにそう考えてしまった瞬しゆん間かん、シオンは罠わなに嵌はまる。

　本当に違うと、そう言い切れるのか。殺戮に酔う自分に危き機き感かんを抱いだいていても──それだけでは、結けつ局きよくのところ、全ぜん肯こう定ていしている人間とどう違うというのか。殺戮の味を知っていることそれ自体が、本来あってはいけないことではないのか。

　シオンがずっと抑おさえ付つけていた疑問が、ロイドの言葉によって不ふ意いに頭をもたげてくる。シオンの心の声とロイドの声が重なっていく。

「狂きよう人じんだ。殺すことでしか、お前は他者と触ふれ合あえない。他者を殺して取り込むことでしか、お前は他人を理解できない」

　シュシュ＝ケイトの髪かみ留どめに触れる。触れようとした。そんなことはない。自分は乗のり越こえた。乗り越えようとした。殺して取り込む──そんなくだらない思し索さくはもう捨てた。もうやめた。今の自分は違ちがう。

　だけど、そんな考えを抱いだいたことがある、それ自体が狂きよう気きの証しよう拠こではないのか。

　触ふれることができずに、右手は途と中ちゆうでだらしなく止まった。

「ちが、わたし、は……」

　あっという間まに追おい込こまれていく。

　ロイドはシオンを的てき確かくに突つき刺さす言こと葉ばを次々に吐はき出だす。

「お前はまさしく化け物だ。変へん異いは関係ない。皆はその左腕うでを恐おそれてるんじゃないってこと、もうわかっているんだろう？　……お前が真に化け物である証しよう左さは、お前自身の心が怨えん嗟さと狂きよう気きに満ちているからだ。お前は心が変異してるんだよ」

「……あ、？」

　こころがへんいしている。

　その言葉。

　その言葉は、止とどめだった。あっさりと与あたえられた致ち命めい傷しようだった。

　泣なき叫さけびそうになった。絶ぜつ叫きようが喉のどから洩もれそうになった。だけど悲ひ鳴めいは出ない。身体が動かない。どうしようもない。

　思った。自分は何を浮うかれていたのだろう。

　前に進む？　誰だれかに自分を見てもらえる？　ルナが──『ルナに触れて欲しい』？

　そんな贅ぜい沢たくなこと、ある訳わけがない。あっていいはずがない。




　誰かを好きになる資し格かくなど、いつ手に入れた──？




　その思し考こうに達した瞬しゆん間かん、シオンは決けつ壊かいしそうになった。

「だけどな」と。

　不ふ意いにロイドの顔が、柔やわらかく歪ゆがむ。

「それはお前が悪い訳じゃないんだ」

　まるで蛇へびのように、誘ゆう惑わくにも似にて、微笑ほほえみを上から投なげ掛かける。自じ律りつ的てきな思し考こうを喪そう失しつしかかっていたシオンの胸むねに、その言葉はまるで啓けい示じのように聞こえた。

「よく考えろ。お前は悪くない。最初にお前をそうしたのは誰だ？」

　──最初に、そうした。私がそうなった原げん因いん。

「それはお前の周まわりにいた、人間の悪あく意いだ」

　──悪意？　誰の？

「お前を迫はく害がいしたのは誰だ？　お前をそこまで追い込んだのは誰だ？」

　──追い込まれたのは……私を追い込んだのは……。

「人間だろう？　お前は人間が憎にくい。だから傷きず付つける。それは悪くない。全然悪くない。憎いものを傷付ければ嬉うれしいのは当たり前だ。お前の復ふく讐しゆうは正しい。お前が抱いだいている憎しみは、俺にはわかっている」

　畳たたみ掛かけるように。

　救きゆう済さいするように。理り解かいするように。慈いつくしむように。哀あわれむように。包つつみ込こむように。声は不ふ意いに優しさを孕はらみ、殺さつ気きなどどこにもなく、まるで子こ守もり唄うたのように、悪いことをした子供を無条件で許ゆるすように、そしてシオンを抱だき締しめるように。

　シオンは茫ぼうとしたまま、

　ロイドは言こと葉ばを紡つむぐ。

「だから俺と一いつ緒しよに来い。お前をそんなふうにした奴やつらに復讐してやろう」

　その言葉が、決けつ定てい打だだった。
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「あ、は」声が、洩もれた。

「そうだ」ロイドはシオンを見み詰つめながら、ひと際きわ穏おだやかな笑えみを浮うかべる。

「ふふ、は、は」笑い声だ。

「ふふふ。あは、は、は」胸むねの内から溢あふれるそれは、シオンを覆おおい、大きくなっていく。

　それを満足そうな顔で睥へい睨げいするロイドは、ポケットから手を出した。

　くすくすとシオンは笑う。何が可お笑かしいのだろうと自分でも思うが、止まらない。

『復讐してやろう』──その一言がシオンの感情に冷れい静せいさと意い志しを取とり戻もどさせた。

　ロイドはそんなシオンを見て楽しそうに笑っている。勘かん違ちがいしているのだろう。自身の思い通りになったと浮かれているのだ。だからポケットから出した手をゆっくりとこっちに伸ばし、頭を撫なでようとするかのようにそっと頭ず上じようへとかざす。

　シオンは、それを笑いながら上うわ目め遣づかいに一いち瞥べつし、そして、

　ぱし、と。

　払った。

　ロイドの顔が、予よ期きしなかっただろう驚おどろきに、奇き妙みように歪ゆがむ。

　シオンは立ち上がり、笑みを消した。

　もう笑いたくもなかった。代わりに唇くちびるを咬かんだ。痛いたみを覚おぼえるほどに、強く。

「読よみ間ま違ちがえたわね」

　そしてシオンはゆっくりと、間ま抜ぬけに手を伸ばしたままのロイドに対たい峙じする。

　恐きよう怖ふなどない。こんな奴に恐怖するまでもない。

　勝てるとか勝てないとか、そんなものは腕わん力りよくや暴ぼう力りよくで決まらない。

　ロイドは言った。ルナが欲しいと。

　だからルナに一番親しい自分を、まず引き込もうとしたのだ。

　ルナに一番親しい自分──それは──ロイドさえもが、そう認みとめている。

　そんなものに、資し格かくなど必ひつ要ようない。

「あなたと会うのがもう少し早かったら、危あぶなかったかもしれない。だけど……『復ふく讐しゆう』？　今の私に、そんなもの、いらない」

　ロイドは不ふ審しんそうにこっちを見ている。さすがに手は引っ込めたが、それをポケットに仕し舞まえていないのが何よりの証しよう拠こだ。

　こいつも人間だ。

　だから──シオンは続けた。

「私の弟を殺したのは、ティーよ」

「……何？」

「あの娘こは私を痛いため付つけるのを楽しんでた。それは自然なことだった。暴ぼう力りよくは楽しい。それは私にもよくわかってる。だから不ふ思し議ぎなことなんてない。悪あく意い？　そんなもの、どこにでも転ころがってるわ。人間なら誰だれもが持ってる。悪意のない人間なんていない。だけど……だから、そんな有あり触ふれたもののせいにして、自分を正当化しようだなんて私は思わない」

　シオンは左腕うでに意い識しきを遣やる。変へん異いが解とけ、まくっていた袖そでは金具が外はずれ腕に沿そって垂たれている。傷きずだらけの腕を変異させながら、もう一度袖をまくって肩かたに留とめた。

「あなたと初めて会ったあの日、私はティーとも再さい会かいした。……この情報は知ってた？」

　ロイドは無表情だった。笑ってはいない。だとしたら──知らない。

「あの後、ティーは言ったわ。ごめんなさい、って。だから私も。それですべてが終わる訳わけじゃないけど、それですべてを忘わすれられる訳がないけど、私たちのしてきたことはそんな言こと葉ばだけで終わりにできるようなものじゃないけど、それでも……それでも私は復讐をやめたしあの娘こも復讐をやめた。それでよかった。だってティーにはもうスミタがいたし、私には、もう」

　言葉を一度切って、それから唇くちびるを咬かみ、自分に言い聞かせるようにシオンは言う。

「私たちは別々の場所で、前を向いて歩こうってそう決めたんだ！」

　それは、かつて自分を追おい込こんだティー＝ティカとの約やく束そくだった。彼女の両親を殺した自分と、ティーは約束してくれたのだ。

　もう二度と会わないけれど、お互たがいこの三年間でできた大事なものを守っていこう、と。

　左腕を横に突き出し、シオンは叫さけぶ。

「人殺し？　殺さつ戮りく者しや？　莫ば迦かにするな……私は、シオン＝エシュだ！　ルナが欲しい!?　冗じよう談だんじゃないわ！　あの人は……あの人は、私に言った！　一いつ緒しよに強くなろうって、そう言ってくれた！　だからルナはあなたには渡わたさない！」

　息いきを荒あらげながら、シオンの絶ぜつ叫きようは岩いわ壁かべに反はん響きようする。

　そうだ──言いながら思う。

　私は勝手だ。沢たく山さんの人を殺し、沢山のものを壊こわし、その上自分の我わが儘ままを貫つらぬこうとしている。

　だけど、手に入れてしまったのだ。もう遅おそい。大事なものができた。

　それを奪うばわれるのは、死んでも我が慢まんができない。

「……勝手だな」ロイドが呟つぶやく。面おも白しろくなさそうに。

「それがどうした」だからシオンは吐はき捨すてる。

「私はあの人とずっと一いつ緒しよにいたい。そのためなら、あなたも殺せるわ」

　心の底そこから出た本ほん音ねは、驚おどろくほど素す直なおに言える。

「くく、俺でもか」失しつ笑しよう。

「そうよ」断だん言げん。

「無む理りだな」否ひ定てい。

「殺せる」宣せん言げん。

　まるで戦っているかのように、言こと葉ばが鋭するどくなっていく。

「……あいつがお前にとって、一番大事なのか？」ロイドは疑問を投なげ掛かけ、

「ええ」シオンは真まっ向こうから答える。

　そして、それを最後に──沈ちん黙もく。

　ふたりの気け配はいが尖とがり、川の流れる音だけが轟ごう々ごうと響ひびく。日は沈しずみかけていた。谷たに底ぞこはもうお互たがいの顔を確認するのが難むずかしいほどに暗い。背はい後ごにはミュリエルがいるはずだが、彼女も動く気配はない。時折岩いわ肌はだから剥はがれた小石がころころと駆かけ下おりてくる音と、ケモノだか動物だかわからない鳥類らしき生物の鳴なき声ごえがきいきいと聞こえる。

「……そうか」やがて──ロイドがふ、と目を伏ふせる。

「お前には一番大切なものがあるのか。彼女と同じだな」

　言こと葉ばの意味はわからない。だけどシオンは、ロイドの気配が変へん質しつしたのを感じた。

「ならばお前に尋きこう。ルナのためなら、お前はレインを殺せるか？」

　それはどこか諦てい観かんを混まじらせた、それ以上に何かを懐なつかしむような、そんな声だった。

「レインじゃなくてもいい。他の……お前にとって大事な誰だれかが、ルナを殺そうとしている、そう仮定しよう。その状況になったら……お前は一番大事なルナを守るために、二番目に大事なものを殺せるか？」

「そんな仮定は無む意い味みよ」

　声こわ音ねの変化に戸と惑まどいを覚おぼえながら、答えなど出る訳わけがない質問に僅わずかな動どう揺ようを覚えながら、シオンはそれでも毅き然ぜんと言う。

「じゃあ、逆ぎやくはどうだ？　お前の大事なルナが……あいつにとって一番大事なもののためにお前を殺そうとしたら、その時お前はどうする？」

「ルナはそんなことしないわ」あり得えない。詭き弁べんだ。即そく座ざに否定する。

「そうだな。そう思うだろうな」

　ロイドが──目の前のこの男が何を言おうとしているのか、何を言いたがっているのか理り解かいできない。だけど揺ゆさぶりをかけるつもりなら、それはもう通じない。ロイドが何を言おうと、シオンはそれでも自分でいられると確信している。

「俺もそう思ってた」だけど。

　ロイドの声こわ音ねが、不ふ意いに子供じみたものに変わる。

　殺さつ気きにまみれて隙すきを欠片かけらも見せない、敵てきとしてのロイドではなく──少し弱々しげで、どこか崩くずれそうで、支ささえを欲しがってふらふらとしているような、触さわればどこかに消えてしまいそうな、そんな声であり、気け配はいだった。そしてそれは、まだイルだった頃ころのルナに出会ったあの日、シオンが抱いだいた第一印いん象しようと酷ひどく似にていて──シオンは一いつ瞬しゆん、既き視し感かんに躊ちゆう躇ちよする。

　それが、隙となった。

　ロイドは言こと葉ばを発した直後、そんなシオンを見み透すかしたように、虚きよを突いて一歩前に出る。ポケットに突っ込まれずにだらりと下げられていた右手を、さっきと同じようにシオンの頭ず上じようへと伸ばし、気付いたシオンが身を躱かわそうとする間まを与あたえず。

　そのまま掌てのひらでシオンの頭を掴つかむ。

「消しよう滅めつ器き官かん『睚がい眦さい』……転てん送そう機き能のうを作さ動どう」ロイドの呟つぶやきは、やけに幼よう稚ちだった。

「動くな。動くと手て元もとが狂くるう」シオンの額ひたいに、何か冷たいものが当たる。それは掌とは違ちがう、どこか滑ぬめりのある──強しいて形容するなら、眼がん球きゆうに似た感かん触しよく。

「俺の消滅器官は細さい胞ぼうから分子に至いたるまでの結けつ合ごうを任にん意いに解とくという指し向こう性せいを持った特とく異い粒りゆう体たいによって形成されている。だけどその機き能のうには応おう用ようがあってな……体内に浸しん透とうし、脊せき髄ずいのシナプス結合を操あやつって俺の体内と直ちよつ結けつさせ、同調した電気刺し激げきを送れる。理り屈くつは知らんしどうでもいいが……何かと便利なんだ」

　どういうこと、とシオンが問う間もなく、

「俺の記き憶おくをお前に見せてやる」

　ロイド＝オドが呟つぶやき、シオンの額から、冷たい何かが侵しん入にゆうしてくる。

　それは皮ひ膚ふに染しみ込こみ頭ず蓋がいを無む視ししシオンの脳のうと首くび筋すじにじわじわと染み込んでいく。

　頭の中に何かが侵入するという感かん覚かくに異い様ような吐はき気けを催もよおし、振ふりほどこうとしたその刹せつ那な。

　シオンの視し界かいが暗あん転てんし、意い識しきはどこか別の場所に吹き飛んでいった。




　　　　４




　気が付くというよりも、いつの間にかといった感じだった。五感のうち触しよつ覚かくだけが消しよう失しつして、シオンの目の前には不安定な映えい像ぞうが浮うかぶ。周まわりの雑音も空気の匂においも伴ともなっていたが、そのどれもが不ふ鮮せん明めいでどこか色褪あせていた。記憶──その映像が他人の記憶で、自分はそれを追つい体たい験けんしているのだと悟さとった時、映えい像ぞうは不ふ意いに鮮せん明めいになる。予よ備び知ち識しきがまるでない上に、瞬まばたきのせいか、視し界かいは勝手に間かん断だんする。無む理り矢や理りに見せられるのは気分が悪かった。

　だけどそんなシオンの感情は、本来の記き憶おくの持ち主の感情に覆おおい被かぶせられていく。

「……どうしてこんなことになったんだろうね」

　声が聞こえ、シオンは自らの意い思しとは無関係にそちらを向く。不安と、怒いかりと、失しつ望ぼうと、喪そう失しつ感かんと、それらがごっちゃになったような、どうしようもない不ふ条じよう理りさを感じた。

　その場所には見み覚おぼえがある。シオン自身の記憶に既き視し感かんがある。

　鬱うつ蒼そうとした空気と腐ふ敗はいしたように柔やわらかな地面と頭ず上じようを覆う昏くらい金きん属ぞくの天てん井じようと、湿しめった風。

　バベル直下のスラム街だった。

「それを聞きたいのはこっちだよ」シオンの口が、勝手に声を出す。

　それは若くて、だけど疲つかれ果はてたような男の──少年の、声だ。

　対たい峙じしているのは──。

　黒くろ髪かみの長い女性だ。柔やわらかそうで、だけどどこか鋭するどい瞳ひとみでこっちを見ている。

「私、謝あやまればいいのかな。勝手に出て行ってごめんねって、そう言わなくちゃいけないのかな。でも……違ちがうよね。君がそうなったのって……結けつ局きよく誰だれが悪かったのかな？」

　──ルナ。

　似にていた。髪を短くして顔立ちを少し精せい悍かんにし年ねん齢れいを僅わずかに下げれば、それはシオンがよく知っているあの少年になる。

「どうしても一いつ緒しよに来てくれないのか？」泣なきそうになりながら、シオンは──いや、恐おそらくはロイド＝オドが──ルナの母親に尋たずねた。

「あと四年……いえ、あと五年早かったら、私はどんなことがあっても君と一いつ緒しよに行ったよ。君が望むなら世界だって殺していたし、星だって壊こわしてた」

「だったら！」まるで子供が駄だ々だをこねるように、ロイドはルナに向かって叫さけぶ。

「俺は……俺にはもう何もない！　あんたしかいないんだ！」

「私には……もう、この子がいる」

　言われて視し線せんがルナの足下を向く。そこにいたのは子供だった。四歳か五歳くらいだろうか。ルナの足下にしがみついて、じっと不ふ思し議ぎそうにこっちを見ている──男の子。

「それに、知らない訳わけじゃないでしょ？　私たちは子を為なせばすべてを失う。全部を受うけ渡わたして、ただの残ざん骸がいになるんだ。私の力なんて、もう殆ほとんど残ってないんだよ」

「それでも……それでも俺は、あんたに来て欲しい」

　再ふたたび顔が上がり、シオンの──ロイドの視界から幼おさないルナ＝イルが消えた。

「世界を滅ほろぼすって……私に、自分の子供の未来を奪うばえって言うの？」

「違う！　そうじゃない！　ただ、エデンの奴やつらを……」

「同じことだよ」

　ルナはとても悲しそうだった。まるで聞き分けのない子供を諭さとしているかのように。

「エデンのやろうとしてることがもし本当なら、止めなきゃいけないとは思う。だけど……君のやろうとしていることは違ちがうでしょ？　君はただ復ふく讐しゆうしたいだけなんだ。人間に、純じゆん血けつ種しゆも変へん異い種しゆも含ふくめた人間全部に、そして、君自身も含めた稀き存ぞん種しゆにも」

　弾はじかれたように、ロイドの視し線せんが宙ちゆうを仰あおぐ。本ほん音ねを言い当てられたのだとシオンは感じた、

「私は……未来のことは、この子たちに任まかせたい。これから重いものを背せ負おわなくちゃならないこの子や、フィオナや、君に。君がすべてを壊こわしたいなら何も言わない。だけどそれに私とこの子を巻まき込こむのなら……私は反はん抗こうするよ」

「逃にげるのか!?　子供産うんで、それで臆おく病びようになったのか！　そんな、まるで隠いん居きよしたみたいな言い方……あんたが築きずいてきた過去に対して無む責せき任にんだよ！」

「違ちがうよ。私は……過去を作ったことで、君やこの子たちに、もう沢たく山さんのものを背負わせてしまってる。だからせめて守るんだ。私が死ぬその瞬しゆん間かんまで、可か能のう性せいが幾いくらでもあるように。たとえ辛つらい現実でも、なくなってしまうよりはずっといい。その中で楽しいことが見付かるような、見付けられるような子になるように、私はこの子を育てる。そして私がもし途と中ちゆうで倒たおれても……トマージがいる。あの人がいてくれれば、この子はきっと真まつ直すぐに育つ」

「あんたは変わったな」ロイドの声が低くなり、同時に上うわ擦ずった。

「変わるよ。私、女だもん。母親になれば幾らでも変わる。でもね、私は……母親じゃなかったけど、君のことだって……そういう男の子になってくれたらいいって思ってたし、そう育てたつもりだったよ。たった二年とちょっとだったけど、それじゃあ足りなかったのかな」

　視し界かいが暗くなる。ロイドが瞼まぶたを閉じたのだと、シオンは認にん識しきした。

　やがて──どれくらいの時間が経たったのか、視界はゆっくりと開け、

「俺は、あんたのこと母親みたいだって思ってた」

「私は、君のこと弟みたいに思ってた」

「見けん解かいの違ちがいだな」

「そうかもね」

　そして──。

　不ふ意いに嗅きゆう覚かくと味み覚かくと聴ちよう覚かくと視し覚かくが消しよう失しつし、すべてが一いつ瞬しゆんだけ消える。




　くるり、と何かが反はん転てんした気がして、シオンは──ロイドの記き憶おくは再ふたたび目を開けた。頭のどこかで、ぴき、と妙みような音が聞こえたが、広がる情じよう景けいの方が気になる。

　そこはもう別の場所、別の時間だった。景け色しきが違い、匂においが、空気が、何もかもが違う。

　見み慣なれた風景から、ウェポンの個室だとすぐに気付く。

　記憶は、痛いたみと共に始まった。

「殺してやる……!!」声は女性のもので、響ひびきは呪じゆ詛そにも似にた、或あるいはそれ、そのもの。

　仰あお向むけになっているということが感かん覚かくでわかった。そして呼こ吸きゆうができない。視し界かいの下半分を人ひと影かげが覆おおっていた。髪かみは長い。二十歳前後に見える。女性だ。無表情でこちらを見下ろし、両手はまっすぐに視界の下か方ほう──首へ伸び、張はり詰つめた筋きん肉にくはがくがくと震ふるえている。

　息いきが詰つまっているのは首を絞しめられているからだと、シオンは悟さとった。

「なんで、なんで、なんで、なんで、なんで、なんで、なんで、なんで」女は呟つぶやく。

　そこで気付いた。苦しいのは、息だけではない。

　身体だけではなく、心にも異い様ような苦く痛つうがあった。

　シオンの視し界かいが滲にじむ。辛つらい。痛いたい。悲しい。さっきの──ルナの母親と対たい峙じしていた時よりも、その喪そう失しつ感かんは遥はるかに大きい。何な故ぜなのだろうとシオンは脳のうのどこかで冷れい静せいに考える。

　答えはすぐに出た。

　ロイドの記き憶おくにある感情は、シオンのそれと同どう調ちようする。

　彼は頭ず上じようで自分の首を絞めている相手を──この世の何よりも、大事に思っていたのだ。

　──お前の大事なルナが……あいつにとって一番大事なもののためにお前を殺そうとしたら、その時お前はどうする？

　さっきのロイドの言こと葉ばを思い出した。

　それは圧あつ倒とう的てきな喪失だった。

　言葉にならない。

　暗くら闇やみが大き過ぎて何も感じない。

　心臓と精神と脳のうがそれぞればらばらになって、

　真っ黒な渦うずの中へぶち込まれぐちゃぐちゃにかき混まぜられていくような。

　それでいて、すべての時間が完全に停てい止ししているかのような。

　涙なみだが出たような気がしたが、それでも何も感じない。

　自分はもう生きていてはいけないのだと、その事実をただ告つげられた気がした。

「何であんたが生きてるのよ」どうして自分は生きているのだろう。

「何でサナは死んだのよ」サナというのは誰だれだろう。

　きっとこの人にとって、一番大事な人なのだ。

　──お前の大事なルナが……あいつにとって一番大事なもののためにお前を殺そうとしたら、その時お前はどうする？

　一番大事な人には、自分以上に大事な人がいた。

「苦しい？　苦しいでしょう？　痛いわよね。辛いわよね。もっと苦しめ。サナはもっと苦しかったの。だからもっと苦しみなさい。お前はサナを殺した。お前は私の娘を殺したんだ。許ゆるせない。絶ぜつ対たい許せない。どうしてお前に。私の娘。殺した。私は許さない。殺してやる。死ね。あの子と同じ苦しみを味わって死ね。死ね死ね。死ね死ね死ね死ね」

　ぽつぽつと紡つむがれる言葉とともに、ロイドの首に掛かかる力も強くなっていく。

　一番大事な人の一番大事なものを奪うばったのは、他ならない自分だった──？

　だとしたら、自分は何な故ぜ、のうのうと生きているのだろう──？

　感情がロイドと混まじっていき、シオンはそんなことを思う。

　やがて──。

「この化け物」

　その女性は、ロイドのすべてを完全に否ひ定ていする。

　ぐちゃ、と喉のどが押おし潰つぶされる感かん覚かくがあった。

　実際に体験している訳わけではないが、感覚は同どう調ちようしている。耐たえきれないほどの衝しよう撃げきにシオンが気き絶ぜつしそうになったその刹せつ那な──。




　また、反はん転てん。ぴき、という歪ひずんだ音はまた聞こえた。

　今度は、明るい場所だった。

　それがどこかはわからなかったけれど、ロイドが何をしていたのかはすぐにわかった。

　馴な染じみのある空気だった。息いきがあがっていた。血の匂においがする。周まわりに累るい々るいと横たわっているのは、様さま々ざまな生物を無む作さく為いにごちゃ混ぜにしたような生物──ケモノの死体。

「殲せん滅めつ完了」シオンの口から、少年の声が発せられた。

「今回もどうってことなかったじゃないか」別の誰だれかの言こと葉ばが後ろから聞こえる。少年は──ロイドは振ふり向むいた。シオンの知らない男の顔だったが、ロイドの顔かお馴な染じみだとすぐにわかった。彼はこちらに人ひと懐なつっこそうな笑えみを向けながら、腰に手を当てていた。

「あんたたちがよく動いてくれたお陰かげだよ」ロイドの声は──。

　ロイドの口く調ちようもまた、気安くて嬉うれしそうだ。さっきまでとは真しん逆ぎやくの幸福感。それはシオンも少しだけ知っている。気を許ゆるし、こちらを信しん頼らいしてくれている仲間と一いつ緒しよに生いき延のびられたという安心感と、充じゆう実じつ感かんだ。シオンが手に入れたがっていたものが、そこにあった。

「何言ってんだ、特別総そう轄かつ。結けつ局きよくひとりで殆ほとんど殺やっちまった。まったく大したガキだ！」

　男は近寄るとロイドの肩かたに手を回す。視し界かいが狭せばまった。

　ロイドが笑っているのだと、シオンは認にん識しきした。

「シビル、どうかした？」

　ロイドは男の肩をぽんぽんと叩たたき返かえすと、視し線せんを右に移うつす。そこには髪かみの長い女性の姿すがたがあった。右手の指、拳こぶしの関かん節せつから角つののような刺とげを生やした女性。ウェポンだというのは服の色でわかる。この頃ころから青あお鈍にび色いろの上着を着させられていたようだ。

　気付く。

　その女性は、ついさっき──呪じゆ詛そを呟つぶやきながらロイドの首を絞しめていた、あの女性だ。

　ロイドが一番大事に思っていた、まさにその人だった。

　シビルと呼よばれた女性は、集しゆう落らくの端はし、建物のひとつに近い場所で少しだけ俯うつむいている。

　ロイドは彼女に近寄っていった。

「怪け我が、したのか？」ぶっきらぼうで、だけど相手を気き遣づかった声──それは自分に余よ計けいな世せ話わをやく時のルナに少しだけ似にている、シオンはそう思った。

「何でも……ないわ」対するシビルの声は、どこか上の空だ。

　それが何な故ぜなのか、すぐに気付いた。

　シビルの傍かたわらに、死体がひとつある。それは大きな牙きばで一いち撃げきに抉えぐられたかのように頭とう部ぶを破は損そんしていた。即そく死しだったに違ちがいない。血もあまり流れていない。仰あお向むけに倒たおれたその身体は三十代前後の男のもので、だけど上着は青あお鈍にび色いろではなかった。

「……仕し方かたなかった。あんたは悪くないよ。俺が間まに合わなかったから、責任は俺にある」

　ロイドの感情がシオンに流れ込んでくる。

　家か屋おくに隠かくれていてくれ、というロイドの頼たのみ。それを無む視しして戦せん闘とう中ちゆうに外へ出た男。ケモノに襲おそわれて、誰だれも間に合わなかった。そして──その男は、死んだのだ。

「純じゆん血けつはどうして、俺たちをそうやって軽く見るんだろう」

　ロイドが吐はき出だした言こと葉ばはどこか諦あきらめを孕はらんでいた。似たようなことをシオンも体験したことがある。だから──自じ業ごう自じ得とくだと思いながらもどこか遣やる瀬せないというロイドの感情は、納なつ得とくも理り解かいできた。住人の命を守るのは最さい優ゆう先せん事じ項こうで、それは住民が純血種かどうかを問わず、個人の私情の上にある、ウェポンの持つ最低限の資し格かくだ。

「ちゃんと言うことを聞いてくれてたら、こいつも死なずに済すんだのに」

　ロイドの言葉は何なに気げなかった。

　だけど──シビルはそれに対して、びく、と一度だけ身を震ふるわせる。

「お父さん！」

　そして不ふ意いに家屋の中から飛び出した小さな影かげが、絶ぜつ叫きようとともに駆けけ寄よってくる。ロイドも、恐おそらくはシビルもそれを見た。少女だった。まだ五歳か六歳かそこら。顔はくしゃくしゃで、これ以上ないほどの悲しみをたたえている。少女は死体に辿たどり着つくと、わあわあと泣なき始はじめた。

「……ごめん、ね」血を吐はくような声は、シビルの口から発せられた。力なく座すわり込こみ、死体に縋すがり付つく少女を抱だき締しめる。少女は反はん抗こうするがシビルは構かまわない。ただ全力で抱き締めて、一いつ緒しよに泣き始めた。

「ごめんね。私のせいだね。ごめん、ごめん、ごめん……」何度も、謝あやまりながら。

　その様子が少し変だと思いつつも、好きな相手の優しさを見たような気がして、ロイドは不ふ謹きん慎しんながら嬉うれしくなる。ロイドの記き憶おくを追つい体たい験けんしているシオンも同種の感情に包つつまれていた。

「あんたのせいじゃないだろう」ロイドは言い、泣き叫ぶ少女の頭を撫なでようと手を伸ばす。

　と。

「お前のせいだ」子供の声が幼おさないままに殺さつ意いのような言葉を発した。

　少女は直後、抱き締めていたシビルを力の限りに突き飛ばす。

　シビルは声に驚おどろいていたためにそれに反はん応のうできず、尻しり餅もちを付く。

　少女は無む言ごんでシビルを睨にらみ付つけた。接せつ吻ぷんできそうなほど、近い距きよ離りで。

「化け物。お父さんはお前を追おい掛かけてって死んだ」

　不ふ条じよう理りな言こと葉ばがシビルに降ふり掛かかる。ロイドには意味がわからない。

　シオンにはわかった。

　ロイドに娘を殺された、そういうようなことをさっきの──怨えん嗟さの視し線せんでロイドの首を絞しめていたシビルは口走っていた。それがこの娘だとしたら、死体になっている純じゆん血けつ種しゆ、つまり娘の『お父さん』がシビルを追い掛けて外に飛び出した理由もある。

「お前がいなきゃ、お父さんは死ななかった！」少女──恐おそらく名前は──『サナ』。

　誰だれも言葉を発しない。少女の目の前で、シビルは蒼そう白はくになっている。

「お前のせいだ」少女は言う。

　そして動いた。

　小さな拳こぶしを、まっすぐにシビルに向かって突き出す。

　それは小さいながらも的てき確かくで、シビルの首に向かって伸びていく。

　拳に何か光るものを、ロイドは見た。それが何なのかは正確にわからなかったが──。

　判はん断だんする。

　やめて、そうシオンは言おうとした。

　だけど過去に干かん渉しようすることなどできない。他人の記き憶おくを変えることなどできない。

　それでも──シオンはロイドに、少女に、全員に叫さけぼうとする。

　──やめて。

　止まらなかった。

　ロイドは一番大事なものを優先した。

　腕うでを止めるには、ロイドの距きよ離りは遠過ぎる。

　だから少女の肩かたを掴つかみ、シビルの首くび筋すじが刺さし貫つらぬかれる寸すん前ぜんに、

　少女の身体を分ぶん解かいする。

　上半身が砕くだけるように消しよう失しつし、下半身だけが勢いきおいでシビルにぶつかって、その後倒たおれた。

　心臓を失った血が、勢いだけで半はん端ぱに吹き出る。

　シビルはその赤い液体を顔面から浴あび、

「……いやあああああ！　サナ!!」

　少女の──自分の娘の名前を叫ぶ。

　そのことを──彼女に娘がいることなど、ロイドは知らなかった。

　偶ぐう然ぜん出動した先がシビルの故こ郷きようか何かで、事情でもあって彼女は秘ひ密みつにしていたのだろう。

　仲間のウェポンにも。そして、娘自身にも。

　消え去った拳に、多た分ぶん、少女は何も握にぎっていなかった。

　シビルの持つ変へん異いと似にた、角つののような尖とがった刺とげが生えていたに違ちがいないとシオンは思った。




　そしてまた、シビルの絶ぜつ叫きようを契けい機きに感かん覚かくは反はん転てんする。ぴき。音は段だん々だん大きくなっていくような気がしたが、景け色しきが変わる際さいのスイッチのようなものだとシオンは判はん断だんする。

　今度はシオンにも馴な染じみのある場所だった。

　バベル第十三階層、エデン本部──第一区画、輸ゆ送そう区く。

　準じゆん光こう速そく移い動どう機き関かん『揺ゆり籠かご』に乗る前の、ウェポンたちがそこにいた。

「皆さん、準じゆん備びはいいですか」緊きん張ちようした面おも持もちで、深緑色の制服を着た少女が前に立つ。

　その姿すがたを見て、シオンは思わず声をあげた。もちろん口はロイドのものだったから欠片かけらも動かなかったけれど、それでも感かん慨がいと嬉うれしさが──ロイドの感情とは別に──込み上げる。

　茶色の髪かみはふたつにまとめてお下げにしてあった。

　制服はまだぎこちなくて、似に合あっていない。

　この頃ころから視し力りよくが悪かったのだろうか、眼鏡はそのままだ。

　現在と比べて、目付きはそんなに冷たくない。

　どちらかと言えば真ま面じ目めそう、といった印いん象しよう。

　今のシオンよりも幾いくつか年若い、少女のレイン＝リィンがそこにいた。

「あんま緊きん張ちようするなよ」揶や揄ゆするような、それでいてレインを労いたわるような声がある。一同がけらけらと笑い、レインは顔を赤らめて俯うつむく。

「レインちゃん、これが正式な初仕事だろ」

　シオン──いや、ロイドの隣となりにいたウェポンが、小声で話はなし掛かけてきた。

「そうだっけ？　あいつ、いっつもちょろちょろしてるからわからないよ」

　ロイドがそれに答える。声はさっきよりもまだ若くて、どこか幼さを残していた。恐おそらくは今のルナと同じくらいだろう。

「おいおい。ちょろちょろしてるのは誰だれのせいかわかんねえか？」隣にいるウェポンは意味ありげに微笑ほほえむと、ロイドの肩かたを軽く叩たたいた。その顔にシオンはどこか見み覚おぼえがある。

　二十代前半の精せい悍かんな顔立ちと、それを引ひき締しめる頬ほおの向むこう傷きず。

「ルルがすぐ泣なくから心配して飛んでくるんじゃないのか？」──ルル。その名前と、

「お前の子守りが下へ手たなんだよ、ロイド」シオンの記き憶おくとは印いん象しようのまるで違う笑え顔がお。

「……トマージさん、私し語ごはやめてください！」

　思い切ったようなレインの声が、その名前を呼よんだ。

　トマージ＝イル。ルナの──父親だ。

　もう一度確認しようとしたが、ロイドはレインの方を向いてしまった。

「なかなか言うじゃないか」前を向いたまま小声で囁ささやくロイドに、

「真ま面じ目めだからな、嬢じようちゃん」おどけて答えるトマージ。

「ロイド君も……さっきからふたり、何を言ってるんですか!?」

　レインは眉まゆをひそめてふたりを叱しつ責せきする。顔を赤らめているのが初うい々ういしかった。
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「ロイドがさ、レインちゃんがちゃんと仕事できるか心配だってよ」

　そんなレインを、トマージが声を大きくしてからかった。

　ひと際きわ大きな笑い声が、ウェポンたちの間で起こる。

　レインは耳まで赤くして、それからちょっとだけ泣なきそうな顔をした。

　ロイドの視し線せんはそれを見ていた。だけど周まわりのウェポンがロイドまでからかい始め、視線はあちこちに飛ぶ。煩うるさい！　と一いつ喝かつする声は、口くち笛ぶえまで巻まき起おこした。

　やがてロイドは斜ななめ後うしろを一いち瞥べつする。最初からそこを確認したかったが周りの目を気にしてできなかった──だから決して注ちゆう視しせずに、確認だけをしたい──そんなロイドの心中が、シオンには直じかに伝わった。

　そこには、ふたつ前の記き憶おくでロイドの首を絞しめ、ひとつ前の記憶で娘をロイドに殺されて泣なき叫さけんでいたシビルがいた。

　シビルはロイドと目が合うと、意味ありげに微笑ほほえむ。

　そこで初めて、ロイドは困こまったように頭を掻かくと隣となりにいたトマージを恨うらめしく睨にらんだ。

「もうっ！　静かにしてください！　皆さんは……私の初仕事を失敗させる気ですか!?」

　レインが泣きそうな声で絶ぜつ叫きようした。それを境に歓かん声せいはゆっくりと収おさまる。レインは半分べそをかいて、それじゃあ一列に並ならんでください、と怒おこったように言った。

「あいつの初仕事って、結けつ局きよくなに？」

　ロイドが大人しくレインの指し示じに従したがいながら、トマージに問う。

「俺たちを『揺ゆり籠かご』に入れること。それだけなのに緊きん張ちようしちまってさ。お前のせいだぞ」

「何で俺のせいなんだよ」

「お前ガキだな。気付かないか？」

「何度も言ってるだろ。俺はガキじゃない。……それと、子供には興きよう味みない」

　トマージの軽口に、ロイドは少しだけ怒おこっていた。

　シオンは何となく悲しくなる。レインの態たい度どはシオンにだって瞭りよう然ぜんだった。だけどロイドの記き憶おくと同どう調ちようしている自分には、彼が気にしている存そん在ざいが同年代のレインではなく年上のシビルだということが伝つたわってくる。昔のレインのことは何も聞いていないし、過去にどんなことがあったのかは知らない。けれど──彼女の想おもいは、確実に報むくわれずに終わっているのだ。

　それは、この場にいる他の全員に対しても同じだった。

　視し界かいに入った限り、シオンの見知ったウェポンはどこにもいない。十数年は前の記憶だろうから当たり前と言えるが──それはやはり、過去でしかなかった。

　こんなにも和わ気き藹あい々あいと豪ごう快かいに笑うトマージ＝イルは、十数年後には実の娘と間ま違ちがった挙あげ句く、息子を守って死ぬ。ロイド＝オドは誰だれからも慕したわれていたようだが、少なくとも数年の後には大事な人に殺されかける。レインはシオンと出会った頃ころにはもうロイドと別べつ離りしていた。シオンが半はん狂きよう乱らんで暴あばれるのを身を挺ていして抱だきとめてくれたレインは、いったいどんな十年を経へてそこまで成長したのだろう。

　出動前だというのにどこか和なごやかな空気は、過去の日にち常じようだった。

　もう戻もどってこない。

　それどころか悪い夢よりも更さらに悪い未来を、それとは知らず確実に内ない包ほうしている。

　まだ記憶は連続していて、だから温あたたかくて柔やわらかな日常の空気は続いていたけれど、シオンの最悪な気分はその空気と乖かい離りして、沈ちん鬱うつと揺ゆれていた。

　唇くちびるを咬かもうとしたが、感かん覚かくを支し配はいしているロイドは笑っていて、それも叶かなわなかった。




　　　　５




　それからも、幾いくつかの記憶が断だん片ぺん的てきに再さい生せいされた。

　その度たびに頭の中で音がしたけれど、シオンはその違い和わ感かんに気付かない。

　かつてロイドの送った幸せな日常と、それによって助じよ長ちようされる、最初に見た破は綻たん。

　繋つながっていく記憶は、いつしか怨えん嗟さへと連続する。

　映えい像ぞうを見ながら、シオンの意い識しきは徐じよ々じよに薄うすれていった。
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　川に落ちたところまでは覚おぼえている。水は澄すんでいたが流れが早く、深かった。水面に身体をしたたかに打ち付けられた後で水みず底ぞこに激げき突とつして、そのまま意い識しきを失ったような気がする。

　身体はもう痛いたまない。だけど、目め覚ざめたばかりの頭では、ここがどこかはわからなかった。

　仰あお向むけに寝ねている自分を、最初に認にん識しきした。

　視し界かいを覆おおうのは、岩いわ肌はだだった。

　暗くら闇やみではない。僅わずかに光がある。

　聴ちよう覚かくに意識を遣やる。水の流れる音がくぐもって聞こえた。

　そして、四し肢しに感かん覚かくがあるのを理り解かいし、ルナは起き上がった。

「……え？」

　途と端たん、違い和わ感かんがある。自分が寝ていた場所は何な故ぜか粗そ末まつな寝しん台だいで、上着は脱ぬがされている。川に落ちたのなら全身が濡ぬれているのが当然なはずなのに、髪かみも肌も乾かわいていた。

　どうして自分が意識を失っていたのかを忘わすれそうになった。

　だけど──。

　状じよう況きようを把は握あくして記き憶おくが戻もどってきた途端、焦しよう燥そうがルナの全身を支し配はいする。

「……シオン！」叫さけぶ。ひとりごとではなく、返事を期き待たいするかのように。

　ここはどこだとか、何な故ぜ自分はここにいるかとか、そういった疑ぎ問もんは一気に吹き飛んだ。

　意識を失う前の光こう景けいは、胃の浮うき上あがる厭いやな感じを纏まとって網もう膜まくに焼き付いている。

　ミュリエルに掴つかまれて落らつ下かしていくシオン。

　それを追おい、後先も考えずに身を投げた自分。

　だけどシオンは眼めを閉じていて、ミュリエルは嗤わらっていた。

　岩いわ壁かべに突つき刺ささった剣のせいか、落下はルナの方が早かった。シオンに手を伸ばすが叶かなわず、やがてシオンを追い越してルナは先に水面へと墜おちて──。

　自身の左手を見る。そこには傷きずひとつない。

　シオンの腕うでを掴んで指が何本か千ち切ぎれた記憶があったが、落下する途と中ちゆうで治なおってしまったようだ。考えてみれば、傷きず口ぐちから血が伸びていくのを見たかもしれない。

　ルナは自分の身体に被かぶせられていたシーツを剥はぎ取とると、地面に降おり立たった。ごつごつした岩肌は靴くつを履はいていない足に痛いたかったが、そんなことに構かまってはいられない。

「シオン！」もう一度叫さけぶ。声は谺こだまする。洞どう窟くつをそのまま住じゆう居きよにしたような場所で、寝台のあるここは部へ屋やのようになった袋ふくろ小路こうじだ。壁に蝋ろう燭そくが取り付けられており、それが僅かな灯あかりとなっている。人じん為い的てきなものでしかないがそんなことは関係ない。

　後こう悔かい。

　どうしてあの時、シオンを止められなかったのだろう。どうしてあの時、自分の指は千ち切ぎれてしまったのだろう。どうしてあの時、落らつ下かするシオンの身体を掴つかめなかったのだろう。

　どうして、とそればかりが心しん中ちゆうを這はい回まわり、ルナは洞どう窟くつの続く先に裸足はだしのまま駆かけ出だそうとした。シオンは今どうしているのか。生きているのか、それとも──いや、どこかにいる。絶ぜつ対たいに。絶ぜつ望ぼう的てき観かん測そくを無む理り矢や理りに脳のうから追おい出だして、ルナはひとつしかない通路に足を踏ふみ入いれ、

「……っ！」

　その向こうから出てきた人物と、はち合わせになった。

　ぶつかりかけて立ち止まる。驚おどろいた。ここが人じん為い的てきな空間だろうということはわかっていたが、何な故ぜか人がいるとは思いも寄らなかった。

　だけど、それ以上に驚いたのは──。

「……そんなに慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶです」

　ルナの上着と、靴くつを持って無表情に立ち止まっている人物。

「あんた……は」

「乾かわきました。どうぞ」

「ミュリエル……？」

　ルナの感情を無む視ししたように手に持ったものを突き出してくるその女性は、さっきまで対たい峙じしていた、フルブルーの女によく似にていた。




「私はミュリエルではありません」

　混こん乱らんし激げつ昂こうしたルナを淡たん々たんとした言こと葉ばで押おし止とどめたその女性は、エロイーズと名な乗のった。

　よく見れば別人だというのは瞭りよう然ぜんだった。ミュリエルは短たん髪ぱつだったが、彼女は髪かみを肩かたより長く伸ばしている。年ねん齢れいも二十代の後半に見えたミュリエルに対して、こちらはルナよりも若い──大きく見ても十代半ばだろう。

「ミュリエルは姉です」その女──少女は、何度も着替えてくださいと繰くり返かえした後、しぶしぶ服を着たルナを寝しん台だいに再ふたたび座すわらせて説明を始めた。言葉そのものは滑なめらかだったが、どうにも訥とつ々とつとした口く調ちようだった。

「ここは海に近い洞どう窟くつを改かい装そうして作った住じゆう居きよです。あなたが落ちた崖がけからは約五百メートルほど下流に位い置ちします」感情の読めない声で、エロイーズは言う。

「意味がわからない」ルナは苛いら立だちを抑おさえながら、その顔を睨にらみ付つけた。

　勝手過すぎる、と思う。フルブルーの構成員が現れてロイド＝オドの妻だと名乗り、崖から落ちてみればその妹だという少女が洞窟に自分を眠ねむらせている──何もかもが唐とう突とつで、相手の思い通りに進んでいるような、掌てのひらの上で踊おどらされているような、そんな気分だった。

　何より、ルナが一番知りたいことはそんなことではない。

「それより、シオンは……シオンはどこだ!?　僕がこうしてあんたたちに捕つかまってるなら、あの娘こも同じのはずだ！　どこにいる！」

　怒ど鳴なった。エロイーズから悪あく意いは感じなかったが、かといって善意も感じない。何より敵てきの血けつ縁えんを自じ称しようするような人間を味み方かただと思うほど、ルナはお人好しではない。

「しおん。……シオン＝エシュですか」

「そうだ。いるんだろう……？」

　それは或あるいは、そうあって欲しいという希望だったのかもしれない。

　だけど。

　いいえ、とエロイーズは首を振ふった。

「ここにはいません」

「……え？」

「姉は彼女の夫と合流しています。そろそろこちらに着くでしょう」

　それが何を意味しているのか、ルナは一いつ瞬しゆん、戸と惑まどう。

　そろそろこちらに着く、というミュリエル。

　合流する、とはロイド＝オドのことだろうか。

　だとしたらシオンは──。

「シオンは……一いつ緒しよにいるのか？」

「彼女に怪け我がは殆ほとんどないそうです」ルナの疑問に、何の感かん慨がいも込めずエロイーズは言った。

「連絡は入っています。そもそもロイドはあなたとシオン＝エシュをここに連れて来る予定でした。しかし様々な事情でその予定は狂くるいが生じています。本来は崖がけから落らつ下かするなどという無む茶ちやをしなくてもよかったはずですが。……それに、エンダがあなたを発見したのもただの偶ぐう然ぜんです。だからあなたが先にここへ来たのも、狂いの一部です」

「……何、だって？」言こと葉ばとして聞こえる情報が多過ぎた。

　シオンは無ぶ事じ──『彼女に怪我は殆どないそうです』

　ルナたちがこうなったのは、ロイドの意い志し──『ここに連れて来る予定』

　だけどルナだけが、先にここへ来た──『あなたを発見したのはただの偶然です』

　それらの言こと葉ばを信じるなら、シオンは生きていて、だけどロイドの手の内にあって、

「待て。……さっき、あんた今、なんて」

「さっきとはいつのことですか」

　発見した。自分を。誰だれが？　エロイーズは私が、とは言わなかった。

　だとしたら、

「誰が、って……？」誰が自分を発見したか。

　その名前はどこかで聞きき覚おぼえがあるような気がする。

「エンダ……？」ルナは記き憶おくの中にあった、音の連つらなりを口にする。

　さっき聞いた名前。だけど、それは。

「ああ、お話はもう終わりです」

　と、ルナの思し考こうを遮さえぎるように、エロイーズは不ふ意いに振り返った。

「エンダが来ました。私は会話が下へ手たですから、あとはエンダに」

　少女は一歩下がり、つつつと横に移い動どうする。

　開けた視し界かいの先に、洞どう窟くつの通路をこちらへ歩いてくる人間の姿すがたがあった。
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　そいつは形容し難がたいほどに、奇き妙みようだった。




　外見から年ねん齢れいが読めない。十代の前半に見えるほど幼おさなくもあるし、三十代に見えるほど達たつ観かんしてもいる。背せはルナよりも高かったから子供ではないとわかるが、幼さを残したまま年とし老おいたような、そんな訳わけのわからない印いん象しようを持たせる。

　性別もわからなかった。顔立ちが整ととのっているのは確かだが、整い過ぎていて男か女か判はん別べつできない。切れ長の眼めには睫まつ毛げが長く、結んだ唇くちびるは薄うすくも厚くもない。蝋ろう燭そくの灯あかりに照てらされて赤しやく銅どう色いろに見える髪かみを片かた側がわだけ伸ばし、伸ばした髪は編あんで垂たらしている。頭部を中心線から等分すれば、髪の短い右が男で、左が女──そんな印象のある容よう貌ぼうをしている。

「気が付いたか。それにしても凄すごいな。君は打ち上げられたのではなく、自力で岸まで這はい上あがっていたのだよ。意い識しきはなかったろうに。さすがは最悪の単体戦術兵器オーバーキラーたる第四稀き存ぞん種しゆ、というべきかもしれない」

　発した声も、中性的だった。

　女っぽい男、男っぽい女、どちらでも通りそうな、そんな高さだ。

　ゆったりとした上着は体型を隠かくしていたから、乳ち房ぶさがあるかどうかも判はん断だんできない。年ねん齢れいが、性別がわからないというのはこんなにも不安を与あたえるものなのかと、ルナは思い知る。

「……あんたが、エンダか？」

　そいつは答えない。足音もなくルナに近寄り、そしてお互い手を伸ばせば握あく手しゆできる程てい度どの距きよ離りにまで来ると、不ふ意いに止まった。

「これがエンダです。川からあなたを拾いました」エロイーズが口を出す。

　だけどそいつは、頷うなずきもしない。

「……あんた何者だ」だからルナは再ふたたび問う。答えがなければ怒ど鳴なってやろうと思った。効こう果かがあるかどうかわからないが、それでも。

　しかし──そいつは、言った。

「第三稀存種」

「……え？」

　ルナはその単語を聞いてようやく、エンダという名をどこで耳にしたのかを思い出す。

『太陽』『知恵の実』『輪りん還かんする光』──第三稀き存ぞん種しゆ、エンダ＝カーラ。

　半年前にロイドと出会った時、あいつが一度だけ口にした名前だった。
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「じゃあ、本当にシオンは無ぶ事じなのか？」

　半はん信しん半はん疑ぎのまま何度目かの台詞せりふを口にする。

「そう言っている。彼の狙ねらいは君だ。故ゆえに彼女をどうにかして、君の怒いかりを無む闇やみに買う必ひつ要ようはない。彼は直情的ではあるが、決して短たん絡らく的てきではないよ」

　その度たびに、疑うたがわしい口から信じたい言こと葉ばが紡つむがれる。こいつの言葉は信じられないが、嘘うそであって欲しくない──矛む盾じゆんした感情は、早く自分の眼めで確かめたいという焦しよう燥そうになっていた。

「あと一時間もすれば来るよ。それまで待っていたらいい」

　第三稀存種を名な乗のるそいつは、根こん拠きよがあるのかそれがまるで事実のように語かたる。

　或あるいはそれ自体が罠わなかもしれない。飛び出して捜さがしに行こうと強く思うが、無闇に捜しても自分が道に迷まようだけだ、と言われたばかりだった。

　エンダと対たい面めんした後、ルナは洞どう窟くつの入り口まで案内された。そこに広がっていたのは、まるで蟻ありの巣すのように枝えだ分わかれした下流の光こう景けいだ。

　どの道から来るかは教えられない、とエンダは嘯うそぶく。力ずくで聞き出すという選せん択たく肢しも頭に浮うかんだが、目の前のそいつはまるでルナの心情を見み透すかしたように、君に私は殺せない、とそう言った。

　結けつ果か──こうしてむざむざと、洞どう窟くつの中で対たい面めんする羽は目めになっている。

　ルナは寝しん台だいに座すわっていて、エンダは壁かべに背せを預あずけ立っていた。エロイーズはどこかに行ってしまったから、今はふたりきりだ。

「心配はいらない。私に『シオン＝エシュに怪け我がはない』とわざわざ伝つたえてきたことからも、それは明めい白はくだよ」

　理り屈くつはともかく、今はそれを信じることにしようと思った。

　しかし──わからないのは、エンダ＝カーラのことだ。

　こいつは意い外がいに饒じよう舌ぜつで、表情は殆ほとんど動かないけれどよく喋しやべった。年ねん齢れいも性別も特定できないが、カロマインのような不ふ条じよう理りさはない。理り知ち的てきかつ不ふ可か解かい、というのがルナの印いん象しようだった。

　そして今は少なくとも、途と切ぎれそうで途切れない会話が時間を紛まぎらわせているのも事実だ。

　と、

「そんなに気になるかな。私にはわからないが……シオンというのは君の恋人か」

　エンダは突とつ然ぜん、シオンに真ま顔がおで尋きいてきた。

「ち、違ちがう」慌あわててルナは否ひ定ていする。

「ならば何な故ぜそこまで取とり乱みだす？」

「それは……」改めて尋かれると、答えに窮きゆうした。

　恋人、という言こと葉ばの意味はわかる。だけどそういう感情がどういうものなのか、ルナはまだよくわからない。言われてみれば友達とは違う気がするし、同どう僚りようと呼よぶには彼女のことを気にし過ぎている。戦友かと尋かれても否ひ定ていするだろう。

「シオンとは……」ルナはエンダの問いに、半ばひとりごとのように考える。

「一いつ緒しよに強くなろうと約やく束そくした。だから」

「要ようするに恋人か」だけど考えている間に、エンダは勝手に頷うなずく。

「君の動どう揺ようの理由は理り解かいした」

　ちがう、と否ひ定ていしかけたが、不ふ意いに莫ば迦からしくなったのでやめた。

　よくわからないけれど──そういうのはまず、シオンの感情を優ゆう先せんして考えねばならないのではないかとだけ思った。口には出さなかったけれど。

　だから、代わりに尋き返す。

「エロイーズは、あんたの恋人なのか？」

「違ちがう。彼女は人形だ」

「……人形？」

「ロイドが置いていった。十年前は私が世せ話わをしていたのだが、今はあれの方が私の世話をしている。彼は何を望んでいたのだろう。或あるいは彼女を通して私に人間らしさのようなものを植うえ付つけたかったのかもしれない」

　失敗だったけれど、とエンダは補ほ足そくした。

　ルナには意味がわからない。

　──いや、不ふ可か解かいさが増ました、と表現した方が正しいのかもしれない。

「どういうことだ？」

「人形が人間を育てても、人形的な人間ができるだけだよ。私は人形なのだから」

「あんた……さっきから何を言ってる？」

「私は人形だ。ヒトの形を模もされているんだ」

　会話は不ふ意いに成立しなくなった。

　そもそも、第三稀き存ぞん種しゆだというこいつ──男か女かわからない──のことを、ルナは何も知らないのだ。年ねん齢れいは幾いくつなのか、性別はどちらなのか、そして、どんな力を持っているか。

「あんた、何者なんだ？」急に不安になって、ルナは思わず尋たずねる。

　それはさっきと同じ言こと葉ばだったけれど、さっきとは意味が違ちがった。

「その質問は私個人の情報を教えて欲しいということか？」

　ルナは頷うなずく。

「わかった。君の知ち識しき欲よくを充じゆう足そくさせるために必ひつ要ようなことを尋きくといい」

　思いのほかあっさりと、エンダはそれに応こたえた。

「……あんた、幾つだ？　性別は？」だから、まず気になっていたことを口にする。

「ああ、そういうことか」

　だけど──対するエンダの回答は、ルナが望んでいたものとは大きく違っていた。

「私は作成されてから二百四十三年目を迎える。性別は設定されていない」

「……え、」何だって、と言う間まもなく、

「君たちとは少々コンセプトが違っていてね。偶ぐう然ぜんの産さん物ぶつだったらしいが……私は完全な単体として発生し、故ゆえに代だい替がわりをしない。生せい殖しよくによる種の保ほ存ぞんは私に必要ない。私そのものが、第三稀存種という種、そのものなんだ」

　ルナはぽかんと口を開けて、言こと葉ばの意味をまるで捉とらえられなかった。




　そしてそいつは、縷る々ると説明を始める。

「私には特とく異い器き官かんがないのだよ」

　──特異器官？

「稀存種の持つ、それぞれの固こ有ゆう能のう力りよくを使用する器官だ。第一稀存種の羽は根ねが最もつとも端たん的てきだな」

　──じゃあ、あんたには戦う力がないのか？

「そうとも言う。そもそも私は兵器として作られていない。作成過か程ていで偶ぐう発はつ的てきな事じ象しようが重なったらしく、兵器よりも完全単体としてのコンセプトを優ゆう先せんされた」

　──こんせぷと、ってのは何だ？

「今は過か学がく研究者しか使わないか。要ようするに使用目的だよ。ただ、私は特とく異い器き官かんが与あたえられなかった代わりに、他の稀き存ぞん種しゆによる特異器官が侵しん入にゆうできないようになっている」

　──あんたは、僕たちの力では殺せない？

「そうだ。寿じゆ命みようがなく、死ぬこともできない。システムを構こう成せいする全ぜん粒りゆう体たいは大気中の成分さえあれば死し滅めつしないし、何より私のプロテクトが自身の生命維い持じを最さい優ゆう先せん事じ項こうにしている。死のうと思っても自殺ができないし、君たちと同じで怪け我がはすぐ治なおってしまう。……いや、脳のう髄ずいの統とう率そつ器官さえも再さい構成が可か能のうだから、その点は君たち以上か。エラーはない。唯ゆい一いつの例外があるとするならば、第七稀存種か」

　──第七稀存種……？

「そもそもエデンが最初に査収したのは第七稀存種だ。存そん在ざいそのものは記き録ろくから抹まつ消しようされており、事実を知るのはごく上じよう層そうの人間だけだが。彼女の存在がエデンという組そ織しきの切きっ掛かけとなったというのが本当のところだ。彼女は最初から、あそこにいる」

　──どういうことだ？　僕はそんなこと、知らない……。

「存在が記録から抹消されていると言っただろう。君たちウェポンには知らされているはずもない。そもそも、彼女の存在そのものがエデンにとって……いや、この話題はロイドが来てからの約やく束そくだ。他のことを尋きくといい」

　──……、いつから生きているんだ？

「『混こん乱らん』以前に生まれた。最初からこの姿すがただった。ある程てい度どなら粒体座ざ標ひようを操あやつって姿を変えることができるが……そういえばバベルに初めて赴おもむいた頃ころは、少女の姿をとっていたな。無む用ような危き険けんを回かい避ひするために、孵ふ化か前まえで何も知らないということにしていたのだよ」

　──とても信じられない。

「信じる必ひつ要ようはない。私も君の信用を得うるメリットを見出せない。解かい釈しやくは自由だ……自由という概がい念ねんは、まだ存在しているかな？」

　──エデンにいたのは、いつからいつまでだ？　僕の母さんに会ったことは？

「二十四年ほども前に、機械都市バベルに住む有力者が第七稀存種を発見したという情報を知り、そこへ向かった。組織がエデンという名になったのは二十年前か。ルナ＝ソーシアのことは知っている。思い出深いな。彼女の査さ収しゆうにより、エデンはケモノ駆く除じよを営えい利り活動として始めるようになった。いや……思い出深いと言うのなら、君のオリジナルも知っているよ」

　──オリジナル？

「最初の第四稀存種だ。性別は女性だったか……ああ、そうそう、最初は皆女性だったな。作成が容よう易いだという単純な理由からだが。その後交こう配はいにＹ遺い伝でん子しを取り込むことで男性も生まれるようになった。が、顔は皆同じだな。僅わずかに顔つきが違ちがって見えるのは、恐おそらくジェンダーを与あたえられて育ったことによる洗せん脳のうの結けつ果かだ。性別や環かん境きようが表情や仕し草ぐさに現れているということか。雌し性せい体たいしか生まれないのは、第七稀き存ぞん種しゆだけの特権だよ」

　──どういうことだ。

「何だ、ロイドから詳くわしく聴きいていなかったのか？　稀存種というのは『混こん乱らん』以前の……過か学がくがまだ科学という名で隆りゆう盛せいを極きわめ、神にも等しい力を人間に与あたえていた頃ころに、人間が神の真ま似ね事ごとをして作った一連のヒト型兵へい器き群ぐんだ。人間を作った神を模も倣ほうし、人間のようなものを作った訳わけだ。『神と人との混血児』──それはつまり、科学と人との混血児ということだよ」

　ルナは言こと葉ばを失う。

　エンダは何の感かん慨がいも抱いだかせない表情で、ルナをじっと見ていた。




　　　　３




「僕は人間だ！」

「人間ではないよ。まだ羽う化か前だから実感はないのかもしれないが、君は緻ち密みつに計算されて作成されたヒト型の兵器だ。当時は君のことを『試作単体戦術兵器トライ・オーバーキラー』と呼よんでいた。第六稀存種は『発展型単体戦術兵器プロ・オーバーキラー』だったかな。……そうそう、思い出した。第一稀存種が『試ト作ラ単イ体・戦メ略ガ兵デ器ス』、第二稀存種が『発展型単体戦略兵器プロ・メガデス』、私は『完全単体アルフアオメガ』、第五稀存種は『最ラ終ス単ト体・戦メ略ガ兵デ器ス』そして第七稀存種は『完全兵器アルテイメツト』」

「嘘うそだ。訳のわからないことを言うなっ!!」

「まだ幼よう生せいであれば信じられないかもしれないな。しかし事実だ。……君は、現在イキガネと称しようされる物質を知っているか？　有ゆう機き金きん属ぞくと呼ばれるあれだ」

「知ってる。それがどうした！」

「私たちはあれに近い」

「……莫ば迦かを」

「有機金属とはつまり、極ごく小しようの生命体を集積し物質として固かためたものだ。約一万二千五百ナノメートルのそれら──それぞれが単一の指し向こう性せいを与えられた極小生命体は『粒りゆう体たい』と呼こ称しようされた。例たとえば発電粒体ならば圧あつ力りよくに反はん応のうして電流を発生させ、発光粒体ならば電力を光に置ち換かんする。彼らは外部刺し激げきにしか反応しないが故ゆえに、極きわめて寿じゆ命みようが長い。更さらには仲間の死体を喰くって栄えい養ようにし分ぶん裂れつさえするから、半永久的にエネルギーを生み出す。『混乱』前の科学技術は、主として粒体によって支ささえられていた。……現在も、その流用で人間は生いき存ながらえている」

「だから、そんなものと僕に何の関係が……」

「私たちの身体は、反はん転てん式しきアミノ酸アイソトープを主成分に構こう成せいされた特とく殊しゆ粒体に複数の指向性を持たせ、更には粒体を積せき分ぶんし擬ぎ似じ的てきな体たい細さい胞ぼうとして機き能のうさせることで成立している。用よう途とを多た岐きに渡わたらせ、演えん算ざん機き能のうや形けい状じよう記き憶おく機能を付加し、更にはシナプス伝でん達たつや脳のう内ない化学物ぶつ質しつの生成をして母ぼ体たいの人格形成すら行っているから、代だい償しようとして寿命が短い。故ゆえに人間の精せい子しや卵らんを利用して子を為なし、代替わりするんだ。……私はどういう偶ぐう然ぜん性せいの結けつ果かか、開発過か程ていで粒りゆう体たいの寿じゆ命みようが半永久的になってしまったそうだ。故ゆえにコンセプトは急きゆう遽きよ変へん更こうされ、完全単体として生まれた。より神に近づけるために、生せい殖しよく機き能のうと性別も削さく除じよされた」

「まるで自分が機械みたいなことを言うな！」

「うむ、有ゆう機き機械……そう言いい換かえてもいい。部品を集積し個体として組み上げたという意味では、我々は生物を模もした機械だ」

「僕は人間だ！　そんなこと、自分の身体を見ればわかるだろう！　息いきをして、切れば血が出て、傷きずはすぐに治なおるけれど……機械は怪け我がもしないし、呼こ吸きゆうもしない」

「肉で造られた機械ならば、細胞は呼吸するし循じゆん環かん液えきとしての血は流れる」

「そんな理り屈くつ、通るとでも……！」

「機械と生物を分ける境きよう界かい線せんは何だ？」

「……え？」

「機械というものの定てい義ぎは？　生物というものの定義は？　二百四十年前の『混こん乱らん』以い降こう、知ち識しきの大部分は時代とともに失われたから、現代に生きる君に理り解かいしてもらえるかどうかは疑問だが……構こう成せい要よう素そが金きん属ぞくか否いなかという点では、機械と生物は定義不ふ可か能のうだ。現在まで残っている機械の大部分はイキガネで構成されている。あれは生きているし、厳げん密みつに言えば金属ではない。金属の分子構こう造ぞうを模して結けつ合ごうされただけの群体生物だ」

「そんなことを言われても……、そんなこと、知ったことか！　僕は怒おこるし、悲しむし、楽しむし、涙なみだだって出る！　自分で考える！　意い志しだってある！　それは……それはどうなんだ？　人間としての証あかしじゃないのか!?」

「感情とはそもそも電流でしかない。人間も同じだ。脳のうの機き構こうを完かん璧ぺきに再さい現げんできれば機械にも感情は自おのずと生まれる。これは構成要素が金属か否かに関かかわらない純じゆん粋すいな事実だ。感情が生まれ、ある程てい度どの知ち能のうを生育させれば自じ律りつ意志も同どう様ように発生可能だ。忠ちゆう実じつな人間の模も型けいとして作成された君たちは、普ふ段だん粒体を体たい細さい胞ぼうに擬ぎ態たいさせ生命活動を行っているから、当然疑ぎ似じ代たい謝しやは起こるし、代謝そのものが感情の影えい響きようを受けて身体の変へん調ちようが起きる。故に涙も出る。そんなものは人間の証しよう明めいにはならないよ。

　私の場合は……粒体に擬態機能がない故に、代謝がほぼない。ほら、見るといい。髪かみも自由に伸びるだろう？　皮ひ膚ふの一部を髪へと変えているだけだが。ちなみに感情制せい御ぎよも行われている。感情が閾いき値ちに達すると自動的にシナプスが遮しや断だんされ、その感情は単に記き憶おくとして符ふ号ごう化かされ長期記憶へと再生成される」

「わからない……あんたは……あんたには、感情がないってことなのか？」

「感情はある。ただし超ちよう長期に渡わたる生命活動の中では一定以上の刺し激げきが精神の破は綻たんに繋つながるため、生命維い持じに従したがって自じ閉へいされるんだよ。そうだな……わかり易やすく言うなら……感情が昂たかぶると、それに関する記憶は瞬しゆん時じに思い出へ変わるんだ。まるで遠い昔の出で来き事ごとのような」

「怒おこったことは？」

「ある程てい度どならば適てき度どなストレスとして処しよ理りされるが、一定以上は自じ閉へいされる」

「悲しい時、涙なみだは出ないのか？」

「涙は瞳ひとみの粘ねん膜まくを保ほ護ごし、不ふ純じゆん物ぶつを洗い流す以上の用よう途とはない。泣なきたくなることはあるが、そうなった瞬しゆん間かん自閉される」

「笑ったことは？」

「ある。楽しいとも思える。ただしそれも一定以上は自閉される」

「友達が死んだことはあるか？　その時あんたはどう思った？」

「ある。悲しかった。しかし自閉された」

「恋愛感情は？」

「男にも女にも抱いだける。相手の意い志しによるが……そうだな、『混こん乱らん』以い降こう……男で二人、女で三人、俗ぞくにいう恋人関係になった。向こうが私のすべてを許きよ容ようすると言ったので、私はそれに応こたえようと思ったのだ。性器を作成し性交もしたよ。ただ……最終的には二人自殺しひとり発はつ狂きようしふたり逃にげた」

「その時あんたは、どう思ったんだ」

「自閉された」

「……、人を、好きになったことは？」

「一定以上は自閉されるが、好こう意いは持てる。例たとえば……ロイド＝オドのことを私は愛している。執しゆう着ちやくしている、と言った方がいいのかもしれないが」

「じゃあ……ロイドのことを考えたら、あんたは今どんな気持ちになるんだ？」

「愛いとおしいとか狂くるおしいとか、そういった恋愛にまつわる感情も一定以上は自閉される。故ゆえに私の場合、本来の意味で他者に恋をした瞬しゆん間かん、それが思い出になってしまう。だから、ロイドのことは……そうだな、感情が自閉されない程度に好きなのだろうね」

「……あんたは……何なんだ……」

「君と同じ、人の作り出した機械。単なるヒト型をした有ゆう機き機械だ」

「僕は……僕は、違ちがうっ！」

「同じだよ。ただ私と違って自閉機き能のうがないだけだ」

「あんたにわかるのか……わかってたまるか！　僕が今、どんな気持ちなのかっ！」

「そうだな。私ならとうに感情が自閉されている」

「悲しくなかったのか、あんたは！」

「自閉される」

「絶ぜつ望ぼう……しないのか!?」

「自閉される」

「どうにかしたいとも思わないのか？　自分の意志は？」

「自じ閉へいされる」

「諦あきらめているのか？」

「自閉される」

「自分を作った人間をどう思うんだ……憎にくんだことは」

「自閉される」

「二百年以上……あんたはそうやって生きてきたのか」

「自閉を重ねれば、人格は安定されている。ただ飽あいてはいる」

「死のうと思ったことは？」

「自閉された」

「じゃあ……あんたの、あんたは……どうしたいんだ。何をしようとしているんだ。昔、エデンにいたって……。でも、結けつ局きよく、エデンを出たんだろう。何な故ぜだ？」

「エデンの首しゆ謀ぼう者しやであるキャロル＝ユルングルスの計画に、私は賛さん同どうした。しかし当時計画はまだ途と中ちゆうだった。だから暇ひまを潰つぶすためにエデンの仕事をした。その行こう為いは自閉されない程てい度どに刺し激げき的てきだった。このまま続けてもいいかもしれないと思った。だけどロイドが現れ、私は彼に興きよう味みを持ち、彼が喜ぶのに興味を持ち、彼が悲しむのに興味を持ち、彼が恋をするのに興味を持ち、そうして彼が壊こわれるのに興味を持った……もちろん、自閉されない程度に。彼が壊れかかった時、私は彼を壊した。それによって自閉が起こるかと思ったが、そうはならなかった。私は確信した。彼は……私が自閉を起こさない程度に、最も私を楽しませてくれる存そん在ざいだ、と。故ゆえに彼に続いてエデンを出しゆつ奔ぽんし、今は彼を見守っている」

「ロイドの目的は……何だ？」

「エデンの壊は滅めつ。そして人間そのものの破は壊かいだ」

「あんたもそれを望んでいるのか？」

「いや、ロイドは失敗する。状じよう況きようを鑑かんがみてもそれは確実な未来だろう。そして……私が出奔してもエデンは目的を達するだろうとの結論が出たから、せめて終わるまではロイドに楽しませてもらおうと思っているだけだ」

「目的を達する、だって？」

「ああ。私の個体情報は渡わたしている。それがあれば私がエデンにいる必ひつ要ようはない」

「エデンの……エデンの目的っていうのは何なんだ？」

「第七稀き存ぞん種しゆを使用した星の再さい生せいと、それに伴ともなう他の稀存種の抑よく止し兵へい器き化かだ」

「訳わけが……わからない。……あんたの目的は？」

「この世から消えること」
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　どれくらいの時間、そうしていたのだろう。

　気付くとエンダ＝カーラは目の前から消えていた。寝しん台だいの端はしに座すわったままルナの身体は固まっていて、気付いて腕うでを動かすと違い和わ感かんがあった。

　自分の身体が、自分のものでないような。

　或あるいは、自分の身体が造りもののような。

「……嘘うそだ」呟つぶやく。自分の声すら、自分のものでないような気がする。

　エンダの話はルナの知らない単語が多かったから、すべてを理り解かいできたとは言えない。だけど内容は把は握あくできた。意味がわかった。事実かどうかはともかくとして。

　それは要ようするに、自分が人間に作られた機械でしかないということ。

　機械とは何なのか、生物とは何なのか。機械と生物を隔へだてる一線はどこにあるのか──そんな疑問が頭をよぎった。エデンの天てん井じように取り付けられた発はつ光こう金きん属ぞくを思い出す。あれは生きているのだと、そう聞かされたことは何度もある。その時は漠ばく然ぜんと、どういうことだろうと思っていた。息いきをしているかどうかもわからない、動きもしないのに、どうして生きていると言えるのだろう、と。

　だけど、あれと自分は、同じものだという。

「お茶が入りました。飲みますか」

　エロイーズが、コップをふたつ持って部へ屋やに入って来た。

「顔色が悪いです。気休めですが飲めば少し落ち着くかと」

　欲しくなかったから、受け取らなかった。せっかく持って来てくれた彼女に悪いとか、そういうことを配はい慮りよする余よ裕ゆうもなかった。

　無む言ごんで眼めを逸そらし、地面を見る。剥むき出だしの岩いわ肌はだは、ごつごつと冷たい。

「エンダの話は冷たいでしょう。感情が自じ閉へいされるために他者への共感が薄うすいのです」

　エロイーズは言いながら、ルナのすぐ隣となりに座すわる。気け配はいと体温が伝つたわってきたが、それに対して何の感情も湧わかなかった。ただ体温が、上着越しに知ち覚かくされただけだった。

「……あんたは……」地面を向いたまま吐はき捨すてる。

　受けた衝しよう撃げきによって生じた感情の矛ほこ先さきは、原げん因いんとなったエンダと、そして傍そばにいるエロイーズに向く。八つ当たりに等しかったが、それでも。

「あんたはあいつに育てられたって言ったな」

「はい」エロイーズの返事に感情は見えない。

「私は幼少時にロイドによって捕ほ獲かくされ、エンダのもとに預あずけられました」

「……何な故ぜ？」

「シビル＝ベスの血けつ縁えんだからです」

　その言こと葉ばの意味はルナにわからなかった。ふと顔を上げると、エロイーズは表情のない眼めでこちらを見ている。それを確認して、エロイーズは続けた。

「私は詳くわしく知りませんが、シビル＝ベスは変へん異い種しゆで、エデンのウェポンでした。ロイド＝オドと恋人のような関係にあったそうです。だけどシビルには別の場所で暮くらす娘がいて、そのことを誰だれにも言っていませんでした。そして十年前のある時──ロイドとシビルが偶ぐう然ぜん、その娘の住む集落へケモノ退たい治じに行くことになったのです。細かいことは知りませんが、シビルは事情を知らない実の娘から憎にくしみを受けました。まだ幼いその子に刺さされかけたといいます」

「それが、どういう……」

　どこにでもありそうな話だった。少しだけ歯車がずれて、状じよう況きようが皮ひ肉にくな方向に働いた結けつ果かだ。

「ロイドは何も知らず、シビルを守ったそうです。エデンの掟おきてを破り、その娘を手に掛かけました。仲間を守るための行動です。大きな決けつ断だんだったのでしょう」

「それで？」

「だけど……ロイドは、エデンに帰ってから逆ぎやくにシビルに殺されかけました。結果としてロイドがシビルを殺してしまう形になったようですが……。彼はそれを契けい機きとしてエデンを出ました。その後にやったのが、シビルの血族を皆殺しにすることです」

　ルナには──ルナは言葉をなくす。

　相あい槌づちを打つこともやめて、いつの間まにかエロイーズの話に聞き入っていた。

「私たちは機械都市で生まれた純じゆん血けつ種しゆですし、変異種の彼女とは十分の一も繋つながっていなかったようです。それでも彼にとっては関係ありませんでした。両親は彼によって殺されました」

　たとえ僅わずかでも許ゆるせなかったのでしょう、とエロイーズは付け足し、

「だけど……私の一族は、機械都市『ノア』の有力者でした。ロイドはそれを利用しようと思ったのでしょう。まだ幼かった私と、当時少女だった姉は殺されませんでした。私はエンダに預あずけられ、姉は……姉は、ロイドの手足となりました。薬品を投とう与よされ、身体を強化され、頭を弄いじられて、今は心からロイドを愛しています。記き憶おくはあるでしょうに」

　何の感かん慨がいも見せずに、それでもどこか諦てい観かんしたように、言った。

「あんたは、何で……そこまで知っている？」

　感情が飽ほう和わし過すぎて、言葉が訥とつ々とつとしか出て来ない。

「エンダが話してくれました」

「知っていて何でここにいる？」

　ルナは、吐はき出だすように呟つぶやく。

　意味がわからない。状況を聞かされただけだしことの真しん偽ぎは不明だが、もし本当なら酷ひどい、と思う。彼女たちやロイドの境きよう遇ぐうには、かつて自分に起こった不ふ条じよう理りを重ねてしまう。淡たん々たんとした話は、共感というよりも自身の体験を思い出させた。

　裏うら切ぎられるのはどんな気持ちだったのだろう。ルナが裏切られたのは姉にだったけれど、その時の絶ぜつ望ぼうは今でも思い出せる。

　好きな人を殺すのはどんな気持ちなのだろう。ルナは自分の無力からキキトを殺してしまったけれど、あの時はそれだけで自らを殺してやりたくなった。

　そして、家族が殺されるのは、──あんな思いは、もう沢たく山さんだ。

　だけど、共感はできない。

　──何な故ぜそんな状じよう況きように置かれてまでそうしているのかが、ルナにはまったく理り解かいできない。

　エロイーズの声に、感情はまるでなかった。

「私にはよくわかりません。因いん果がを知ったとしても、それに関して何の感かん慨がいもありません」

「……何故だ」

　エロイーズは言う。

「私にはあなたや姉の方が不ふ可か解かいです。顔色を頻ひん繁ぱんに変えたり、大きな声を出したり急に小さくなったりするあなたや、ロイドに執しゆう着ちやくして言いなりになる姉の方が。……涙なみだというのは、痛いたい時に出てくるものではないのですか？」

「……え？」

「エンダが去った後、あなたは泣ないていました」

　ルナは頬ほおに手を遣やる。

　湿しめって渇かわいた跡あとがあった。

　言われて初めて──ルナは自分が泣いていたのだと知った。

「どこか痛かったですか？」

　問うエロイーズの顔はあくまで表情がなく、まるで人形のようだ。

　──そうか。

　エンダの言こと葉ばを思い出す。

　人形が人間を育てても、人形的な人間ができるだけ。

　欠けつ落らくした者が育てた子供は、欠落すら認にん識しきできない。欠けたままの形が既すでに十じゆう全ぜんなのだ。

「痛かったよ。だけどそれは、あんたにない部分が痛かったんだ」

「理解できません。説明を求めます」

「僕には、あるんだ……確かに」

　たとえエンダの話が本当でも、自分が機械だったとしても、ルナは泣ける。

　キキトに、エデンへ行った方がいいと言われた時。彼女が殺されたと知った時。

　ルルが父親に抱だかれているのを見てしまった時。姉が動かなくなった時。

　ウィムに叱しかられた時。それに応こたえる前に、彼がいなくなってしまった時。

　ティーの頬を打った時。彼女と会話しに行ったシオンが帰ってきた時。

　怪け我がをしていなくても、涙なみだが流れていなくても、泣なける。泣いていた。

　涙は痛いたみや悲かなしみの産さん物ぶつではない。意い志しと感情の証しよう拠こだ。

　そして──いや、だから──。

「僕は、違ちがう」確信した。

　さっきの話が嘘うそか本当か、虚きよ偽ぎか事実か真実か、そんなことはどうでもいい。確かく証しようもない戯ざれ言ごとを真まに受けて茫ぼうとしている訳わけにはいかない。

　何しろルナは、シオンとまだ会っていないのだから。

「シオンはまだ来ないのか？」俯うつむいたまま、エロイーズに問う。

「もうすぐです。お茶は飲みませんか？　冷さめてしまいます」エロイーズは無感情に答える。

「僕が飲まなかったらあんたは残ざん念ねんに思う？」

「いいえ、特には」

「そうか。じゃあ、もらう」

　ルナは俯けていた顔を上げると、エロイーズからコップを受け取る。

　一ひと息いきに苦にがみのある液えき体たいを飲み干すと立ち上がり、洞どう窟くつの出口へと歩いていった。
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　出口に至いたる道どう程ていの途と中ちゆうに、エンダ＝カーラがまるで待まち構かまえたように立っている。

「整理はついたか？」

　無表情でルナに問いかけるその口く調ちようはまるで人形で、ルナは眉まゆをひそめた。

　だから返す。

「気持ちの整理も何も、僕はあんたの話を信じた訳じゃない」

　聞いたその時は衝しよう撃げきしかなかったが、今はそう思える。目の前の人形は確かに感情の起き伏ふくが酷ひどく少ない。稀き存ぞん種しゆだと名乗るのならばそうかもしれないし、実じつ際さいさっきはルナの目の前で髪かみを伸ばしてみせた。それだけで普ふ通つうと違ちがうのだとは理り解かいできる。

　だけど、ルナが知っている稀存種というのは本来、それぞれがそれぞれに違う。

　共通事項は、単に怪け我ががすぐに治なおるということだけだ。感情のない稀存種がいてもおかしくはないが、そいつに、稀存種とは『混こん乱らん』以前に造られた機械であるなどと言われたところで信じる謂いわれはない。そもそも何から何までが嘘うそであるという可か能のう性せいだってある。性別がないというのも裸はだかにしてみなければわからないし、何よりルナの力が通じるかどうかは、戦ってみなければわからない。

「信じる信じないは自由だとさっき言ったよ」

「だから信じない。シオンがもうすぐ来るというのだけは信じることにした」

「勝手だな」少しだけ笑ったような顔で、エンダはルナに視し線せんを遣やった。

「僕のやることは変わらない」一いち抹まつの不安を呑のみ込こんで消し去りながら、ルナは視し線せんを見み据すえる。こいつもロイドの味み方かたならば、敵てきだ。だったら敵の言こと葉ばに耳を傾かたむけて惑まどわされるのは、最悪の愚ぐ行こうでしかない。

「シオンを取とり戻もどしてあいつを殺す。あんたが邪じや魔まするのならあんたも殺す。そしてエデンに帰る、それだけだ」

「さすがは戦術兵器。行動原理に殺さつ意いが根付いている」エンダは、そんなルナを揺ゆさぶる。

「だが、今のままではどう頑がん張ばってもロイドには勝てないよ。同質の特とく異い粒りゆう体たいを持った者同士──既すでに羽う化かした成体と幼よう生せい、差は歴れき然ぜんとしている。君には知ち識しきもないだろう？」

「知ったことか。それに……もう夜だ。夜ならば蛇へびは眠ねむる。僕は月だ。夜に昇のぼる」

　勝算はある。スラム暮ぐらしのお陰かげか、ルナは夜よ目めが利きく。それに足場も悪い。相手の恐おそろしさは知っていたし、あの殺意に対たい抗こうできるかどうかという不安はあったが──少なくとも半年前の戦せん闘とうでは、一いち撃げきとはいえ相手に喰くらわせた。それを為なしたのはシオンだったが、彼女と一いつ緒しよなら、そう思える自分がいた。

「それは面おも白しろい譬たとえだな」だけどルナの射い抜ぬくような視線に、エンダは動じない。

「その呼こ称しようはエデンが付けたものだったな。確か私は『太陽』……君の母親と対ついを為なしていた。開発当時、私は独立した扱あつかいを受けていたからなかなか愉ゆ快かいだったのを覚おぼえている。開発順で『天使と悪あく魔ま』『太陽と月』『麒き麟りんと蛟みずち』……発見されてもいなかった第五稀存種を断だん片ぺん的てきな情報だけで対にして、そして抹まつ消しよう存そん在ざいだけが余あまる。目め眩くらましにでもなっていたかな？　第七稀存種の存在を暗あんに無む視しすることで」

「その口を閉じろ」思わせぶりな台詞せりふには辟へき易えきしていたから、ルナは吐はき捨すてる。

「それよりも……シオンがもし来なかったら、その時は覚かく悟ごしておけ」

「何だい？」

「幼生とか羽化前とかそんな理り屈くつはどうでもいい。知ったことか。僕があんたやあいつに負けようが組くみ伏ふせられようが殺されようが、関係ない。たとえ身体が消えて骨ほねだけになろうと、僕はあんたたちを殺す」

「無む理りだよ、とは言わない方がいいな。君はそれをやるだろう。その執しゆう着ちやくと殺意が……恐おそらくは兵器としての君を定てい義ぎ付づけるプログラムだ」

「意味のわからない会話は終わりだ」

　人形に言葉は届とどかない。故ゆえに言葉に込めた感情も届かない。そう判はん断だんして、ルナはエンダから視線を離はなす。再ふたたび洞どう窟くつの出口に向かって、足を進めた。

「エル、姉さんに会いたいのなら会っておくといい。もうすぐ来るはずだから」

　そんなルナに興きよう味みを失ったかのように──最初から興味など持ってはいないのだろう──エンダは後方に向かって少し大きな声でエロイーズを呼よんだ。洞窟に谺こだまする響ひびきは不ふ協きよう和音のように、人形の声を歪いびつなものに変える。

「結けつ構こうです」そっけのない響ひびきが、同じように返ってきた。

　ルナは訳わけのわからない怒いかりを覚おぼえながら、それでも不安で歩みをやめない。

　自分の身体のことなど、シオンの無ぶ事じを確認してから考えればいいのだから。

　それでも──ルナの歩みに付つき従したがうようにして、エンダは後に付いてくる。




　洞どう窟くつを出ると、そこは少しだけ開けた川岸になっていた。

　岩いわ肌はだが剥むき出だしではあったけれど、人が何人か暴あばれ回まわれる程てい度どの広さはある。

　川の幅はばは三メートルもないだろう。だが、谷たに底ぞこだというのは見上げれば瞭りよう然ぜんだった。

　下流には幾いくつもの分かれ道。上流はひとつで、川幅はやや広くなっている。

　太陽はもうとうに沈しずんで、暗くら闇やみが無む機き質しつな渓けい谷こくを覆おおっていた。

　月は見えない。出ているかどうかは、ここから確認できない。

　だけど谷底は完全な闇ではない。漆しつ黒こくよりもやや薄うすい闇だ。

　月はある。どこかに出ている。そう確かく信しんした。

　その内ここからも見えるだろう。そう思った。
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　そいつはすぐにやってきた。

　暗くら闇やみの中を飄ひよう々ひようと、川を遡さかのぼり、岸辺を歩いてきた。

「久しぶりだな」水の音だけが聞こえる中、ルナの目前に立った男は嗤わらう。

　闇に紛まぎれて青い髪かみは妙みような艶つやを放はなっていた。抜ぬけるような透すけるような空のような薄うすさは、夜の黒に浸しん食しよくされたかのような蒼あおに見える。

　ロイド＝オドの気け配はいは、あの日会った時のまま、対たい峙じするこちらの口が渇かわくほどに張はり詰つめている。ルナはそれでも臆おくすることなく、目の前の人ひと影かげに向かって視し線せんを遣やった。

「シオンはどこだ」いつでも飛とび掛かかれる──気を張り詰めたまま、ルナは言う。

「慌あわてるなよ。ほら、もう来ている」

　そんなルナを警けい戒かいしたふうもなく、ロイドは背はい後ごを指差した。

　人影──にしてはやや大きな影が、曲まがりくねった岸の先からゆっくりと出てくる。

　それが人ひとりを背せ負おった人だということに即そく座ざに気付く。歩いているのは恐おそらくミュリエルで、そして背負われているのは、

「……シオン！」短く呟つぶやくと、駆かけ寄よる。

　ロイドの発する鋭するどい気配など気にもならなくなる。頭が真っ白になった。

　どうして背負われているのか。怪け我がをしているのか。やはり騙だまされたのか。それとも、何か不ふ慮りよの事じ態たいでもあったのか、或あるいは、そのどれもが重なって、ひょっとしたら──。

　心臓が急に音をたてて大きく、早く動き始める。冷たい汗あせが背せ中なかを伝う。ミュリエルは疲つかれたようにシオンを背負っていて、シオンは項うな垂だれたまま顔が見えず、だからルナは叫さけぶ。

「シオンに触さわるなっ！」

　ミュリエルを突き飛ばし、無む理り矢や理り身体をひったくった。小さな悲ひ鳴めいをあげてミュリエルは岩いわ壁かべにぶつかり、そのまま座すわり込こむ。彼女は息いきも荒く片腕うでをだらりと下げていたが、気付かない。そんな余よ裕ゆうはないし、そんな義ぎ理りもない。

「疲つかれたぁ……」のんびりとした声がミュリエルの口から洩もれた。黙だまれ、そう思いつつ、

「シオンっ！」その場に寝ねかせ、上から顔を覗のぞき込こみ、肩かたを揺ゆする。動かない。

「貴き様さま、何をした!?」シオンから視線を離はなさず、殺意だけをロイドに向ける。

「眠ねむっている状じよう態たいに近い。外がい傷しようはない。じき目を覚さます。そう不安がるな」

　ロイドはこともなげに返すが、ルナはそれを無む視しする。

　──信じられるものか。

「ロイド、私、もう駄だ目めみたい。足が全然動かないよ」

　そんなルナの脇わきで、ミュリエルが息いきを浅あさく弾はずませながら言った。

「そこで動くな。もうお前は使わない」

「うん。わかった……」ミュリエルは瞼まぶたを閉じる。

　ルナはしかし、それらの会話をまるきり聞いていなかった。

　加か速そくする鼓こ動どうと、冷めていく体たい温おんと、汗あせばむ掌てのひら。

　シオンの肩かたに触ふれる。温あたたかい。だけどそれは或あるいは、さっきまで背せ負おっていたミュリエルのものかもしれない。右腕うでを取る。手首を握にぎる。焦あせっているせいでわからない。それは今まで遭そう遇ぐうしたどの知り合いの死よりも、恐おそろしいもののように思えた。

　考える余よ裕ゆうもないまま、ルナはシオンの額ひたいに触れる。

　体温はあるか。

　口元に耳を近づける。

　呼こ吸きゆうしているか。

　自身の呼吸を止め、聴ちよう覚かくだけの存そん在ざいになったかのように集中して──。

　微かすかな息いき遣づかいを耳に感じた時、ルナの全身から汗がどっと吹き出た。




　そうしてルナがシオンの安あん否ぴを確認している間、ロイド＝オドは洞どう窟くつから顔を出したエンダ＝カーラと対たい面めんしていた。

「久しぶりだな」

「正確には六日と十三時間だよ」

「そうか。……エルは元気にしているか？」

「変わりない。死んでいて欲しかったか？　それとも感情が生まれていた方が」

「……いや」

　旧きゆう知ちの気安さよりも、ある種の諦てい念ねんが交こう錯さくしているような会話。互たがいが互いを理り解かいした上で、何の期き待たいも持っていない──そんな声であり、言こと葉ばだった。

「まさか君は、彼女に『転てん送そう』したのか？　……随ずい分ぶんと危あぶない真ま似ねをする」

「命に別状はない。相あい性しようは悪くなかった」

　ルナにとっては剣けん呑のんな内容だったが、彼には聞こえていなかった。必ひつ死しでシオンを揺ゆさぶり呼よび掛かけ目め覚ざめさせようとするルナを、ふたりは一いち瞥べつする。

「彼と会話したが……興きよう味み深ぶかかったよ」エンダが目を伏ふせ、

「どこが？」ロイドは笑う。

「君によく似にている。壊こわしたくなった。……すんでのところで思おもい留とどまったけれど。やはり重ねた年月の分、私は君の方が大事だ」

「俺はお前に壊された覚おぼえはない。お前の恋人になった覚えも。……ただ、似てるってのは同意するよ。我ながら」

「やはりルナ＝ソーシアの影えい響きようかい？」

「かもな。あとは……環境が似にているのかもしれない。生まれた環かん境きよう、育った環境、生まれる以前に決定されていた身体のこと、それから……周まわりの人間たちの環境」

「彼女のことか？」エンダは仰あお向むけに寝ねているシオンを目もく視しした。

「確かに彼女の置かれた環境もまた、シビル＝ベスに酷こく似じしている。明確な肉体関係を結んではいないながら、心理的な絆きずなができているという点に関しても、それから稀き存ぞん種しゆと変へん異い種しゆという点に関しても……かつての君とシビルも、ああだった」

「他ひ人と事ごとのように分ぶん析せきするな。俺はお前のそういうところが嫌きらいだ」

「殺すかい？」

「いや、逆ぎやくだ。消えさせてやらない……それがお前の受けるべき報むくいだ」

「ふふふ。相変わらず壊こわれたままで、私は安心したよ」

　含ふくみのある会話の横で、シオン＝エシュの名を呼よぶルナの声こわ音ねが変化した。

　どうやら意い識しきを取とり戻もどしかけているようだ。

　ゆっくり会話する時間がなくなってきていることを、ふたりは悟さとる。

「しかし、ロイド。君は彼らをどうするつもりだ？　引き入れる、そう言っていたが……難むずかしいぞ。エデンのことを話しても簡かん単たんには信じまい」

「その時はその時だよ」

「随ずい分ぶんと投げやりだな。ここまで回りくどいことをしておいて」

　エンダは不ふ審しんそうにロイドの顔を見み詰つめ、ロイドは自じ虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべる。

　その微び笑しようを少しの間凝ぎよう視ししていたエンダは、不ふ意いに納なつ得とくしたように唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「……そうか。君はつまり──繰り返させるつもりなのか？」

　伸ばした方の前まえ髪がみを弄いじり、エンダは微かすかな驚おどろきを表情に込める。

「どうだろうな。あいつら次し第だいだ」

　その驚きよう愕がくが不ふ快かいだとでも言うように、ロイドは眉まゆをひそめた。

「これは迂う闊かつだったな……予よ測そくはできていたのに、今の今まで思い当たらなかったよ。これは驚いた。こんなに驚いたのは久しぶりだ……ふふ、自じ閉へいぎりぎりだよ。なるほど、稀き存ぞん種しゆふたりがいれば不ふ可か能のうではないか。君ひとり分の共きよう鳴めいによって私の粒りゆう体たいが共きよう振しん作さ用ようを起こす。私たちに危き険けんはない。……十年前と場所も状じよう況きようも違ちがうが、結けつ果かは変わらないだろうね」

「……相変わらずべらべらとよく喋しやべる」

「だが、否ひ定ていはしないんだろう？　そうか。君はつまり何者をも壊したいのだったな。ルナ＝ソーシアの息子──私は君が、彼女の代だい替たい品ひんとして彼を独どく占せんしたいと考えていたが、浅せん慮りよだった。君はつまり……彼女の息子である彼を壊して、彼女をこそ独占したいんだね。もはや身体すらどこにもない、死んでしまったルナ＝ソーシアを……。そこまで歪ゆがんでいるとは思わなかった。いや、思ってはいたが……予測できなかった。さすがだ。だからこそ君は愛いとおしい」

　ロイドは顔をしかめながらエンダの饒じよう舌ぜつを聞き流す。そこに不快さはあっても怒いかりはない。

　諦てい観かん──この物体には何を言っても何をしても無む駄だだ、そんな表情だった。

「第七稀き存ぞん種しゆのことは話すのか？　私は君に従したがって、ちゃんと言わずにおいたよ」

「一いち応おうな」




　ぞんざいな受け答えをしながら、ロイドはルナとシオンの方に視し線せんを遣やる。

　呻うめき声ごえが聞こえた。少女の──シオンのものだ。

　もうじき目を覚さます。

　後こう遺い症しようが残ったかどうかは正直なところ、彼自身にもわからなかった。

　ただ、少なくともルナ＝イルを、敵てきにはしたくない。

　壊こわれるのなら壊れてしまって構かまわない。利用できるのなら利用すればいい。

　しかし、エデンの味み方かたをされるのは困こまる。

　そんな思いを抱いだきながら、ロイドはふたりをぼんやりと眺ながめていた。

　このふたりが一いつ緒しよにいられるのももうすぐ終わる──終わらせる。そんなことを思いながら、自身の魂たましいが昏くらく澱よどんでいくのを感じた。
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「る……な？」薄うすく瞼まぶたを開け、シオンはようやく声をあげた。

　思わず両肩かたを掴つかみ、ルナは少女の痩そう躯くに縋すがり付つく。よかった、そう思った。気き絶ぜつしていたのか、寝ねていたのか、眠ねむらされていたのか、それはわからない。だけど少なくとも外がい傷しようは見当たらないし、こうやって目を覚ましてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　何かされたのか？　怪け我がはないのか？」

　覚かく醒せいしたてのぼんやりとした視線に、矢や継つぎ早ばやな質問を浴あびせる。シオンは怪け訝げんな顔をした後、だいじょうぶ、とだけ呟つぶやいた。

「痛いたいところは？　妙みようなところはないか？」

　ルナはそれでも必ひつ死しで問とい掛かける。安心とともに力が抜ぬけた。生きていてくれてよかった。無ぶ事じでよかった、そんな思いが不ふ意いに視し界かいを滲にじませた。エデンに来てから七カ月──彼女のことはずっとルナの頭の隅すみにあったし、いつだって気にしていた。別の出動になる度たび、無事に帰ってきてくれればいいと思った。一緒の出動になると心強かった。彼女のことをどう思うか、とセールに尋きかれたことがある。その答えはいつも変わらなくて、時間と共に強くなってくる。友達とも違ちがう、恋人とも違う、戦友とも違う、家族でもない。特別な人──いつもルナの隣となりにいて、それが最もルナにとって安心する──そんな感情を、ルナは彼女に抱いていた。

　だから安心すると同時に、込み上げてきたのはどうしようもない怒いかりだった。

　ロイド＝オドが何を企たくらんでいるのかは知らない。どうでもいい。

　だけどそれにシオンを巻まき込こんだのは許ゆるさない。絶ぜつ対たいに、何があっても、どんなに力の差が開いていようとも、それだけは許さない。

「少し、待っててくれ」だから目を覚さましたばかりのシオンに、短く言う。

　声は──自分でも戦せん慄りつするほど、冷れい静せいだった。

「あいつを殺してくる」

「ルナ……駄だ目め」まだ起き上がってもいないシオンは、仰あお向むけのまま右手を伸ばした。

「待って」薄うすく目を開け、どこか朦もう朧ろうとしたように、それでいて何かを訴うつたえるように。

「大だい丈じよう夫ぶだ」ルナは差し出された右手を、そっと、だけど強く握にぎる。

「大丈夫。シオンはここで静かにしていればいい」

「違ちがうの、ルナ、待って」

　ルナは手を離はなし、立ち上がった。

　シオンの声は弱々しくて──何をされたのかは知らないけれど、許しはしない。

「僕は負けない」尚なおもルナを制せい止ししようとするシオンに、背せ中なか越ごしに告つげた。

「あいつを殺す。そのために僕はここにいる」

「随ずい分ぶんな言い様ざまだな」睨にらんだ先にいる男は、静かにただ、腕うでを組んでいた。

「黙だまれ」ルナはそいつの異い様ような殺さつ気きを受け止めて、怯ひるまない。

「忘わすれたのか？　半年前を。お前と俺の差は、たかだか半年で埋うまるようなものではないぞ」

「関係ない。稀き存ぞん種しゆの再さい生せい能のう力りよくは、破は壊かい能力よりも劣おとってる」

「そうだな。まあごく一般的な言こと葉ばで表現するならば」

「だったら殺せる。死んでも殺してやる」

　怒いかりに震ふるえながら、それでも冷静にルナは言った。

　そうでなければ勝てない。

　闇やみ雲くもに突とつ進しんしても駄目なのは目に見えている。だったら距きよ離りをとって、相手の出方を伺うかがうしかない。一度見ただけだが、あいつの変へん異いはルナと同じく──掌てのひらにある。それだけではないかもしれないが、少なくとも掌には、ある。攻こう撃げきはそこからも来るはずだ。

　こちらが負ふ傷しようする覚かく悟ごを決めれば、捉とらえられない道どう理りはない。

「……裏うら目めに出たようだね」

　対たい峙じするロイドとルナに水を差すように、エンダがぽつりと言った。

「ロイド。君は……彼を怒おこらせたようだよ。これではとても『混こん乱らん』のことを話したところで味み方かたになってくれはしないだろう」

「エンダ。お前は黙れ」一いつ喝かつしたのはルナだった。「お前もあとで殺す」

「無む理りだと言ったはずだけど」

「僕はお前の戯ざれ言ごとを信じていない。言ったはずだ」

「……そうか。信じていないか」ロイドがエンダの代わりに答える。

「くく。俺も最初は信じられなかったからな」

「君はしかし、結けつ局きよくのところ……信じたかっただろう？　それが憎にくしみの矛ほこ先さきを決定する最もつとも簡かん易いで確実な場所だったから。だから、最終的には信じた。しかし彼は違ちがう。信じたくないんだよ。もしくは、信じても仕し方かたがない」

「黙だまれって言ってる！」ルナはふたりの会話を絶ぜつ叫きようで遮さえぎる。

　本当ならば飛とび掛かかって、無む理り矢や理りにでも黙らせてやりたかった。しかし──こうして話をしている間でも、ロイドに隙すきはない。半年前のようにあしらわれる訳わけにはいかない。

　シオンを傷付けた相手は、確実に殺さなければ意味がないのだ。

「第七稀き存ぞん種しゆがエデンにいる、というのはもう聞いたか？」そんなルナの心しん中ちゆうを見み計はからったように、ロイドは姿し勢せいを崩くずさず気け配はいを乱みださないまま、ルナに問う。

「それがどうした」

「じゃあ、第七稀存種の能力は？　特とく異い器き官かん、そう言いい換かえてもいい」

　ルナは答えない。そんな真しん偽ぎも定さだかでない情報など、興きよう味みも関かん心しんもない。

「世界を二百四十一年前に包つつんだ『混こん乱らん』……その正しよう体たいを誰だれも知らない、お前は本当にそう思っているのか？」

　だけど。

「やめて！」背はい後ごからの声。

　シオンが──シオンの声だった。

「あいつにはもう教えた」ロイドはまるで牙きばで咬かむかのように言こと葉ばを紡つむぐ。

「『混乱』以前に生まれ、今までずっと生きてきた証しよう人にんがここにいる。エンダ＝カーラと名付けられた完全単体は、その原げん因いんも何もかもを知っている。……更さらに言うなら、それをエデンに教えたのもこいつだ」

「……まるで私が諸しよ悪あくの根こん源げんであるような言い方だね」エンダの軽かる口くちも、

「ルナ！　下がって……聞かないで！」シオンの血を吐はくような叫さけびも、

「善ぜん悪あくは知らんが、そもそもの発ほつ端たんはお前だと思うが」ロイドの嘲ちよう笑しようも、

　ルナに一いつ瞬しゆんの困こん惑わくをもたらした。

　それを見み透すかすかのように。

　獲え物ものの隙を逃のがさずに飛び付く蛇へびのように。

　世界は不ふ条じよう理りであると子供に諭さとす性格の悪い大人のように。

　ロイド＝オドは、言う。

「第七稀存種の『混乱器官』は、生物無生物を問とわずに侵しん入にゆうし、生体情報を書き換え自身の粒りゆう体たい情報と絡からませ、自らの身体と接せつ合ごうして支し配はい下かに置く。二百四十二年前に造られた最後の稀存種である完全兵器は、その一年後に如い何かなる理由か、暴ぼう走そうした」

「……やめてっ！」シオンは絶叫を続ける。

　どうして彼女はこうも狼狽うろたえているのだろう。ルナにはわからない。

「そして任にん意いの物質を自身の身体と融ゆう合ごうさせる性質を持った特とく異い粒りゆう体たいはこの星全土にばらまかれた。わかるか？　彼女は星と融合し、星に生きる生物はすべて一度第七稀存種の一部となって、ごちゃごちゃに混ぜられた後放り出されたんだ。自然も含ふくめた生せい態たい系けいは一いつ変ぺんし、世界は現在のようになった」

「……え？」

　ルナは呆あつ気けに取られ、シオンはひと際きわ大きな鳴お咽えつを洩もらした。

「つまり」ロイドの言こと葉ばに、エンダが続く。

「変へん異い種しゆというのは別種の動植物の遺い伝でん子しを混こん在ざいさせられた生物のことだ。純じゆん血けつ種しゆというのはその時に空へ逃にげ混在を免まぬかれた人間と、その人間が持ち出していた生物のことだ。ケモノというのは『混乱』の際さいに第七稀存種の特異粒体に最も強い影えい響きようを受け、自じ我がを失くした生物のことであり……つまり」

　──続いた言こと葉ばは、

　限りなくシオンの悲ひ鳴めいを絶ぜつ望ぼうに近付け、

　どうしようもなく、ルナを動どう揺ようさせた。

「ケモノも変異種も、本来的な意味で何の違ちがいもない。ケモノには等しく人間の遺い伝でん子しも混まじっているし、変異種にも等しく他生物の遺伝子が混じっている。同族殺し……純血種がエデンのウェポンたちを揶や揄ゆする時によく使う言葉だが……実じつ質しつ、変異種がケモノを殺すという行為は、共食いと何ら変わりなどないんだよ」

「いやああああああああああああああ！」

　シオンの──魂たましいを踏ふみ潰つぶされたような慟哭。

　それは谷たに底ぞこに谺こだまして幾いく重えにも反はん響きようし、ルナの鼓こ膜まくと心をどうしようもなく揺ゆさぶった。




「さて」未いまだ続くシオンの悲鳴を他よ所そに、ロイド＝オドは静かに言いい放はなつ。

「俺の記き憶おくの中で直じかに教えたはずだが……どうもお前の彼女には衝しよう撃げき的てきだったみたいだな」

　ルナは──シオンの悲鳴を聞き続けながら、動くことができなかった。

　罠わなに嵌はまったのだと、その時になってようやく気付く。

　本当ならすべてを無む視しして、シオンの元へ駆かけ寄よっていきたかった。しかしロイドの気け配はいはさっきまでよりも鋭するどく、重じゆう圧あつは膨ふくれ上あがってさえいる。板いた挟ばさみになって動けない。

「それとも、お前に知られたくなかったのかな？　自分の身体がケモノと同じだということを。ケモノの仔こ、そう呼よばれた自身の過去に何ら間ま違ちがいがなかったことも」

　その上、今度はルナの感情を逆さか撫なでしている。

「……黙だまれ」

　どうしようもない怒いかりと、無む力りよく感かんが交こう互ごにやってきた。どちらも抑おさえきれない類たぐいのものだ。さっきまでは理り性せいで怒おこることができた。実じつ際さいにシオンに外がい傷しようがなかったからかもしれない。

　今は違ちがう。

　──目の前で傷きず付つけられて、どうして冷れい静せいでいられるものか。

　理り性せいが吹き飛びそうだ。感情に身を任まかせてあいつに飛とび掛かかってやりたい。

「怒っているな？」ロイドが嗤わらう。

　それが契けい機きだった。

「貴き様さまっ!!」

　ルナは思わず──思し考こうを捨て、感情に任せ、両手に凶まが玉たまを宿やどし、地面を蹴ける。

　だけど。

「それが十全だ。準じゆん備びは整ととのった」

　ルナが一度の跳ちよう躍やくでロイドとの距きよ離りを縮ちぢめ、あと一歩で伸ばした腕うでが届とどくというその刹せつ那な。

　ロイド＝オドは、その場所から一歩も動かずに、嬉うれしそうな声で呟つぶやいた。




「連結、開始」




　唐とう突とつにルナの足がもつれる。

　前のめりに倒たおれた。

　身体は硬こう直ちよくし、まるで動かない。

　長話をしていたのは、すべてこのためだと気付いた時──ルナの意い識しきは痛いたみによって寸すん断だんされ、感情は衝しよう撃げきによって掻かき消けされた。
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　半年前、同じようなことがあった。

　あれはロイド＝オドと初めて会った時のことだ。理由もわからず前まえ触ぶれもなく衝撃を受け、地面に蹲うずくまった。後で聞いた話だと、カロマイン＝セクが近くで『稀き存ぞん種しゆの力を最大限に使った』のが理由であるらしかったが、そのことが何な故ぜルナに衝撃を与あたえたのかは理り屈くつとしてよくわからなかった。

　そして、今──ルナが受けている衝撃は、その半年前のものよりも遥はるかに強い。

　すべての筋きん肉にくが硬直し、意識が断だん続ぞく的てきに点てん滅めつする。

　痛みと共に全身が細かく分ぶん裂れつしていくような、泡あわよりも塵ちりよりも細かい何かに、身体が変化していくような、そんな感かん触しよく。痛つう覚かくが剥むき出だしになり色と音と匂においと味とが全身から万まん遍べんなく侵しん入にゆうしてくる錯さつ覚かく。意味がわからない。それを考える余よ裕ゆうもない。ただ身体を形作っている皮ひ膚ふや臓ぞう器きや血管や骨や神経や血や肉や体液や漿しよう液えきやさまざまなすべてのものが細かくなり小さくなり形を変え精せい神しんが破は綻たんしそうなほどの痛いたみを纏まとって拡かく散さんしていく。

　そしてその中で、何かが──尖とがっていて滑なめらかで鋭するどくて柔やわらかな細く長い何か針のようなものが、幾いく本ほんも全身から体外に向かって身体を突き破り伸びていくような。

　それとともに、衝しよう動どう。

　このまま拡かく散さんすれば、さぞかし心ここ地ちいいだろうという確かく信しんがあった。長い間止めていた息いきを再ふたたび吸すい込こむ時のように。或あるいはここに来る時に味わった、崖がけからの落らつ下かにも似にた、引ひき摺ずり込こまれるような意い識しきの消しよう失しつ。意味がわからない。前の時と同じだった。前は耐たえることができた。その誘ゆう惑わくを振ふり払はらい、その蜜みつを舐なめずに、全身を襲おそう衝しよう撃げきに耐えて誘惑を打ち負かして蜜を投げ捨てて、元に戻もどることができた。

　だけど、叶かなわない。

　それは以前のものよりもずっと強かった。抗あらがおうと考える余よ裕ゆうもなく、ただ暗い穴に潜もぐる土竜もぐらのように、ルナはそれに翻ほん弄ろうされ、捲まかれ、のたうち回る。

　土竜のように。土竜。ルナが初めてひとりで殺したケモノ。ウィムが死んだ。その死体を見ることはとうとうできなかった。死体。姉の死体。父の死体。キキトの足。死体は何も言わない。だからそれは故こ人じんの形をした肉でしかない。キキトは足しか残っていなかった。足。痛む。足が痛い。全身が痛い。どうしてだろう。何かが変へん貌ぼうしていく。何かが変わっていく。

　フィオナ＝レスファの翼つばさ。カロマイン＝セクの血。あれと同じものが欲しい。あれと同じものがあれば、彼らは死なずに済すんだのかもしれない。シオン。シオンは殺させない。死んで欲しくない。力だ。誰だれかを守る力。それはつまり何かを殺す力。腐くさらせろ。腐らせてしまえ。腐ふ敗はいさせることによって守れる。殺せば生きられる。当たり前のことだ。それは身体の中にある。

　不ふ意いに視し界かいが開けた。

　ルナは仰あお向むけになっていた。

　見えるのは切り立った崖と、その隙すき間まに浮うかぶ夜。星。月──

　エデンに来た頃ころ、機き会かいがあれば月を見ようとしていた。月を見れば落ち着いた。だけどその衝しよう動どうは徐じよ々じよに収おさまっていき、やがてルナは月を探さがさなくなった。見られる時に見られればそれだけでいいと思えるようになった。それは多た分ぶん、ルナの隣となりに少女が、シオンが、

　──月。が、見える。

　それは崖の隙すき間まから、空に浮かんでいた。

　それはルナの知っている月とは、違ちがった。

　周まわりに星はない。雲も出ていない。月は丸い。

　あの場所に落下していきたいと、何な故ぜか思った。

　空に落ちていく。崖を滑すべって、空へ、月へ。

　月は──。




　赤色だった。

　蒼でもなく。

　銀でもなく。

　とても赤く。

　ただ丸くて。

　真円であり。

　血のような。

　雫のような。

　血の雫の色。

　赤。紅。赫。

　歪ひずむ鼓こ膜まくの中に、不ふ意いに別の音こわ声ねが混まじった。

「眠ねむれないの？」ゆっくりと。静かに。それでいて現実のどの音よりもはっきりと聞こえる。

　女性の声──。

　ルルではなかった。レインやセールや、そしてシオンとも違ちがう。

　聴きいたことのないような声で、だけど記き憶おくの奥にしっかりと根付いている声だった。

「夜は恐こわくないよ」声は少しだけ笑えみを堪こらえたようだった。

　そして、頭を撫なでられる。

　視し界かいが開けた。

　赤い月に重なって、黒い髪かみ。

　黒い髪。長い髪。細い顔立ち。自分によく似にている。だけど自分よりもずっと優やさしい。そうだ──思い出した。彼女は世界の誰だれよりも、自分に優しかった。

　抱だき寄よせられる。自分よりも大きな身体に。とても柔やわらかい。

　──かあさん？

「唄うたを歌ってあげる」網もう膜まくに映うつった母は、何よりも自分を愛してくれているように思えた。

　か細い声が紡つむぎ出だす甘い音ね色いろ。

　規き則そく的てきにそっと叩たたかれる背せ中なか。




　それは、確かに、そこにいた。




「かあさん」四歳のルナ＝イルが瞼まぶたを閉じ、

「かあ、さん？」十五歳のルナ＝イルが瞳どう孔こうを拡かく散さんさせる。

「安心して眠ればいいんだよ」

　そしてルナと同じ顔をしたルナの母が、目の前でこれ以上ないほどに微笑ほほえみ、

「たとえ明日が来なくても、今日が終わるまでずっと私が守っていてあげるから」

　何かが変へん革かくした。

　自身の身体を構こう成せいする最小単位。指し向こう性せい思し考こう粒りゆう体たい。アダム。始まりの人間の名を付けられた、人間とはほど遠い極ごく小しようの生物。粒体制せい御ぎよ用ようの統とう率そつ器き官かん。エバ。アダムの妻であり、アダムの肋ろつ骨こつから生まれた、男を御ぎよする存そん在ざいとしての女の名を授さずけられた中ちゆう枢すう。アポトーシス。思考は言語ではなく単なる電気刺し激げきへと変へん換かんすればそれでいい。しかしその行こう為いは熱量の消しよう費ひが夥おびただしい。できる限かぎり痛いたみに耐たえなければ、破は瓜かとは言えない。耐えよう。半分だけは三次元言語パロールで、最さい低てい限げんのことは一次元言語ラングで。耐えてしまえばその後は痛つう覚かくなど必ひつ要ようない。微び分ぶんを完了すれば如い何かなる傷きずも、単なる粒体の結けつ合ごう破は壊かいでしかない。粒体そのものの破壊に至いたらない限り、破は壊かい寸すん前ぜんの状じよう態たいを記き憶おくしておけば再さい結合は容よう易いに可か能のうだ。

　思い出した。自分はそういう存そん在ざいだ。記憶の底そこに眠ねむっていて気付かなかった。稀存種とはそういう構造で造られた兵器であり機械だ。思い出せ。他には何がある。そうだ──。

　母との相互連鎖。

　記憶の底にあった情報を引ひっ張ぱり出だす。

　最初の身体から後の身体へ。経けい験けんと共に蓄ちく積せきされた自分の身体の使い方。兵器としての方法論。敵てきとの戦い方。動き方。走り方。つまりは殺し方。遺い伝でん子しそのものに書き込まれた情報は母から仔こへ、父から仔へ、世代を経へて経験を蓄積させ刻きざみ込こまれ伝つたわっている。

　それが『母』──兵器として完全になるためのもの。

　それは母親の記憶であり、母親そのもの。

　それは人間を模もした機械に第二次性せい徴ちようという名前の羽う化かを施ほどこす。

　瘴しよう気き──嫌けん気き性せい疑ぎ似じ細さい菌きん並ならびに補ほバクテリオファージとしての指向性を持った特とく異い粒体。

　掌てのひらで結けつ晶しよう化かさせるのではなく、特異器官として全身から剥はく離りさせ、適てき宜ぎ使用するための知ち識しき。その使い方の理り解かい。崩ほう壊かい器官という名の存在を、ルナは思い出す。




　祝しゆく福ふくと混こん乱らん。全ぜん滅めつと消しよう滅めつ。永久と救きゆう済さい。つまり、崩壊。

　母親。翳かげり。水面。夢。揺ゆらぎ。透とう明めいな。空。浮うかび。撓たわむ。流れる。血。断だん罪ざい。罰ばつ。音ね色いろ。たゆたう。刺とげ。発はつ狂きよう。茨いばらのように。影かげのように。翳れ。抗あらがって。

　乞こう、哄こう、香こう、鈎こう、光こう、恋こう、抗こう、皐こう、濡こう、と──。




　覚かく醒せい。




　ルナの視し界かいが戻もどる。

　インプリンティングは完了した。

　母との連れん結けつはアポトーシスを経へて連れん鎖さへと深しん化かし、

　知ち識しきは疑ぎ似じ的てきな体験を経て自らのものへと進化する。

　未いまだ感情の奔ほん流りゆうは収おさまらず、高こう揚ようと興こう奮ふんの最さ中なかにあって全身が何かを欲していた。

　そんな恍こう惚こつ状じよう態たいの中──。

　ルナは第四稀き存ぞん種しゆとして羽う化かし、生まれて初めて立ち上がった。
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　蹲うずくまり痙けい攣れんし苦しみ、それを経へてゆっくりと立ち上がったルナを、シオンは呆ぼう然ぜんと見ていた。彼はずっともがいていたが外見には何の変化もなかった。怪け我がをした様よう子すもない。

　発ほつ作さが収まり立ち上がったが、大だい丈じよう夫ぶなのかと思う。

　自分の出しゆつ自じを、本当の出自をルナに知られてしまった──そのことへの絶ぜつ望ぼうと共に、状じよう況きようの急変は完全にシオンの思し考こうを止めていた。

　半身を起こしたまま、シオンの大事な、何よりも大事な少年は茫ぼう漠ぜんと空を仰あおいでいる。

　視し線せんの先には、切り立った崖がけの隙すき間まに浮うかんだ赤い月。

「……さあ」何も聞こえていないかのようにただ立たち尽つくすルナの姿すがたを嬉うれしそうに見ながら、ロイド＝オドが身を捩よじって嗤わらう。

「お前には見せていなかったな、シオン＝エシュ」

　何を、と問とい掛かける暇ひまもなく、何かに酔よったような口く調ちようでロイドは続ける。

「シビルに首を絞しめられた記き憶おくは覚おぼえているな？　あれから……十年前のあの日、俺がどうやって生いき延のびたのか、それはお前に見せていなかった。何な故ぜだかわかるか？」

　わからない、と答える前に、饒じよう舌ぜつさを増ました口が答えを紡つむぐ。

「俺はあいつに喉のどを潰つぶされたことを契けい機きに『羽化』した。自じ律りつ的てきでなく、外部刺し激げきから誘ゆう発はつされる稀存種の羽化……それがどういう結けつ果かになるのか」

　それだけを言って──ロイドはさも楽しそうに、くくくく、と破は滅めつ的てきに笑い始める。そこから後は言こと葉ばにならない。

　エンダ＝カーラが、無表情で補ほ足そくを始めた。

「稀存種にとっての羽化は、人間にとっての第二次性せい徴ちように等しい。それは子孫を残すために必ひつ要ような身体の変化であり、雌し性せい体たいならばそこから月げつ経けいが始まる。雄ゆう性せい体たいには肉体に際きわ立だった変化がない代わりに、精せい神しん的てきな変化が顕けん著ちよだ」

　言われてシオンは気付く。

　フィオナ＝レスファに肩かたを触ふれられたり、セール＝ルウジュに肩を抱だかれたり、ルナはそういったことにいまひとつ反はん応のうが薄うすかった。それは単に、彼がただ鈍にぶいだけだと考えていた。

　──違ちがう？

「更さらに補足するなら……心の準じゆん備びをしておくといい」

　シオンの動どう揺ように、エンダは呵か責しやくを持たない。淡たん々たんと事実だけを告つげる。

「孵ふ化かや羽う化かを誘ゆう発はつさせられた稀き存ぞん種しゆは、一時的に忘ぼう我が状じよう態たいに陥おちいる」

　──それは……つまり？

　何な故ぜ、ロイド＝オドが絶望したのか。それは一番大事な人に裏うら切ぎられたからか。それだけではないとしたら？　記き憶おくの中で感じたロイドは少なくとも純じゆん朴ぼくで素す直なおな少年の印いん象しようだった。どんな絶ぜつ望ぼうを経へたといっても、根本の人格までがああも変わるものなのか。あの、どこか自身の感情をも省かえりみない態たい度どは──大事な人に裏うら切ぎられ、逆ぎやくに殺したからか。

　まだ何か理由があるのか。

　ふと湧わいた疑問に答えるかのように、ロイドが楽しそうに、だけど悲しそうに呟つぶやく。

「俺たちは人間に造られた機械だ。緻ち密みつに計算され完かん璧ぺきを目もく標ひように製せい造ぞうされた機械だ。俺は羽化する際さいの『相そう互ご連れん鎖さ』によってその情報を思い出した。そして、その上……さあ来るぞシオン＝エシュ！　人間というのはこういう存在を顔色ひとつ変えずに製造できるんだ！

　希望がどうした？　失しつ望ぼうには遠いぞ？　悪あく意いをどうする？　善ぜん意いが必ひつ要ようか？　正義とは何だ？　悪はどうだ？　平和などないだろう？　戦乱とは何を意味する？　愛はどこにある？　憎ぞう悪おはそこにあるか？　恋をしたことがあるか？　嫉しつ妬とは知っているか？　しかしこの絶望の前にはそのどれもが生なま温ぬるいぞ！　本ほん能のうを理り解かいして制せい御ぎよして、人間が人間を分ぶん析せきし解かい析せきして作り上げた人間以上の存そん在ざいに──人間はそれら一いつ切さいのものを向けなかった！　与あたえなかった！」

　絶ぜつ叫きようと哄こう笑しようと自じ虐ぎやくと自じ棄きを混まじらせながら、ロイドは自身の頭を掴つかみ震ふるえ、暗い瞳ひとみで視し線せんを移うつろわせている。シオンは戦せん慄りつした。

　そして、

「絶望しろルナ＝イル！　人間を憎にくめ。俺を憎め。世界を憎め。すべてを憎め。そして人間に造られたお前自身を何よりも憎め！」

　その言こと葉ばを契けい機きとしたように。

　ルナはふらりと揺ゆれ動うごき、漂ただわせた視線をシオンに向けたかと思うと、

　数歩だけ歩いて、まるで夢む遊ゆう病びよう者しやのようにシオンへと倒たおれかかり、




　シオンを押し倒した。




　反はん応のうする暇ひまもなかった。

　倒れた際さいに頭を軽く打ったが、その衝しよう撃げきもシオンに届とどかなかった。

　何をする余よ裕ゆうもない。あまりのことに思し考こうが追おい付つかない。

　ルナの顔が見えなかった。

　シオンの戦せん闘とう服ふく、胸むな元もとを掴つかむ手がある。

　それがルナのものだということに、直後気が付く。

　だけどその時にはもう、引ひっ張ぱられる力とともに上着は破られていた。

　反はん射しや的てきに足を閉じる。

　それを許ゆるさないとでも言うように、ルナの身体が割って入る。

　上着とともにシャツも破られていた。

　不ふ意いに冷たい空気が、シオンの胸むねの体温を下げる。

　露あらわになった肌はだに、恐おそろしいほどの体温を持った手。

　いやだ、そう思った。

　こんなのは厭いやだ。

　こんなのは違ちがう。

　こんなことを望んではいない。

　こんな触ふれられ方は間ま違ちがっている。

　こんなのは、絶ぜつ対たいに、どんなことがあっても。

　頭の隅すみでようやく悟さとった。ロイド＝オドが、自身の首を絞しめたシビルに何をしたのか。娘を殺され正せい常じような判はん断だんがつかなくなり、憎にくしみと怨えん嗟さで仇かたきを討うとうとした女性に、その仇であるロイドが何をしたのか──それは絶ぜつ望ぼうよりも希望のない、追おい打うちだ。

　ルナと昔のロイドは少し似にている。

　それはどこかで壊こわれ易やすい、脆もろさや危あやうさだった。

　そしてシオンを乱らん暴ぼうにする今のルナは正常でない。

　だけど彼は、多た分ぶんかつてのロイドと同じで──やがて我に返る。

　思し考こうが転てん換かんした。

　自分の不ふ快かい感かん。今のルナ。ルナのこと。ルナの感情。

　この後、彼はどう思うだろう。この陵りよう辱じよくが終わった後、胸を、身体を、全身を、そして足の間を傷きず付つけられて蹲うずくまる自分を見て、シオンの大事なルナは、いったいどう思うだろう──。

　──駄だ目め。

　刹せつ那なの間に思考は流る転てんし、

　不快感や嫌けん悪お感かんが全身を巡めぐる中、

　シオンは──瞼まぶたを閉じて自身の意い志しを決定した。




　彼に傷付いて欲しくない。だったら、私が傷付こう。




「大だい丈じよう夫ぶ」されるがままになりながら、シオンはルナの頭を両手で抱かかえた。

　そっと撫なでる。

　シオンのものなんかより遥はるかに柔やわらかい髪かみと、思っていたよりもずっと小さな頭。

　そう言えば年下だったなとシオンは思う。

　だけど弟のように感じたことなどなかった。

　かつて弟を失ったシオンにとっては、それが少し意い外がいだった。

　多た分ぶん──最初から、決まっていたのだろう。

　どうにも都つ合ごうのいい解かい釈しやくだが、こういうことはそれくらいが丁ちよう度どいいような気がする。

「大だい丈じよう夫ぶだから」自分に言い聞かせるように、荒あれ狂くるう波を抑おさえるように、氾はん濫らんする水に身を投げるように、それでいて包つつみ込こむように、シオンは言う。

　細い背せ中なかと薄うすい胸むねと痩やせた手足はまるで少女のようで、

　だけどルナは男の子なんだなと、そう思った。

　そして自分は──女なんだなと、そう思う。

「大丈夫。私はあなたを……絶ぜつ対たいに、拒きよ絶ぜつしないから」

　聞こえているのかいないのかわからないルナの耳元で囁ささやく。

　ふ、と彼の力が弱まったような気がした。

　それは奇き跡せきに近く、だけど奇跡ではないと思う。

　それが何なのかはわからない。或あるいは、残ざん酷こくな理由によるものかもしれない。

　だけどそれでも構かまわない。

　シオンはそのまま身体を勢いきおいで反転させ、

　さっきとは逆ぎやくの姿し勢せいでルナを上から思い切り抱だき締しめた。




　ロイド＝オドは握にぎり締しめていた掌てのひらを気付かずに開き、ただ一言、そんな、と呟つぶやく。

　エンダ＝カーラは興きよう味み深ぶかそうに観察していたが、わからない、というふうに首を傾かしげる。

　ミュリエルは閉じていた瞼まぶたを少しだけ見開き、怪け訝げんそうな表情をしてまた閉じる。

　シオンはそのままの姿勢で動かずに、ルナの頭を胸むねに抱いている。

　ルナの暴あばれていた身体は徐じよ々じよに静まっていき、やがて荒あらい呼こ吸きゆうの音も止んだ。

　そして──。




　ルナは我を取とり戻もどす。

　意い識しきはあった。だけど感情はなく、理り性せいもなかった。

　それらが引き戻され、視し界かいには身体を少しだけ離はなしたシオンの上半身がある。

　すべてが冷れい静せいに、一いつ瞬しゆんで理り解かいできた。

　身体には余よ韻いんが残っていて、それはどうしようもない証しよう拠こでしかない。

　シオンは薄く笑っていて、だけど破れた上着からは裸ら身しんが覗のぞいていた。爪つめで引ひっ掻かかれ、強く握られたせいで乳ち房ぶさには血が滲にじんでいる。乱らん暴ぼうに破られた上着の破は片へんはシオンの肩かたに纏まとっていて、それが余よ計けいに痛いた々いたしい。

「……あ」覚おぼえていた。

　自分が何をしようとしたのか。何をしたのか。シオンに──この少女に、何をしたのか。

　何な故ぜ途と中ちゆうで止まったのかはわからない。ただルナの中で、これは違ちがう、という妙みような確かく信しんがあったのは覚おぼえている。それが何なのかは知らないが、とにかく途と中ちゆうで止まりはした。

　だけどそんなものは、何の言い訳にもなりはしない。

　かちかちと歯が鳴なる。喉のどが渇かわいていた。手足が冷たい。

　知ち覚かくが、五感が、感情が、時間と共に消えていく。

　それが絶ぜつ望ぼうという名前のものであることを、ルナは思い知る。

「あ、あ」言こと葉ばが出ない。何を言っていいのかわからない。いや──何を言っていいのか、という思し考こうすらままならない。ただわかるのは、自分が取り返しのつかないことをしてしまったということ。大事な人に、決して消えない傷きずを与あたえてしまったのだという確信だった。

　涙なみださえ流れないルナの身体は、視し覚かく情報だけを脳のうに伝つたえる。

　そして、その視界の中にいる少女の口がゆっくりと動き──

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だから」鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　聴ちよう覚かくが復ふつ活かつした。直後、ルナの上半身はゆっくりと起こされる。

　起こしたのはシオンだった。半はん裸らのまま、露あらわになった上半身を隠かくそうともせずに、そのままシオンは無む抵てい抗こうなルナの肩かたを抱だき、身体を包つつむ。

[image: ]

　柔やわらかな、シオンの髪かみの匂においが、水に似にた香かおりが嗅きゆう覚かくを起こした。

　回された腕うでの細さが、無む防ぼう備びに押おし当あてられた胸むねの感かん触しよくが、重なった足の温あたたかさが、頬ほおに触ふれる頬ほおの冷たさが、触しよつ覚かくを覚かく醒せいさせる。

　そして、シオンは──そのままルナの唇くちびるに自身の額ひたいを近付け、汗あせばんだそれを少しだけ押おし当てて、最後にルナの味み覚かくを揺ゆり起おこす。

　額が離はなれ、見み詰つめ合あう。ルナに思し考こうの時間を与あたえる隙すきもなく、シオンは笑う。

「大だい丈じよう夫ぶだから。私は傷きず付ついてなんかいない。間まに合ったよ」

　でも、と言いかけるが、

「償つぐなうことなんて考えないで。負おい目めなんて感じないで。お願いだから……私にそんな感情を持たないで。一いつ緒しよに歩くって決めたじゃない。私はいつでも隣となりにいる。あなたの隣にいる」

「僕は……あんたに」

「そんなこと、問題じゃない」

　ルナの絶ぜつ望ぼうを、シオンは否ひ定ていした。

「私は……私はあなたが好き」

「でも……」ルナは言こと葉ばが出てこない。

　何を言えばいいのかわからない。シオンは笑っていた。今まで見たこともない顔で笑っていた。どうしてこんな顔ができるのだろうと思った。自分がシオンに与えた傷は絶ぜつ対たいに消えないのに。シオンが今まで築きずき上あげてきたものを、自分は完全に壊こわしてしまったのに。

　それなのにどうして、自分のことを好きだなんて言えるのだろう。

「私を見て」シオンは身体を離し、左腕うでをそっとルナの前に差し出した。

　生なま身みの腕を露ろ出しゆつさせる。

　そこには傷だらけの腕があった。普ふ段だんは変へん異いに隠かくれて見えない、ちぐはぐな傷きず痕あとで覆おおわれた腕だ。初めて会った時、シオンが隠そうとしていた、誰だれにも見られたくないはずの。

「私は……自分で自分の腕を傷だらけにしたの。私は自分が嫌きらいだった。この腕が本当に嫌いだった。だからもう、この傷は一生消えない。でも……あなたが付けた傷なんて、すぐに消えてしまう。私の好きな人が付けた傷なら、すぐに消えるわ」

　一いつ片ぺんの曇くもりもない笑え顔がおで嬉うれしそうに、少女は笑う。

「すまない」代わりに涙なみだは、ルナの目に溢あふれた。

「すまない。僕は……何回謝あやまったって、どうしても、僕、は」

　涙はすぐに嗚お咽えつから慟どう哭こくへ変わる。しゃくり上げながら、罪ざい悪あく感かんと体温の狭はざ間まで、ルナは泣なく。止まらなかった。どうすればいいのかわからなかった。この感情が何なのかわからない。

「泣かないで」だけどシオンは、それでも笑っている。

「もしあなたがどうしても自分を許ゆるせないなら……もう一回し直そう。ふたりだけで、こんな場所でじゃなくて。ちゃんと順じゆん序じよを踏ふんで。勿もち論ろん……あなたが厭いやじゃなかったら」

「莫ば迦か」シオンの言葉は、ルナに笑え顔がおを感かん染せんさせた。

「何……言ってんだ」

「本気よ」

　ルナは、泣なきながら破は顔がんする。

　心に罪ざい悪あく感かんはまだ残っていたけれど、もう絶ぜつ望ぼうはどこかに行っていた。

　そして、ようやく──ルナは気付く。

　もうずっと前からだったのかもしれない。

　思い返せば、初めて会ってからだ。

　シオンは少し年上だったなと思う。

　だけど姉のように感じたことなどなかった。

　姉を目の前で亡くして、それから知らず知らず年上の女性に姉の面おも影かげを追おっていたルナにとって、それは決定的な違ちがいだったのだろう。

　多た分ぶん──最初から、決めていたのだ。

　だけど、たった今。

「ごめん」

「謝あやまらないでって言ってる」

　ごめんとまた言いかけて、少し笑い、

「ありがとう」ルナは、言った。

　ずっと前からそうだったのだろうけれど、それでも今、この時に、

「僕も……あんたが好きだ」

　ルナはシオン＝エシュという少女のことを、愛いとおしいとそう思った。




　　　　５




　ロイドの表情はなく、ただふたりの遣やり取とりを放ほう心しんしたように見み詰つめていた。エンダ＝カーラはそれを楽しそうに横目で見ながら、この状じよう況きようを冷れい静せいに分ぶん析せきする。

　強制喚かん起きによる第二次性せい徴ちようの精神的発はつ露ろとしての暴ぼう走そうが止まった時、エンダの驚きよう愕がくは閾いき値ちを越こえた。それはエンダにとって二年振ぶりのことだったが、即そく座ざに感情自じ閉へいは機き能のうし、驚愕はそのまま過去の事じ象しようとして冷れい酷こくに処しよ理りされる。

　だから状況を考える余よ裕ゆうがあった。

「何な故ぜだ」放心したまま、ロイドは呟つぶやく。

　自らの予定していた未来が破は綻たんし、思し考こうがままならないようだ。こういった即そく時じ的てきな環かん境きよう変へん化かに対して、彼は適てき応おう力りよくが弱い。人間の言こと葉ばで表現するならば純じゆん粋すいなのだ。たとえ精せい神しんが破綻していようとも、それは変わらない。

　十年前──想おもいを寄せていたシビル＝ベスに殺されかけたことが切きっ掛かけで羽う化かし、その後本ほん能のうでシビルを強ごう姦かんしてしまったロイドは致ち命めい的てきなひび割れを精神に刻きざみ、結けつ果か、自身をそういうふうに作成した人間を憎にくむことで精せい神しんの均きん衡こうを保たもった。それはシビルを惨ざん殺さつするという結けつ果かを生んだが、その時点ではまだ彼は迷まよっている途と中ちゆうだった。

　故ゆえにエンダはその時、彼に指し向こう性せいを与あたえてみようと思ったのだ。稀き存ぞん種しゆの身体の所以ゆえんを知っていたのかと自分に詰つめ寄よるロイドに、エンダは混こん乱らんの正しよう体たいとエデンの目的を教えた。

　試こころみは成功する。ロイドは人間という種を破は壊かいしようと決め、人間の保ほ存ぞんを目もく論ろむエデンに牙きばを剥むく。発はつ狂きようしながらも理り性せいを残し、計画的に十年という期間を準じゆん備びに充あてて。

　現在その計画は最終段階に来ていた。それでも──第四稀存種を仲間に引き入れるという未来ではなく、ルナ＝ソーシアの息子としてのルナ＝イルにロイド自身の経けい験けんを追つい体たい験けんさせるという過去にこだわった辺あたりは、なかなかに純粋な狂きよう気きだ。ぞくぞくした。面おも白しろいと思った。

　しかしその興こう奮ふんも、感情自じ閉へいには至いたらない。つまるところエンダにとって、ロイドはそういった存そん在ざいだった。それよりもエンダは、たった今目の前で起こったあり得えない事じ象しようについて推すい測そくし解明することを望んでいた。そちらの方がより感情自閉に近く、楽しそうだ。

　結けつ論ろんは、ロイド＝オドが我に返るよりも早く、導みちびかれた。

「そうか」

　立ち上がりこっちを見るルナ＝イルとシオン＝エシュのふたりを傍ぼう観かんしながら、エンダはひとりごちる。ルナはシオンに上着を着せ、上半身が下着姿すがたになっていたがそんなことはどうでもよかった。模も造ぞう『人間』としては当然の倫りん理り観かんだ。そして完全単体にそんな感情はない。

　故に、言う。

「どうしてルナ＝イルの性的衝しよう動どうが収しゆう束そくしたのか気になっていた。そんなことは理に適かなわない。あり得ない事象だ。結論は推すい測そくだが、聞いてもらえるか」

「聞くまでもないわ」シオンはルナの上着を着込み、こっちを凜りんとした瞳ひとみで睨にらむ。

「忌いみ子ごの私は子供の頃ころ、これ以上化け物が増えないようにって、薬で子宮を壊されてる。初めて血が流れた時に処しよ置ちされたのよ。それであなたの好こう奇き心しんは満足？」

　ルナ＝イルの手を強く握にぎり、これ以上ないほどの殺さつ意いを漲みなぎらせ、シオンは言う。

　さっきまでの表情とは別人のようで、エンダはそれも面おも白しろいと思う。

　同時に──自分の推すい測そくが正解だったことに充じゆう足そく感かんを覚おぼえた。それは閾いき値ち以下だったので消えない。嬉うれしかったので、唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「なるほど。……絶ぜつ望ぼうはもう既すでに起きていたのか。だから回かい避ひされた」

　素す直なおに感かん慨がいを述べる。

　奇き跡せきなどは起きない。それは事実だ。だが偶ぐう然ぜんは起こる。それで十全だ。

「その口を閉じろ」そんなエンダの感想に怒おこったのはルナ＝イルだった。

「絶望なんて何回でもあった。それに代わりなんか効きかない。だけどそんなもの知ったことか。絶望も希望も僕らには関係ない。踏ふみ付つけて乗のり越こえる！　僕もシオンも、そうやって生きてきたんだ。お前のくだらない理り屈くつで、僕らを量はかろうとするな！」

　ルナは吐はき出だすように怒いかりを口にする。

「そんな莫ば迦かなことがあるか」──と。

　ルナの言こと葉ばを契けい機きとしたかのように、自じ失しつしていたロイド＝オドが低い声をあげた。

「何な故ぜお前らはそうも平へい静せいでいられる？　子し宮きゆうを破は壊かいされている？　その事実をお前の本ほん能のうが見み抜ぬいた？　こいつを犯おかしても子し孫そんを残せないと、お前に植うえ付つけられた本能が看かん破ぱしたんだぞ？　とんだ絶ぜつ望ぼうではないか！　貴き様さまらに未来はない。貴様らの歩く道どう程ていは次へと繋つながらない、先のない三さん文もん芝しば居いだ！　子供のごっこ遊びと同じ茶番だ！　それが絶望でなくて何なんだ!?」

「笑わせるな」ルナがロイドの憎にくしみを、冷れい酷こくに返す。もはや形けい勢せいは逆ぎやく転てんしていた。

　この先どう足あ掻がいてもロイドに勝ち目はないだろうとエンダは結論付ける。

「過去に執しゆう着ちやくして未来を見なかったお前が未来を騙かたるなよ。過去だとか未来だとか、僕らはそんなこと知らない。いつだって……いつも僕らは、今を生きてきた。これからも生きていく。先のことも昔のことも全部認みとめた上で、僕らは生きる。誰だれを殺しても誰を踏ふみ付つけても、それでも生きていく。罪ざい悪あく感かんに押おし潰つぶされはしない。お前は押し潰された。だから負けたんだ」

「俺が……負けた？」

「お前はもう、勝てない」

　くくくく、と不ふ意いにロイドは笑い始める。それはさっきまでの嘲ちよう笑しようとは違ちがう、余よ裕ゆうのない狂きよう気きを全身に張はり詰つめさせた、追おい詰つめられた哄こう笑しようだった。

　しばらくの間、ロイドはそうやって笑っていた。ルナもシオンも、その間ひと時たりともロイドからは目を離はなさない。嬉うれしい予よ感かんの中で、エンダはロイドの収しゆう束そくを待つ。

　やがて──。

「いいだろう」唐とう突とつに表情を消したロイドは、一いつ切さいの感情を失なくした声で呟つぶやく。

「もう終わりだ。俺はお前を殺すよ」

「やってみろ。……でももう、僕はお前を殺さない。お前のいる袋ふくろ小路こうじを死なんかで破ってやらない。ただ……報むくいは受けてもらう」

　ルナが挑ちよう発はつし、ロイドが感情のないままに目と牙きばを剥むく。

　稀き存ぞん種しゆ同士の殺し合いがどんなことになるのか──それを思うと、エンダ＝カーラの感情は閾いき値ち寸すん前ぜんまで高こう揚ようした。




　ルナは、いつ飛とび掛かかってきてもおかしくないようなロイドを睨にらみながら、脇わきに立っていたシオンを腕うでで制した。

「シオンは休んでて。……僕ひとりで充じゆう分ぶんだ」

「……いいの？」シオンは確認するように応こたえる。

　稀存種の戦せん闘とう能のう力りよくと変へん異い種しゆの戦闘能力──双そう方ほうの差を無む視しして、自分が足あし手で纏まといなるなどとは欠片かけらも思わない、そんな口く調ちようだった。

　ルナもまた、そんなくだらないことは微み塵じんも考えていない。

　戦せん闘とう能のう力りよくとか、暴ぼう力りよくの度ど合あいとか、そういった問題ではなかった。一いつ緒しよに歩くというのは、つまりそういうことだ。暴力の差で互たがいを慮おもんぱかるような関係は、さっきやめている。

「僕はこれから、稀き存ぞん種しゆになるよ」

「気を付けて」

「僕は機械だ。人間じゃない。生物でもない。それでも……あんたは、それでもいいか？」

「くだらないことを尋きかないで」

　会話はどこか楽しくて、ルナは無む意い識しきに笑えむ。顔は見ていないが、シオンもきっとそうだろう。声は明るくて、年とし頃ごろの少女そのものだった。

　言いながら、嫌きらわれるかもしれないなどとは寸すん毫ごうも思わない。浮うかれていて莫ば迦かみたいだ。

　だけど──悪くない。

「待ってろ。すぐに済すむ」シオンを後ろに下がらせた。

　ミュリエルよりも更さらに後方、間ま違ちがってもロイドが狙ねらわない、安全な位い置ちへ。

　月は崖がけの隙すき間まから上空に見える。赤いそれは血のようで、だけど微かすかな光となって確かにこの谷たに底ぞこへと届とどいていた。ロイドの──敵てきの姿すがたはよく見える。充じゆう分ぶん過すぎるほどに。

　既すでに『母』との相そう互ご連れん鎖さを済すませ、身体は擬ぎ態たい細胞ではなく粒りゆう体たい集合となっている。相手も同じだろう。力は互ご角かく。常じよう識しき的てきに考えて、待っているのは相あい討うち。だけどそんな気はしない。目の前の男に負ける気はしない。動どう揺ようし我を失い判はん断だんを放ほう棄きしてしまったロイド＝オドが、今の自分に勝てる要よう素そなど皆かい無むだ。

「……思い出したよ」だから、更さらに言う。

「僕とお前は、前に一度会ってたな」

　羽う化かする際さい、身体に刻きざみ込こまれた幾いくつもの情報が引ひき摺ずり出だされた。

　それと共に、忘わすれていた──恐きよう怖ふでルナ自身が忘れようとしていた過去の記き憶おくも見たような気がする。羽化は切きっ掛かけで、思い出した記憶はただの断だん片ぺんだったけれど。

　ロイドは何も言わない。ルナは続けた。

「母さんの仇だとは言わない。仇かたきを取ったって、母さんにはもう届とどかない。だけど……母さんはあの時、言ったな。私は死なない、って。君には負けない、って」

　息いきを吸い、身体の準じゆん備びを整ととのえて、

「証明してやる。母さんはここにいる。僕は……ルナは、お前には負けない」

　それが、契けい機きだった。




　ロイド＝オドは、両の掌てのひらに白い円形の瞳ひとみを発生させた。それは虹こう彩さいのない濁にごった色をしていて、粘ねん液えきと固こ体たいとの性質を併あわせ持もつ、ぐじぐじと動く特とく異い器き官かん。攻こう撃げき手しゆ段だんを両手だけに限げん定ていすることで戦闘機き能のうがより効こう率りつ的てきになっている──『母』の、ルナ＝ソーシアの情報は、今のルナに知ち識しきを与あたえる。

　対してルナの特とく異い器き官かんは、腕うでを中心に全身まで拡かく散さんが可か能のうだった。局きよく地ち戦せんを想そう定ていした戦術兵器としてはそれが逆ぎやくに中ちゆう途と半はん端ぱで、第四稀き存ぞん種しゆが試し作さくであったことの証しよう明めいだ。

「崩ほう壊かい器官『憑つく黄よ泉み』──」

　ルナは、その名を呼よび、それを起こす。

　掌てのひらから腕へ──紋もん様ようのような、痣あざのような、茨いばらのような、細い漆しつ黒こくの線が浮うき出でた。それは奇き怪かいなうねりを見せ、植物のようにくねり、呪じゆを込めた入いれ墨ずみのような形を腕に刻きざんでいく。

「──剥はく離り」そして。

　線は浮き出て、身体から離れる。

　細い糸のような、黒い稲いな妻ずまのような、象しよう形けい文字のような線は──ルナの掌から上じよう腕わんまでに絡からみ付つき、きちきちと細い刃は物もののように鈍にぶく光った。曲げた両肘ひじの更さらに先へと伸びたそれは、ルナの背せ中なかでぎりぎりと身を絡ませ合う。特異器官であり、結けつ晶しよう化かした瘴しよう気きそのものであるその茨は、武器であり防具であり道具だ。

　左腕を下げる。崩壊器官『憑黄泉』が動き、地面へと垂たれ、岩を咬かんだ。

　それを撥ば条ねとして、ルナは宙ちゆうへ舞まった。

　身を捩よじらせて片腕を突き出す。落らつ下か地点にはロイドがいる。指先から黒い糸を爪つめのように伸ばして一直線に目もく標ひようへと刺さす。ロイドは掌でそれを受け止めた。消しよう滅めつ器官と崩壊器官──ふたつの特とく異い粒りゆう体たいがそれぞれを腐ふ蝕しよくさせ分ぶん解かいし合あう。粘ねん液えきが茹ゆだる音と硝子ガラスが砕くだける音が不ふ協きよう和音を奏かなで、互たがいの組そ織しきの一部が相あい討うちとなった。

　ロイドは動かない。ルナはもう片方の腕うでから伸ばしていた崩壊器官を地面に絡ませ落下を刹せつ那なだけ止める。空中で姿し勢せいを入れ替え、そのまま下から上へと目標の顎あごに蹴けりを放はなつ。が、もうロイドはそこにいない。まるで蛇へびが獲え物ものを捕とらえる時のような──静せい止しからの最高速。それは人間の反はん応のう速そく度どを越こえて視し界かいの錯さつ覚かくさえも纏まとい、ロイドの身体をルナの背はい後ごへ移い動どうさせる。

　だけど見えていた。

　着地と同時にルナは飛ぶ。

　筋きん力りよくによる跳ちよう躍やくを、崩壊器官が助じよ長ちようする。五メートルほども上空へと舞まい上あがり、そのまま体たい勢せいを入れ替えて垂すい直ちよくに切り立った崖がけの岩いわ肌はだを蹴けろうと──同時に振しん動どう。地面でロイドが掌を岩に押し付けていた。ルナが足場にしようとした壁かべの大部分が粉ふん塵じんのように消しよう滅めつしている。平へい衡こうを崩くずしてルナは落下。ロイドが待っていた。崩壊器官と消滅器官が再ふたたび衝しよう突とつする。

　ぶちぎちちぢい、と耳を塞ふさぎたくなるような残ざん響きようがして、

「……ち！」

　後こう方ほうへ退しりぞいたのはロイドだった。後ろも確認せずに囂ごう々ごうと流れる川へと身を躍おどらせる。川かわ幅はばは三メートルほど。そのまま流されていっても不ふ思し議ぎではない流れだったが、だけど代わりに聞こえたのは、水に落ちる音ではなくて、水の蒸じよう発はつするような厭いやな音だった。

　湯ゆ気げなどは立たない。背せ中なか越ごしに掌てのひらから着水したロイドは、その刹せつ那なに川に流れる水を広こう範はん囲いで消しよう滅めつさせる。激げき流りゆうは途と絶だえ、ロイドの靴くつ底ぞこが川底の石を踏ふんだ。

　追おいかけていなかったルナは虚きよを突かれる。

　永い一秒の後、再ふたたび上流からの流れがロイドの立つ場所を洪こう水ずいのように通つう過かする。

　もうロイドはそこにいない。

　水に気を取られたのが致ち命めい的てきだった。予よ備び動どう作さのない疾しつ走そうをルナは目で追おいきれなかった。

「……下っ!?」気け配はいと勘かんだけでルナは飛とび退のく。飛び退いたその場所を蛟みずちの毒どくが掠かすめる。ルナは肘ひじから背はい後ごに伸びた黒い蔦つたを捩よじらせて岩いわ肌はだに咬かませ、咬ませた先の岩肌を任にん意いに腐ふ蝕しよく。

　小石の欠片かけらを作成して、それらを搦からめた崩ほう壊かい器き官かんごと腕うでを振ふり抜ぬいた。

　礫つぶてがロイドに飛ひ来らいする。ロイドはまるで怯ひるまない。くだらない、といったふうな笑みを残し、石の欠片が当たるより遥はるかに疾はやくその場からまた消しよう失しつした。

　今度はしかし、読める。

　横に気け配はい。それは誘さそい。後ろ。

　腕が──蛇の顎あごが牙きばを伸ばしてくる。ルナはそのまま身を低くして前へ駆かける。ロイドはそれに反はん応のうし、付いてきた。後ろからルナを押おし倒たおすような形で両腕が迫せまる。故ゆえに崩壊器官を茨いばら状に伸ばして牽けん制せいし、相手の動きが止まったのを見てそのまま上へ跳ちよう躍やく。身をのけぞらせて躱かわしたロイドの頭ず上じようを越こえ逆に彼の背はい後ごへと着地した。

　即そく座ざにロイドは振ふり向むき掌を開き、ルナもまた崩壊器官を絡からませた腕をロイドの眼がん前ぜんへと伸ばし、互たがいの武ぶ器きを互いの頭とう部ぶに突き付け合った状じよう態たいとなって──。

　動きが止まった。

　強こわ張ばった空気がふたりを覆おおう。

　互いが互いに致ち命めい傷しようを与あたえ得うる距きよ離りは、緊きん張ちようの代わりに状じよう況きようを膠こう着ちやくさせた。

「……思い出したな」ロイドが顎を仰のけ反ぞらせた三さん白ぱく眼がんで、ルナを見下ろす。

「ああ」ルナは細めた瞳ひとみで、ロイドを見上げる。

「それが……お前の母親の戦い方だ。宙ちゆうを跳はね、舞まい、飛び、伸ばした茨いばらで、或あるいは浮うかべた月で、相手を腐ふ敗はいさせる──まるで狂きよう人じんのように綺き麗れいだった」

「見たことがあるのか？」

「何度かな。ルナが戦っていた頃ころ、俺はまだ役に立たないガキだった。実地研修の名目で同行出動させられた時にしか見る機き会かいはなかったよ。だが……忘わすれられない」

「そうか。お前は……母さんのことが好きだったんだな」

「ああ。俺を拾ってくれた。俺を育ててくれた。俺を叱しかってくれた。俺を愛してくれた。そして俺を捨てて、いなくなった。お前を産うむために。お前を産んだ後は、俺の敵てきに回った。お前を……守るために」

　剣けん呑のんな気配の中で、どこか懐なつかしさの混まじった会話が交かわされる。

　互たがいを仕し留とめる機き会かいを伺うかがいながら、感かん傷しよう的てきな声で。

「……何な故ぜ、母さんがエデンから去った時点で捜さがしに行かなかった？」

「エデンからいなくなったってことは……エデンが厭いやになったってことだと、そう思った。もし厭じゃなくなったら戻もどってきてくれると思った。それにな……もうその時には、彼女にはトマージがいたんだ」

「父さんは……母さんを捜しに行かなかったのか？」

「あいつにはルルもいたし、全部は捨てられなかった。俺たちにも気を使ってエデンに残ったが、怪け我がをして放ほう逐ちくされたのを切きっ掛かけにすぐ捜しに行ったよ。俺はとうとう機会を逸いつした。捜しに行った時には、もう……お前がいた」

「……そうか」

　殺さつ意いはそのままに、微笑ほほえみさえ浮うかべて、ふたりは視し線せんを交こう叉ささせる。

　そのままでしばらくの間、時間は止まる。

　やがて──、




「僕たちは……兄弟になれたと思うか？」ルナが瞼まぶたを閉じて尋き、

「無む理りだな」ロイドが柔やわらかく笑えんで答えた。




　その答えと同時に、

　ロイドは下げていた左腕うでで、突き出されていたルナの右手首を崩ほう壊かい器き官かんごと鷲わし掴づかみにする。
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　同時にルナは身を屈かがめ、破は壊かいされた崩壊器官の残ざん骸がいをロイドの腕へと突つき刺さす。

　ロイドが前まえ蹴げりでルナの腹を蹴けり跳とばし、

　ルナが背はい後ごに倒たおれる勢いきおいで、手首を掴つかんだロイドの腕を、空いた右拳こぶしで殴なぐった。

　ずる、とロイドの掌てのひらがルナの腕から離はなれ、

　ざざ、とルナが後方へと滑すべり倒たおれる。

「くく……」茫ぼう洋ようと立ったロイドは、刹せつ那な的てきな笑えみを浮かべながらルナを凝ぎよう視しした。

　ルナは無む言ごんで、倒れた姿し勢せいから半身を起こし、ロイドを睨にらんだ。

　ロイドは自身の左肘ひじを右手で掴み、

「惜おしかったな」呟つぶやく──。




　ルナの右腕のあちこちから、血が吹いた。

「く……」顔をしかめ、脇わきを押おさえて出血を止めようとするルナに、ロイドは更さらに笑む。

「一いち撃げき目めのはただの威い嚇かくか」

　そして姿勢を変えずに、顔をしかめて歯を食いしばった。

　直後。

　ロイドは消しよう滅めつ器き官かんを作さ動どうさせ、自身の左腕を衣服ごと切り落とす。

　落とされた下か腕わんは、地面に転ころがった後にぶくぶくと沸ふつ騰とうし、弾はじけるように、溶とけるように、蒸じよう発はつするように──腐ふ敗はいを通り越した腐敗を始め、消えていく。

　腐敗臭しゆうではなく、花の花か粉ふんに似にた香かおりが辺あたりに充みちた。

　それが崩ほう壊かい器官本来の香りだということをロイドは知っていた。

　懐なつかしさとともに思い出す、ルナ＝ソーシアの匂におい。

「惜おしかった。一歩、お前は俺の先を行った」

　粒りゆう体たい情報を書かき換かえ、切せつ断だん面めんを皮ひ膚ふで覆おおい隠かくし出血を止めながら、ロイドは言う。

　ルナは、あの刹せつ那な──。

　ロイドに崩壊器官を突つき刺さしたように見せかけて、その実自身の体内で活動させた。

　そして右腕に侵しん入にゆうしたロイドの消滅器官を殲せん滅めつ。自らの被ひ害がいを最小限に抑おさえた。

　──つまり、二度目の拳こぶしが、俺への……本当の攻こう撃げきだった──。

「お前の血はじき、止まるよ。その程てい度どじゃ、人間の怪け我がと変わりない」

　ルナは相変わらずな瞳ひとみで、ロイドの顔をじっと見ている。

　それは昔のロイド自身のような、昔のルナ＝ソーシアと同じ瞳だった。

「……ままならないな」

　喪そう失しつ感かんの中、どうしようもない感情を抱かかえながら、

　狂くるった頭で、破は綻たんした精せい神しんで、

「くく……く、く、は、ははははははははっ！」

　どうしようもない可お笑かしさが、自分自身への嘲ちよう笑しようが沸わき起おこる。

「お前の勝ちだ。このまま続けても……片腕うでの俺にお前は殺せない」

　腕を押おさえたルナに駆かけ寄よってくるシオンの姿すがたが、ロイドの感情をたまらなく痛いたませた。
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　部へ屋やは暗く、同時に狭せまかった。

　最低限にしか光らない天てん井じようの発はつ光こう金きん属ぞくは影かげも作らない。清せい掃そうされているとは言いい難がたい床ゆかにはうっすらと埃ほこりが積つもっている。部屋の半分を占しめる寝しん台だいに敷しかれた薄うすいシーツは殺さつ菌きんされているのかどうか疑うたがわしくて気持ち悪い。

　独どく房ぼうという名前の部屋は、名前以上にもっともらしい様よう相そうを呈ていしていた。

　エデン、第四区画。ウェポン居きよ住じゆう区くにある、留りゆう置ち室しつ。反はん抗こうしたウェポンを閉じ込めるための部屋。そのひとつにレイン＝リィンはあてがわれていた。

　座すわり、息いきを深く吐つく。

　静せい寂じやくに包つつまれた部屋はそれだけで空気が掻かき乱みだされる。食事の回数は一日二回で、さっき三回目の食事が運び込まれてきた。ここに連行されてから、まだ二日と経たっていない──その事実にうんざりしながら、レインの溜ため息いきは重い。時計がないので、今が昼か夜かが正確にはわからない。食事が来る時間が規則正しければ夜だろう。

　シオンとルナはもう戻もどってきているはずだった。

　自分の姿すがたが見えないことを異い常じようだと判はん断だんしてくれればいいのだが──ふとそう考えたが、楽らつ観かん的てき過すぎる思し考こうは罪ざい悪あく感かんを伴い、余よ計けいに神しん経けいをすり減へらした。

　こんなことをしている場合ではない。

　だけど、脱だつ走そうできるものならば、とうにしている。

　武ぶ器きになりそうな一いつ切さいのものは没ぼつ収しゆうされている。扉とびらにはこちらから開くようなスイッチ類などどこにもなく、更さらに壁は有ゆう機き金属製で、強い衝しよう撃げきを与あたえると別の部屋で警けい報ほうが鳴なる仕し組くみになっていた。まるで隙すきがない。監かん視し用ようの水すい晶しよう体たいも、どこかに設せつ置ちされているだろう。

　そして純じゆん血けつ種しゆのレインには、力ずくで扉をどうにかすることもできない。最悪だった。

　どうやら自殺は止められていないらしく、手足は縛しばられていないし口に咬かまされたものもない。自殺する理由などないから当然のことだったが、それはつまり──レインには何も非ひなどないということを暗あんに示していた。機き密みつを盗ぬすみ見みた罪つみは重いが、そんなものはメインシー＝カウツにとってこじつける理由でしかなかったのだろう。要ようするに彼女のしようとしていることに、ウェポン管かん理り部ぶ副部長であるレイン＝リィンという人物そのものが邪じや魔まなのだ。

　あの女は何かしようとしている。それは勘かんだったが、同時に確かく信しんでもあった。性格が合わないということは同時に、相手の思考くらいは読めるということだ。

　寝台に座すわったまま、考える。

　盗み見た資し料りよう。

　稀き存ぞん種しゆのこと。

　エデンの目もく論ろみ。

　そして、ロイド。

『抹まつ消しよう存そん在ざい』と記しるされていたそれが何なのか、レインは知らない。しかしわかったのは、エデンがその機き密みつ『抹消存在』を使って、世界の再生を計画しているということだ。

　世界の再生とは、今の世界を『混こん乱らん』以前へと戻もどすという行こう為いに他ならない。

　そこにケモノはいない。

　そこに自然はかつての姿すがたで存在する。

　そこで人間は大地に根ざし生きていける。

　そして、人間とは──エデンの定てい義ぎする人間とはつまり──変へん異い種しゆなどではない、純じゆん血けつ種しゆとしての人類のことだ。

　苦く笑しようする。変異種全般の排はい斥せきを声こわ高だかに叫さけんでいる組そ織しき『フルブルー』と敵てき対たいしておきながら、その実エデンは彼らとまったく同じことをやろうとしていたのだ。

　どういう理り屈くつで、どういう行こう為いで、どうやってそれを成なし遂とげるのか。稀き存ぞん種しゆを使う、ということ以外は今もってわからなかったが、とにかく今の状じよう況きようは不ふ毛もうと言う他ない。

　ロイドは、このことを知っていたのだろうか。

　ふと考える。だとしたら、ある意味では辻つじ褄つまが合う。エデンと似にたような思し想そうを持つ組織をわざわざ組織し、それをぶつける──そこには悪あく意いと皮ひ肉にくがある。同じ理り想そうを持つ別の集団によってその理想が潰つぶされるのならば、これほど笑える尻尾しつぽの食い合いはない。

　だけどやはり釈しやく然ぜんとしなかった。

　レインの知っているロイド＝オドは、そんな男だっただろうか。違ちがう──レインが好きになったロイドは、少し照てれ屋やで、口が悪くて、ぶっきらぼうで、だけど他人のことをいつも気に掛かけているような、そんな少年だった。

「どうして」髪かみを掻かき上あげながら呟つぶやく。

　狭せまい部へ屋やに閉じ込められていたせいで髪がべたついていた。ここに閉じ込められてから微睡まどろみもせずにいたせいで、頭も重い。疲ひ労ろうは重なっていた。それでも環かん境きようと張はり詰つめた神しん経けいが、レインの意い識しきを途と切ぎれさせない。

　──と、思し考こうが膠こう着ちやくしていた、その時だった。

　ぷつ、と天てん井じようからの機械音がレインの聴ちよう覚かくに違い和わ感かんを与あたえ、

「裏うら切ぎり者ものさん。元気でやってるかしら？」

　どこに取り付けられているのか、スピーカ越しの歪ひずんだ声が、不ふ意いに部屋の壁かべを揺ゆらす。

「メイン……シー」

「声が震ふるえてるわよ。食事はどう？　よく眠ねむれてる？　シャワーは浴あびられないけど我が慢まんしてね。もうすぐそんな煩わずらわしい生命活動から解かい放ほうしてあげるから」

　あはははははは、と邪じや気きを多た分ぶんに含ふくんだ嬌きよう声せいが続いた。

　どんな言こと葉ばを返したところで、それはメインシーの優ゆう越えつ感かんを助じよ長ちようするだけだ。だから無む視ししようと思ったが、外部がどうなっているかが気になる。

　レインが逡しゆん巡じゆんしていると、スピーカはメインシーの饒じよう舌ぜつに味み方かたした。

「外がどうなってるのか知りたい？　エデンは順じゆん調ちようよ」

　こちらの思おも惑わくを読んでいるかのような、勝かち誇ほこった声。メインシーがどこで喋しやべっているのかはわからないが、レインは取とり敢あえず、監かん視しカメラがその辺あたりにあるだろう、という目星をつけて天てん井じようを睨にらむ。

「おお、恐こわい恐い」と、おどけた嘲ちよう笑しようがすかさず聞こえた。

「状じよう況きようはあれから急きゆう展てん開かいよ。いい知らせと悪い知らせ、ひとつずつあるけどどっちから聴ききたい？」レインが返事をする前に「じゃあいい知らせからね」メインシーは饒舌さを増まし、

「……と言っても、私にとってのいい知らせだけどね。まずはあなたの処しよ遇ぐうが決まったわ。死刑。いつになるかはわからないけど。罪ざい状じようは重いわ。聴きたい？」

「聴きたくもないわ」毒どくづくレインに、

「そんなこと言わずに聴いておいた方がいいわよ」メインシーは容よう赦しやない。

　煩うるさい、と怒ど鳴なってやろうかと思った。

　しかし、メインシーが発した次の言こと葉ばに、レインは目を見開く。

「あなたはフルブルーの間諜としてエデンを裏切り、ウェポン管理部部長を殺害して機密を奪った。まあすごい！　大だい胆たんね！」

「……何……ですって？」部長を殺害──誰が？

　言葉を失うレインに、メインシーは続けた。

「既すでにウェポンたちにも情報は行ってる。皆さんびっくりしてたわよ。虫も殺さないような顔してやるわねぇ。あ、あんた目付きは悪いから顔だけなら悪人だったわね。……それにしてもまさか十年前の想おもい人びとのためにそこまでやるなんて。私も驚おどろいたわ」

「……メインシーっ！」レインは激げつ昂こうした。

「貴き様さまっ!!」──諮はかられた。

　まさか十年前のことまで引ひっ張ぱり出だして、そこまでやるとは思わなかった。

「怒ど鳴なっても無む駄だよ」相手の声は機械越しに冷たく、嬉うれしそうだ。

「という訳わけで部長副部長を失ったウェポン管かん理り部ぶは機き能のうを即そく日じつ停てい止し。現在のところ、仕事は暫ざん定てい的てきにウェポン司令部が受け持ってる。外交部も介かい入にゆうさせてもらってるけどね」

「あなた、そこまでして……自分が何をやってるのかわかってるの!?」

「あなたこそ、自分が何をしたのかを理り解かいしときなさい。元はと言えばあんたの行動が悪いのよ。まあその時に経営部と密みつ談だんしていたあんたの上司も上司だけど……経営部部長様はあっさりうちに付いてくれたわ」

「人聞きが悪いことを言わないで欲しいな」

　メインシーの嬉き々きとした声を伝つたえるスピーカに、幼おさない少年の冷れい静せいな呟つぶやきが混まじる。レインは何度かしか見たことがないが、その声は恐おそらく──経営部部長、トマズ＝ハニヴァー。

「僕はまだ死にたくなかっただけだよ。メインシー＝カウツ」

「まあ……という訳わけ」密みつ談だんの内容が本当はどんなものだったのかは知らない。しかしメインシーの筋すじ書がき通りにことを進めることさえできれば、彼女にとってはそんなもの、どうでもいいのだろう。

　とにかく、部長は殺された。そしてその罪つみはレインに着せられた──。

「……あなたの目的は何なの」けらけらと嗤わらうメインシーに、レインは低い声で尋きく。冤えん罪ざいで処しよ刑けいされるという自身のことを差し置いても、それがわからない。

「これじゃエデンは滅め茶ちや苦く茶ちやじゃない。私を身代わり羊ひつじに部ぶ署しよひとつ壊こわしてまで、あなたは何を求めているの？　意味がわからないわ。気でも違ちがったの？」

　メインシーは答える。

「淘とう汰た」ただ、一言で。

「世界が再さい生せいすれば、私たちは選ばれた民になる。その時にあんたみたいな人間が混まじっていても困こまるのよ。ウェポン管かん理り部ぶにはあんたと似にた思し想そうの奴やつが多いからね。先に潰つぶしておこうと思って。……もう、理り解かいしてるんでしょう？　計画が成れば、エデンが今の組そ織しき形けい態たいを取る必ひつ要ようなどどこにもない、ってことくらいは」

　──それだけが目的で？

　座すわったまま拳こぶしを握にぎり固かため、レインは天てん井じようを睨にらんだ。気が変わった。どうにかしてではない。何としてでもここから抜け出し、形けい勢せいを逆ぎやく転てんしなければならない。ウェポンたちは事じ情じようを説明すれば必かならず理解してくれる。特にシオンとルナたちならば、絶ぜつ対たいに──。

　そんなレインの殺さつ気きを見ているのかいないのか、思し考こうを理解しているのかいないのか、メインシー＝カウツは不ふ意いに、更さらに楽しそうな調ちよう子しで吐はき捨すてた。

「そうそう」声は上うわ擦ずっていて、嗤っているのか怒おこっているのかも、もうわからない。

「悪い知らせをまだ言ってなかったわね」

　──悪い、知らせ？

「これは私たちにとっても些いささか悪い知らせだけど、多た分ぶんあなたにとってはそれ以上に」

　レインはスピーカから流れる声を思わず傾けい聴ちようする。

　続いた言葉は、レインの思考を限かぎりなく停てい止しに近付けた。

「あなたの大事なシオン＝エシュと、私たちの大事なルナ＝イルは、一日半前の出動で崖がけから落ちて行方ゆくえ不明。現在有ゆう機き衛星が捜そう索さく中ちゆうよ」

　それを最後に。

　ぶつ、とスピーカからの放送が途と絶だえ、独どく房ぼうは完全な静せい寂じやくに包つつまれた。




　スイッチを切ったその手をゆっくりと膝ひざに戻もどし、メインシーは唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。

　なかなか愉ゆ快かいな死し刑けい宣せん告こくだった。十年来の友て人きにこの手で引いん導どうを渡わたせるとは。自分は何という幸せ者なのだろう──そんな至し福ふくが頭の中をぐるぐると周まわる。

「しかし、貴女あなたもなかなか酷ひどいことをするね」放送連絡室の椅い子すに座すわったメインシーの後ろで、経営部部長──トマズ＝ハニヴァーが子供らしくない声でくつくつと笑んだ。

「僕らはただ、今後の報ほう酬しゆう制度の見直しについて非公式に会談してただけなのに」

「そうじゃないでしょう？　あんたはそんなことしていなかった。違ちがう？」

「はいはい」笑いながらも殺さつ意いを込めた視し線せんに、トマズは両肩かたを挙あげておどける。

「どちらにせよあいつらよりもあんたたちの方がまだ有用だった、それだけよ。覚おぼえておきなさい坊や。気を抜ぬくとあんたの首も飛ぶことになる」

「この歳で死にたくはないからね。心こころ得えておく」

　トマズの返事にメインシーは唇だけで笑い、しかし直後、表情を戻もどして頬ほお杖づえを付く。

　この二日で随ずい分ぶんと人員整理ができた。エデンの内部調査と粛しゆく正せいを一手に引き受ける外交部の特権を最大限利用した、造ぞう反はん者しやの炙あぶり出だしという名の大おお掃そう除じ。それは裏うら切ぎり者ものの特定と邪じや魔ま者ものの排はい除じよを兼かねた、外交部としては恐おそらく最後の大仕事だ。今後の予定も既すでに把は握あくしている。明日からは過か学がく研究部近辺を対たい象しように同様のことを行う。そうすることで再さい生せい後ごの世界に相応ふさわしい人種の仕分けを行うと同時に、内部に存そん在ざいしているであろう裏切り者の活動も制限させられる。一連の行動自体は、現在のところ実に上う手まく機き能のうしていた。

　ただ、レイン＝リィンに宣せん告こくしたように、予よ想そう外がいの事じ態たいが起きたのも事実だ。

　ウェポンひとりと稀き存ぞん種しゆひとりが出動中に行方ゆくえ不明。それも──同行していた他のウェポンの証しよう言げんによると──事じ態たいにはフルブルーの親玉、第六稀存種が絡からんでいるという。

　あの男が何をしたいのかはともかく、問題は第四稀存種の行方不明、それだけだった。個体情報そのものは先代のルナ＝ソーシアから得えているので、ルナ＝イルが生きてさえいればどこにいようとも問題はない。死亡しているという最悪の状じよう況きようになった場合は、多少困るにせよ死体が残ってさえいれば致ち命めい的てきではない。しかし死体もなく消しよう滅めつさせられていた場合はどうか。メインシーは世界再生後の稀存種に関する仕組みについての専門ではないので推すい定ていしかできないが、少なくとも予定とは違ちがってくる。

　そして、考えられる内で最低以下に最悪の場合は、かなりまずいことになる。

　つまり──ロイド＝オドとルナ＝イルが結けつ託たくし、エデンに敵てき対たい。

　勿もち論ろん『抹まつ消しよう存そん在ざい』がバベル内に匿かくまわれている限かぎり、状況は安全だった。有機衛星や不ふ可か視し境界線、光火兵器などが守っている限り、局地戦用であるあれらは、どう足あ掻がいてもバベルに侵しん入にゆうすることができない。第一稀存種、第二稀存種、そして第五稀存種がこちら側がわにいるという事実はエデンにとっては僥ぎよう倖こうだ。もし、組織戦用としての稀存種が敵だったなら──要よう塞さいとしてのバベルそれ自体の攻こう略りやくも可か能のうなのだから。

　しかし、ロイド＝オドは恐おそらく、その事実を踏ふまえて組そ織しきを作っている。自分ひとりでの敵てき対たいが不ふ可か能のうであるからこそ、フルブルーという組織が必ひつ要ようになったのだろう。規き模ぼはまだ判はん然ぜんとしないが、仮かりに圧あつ倒とう的てき多数で攻せめ入いられれば、苦戦すると言わざるを得えない。敵てきがどういうふうに総そう攻こう撃げきを仕し掛かけてくるかはわからない。ただ、少なくともこのままウェポンたちの邪じや魔まをし続けるだけということはあり得えない。絶ぜつ対たいに何か策さくを仕掛けてくる。その過か程ていで第四稀き存ぞん種しゆの存そん在ざいが、もしかしたら勝敗の分かれ目になるかもしれない──。

「坊や」メインシーは短い黙もつ考こうの後、背はい後ごにいるトマズに呼よび掛かけた。

「経けい営えい部ぶとしては、最終戦にどれくらいの費ひ用ようを想そう定ていしてる？」

「規き模ぼにもよるけどね。まずはウェポン……彼らが総そう出でで攻めてきた場合、第一種戦せん闘とう部隊で総員出動。渉しよう外がい部ぶでは……バベル備そなえ付つけの兵器を完全起き動どうで二十四時間。ふたつ同時にやるとなると莫ばく大だいだね。まあ今の予算では反対したいところだけど、不ふ可か能のうじゃない。他階かい層そうに住む一般住民からも搾しぼり取とることになるだろうし、彼らの承しよう認にんも必ひつ要ようだけど……」

「装そう置ち……『伽が藍らん』完成の費用と期間は？」

「考こう慮りよしてないよ」

「じゃあ、それを何よりも優ゆう先せんさせた場合、『伽藍』はどれくらいで完成して最終戦にはどれくらいの費用が使用可か能のうなの？」

「『伽藍』完成は費用を惜おしまなければ最短、あと十日ほど。ただしそうした場合、現在の設せつ備び維い持じさえ困こん難なんになるし、最終戦時にはバベルの兵器群が三分の一しか使用できなくなる。使用電力がまずいことになるんでね……量も時間も三分の一だよ？　ウェポンの方はまあ、稀き存ぞん種しゆ云うん々ぬんを考慮しなかったら好きには使えるね。彼らへの報ほう酬しゆうなど反ほ故ごにできるから。ただし転てん送そうは不ふ能のう。緊きん急きゆう昇しよう降こう機きで直接降おりて戦ってもらうことになる」

「それを議会で提てい案あんしましょうか。あなたと私の連名で。反対しそうな奴やつらにはあらかじめ罠わなを仕掛けておく。議会前後に容よう疑ぎを提出して捕ほ縛ばくできるようにね」

　メインシーの声は小さく、それでいて上うわ擦ずっていた。

　こうなればまずは装置の完成が優先だ。状じよう況きようはまずいことになってきている。最悪の場合になった時、すべてを決するのは時間だった。

「それじゃあ、あとは『フルブルー』の動どう向こうね。ノア自体を叩たたくような危き険けんと無む駄だは侵おかせない。基本的には守りに入って、保険と牽けん制せいの意味も込めてイユとカロマインには今まで通り削そいでいてもらいましょうか。多少、日程を前まえ倒だおしに」

　半ばひとりごちながら、メインシーは舌した舐なめずりをする。

　エデン本ほん総そう轄かつの手を煩わずらわせる必要はない。彼は装置の準じゆん備びで忙いそがしいし、そちらに集中させておく必要がある。現実主義の理り想そう家かである彼が、身を犠ぎ牲せいにして理想を現実に変えようとしている──それに乗っからない手はないのだ。

　新世界での自みずからの地ち位いを確保するためにはすべてを惜おしまない。

　メインシーはほくそ笑えむと、手て駒ごまのひとつである背はい後ごの少年を促うながし、立ち上がった。




　　　　２




　ここのところ連日の『お仕事』で、身体はやや疲つかれていた。だけど休む訳わけにはいかないし、休もうという気もしない。この仕事はとても大事で、責任が重く、同時にしっかりと成なし遂とげた暁あかつきには皆が喜んでくれるのだ。その笑え顔がおを思うと、イユの身体には力が湧わいてきた。

　内容はいつもと同じ──悪い奴やつらをやっつけること。

　転てん送そうされた先がバベルからどれほどの距きよ離りにあるのかはわからないし、イユには遠くに来ているという実感もなかった。だけどそこが自分の住んでいるエデンとは別の場所だということは理り解かいしている。特に今日は、今までの出動先とは明らかに風ふう景けいが異ことなっていた。

　空が見える。そこは天てん井じようを金きん属ぞくで隠かくしていない、吹ふき曝さらしの荒あれ地ちだった。

　寒かった。風は冷たくて、肌はだが少し痛いたむ。空は濁にごった色をしていて今にも雨が降ふりそうだ。

　そして、先の眼がん前ぜんに広がるのは折おれ曲まがった柱や砕くだけた機械類──瓦が礫れきの山。

　右手には小さくて粗そ末まつな簡かん易い式しきの家か屋おくがあったが、それ以外で形けい状じようを保った物質はどこにもない。吹いてくる風は微かすかに錆さびの匂においがして、それは荒れた地面に散さん乱らんした金属の残ざん骸がいのせいだということはすぐにわかった。

　ノアよりも遥はるかに北方、百年も前に崩ほう壊かいしてしまった金属都市だった。そこはフルブルーの構こう成せい員いんが持つ武ぶ器きの発はつ掘くつ場ばになっており、人間たちが日々めぼしいものを掘ほり出だしてはノアに売っている。武器とはいっても、剣や槍やりや弓や刀のような現代でも精せい製せい可か能のうなものではなく、過か学がく的てきな性質を持ったもの──つまり武器として使えそうな有ゆう機き金属の残骸のことだった。天候が厳きびしい場所だから、わざわざ構成員が発掘に赴おもむくには手て間まがかかる。そこで専せん属ぞくに雇やとった人間を発掘に従じゆう事じさせ、使えそうなものをノアが買い取るという形をとっていた。

　しかし、イユには何の説明もなかったし、詳しよう細さいも知らされていない。ただ、瓦が礫れきの中で働いているのは全員悪い奴だからやっつけてきなさい、と言われただけだった。

　寒さに身を震ふるわせながら、辺あたりを見み渡わたす。すぐ向こうには山が見えて、足下はごつごつしていた。瓦礫が散乱してる一いつ帯たいは、イユの足で走っても十分かからずに横断してしまうだろう。それほど広こう範はん囲いに渡って散らばっている訳ではない。

　きょろきょろと観察すると、右手の方に、小さな家屋がひとつあった。ぼろぼろだったから危あやうく瓦礫の一部と見み間ま違ちがえそうだったが、それは紛まぎれもなく、古い機械家屋だ。よく見れば天てん井じよう近くに取り付けられた排はい気き口こうからは時とき折おり蒸じよう気きが吹き出ている。

　誰だれかが住んでいるのは、すぐにわかった。

　──あの中は温あたたかいといいな。

　稀き存ぞん種しゆとはいえ、外部の冷気には体温を奪うばわれる。イユは忙せわしくその場で踏ふみ続つづけていた足を前に出し、家か屋おくへと近付く。

　扉とびらがどこにあるのかよくわからなかったので、『匣はこ』で家の角かどを破は壊かいした。金きん属ぞくが曲がり擦こすれ合あい千ち切ぎれ、耳みみ障ざわりのするぎぎぎいという音と共に、そこには穴が開く。穴は小さかったが、イユひとり通れればそれでいい。四よつん這ばいになりながら、ねじ切った金属の端はしで服を切らないように気を付け、イユは手足の凍こごえが溶とけていくような空気の中へと入っていった。




　最初に出会ったのは、男の人だった。壁の破壊された轟ごう音おんに驚おどろいて駆かけ付つけたのだろう。二十歳前後に見えたが、子供のイユには大人の年ねん齢れいなど推すい測そくできない。

「……なんだ、おまえ」

　男の人は身体が大きく、埃ほこりに塗まみれて汚よごれた服で、髪かみも髭ひげもぼさぼさだった。その容よう姿しは何だかケモノを連れん想そうさせる。

　牙きばを剥むいて襲おそい掛かかってきたように思えて、ひ、と喉のどの奥から声が漏もれた。

「さっきの音って、あれ？　でも……」男の怪け訝げんな声はまるでイユを問とい詰つめているようで、意い識しきは咄とつ嗟さに境きよう界かい線せんを定てい義ぎしていた──見上げた男の顔から肩かたにかけて、四角く覆おおう。両手の間に『匣』が現れるのを待ちきれず、発生途と中ちゆうのそれをぐい、と捻ひねる。

「いったいどこか……えぎ、ぴ」喋しやべっている途中だったが、男の首は三回転ほど廻まわった。

　千切れたら血が飛とび散ちる。気付かれてしまってはいけない。我に返ったところで咄とつ嗟さに歪わい曲きよくをやめ、イユは男の脇わきをすり抜けた。どう、と巨きよ躯くが頽たおれ、イユの後ろで埃ほこりがたつ。

　一いち目もく散さんに走った。

　こういう使い方はあまりよくない。イユの力は干かん渉しようする空間が広ければ広いほど弱くなる代わりに、範囲を狭せばめるほど強くなる。身体の表面から発はつ散さんし浮ふ遊ゆうした特とく異い粒りゆう体たいが、手元の匣と連動して対たい象しように物理的な干渉を及ぼす──細かいことはまだ思い出していなかったが、部分的に連れん鎖さした稀き存ぞん種しゆの身体は、無む意い識しきに力の使い方を理り解かいしていた。

　人間の身体を破は壊かいするのに必ひつ要よう最低限な干渉力を行こう使ししようと思えば、今のイユはおよそ大人十人程てい度どの体積まで範はん囲いを広げられる。

　だからなるべく大おお勢ぜいを一いつ箇か所しよに集めなければならない。効こう率りつよく使わなければすぐに疲つかれて歩くことさえできなくなってしまう。十歳という年ねん齢れいは本来、『羽う化か』どころか『孵ふ化か』にも足りない。そういう意味で、イユの身体には幾いくつかの軋きしみが生じていた。

　急がないと、と思う。今ここで悪い奴やつをやっつけておけば、ウェポンの皆が敵てきに殺されてしまうことはなくなるとメインシーさんが言った。

　──リカおねえちゃんもきっと喜んでくれる。

　時とき折おり、何だか悲しそうな顔をしているリカに、イユはもうとうに気付いていた。それは決まって出動の前日などで、イユと遊んでいる時に無む理りをして笑ってくれているのがよくわかる。イユ自身──そんな笑え顔がおのぎこちなさは、厭いやというほど知っていた。

　だから頑がん張ばろうと思う。

　狭せまい廊ろう下かを走って部へ屋やの扉とびらを片かた端はしから開ける。三回目の行こう為いで、イユは敵てきを発見する。そこは団だん欒らんのための居きよ住じゆう区く画かくだった。広い部屋では五人ほどの男の人が輪わになって、それぞれが小さな紙片を何枚か手に持って嬌きよう声せいをあげている。その少し奥には女の人が七人ほど、お茶を飲んだり編み物をしたりと、幾いくつかの集団に分かれていた。

　大きな音をたてて扉が開いたので、全員が一いつ斉せいにイユを注ちゆう視しした。

　イユの着たワンピースのスカートが、立ち止まった勢いきおいではらりと揺ゆれる。

　薄うすい萌もえ葱ぎの金きん属ぞく繊せん維いでできたその服はこの場にはまったくそぐわない光沢と清せい潔けつさで、蒸じよう気きと煙草たばこと人の吐と息いきで淀よどんだその部屋の光を反はん射しやして鈍にぶい白に光った。




　バベル第十三階かい層そう、エデン──ウェポン居住区は、重苦しい空気に包つつまれていた。

　一昨日から出動命令はない。エデン内部に戒かい厳げん令れいが出されたとかいう話だったが、その辺あたりの詳くわしいことは聴きいていなかった。純じゆん血けつの局員に質問しても曖あい昧まいにはぐらかされるばかりで、まるで当とうを得えない。リカ＝エニはセール＝ルウジュの部屋で考え込みながら、それでも不安を紛まぎらわせようと、部屋の主に問とい掛かける。

「……どうなってるのかな」

「わかんない」セールの返事はだけど、どこか上うわの空そらだった。

「何が起きてるんだろう」言こと葉ばを変えただけの同じ質問にも、

「わかんない」当然のように同じ答えが返ってくる。

　寝しん台だいに俯うつぶせになったまま、枕に顔を埋うめ、椅い子すに座すわったリカを見ようともしない。

　ずっと──セールはこの調ちよう子しだった。一昨日の出動から思おもい詰つめたように帰ってきて以来、部屋に閉じこもったまま出てこない。まる一日考えあぐねた末に部屋まで行くと、あっさりと入れてくれたはいいがこんなふうになっていた。

　原げん因いんはわかっている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」だからこの日何度目かの言葉を紡つむぎながら、リカは必ひつ死しになって笑った。

「死んだりする訳わけないじゃん。ルナとシオンだよ？」

　返事は、なかった。だから続ける。

「エデンの中に……あんな無む敵てきのふたり組いないよ。フィオナさんだってカロマインさんだって、あのふたりには勝てないかもしれない。セール姐ねえにだってわかってるでしょ？　そうだよ、下が川だったなら、ちょっと崖がけから落ちたくらいで……」

「やめて」拒きよ絶ぜつは、静かに、だけど強かった。

　リカの言葉は止まる。開きかけた口を魚のように動かしながら、

「……だって」それでも言い訳のように、反はん抗こうした。

「だって……だってっ」

「だってって……何さ」セールは俯うつぶせのままの姿し勢せいで、リカの反はん抗こうを断たち切きった。

「あたしが止めればよかったんだ。そうだよ。あたしが怒おこって突っ走ろうとしたから……シオンを止められなかった。わかってた。あの娘こ、無ぶ愛あい想そうに見えて人一倍いろんなこと考えてる。表情ないくせに、すぐ怒るしすぐ泣なくしすぐ笑うんだ。たった十六だよ。当たり前じゃない。ルナだって同じだ。あの子……あんたよりも年下なんだよ？　じゃああたしは幾いくつだっての……ふざけんじゃないわよ」

　言こと葉ばは誰だれかを怨うらんでいるようで、その実自じ己こ完かん結けつしていた。

　リカは、言葉を挟はさめない。

「捜さがしに行こうって、崖がけを降おりようって皆で準じゆん備びしてたら……急に回収されてさ……何かと思ったら居きよ住じゆう区く待たい機きって意味わかんないよ。レインは何してるの？　シオンとルナがどうなったか知らない訳わけないでしょ？　どうしてあたしのところに尋ききに来ない訳？」

　それは、独どく白はくに近い唸うなりだった。

　だけど、

「戒かい厳げん令れい？　何それ？　ねえ、リカ、あんた何にも知らないの？」

　セールはそのままの姿し勢せいで、不ふ意いに独白を質問へと変えた。

　咄とつ嗟さのことにリカは慌あわてるが、

「……知らない、よ」取とり繕つくろった顔で、何とか誤ご摩ま化かせた。

　──言える訳ない。

　部屋から出ないセールは、ウェポンたちのうわさ話を知らない。だからリカはそれを秘ひ密みつにしておこうと決めていた。

　どこから発生したのかは定さだかでないが、不ふ穏おん当とうかつ信じられない──レイン＝リィンがエデンを裏うら切ぎってウェポン管かん理り部ぶ部長を殺害したなんて、そんなこと、あり得えない。少なくともリカはそう思っていたし、ウェポンの殆ほとんどもそう考えているだろう。セールだって普ふ段だんの状じよう態たいの時にそれを聴きいたら、一いつ笑しように付ふすか、或あるいは逆ぎやくに怒るはずだ。

　しかし、レインその人が姿すがたを見せないという事実が、皆に一いち抹まつの不安を与あたえている。

　リカにはどうしようもなかった。

　第一階位の数人に相談してみたが色よい返事はなかった。どんなにウェポンとして偉えらくても、所しよ詮せんは純じゆん血けつ局員の通達に逆さからえない、そんな空気が全員にあった。




　考えあぐねた末、リカはセールの部屋へ行く前にフィオナ＝レスファのところへも行った。

　特別親しい訳ではない。エデンに入ってずっと第四階位と第三階位の間を行ったり来たりしているようなリカは、稀き存ぞん種しゆという特別な存そん在ざいを遠目から見るだけの存在だ。ルナとイユは例外でしかない。ルナが消えてセールが塞ふさぎ込こんでいる今、どうしても信しん頼らいの置ける誰かに尋いておかなければならないと思い切ったのだった。

　だけどフィオナの返事は、リカにとって満足も解決も安心も与あたえてはくれなかった。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　緊きん張ちようで震ふるえる足を必ひつ死しに落ち着かせながら部へ屋やを訪たずねたリカに、フィオナは悠ゆう然ぜんと笑えんだ。

「ルナさんは死んでいません」
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　どうしてわかるのですかとは問えなかった。その部屋は間ま取どりこそリカたちのものと同じだったが、どこか優ゆう雅がな香かおりが漂ただよい、家か具ぐだって高級そうに見える。片かた隅すみにある机には幾いくつかの書物が丁てい寧ねいに並ならべられ、床ゆかには埃ほこりひとつ落ちていない。椅い子すに腰こし掛かけるフィオナは艶あでやかで鮮あざやかで、戦せん闘とう時じは側そく頭とう部ぶで結んでいる金色の髪かみを降おろしている。蜜みつが川になったような輝かがやきと、色白ですっきりした目め鼻はな立だちが自分を見み詰つめている。

　それらに気け圧おされて、言こと葉ばは出なかった。絶ぜつ対たいに違ちがう世界の住人だとしか思えなかった。

　フィオナは続ける。

「帰って来ます」

「え、あの」

　柔やわらかながら確かつ固ことした気け配はいにたじろいで、リカは口を吃どもらせる。

「あの子が今、何を知ろうとしているのか。何を得えようとしているのか、何を失おうとしているのか……それはわかりません。だけど私は、あの子の選せん択たくを信じています」

　フィオナの言げん動どうは不ふ可か解かいで、

「な、なんでですか」リカはやっとそれだけが言えた。

　そんなリカに、フィオナの微笑ほほえみは威い圧あつと包ほう容ようを以もつて応こたえる。

「だって、私はあの子の『おねえちゃん』ですから」

　言こと葉ばの意味は、わからなかった。

「必かならず私のところへ帰って来ます。エデンではなく、私のところへ」

　自信よりも確信に近く、推すい定ていではなく断だん定ていとしか思えない声で、ルナと同じ『稀き存ぞん種しゆ』フィオナ＝レスファはそう宣せん言げんする。

　リカはそれ以上何も尋きけず何も言えず、辛かろうじて謝しや辞じだけを終えた後、納なつ得とくできないままにフィオナの部へ屋やを去った。彼女の自信はどうにも自身の内面で完かん結けつしてしまっていて、リカに安心を与あたえてはくれなかった。




　そしてどうにも確信が得られないまま、リカはセールの部屋にいる。

　リカが不安なのに、崖がけから落ちた現場に居い合あわせたセールに何が言えるだろう。

　──どうしよう。

　自分ではどうにもできない気がする。

　さっきセールが言った通り、リカはルナよりも僅わずかに年上で、本来ならもう少ししっかりしなくてはいけないというのはわかっていた。だけどリカは、そういうふうにできていない。厭いやなことは笑って受け流して、それでもどうにもならない時は誰だれかに助けを求めて、ずっとそうやって生きてきた。ルナやシオンのように、目の前の障しよう害がいを真ま正しよう面めんから踏ふみ付つけて乗のり越こえることには──慣なれていない。

　いつだって誰かの手を借りてきた自分が、たまらなく卑ひ怯きように思える。

　目の前にいる、ずっとリカを助けてくれていた大好きな人がこうして伏ふせている今この時に、何もできずただ途と方ほうに暮くれている自分を、どうしようもなく無力に感じる。

　半年ほど前──セールが怪け我がをしていたあの時よりも、ずっと厄やつ介かいだ。それは自じ己こ嫌けん悪おを伴ともなって、リカに唇くちびるを咬かませた。

　他の人ならどうするだろう。

　フィオナやカロマインのような遠い世界の人ではない、リカと同じような立場の人なら。

　例えば、ルナや、シオンや、他のウェポンたちや、或あるいは──。

　思い出す。

　或いは、イユなら。

　イユの笑え顔がお。彼女はいつも笑っている。まるでそれが義ぎ務むだとでも言うように。まるで自分の笑顔には感かん染せん力りよくがあって、それが皆に伝でん播ぱするのだとでも信じているかのように。

　思い出し、考えると勇気が出た。

　リカは自身の行動を決めると、拳こぶしを握にぎって立ち上がり、セールに笑いかけるために寝しん台だいへと歩んでいく。イユとはここ数日会っていないが──きっとこの建たて物ものの中で笑っているだろう。

　物みたいに機械に繋つながれて身体を調べられても、そんなことにはお構かまいなしに。




　　　　３




　だけどその頃ころ、イユ＝イエールは人を殺していた。

　さっきとは違ちがって適てき度どな距きよ離りから視し線せん定てい義ぎした目もく標ひようたちは、身体ごと匣はこに閉じ込められて身動きが取れなくなっている。だから一ひと息いきで両手を合わせ、叩たたき潰つぶした。

　見えない壁かべに激げき突とつしたかのように、まずは男たちの集団が悲ひ鳴めいひとつあげずに身体を拉ひしやげさせた。肉が平面に近付き、骨ほねが砕くだけて混まじり、血の詰つまった肉にく袋ぶくろが汚きたならしい音をたてて破は裂れつし、まとめて破は壊かいされる。

　怒ど号ごうのような悲鳴が、同時に巻まき起おこった。女たちだった。

　煩うるさいと思う。

　こいつらは、エデンのウェポンたちを殺す手て伝つだいをしているというのに。

　その報むくいを受けるのは当たり前なのに、どうして泣なき叫さけぶ必ひつ要ようがあるのだろう。

　悪いことをすれば罰ばつがある。いいことをすれば誉ほめられる。当たり前のことだ。

　世の中にはいい側の人間と悪い側の人間がいて、こいつらは悪い奴やつらだ。だからやっつけなくてはいけない──メインシー＝カウツに言いい聴きかせられた単たん純じゆんな思し考こうは、単純な故ゆえに理り解かいし易やすく、理解し易い故にイユを納なつ得とくさせた。エデンに来る前、イユが父や母に言い聴かせられていた、悪いことをしては駄だ目め、という世界の真しん理りとも矛む盾じゆんしなかった。

　だから発はつ散さんする血けつ煙えんを見ても、破は裂れつする内臓の匂においを嗅かいでも、何の感かん慨がいも湧わかない。

　視線を巡めぐらせる。ただの一いち瞥べつであるその仕し草ぐさは第五稀き存ぞん種しゆである少女にとって、敵てきに致ち命めいの一いち撃げきを与あたえる特別な意味を持つ。

　愕がく然ぜんとイユを見ている者、恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいって叫さけんでいる者、腰こしを抜ぬかしてがくがく震ふるえている者、それでも逃にげようと必ひつ死しで後じさっている者。目の前の死体たちをイユと繋つなげて考えられる人間はどのくらいいるだろうか。それらすべては、だけどイユにとって心を動かす何ものにもならない。身体の奥、精せい神しんの奥、生まれる前から指し向こう性せいを持たされていた本ほん能のうは、目の前の集団を最も効こう率りつ的てきに動かなくさせる術すべを少女に与える。

　手の中の正六面体に、半はん透とう明めいの像ぞうが浮うかんだ。それは惨さん劇げきだけを内ない包ほうした箱はこ庭にわとして、物質世界に直結し、ままごとを現実に変える。

　ぐるり、と、表面を引ひっ掻かき気ぎ味みに抉えぐった。

　途と端たん、集団が裂さける。

　若い女が、中年の年とし増まが、顔に皺しわを刻きざんだ者が、イユの手の動きと同じようにそうなる。手足がもげ、首が飛び、内臓がはみ出て骨が折れ曲がる。人間の体たい液えきと油ゆ脂しと皮ひ膚ふと垢あかと内臓の匂いがごちゃ混まぜとなってイユの鼻び腔こうをくすぐった。

　僅わずかに二回──その動どう作さで、広い部へ屋やは肉混じりの赤い沼のようになった。五メートルほども離はなれたイユの元に、飛沫しぶきは到とう達たつしていない。ただゆっくりと、慣かん性せいに任まかせて広がっていく血ち溜だまりが足下に迫せまってくる。靴くつが汚よごれそうになったから、数歩後こう退たいした。満足感があった。これでまた、ウェポンの人たちが殺されてしまう確率はぐっと下がる、そう思ったからだ。リカおねえちゃんやセールおねえちゃんや、その他名前は知らなくてもイユを見み掛かけると声を掛け頭を撫なでてくれる皆が出動しても、ちゃんと笑って帰れるように。

　出動してから四回も力を使ったせいで全身がだるく息いきも切れていたが、それでもイユは笑う。

　あとは元来た道を戻もどってこの家を出れば、意い識しきが少し切れてエデンに帰れる。帰ったらリカおねえちゃんのところへ遊びに行こう。

　イユは死体の山と血の沼を一いち瞥べつさえせずに踵きびすを返し、汗あせばんで上じよう気きした頬ほおを赤らめながら振ふり返かえって──そして、

「あ……あ」細かく震ふるえる小さな声に、初めて気付いた。

「……え？」思わず声をあげる。

　イユが入ってきた入り口の隣となりの隣の扉とびらが開いていた。

　そこから顔を出して、青ざめた声で座すわり込こんでいる姿すがたがある。

　イユよりも少し小さい、たぶんまだ六歳か七歳くらいの──少年だった。

　どうしてこんなところにいるのだろうと思った。さっき殺した一団と同じく服ふく装そうは汚よごれていて、布地はつぎはぎだらけだ。頬ほおは煤すすけていて、痩やせっぽちで手足は折れそうだ。

「……どうしたの？」不ふ思し議ぎに思い、とことこと駆かけ寄よって目の前にしゃがむ。その子は寒くもないのに震えていた。見れば右手に棒ぼうのようなものを持っている。それは短刀ほどの大きさをした金きん属ぞくの棒だったが、少年の矮わい躯くに比較すれば不ふ釣つり合あいに大きかった。

　左手には布。汚れた布だった。棒を磨みがいていたのだろうか、イユはそう思い当たる。

　気付いた。

　この子はどこかから連れて来られて、悪い奴やつらの手て伝つだいをさせられていたに違ちがいない。さっきの大人たちは──イユがエデンに来る前にいたあの屋や敷しきの夫ふう婦ふのように──子供を攫さらって自分たちのために働かせていたのだ。

　あの頃ころ、イユに事情はわからなかった。ただ後からそう聴きかせられていたから、子供を見てすぐに連れん想そうしたし、結けつ論ろん付づけた。

　酷ひどいことだという認にん識しきと、自分と同じ境きよう遇ぐうだという同情。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ」だからイユは少年に向かって、微笑ほほえむ。

「悪い奴ら、やっつけたよ。お家はどこ？　私が連れて帰ってあげるから」実じつ際さいに連れ帰るのはエデンだが、そんな難しい話をしてもわからないだろう。年下の男の子と話をしたことはなかったが、自分はお姉さんなんだと思うと嬉うれしくなった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。さ、帰ろう」イユは笑い、泣なきそうになっている少年の肩かたに手を遣やる。

　肩を抱だいて起こしてやろうとした。

　だけど。

「……あ、あ、ああああ！」途と端たん──少年が叫さけんだ。

　驚おどろいて、身体を離はなす。

　怯おびえて叫ぶ少年が手に持っていた棒ぼうをイユに突き出した。それは脅おびえから来る反はん射しやだったのだろうか。それとも少年の意い志しだったのだろうか。

　イユにはわからなかった。

　理由は、わからなかった。

　とにかく、その棒は不ふ意いにぐねりと曲がり、それから真まつ直すぐに伸びてイユの喉のどを強く打つ。

　突とつ然ぜんのことに反はん応のうできず、イユは後ろに吹っ飛んで二回ほど転ころがった。

　けへ、と呼こ気きが洩もれる。喉は潰つぶれていた。

　血が口こう内ないに溢あふれ、意い識しきが間かん断だんする。

　仰あお向むけに倒たおれたまま痙けい攣れんした。呼こ吸きゆうは回復しない。鼻にも血が入ったらしく、血の匂においがする。気持ち悪い。咳せきが出て来ない。

　と──少年の走る気け配はいがあった。血を踏ふみ分わけ、肉につまずいて転び、それでも起き上がり、ぱちゃぱたと飛沫しぶきを散らしながら、どこかに行こうとしている。

　イユは跳はねるようにして飛び起きた。

　それは音に反はん応のうした結けつ果かだったのだろうか。それともイユの意志だったのだろうか。

　わからない。意い識しきは混こん濁だくしていた。

　だけど、自分を傷きず付つけた対たい象しようを敵てきと認にん識しきする──心よりも早く、稀き存ぞん種しゆの肉体が。

　潰れた喉が恢かい復ふくしていく。音を鳴ならして血を呑のみ込こんだ。視し線せんの先には少年が蹲うずくまっている。殆ほとんど無む意い識しきに定義し匣はこを発生させ、蹲って何かを探さがすそいつの身体を閉じ込めた。

　閉じ込めて。

「お父さん」少年が、千ち切ぎれた首を持って呟つぶやくのと、

「あ、ぎゃ？」その身体が横に捻ねじれ背せ骨ぼねを曲げて血に倒たおれるのと、

「……あ」半ば呆ぼう然ぜんとしていたイユが匣を曲げた手の感かん触しよくに我を取とり戻もどすのは、

　ほぼ同時だった。

　その拍ひよう子しに勢いきおいで飛んできた首が、床ゆかに落ちて転がる。

　ごろごろと音をたてて、それはイユの足下で止まった。

　血にしとど濡ぬれていた首が、転がった慣かん性せいで雫しずくを跳ねさせ、イユの頬ほおに赤を散らす。

　温あたたかいそれがつつ、と垂たれ、開あけっ放ぱなしになっていたイユの口に入った。

　ごくり。

　味は、さっきイユの喉から溢あふれたものとは、少し違ちがっていて、

「え？」イユは。




「あ……れ？」




　ただ茫ぼう然ぜんとしたまま、感情の伴ともなわない疑問の声を喉のどから絞しぼり出だした。

「え……と」同時にふらふらと足を踏ふみ出だす。

　ばちゃ、と靴くつが滑ぬめった液えき体たいを踏んだ。

　同時ににちゃ、と柔やわらかい何かがイユの足を掬すくい、僅わずかに平へい衡こうが崩くずれる。

「……っと」よろめきながら数歩。ばちゃばちゃと踏み付けた血ち溜だまりは、スカートを濡ぬらす。

　よくわからない。

　確かあの子は攫さらわれて来た子で、悪い奴やつに怯おびえていて、自分はその悪い奴をやっつけたからもう大だい丈じよう夫ぶなのに、どうして自分を突き飛ばして走っていったんだろう。

「あー、と」前に進む。なかなか進まない。

　それを認にん識しきできない。

「……うわ、っと、きゃ！」

　誰だれかの死体からだらしなく零こぼれ出でた桃もも色いろの臓ぞう物もつに突っかかり、イユは再ふたたび平衡を崩す。

　今度は立て直せなかった。

「ひゃあっ！」ばっしゃあん。

　血ち溜だまりに両手両足を突っ込む。

「痛いたっ……」剥むき出だしの骨で手足が切れるが、即そく座ざに塞ふさがり痛みは消える。

「……う？」内臓を両手で掻かき分わけ、

「あ……と……」そのまま、血ち沼ぬまの中心で倒たおれている一番新しい死体の元へ這はい寄より──。

　怖おず怖おずと、手を触ふれた。

　それはもう動かない。

　まだ温あたたかかった。

　だけど身体は捻ねじれてしまっていて、さっきまでの面おも影かげなど微み塵じんもない。他の悪い奴らと同じ、ただの肉の塊かたまりになっていた。肉の塊。固まり。肉。ただの──男の子だった肉から流れ出ている赤いもの。それは川のように身体を伝つたい、足下へと流れている。

　半年前まで暮くらしていた場所を流れていた細い川を思い出して、イユはその血を──指先で掬すくい──何の気なしに──濡ぬれた指を口元へ運んで──舌を出し──舐なめて──飲み込む。

　──そうだ。

　その行こう為いによって。

　イユは糸が切れたように動きを止めた。

「あ……そうか。そうなんだ」

　少年から手を離はなし、等なお閑ざりに突き飛ばす。

　ばちゃ、と、ぐちゃ、との中間の音。

　血ち塗まみれのまま立ち上がった。

　濡ぬれた頬ほおを拭ぬぐうと手が真っ赤になった。口こう内ないへと侵しん入にゆうしたその液えき体たいは、舌した先さきに残っていた少年のものと同じ味がする。

　少し塩しお辛からくて、ねばねばしていて、吐はき気けを催もよおす程てい度どに臭くさい。

　それらは、それら人間の血液は、さっき喉のどから溢あふれたイユ自身の血とは少し違ちがう味がする。

「……うええ」顔をしかめ舌を出して、味み覚かくを誤ご摩ま化かす。

　もはや全身は赤黒い液体で濡れていたから意味はなかったが、それでもイユは汚よごれた手をスカートの裾すそに擦こすり付つけた。

　何度も、何度も、何度も、何度も。

　ゆっくりと踵きびすを返し、ふらふらと歩み始める。

　気付いてみれば簡かん単たんだった。誰だれも教えてくれなかったから、知らなかっただけなのだ。

　いい人と悪い人は血の味が違う。

　さっき喉から溢れたイユの血はそんなに臭くなかった。

　それはイユが善よい側がわの人間だからだ。

　だけどやっつけた奴やつらの血はとても臭く、厭いやな感じに粘ねばついていた。

　それは彼らが悪い側の人間だからだ。

　あの子も同じ。

　悪い奴に攫さらわれて働かされていた──それはただの勘かん違ちがいだった。あの子も悪い奴だったのだ。イユにはわかる。よくわかった。だって血の味が違うから。あの男の子の血は、悪い奴と同じでねちゃねちゃして臭くて汚きたない。

　とてもすっきりした気分だった。

　見分け方がわかれば、もう何も恐こわくない。

　不ふ意いに前のめりに転ころんだ。また血を浴びた。そのまま仰あお向むけに寝返った。

　天てん井じようは金きん属ぞくの色で、血はまだ温あたたかい。

　だけどもう平気だった。

　気持ち悪くて生温かくて臭い液体は、イユが悪い奴らをやっつけた証しよう拠こなのだから。

　エデンに来る前、稀き存ぞん種しゆとして孵ふ化かさせられてからずっと、どこかで張はり詰つめていた何かが──つまり心が──少しだけ壊こわれてしまったということは、その壊れた心では認にん知ちできない。

　イユは、爽さわやかな気分で瞼まぶたを閉じる。

　早く誰だれかにこのことを教えてあげなきゃと、そう思った。
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「ごめんね」そう言って、セールはリカの背せ中なかに手を回す。

「悪かった、本当に」

　安あん堵どから思わず泣なきそうになりながら、リカはセールの胸むねに顔を埋うめた。

「不安なの、あたしだけじゃないのにね。こんなところでうじうじしてたってどうしようもないのにね。わかってたのにね」セールは繰くり返かえし、呟つぶやく。

　まるでリカに謝あやまるように。そして、自分自身を責せめるように。

「よかった」リカは嬉うれしさで半はん泣なきのまま、顔を上げる。そこにいたのは、いつものセール＝ルウジュだった。いつも飄ひよう々ひようとしているけれど怒おこるべき時に怒り、泣くべき時に泣き、他人を、リカをいつも気に掛かけてくれる、リカの大好きな人が戻もどってきた。

　一時間──まる一時間もの間、リカはセールに喋しやべりかけ続けた。寝しん台だいに顔を埋め萎しおれてしまっているセールに、最初は楽しいことを、次に叱しつ咤たを混まぜて、最後の方は自分でも何を言っているのかよくわからないままに、それでも笑え顔がおで。

　最初の十分は無む視しされた。次の十分で三回怒ど鳴なられた。だからその次の十分で五回怒鳴り返し、それから更さらに十分後にようやくセールが枕から顔を上げ──最後の十分は何を喋っていたのかよく覚おぼえていない。

　けれど、終にセールは立ち上がり、リカの口に手を当てて笑ってくれたのだ。

　──もういいよ、と。

　セールはもういじけていなかった。あたしもまだまだだよ、と老ろう成せいしたように呟きながらリカに謝り、その後抱だき締しめてくれ、今はふたりで寝台に座すわっている。

「あんたは凄すごいよ。めちゃくちゃしつこい」セールは笑い、

「えー、何それぇ」僅わずかに眼めを腫はらしたリカは剥むくれてみせた。こういう感情を人前で出せるのは、その人に心を許ゆるしているからだということに改めて気付く。

「シオンにも最初は満足に取り合ってもらってなかったでしょ、あんた」

「だって、あれはセール姐ねえが『あの娘こは大だい丈じよう夫ぶ』って言うから。ホントはちょっと恐こわかったんだから。シオン、全然表情変わらないし」

「あたしはわかってたけどさ、あんたはあの娘のこと知らなかった訳わけでしょ。それなのにしつこく話はなし掛かけてさ……あたし本当は冷や冷やしてたんだよ。シオン怒らないだろうな？　って。それなのにいつの間まにか一いつ緒しよにご飯食べてんだもん。あの時からね、あんたはただ者じゃないとは思ってたのよ。負けたわ本当に」

　冗じよう談だんめかすセールに、リカは嬉うれしくなった。誰だれだって楽しい方がいいに決まってる、というのは確かに持じ論ろんだが、そこまで誉ほめられると困る。

「イユのお陰かげだよ」だから、正直に言った。

「イユはね、いつも笑ってる。あの娘こが笑うと私も楽しくなるんだ。だから、セール姐ねえを元気にしたくて、真ま似ねしてみただけ」

　セールは顔を赤くしたリカの頭を、そっと撫なでてくれた。

　それもあんたの力だよ、と呟つぶやきながら。

　そして──嬉うれしさのあまりひとしきりはしゃいだ後、リカはそろそろ大だい丈じよう夫ぶかなと思って本ほん音ねを口にする。

「これから……どうしよう」安心したら、不安が戻もどってきた。必ひつ死しでセールに話はなし掛かけている時は忘わすれていたが、本ほん来らいはその不安を紛まぎらわせようとしてこの部へ屋やに来たのだ。

　だけど本来の目的は、ようやく果はたせそうだった。セールは腕うでを組み、天てん井じようを見上げながらそうだね、と考え込み、すぐに眼めを伏ふせる。

「まずは、あのふたりを捜さがすことから始めなきゃ。ルナもいるし、ルナがシオンに怪け我がさせる訳わけないからね。絶ぜつ対たいに生きてる。責任がどうとか言ってられない。死んでなきゃ捜そう索さくしないと意味ないし、こんなところでいじけてる場合でもないし……」言いながらセールの瞳ひとみが自じ責せきに染そまる。だけどそれはさっきまでの『自分のせいであのふたりが崖がけから落ちた』という後ろ向きな感情ではなかった。眼を見ればリカにもわかる。

「捜さがしに行くなら私も行くよ！」リカは急に希望が射さしてきたような気分になって、元気よく手を挙あげた。セールも笑いつつそうだねと言い、

「……まずはエデンにその旨むねを打だ診しんして、部隊を編へん制せいしてもらう必ひつ要ようがある──部隊組んで、もう一回あそこ行って、谷たに底ぞこを洗いざらい捜してやりましょう」

　真ま面じ目めな顔で、不ふ敵てきに笑えんだ。

　だけど、セールの言こと葉ばで、リカは思い出す。

「あ」

「何よ？」

「忘わすれてた……あのね、セール姐……」必ひつ死しで、頭から抜ぬけていた。

　そもそも、何な故ぜリカが不安になったのか。それはルナとシオンが行方ゆくえ不明になったその同時期に、エデン内部に戒かい厳げん令れいが敷しかれてしまったからで──。

　リカはもう一度説明を始める。今度は、レイン＝リィンが居きよ住じゆう区くに来ない、という事実と、それに関する噂うわさも含ふくめ、リカの知ることを詳しよう細さいに教えるために。

　その話を聞きながら、セールの顔色が変わっていく。

　もう喉のどは嗄かれていたが、リカはそれでも喋しやべり続つづけた。

　この会話が、説明が──きっと明るいものに繋つながると、楽しいことに変わると、そう信じて。
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　バベル第十三階かい層そう、エデン──第九区画、外交部。

　その一室から出てきた若い女性に、メインシー＝カウツは冷れい静せいな声で問うた。

「容よう態だいは？」

「身体は問題なし。粒りゆう体たいの擬ぎ態たいが多少不安定になってはいるが、あれは元々ああでした」

「そう」返事は事務的で、そっけない。メインシーの声も同じだった。

「ただ、問題は精せい神しんの方です。このまま続けると……力が暴ぼう走そうするかもしれませんね」

「そう」

　質問が終わると女は去っていく。その後うしろ姿すがたを見ながらメインシーは爪つめを咬かんだ。

　イユ＝イエールが出動先で小こ屋やに入ったまま出て来ない、という連絡を受けたのは、つい二時間ほど前のことだ。すぐに調査隊を遣やり小屋の中を調べさせたところ、彼らは血ち塗まみれで惚ほうけた子供を抱かかえて戻もどってきた。イユは恍こう惚こつ状じよう態たいで、血の味がどうのと訳わけのわからないことを手当り次し第だいに喚わめき散らし、朗ほがらかに笑っていた。言げん動どうの異い様ようさに気付いた職員がすぐに処しよ置ちしようと試こころみたが、どんな薬品も稀き存ぞん種しゆの肉体と精神には効こう果かがない。仕し方かたなく過か学がく研究部の女性局員に話を聞かせ、身体を洗あらわせ、それから根こん気き強づよく寝かせ付けた結けつ果か──ようやく静かになった。イユが正せい常じようでないのは、誰だれの眼めから見ても明らかだった。

　何があったのかは瞭りよう然ぜんだ。要するに、精神の均衡を保とうとして半分狂ったのだ。

　まずいことになったと、メインシーは唇くちびるを咬む。

　こういう事じ態たいを想そう定ていしていなかった訳わけではない。たとえ稀存種とはいえ心は人間に近い構こう造ぞうをしている。このまま暗あん殺さつを続けさせれば、破は綻たんは目に見えていた。十歳という年ねん齢れいを利用して倫りん理り観かんを誤ご摩ま化かしてはいたが、予定より早かったというだけのことだ。

　確かに計画には身体だけあれば構かまわない。先ほどの会議で、メインシーとトマズ──外交部と経営部の合同提てい議ぎが可か決けつされたため、エデンの通常経営は破は棄きされ、装そう置ち完かん成せいが最さい優ゆう先せん事じ項こうとなった。今日からは地下戦せん闘とう部ぶとしての出しゆつ撃げきも控ひかえなければならないし、そういう意味では地下戦闘部専せん属ぞく兵器としてのイユはもう必ひつ要ようなく、これ以上の働きは望まない。極きよく端たんな話、十日間だ。装置の完成までエデンが保もてばそれだけでいい。

　だが、その十日間が問題だった。

　この十日の間に、フルブルーが、第六稀存種が何をしてくるか──。

　行方ゆくえ不明の第三稀存種と第四稀存種も不安材料だったが、仮かりに奴やつらがバベルそのものを破は壊かいするに充じゆう分ぶんな攻こう撃げき力りよくで攻せめてきた時には、第五稀存種であるイユ＝イエールの戦せん闘とう能のう力りよくを期き待たいせざるを得えない。しかし今のイユは制せい御ぎよできない魔ま物ものと同義だ。羽う化かどころか孵ふ化かにも足りない年ねん齢れいの幼よう生せいが部分連れん結けつしているという身体の無む理りは、それだけで暴走を孕はらんでいる。その上精せい神しんの平へい静せいがなければ──イユは使えない。使えば必かならず悪い方へと転ころぶ。

　せめてあと十日保もってくれたらと後こう悔かいする。無む茶ちやな日につ程ていで計画を前まえ倒だおしにしたしわ寄せが、イユに集中してしまったような錯さつ覚かくさえあった。

　何より、エデン内部に存そん在ざいしている可か能のう性せいがある裏うら切ぎり者ものは、まだ特定できていない。不ふ穏おん分ぶん子しを残したままでは寝ね覚ざめが悪い上に、完全を期きすとはとても言えなかった。

「どうする……？」廊ろう下かでひとり呟つぶやく。状じよう況きようを整理した。

　約やく束そくの日まではあと十日。

　それを乗のり越こえられればこちらの勝利は確定する。

　しかしエデン内部は今や満まん身しん創そう痍いだ。

　対外的な機き構こうは完全に崩ほう壊かいしている。外部に知られているエデンという組そ織しき──ケモノ駆く除じよのために変へん異い種しゆであるウェポンを派は遣けんする営えい利り団体──の姿すがたは、もはや維い持じ不ふ可か能のうになっていた。ウェポンを転てん送そうし回収するためのエネルギーさえ無む駄だになるほどに、施し設せつの五分の一を閉へい鎖さするほどに、装そう置ち完成へ注つぎ込こまれるエネルギーには余よ裕ゆうがない。ウェポン管かん理り部ぶをほぼ解かい体たいしたことで組織としての穴も空あいた。

　そして第四稀き存ぞん種しゆの安あん否ぴ不明と、ここに来て第五稀存種の破は綻たん。

　バベル防ぼう衛えいシステムも動力を削さく減げんした今、力が大きく削そがれている。第四稀存種に至いたってはあちら側がわにつくことも充じゆう分ぶん考えられるから、不安は大きい。

「部長」──と。

　背はい後ごから呼よばれた声で、我に返る。思し考こうを邪じや魔まされたことに怒いかりを覚おぼえたが、振ふり向むいた先に立つ局員の顔を見て、怒りは疑問に変わった。

「何よそんな慌あわてた顔で。フルブルーでも攻せめてきた？」軽かる口くちを叩たたく余よ裕ゆうなどないと思っていたが、自然にそんな言こと葉ばが出る。

　メインシーの前に立った男は、肩かたを上下させながら慌あわてきっていた。

「緊きん急きゆう事じ態たいです」

「緊急？　何がどうして」

　男は息いきを整ととのえる。走ってきたのだろう。イユのところにいると前もって言っておいたのにこの様ざまだ。放送しろよと思ったが、目の前の男は確か、そこまで無む能のうではなかった。だとしたら放送しようと考える余裕がなかったか、或あるいはあまりのことに思し考こうが停てい止ししているか──。

「言いな」メインシーは男を睨にらむと、促うながした。

「はい、先ほど……」男は口を開く。

　続いた言葉は、情報だった。それも──恐ろしく次の一手が難むずかしい、情報。

「行方ゆくえ不明だった第四稀存種と、ウェポンひとりを……その場に留とどまらせて捜そう索さくしていた有ゆう機き衛星『ナラス』が発見しました」

　それまでの思考は、すぐに吹き飛ぶ。

「……そう。すぐ行くわ。それまで絶ぜつ対たいに回収するな！」

　ここが分かれ道だ、とメインシーは確かく信しんした。




　そして回収されたふたりは『揺ゆり籠かご』の中へ姿すがたを現あらわす。

　ルナ＝イルは右腕うでを裂さいた布地で巻まいていた。出血は止まっているようだが、布はあちこちが黒く染そまっている。稀き存ぞん種しゆが治なおらない怪け我がを負うという事じ態たいなどひとつしかない。監かん視しカメラ越ごしの光こう景けいは、メインシーの鼓こ動どうを加か速そくさせた。

　シオン＝エシュに外がい傷しようはないようだったが、ルナの上着を羽は織おっているのが妙みようだった。ただしそれはメインシーにとっては興きよう味みの埒らち外がいにある。ウェポンのひとりなど回収しなくて構かまわないという考えも浮うかんだ。レイン＝リィンを監かん禁きんしている今、彼女のお気に入りをもう一度エデン内部に入れるというのは不安材料にもなるからだ。

　ただ、こっちも回収した方がルナ＝イルの機き嫌げんを損そこねなくて済すむし、万が一の場合に駒こまとして使えるかもしれない──最終的にはそう結論付け、現在『揺籠』の中にはルナ＝イルとシオン＝エシュが立っている。

　双そう方ほうとも髪かみは乱れ衣い服ふくは汚よごれていたが、それほどの疲ひ労ろうは見せていない。表情まではわからなかったが、特に何か変わった様よう子すもないようだ。

「まずは……」メインシーは、早そう急きゆうに、ただし慎しん重ちように熟じゆく慮りよして命令を出す。

「……そうね。ふたりに休きゆう息そくを勧すすめましょう。帰ってすぐ事情を問とうのは不自然過すぎるわ。個室に帰らせて、睡すい眠みんを命じなさい。……ただし、絶ぜつ対たいに他のウェポンと接せつ触しよくはさせないこと。見送りを付けて。連れて行く前にふたりの部へ屋やまでの道どう程ていを確認。誰だれかとすれ違ちがうなんて偶ぐう然ぜんは完かん璧ぺきに排はい除じよしなさい」

　命令に従したがって部下が即そく座ざに動く。全員に緊きん張ちようが走っていた。見失っていた間、ルナ＝イルとシオン＝エシュがどういうことになっていたのか──それ如い何かんによって、何か恐おそろしいことが起こる。敵てきの首しゆ謀ぼう者しやである第六稀存種が彼らに会おうとしていたという情報は、細かい事情を知る由よしもない一般局員にさえ、重じゆう圧あつを与あたえていた。

　ふたりは局員に連れられて素す直なおに歩く。そこに妙みような動どう作さはない。次々と切り替わるカメラの映えい像ぞうを、メインシーは凝ぎよう視しする。やがてルナ＝イルが部屋に入り、シオン＝エシュもまた、自室の扉とびらを開く。映像は個室の監かん視し用小型水すい晶しよう体たいからのものに代わり、ふたりがそれぞれにシャワーを浴あび、寝しん台だいに横になるまで──およそ一時間の間、メインシーは身じろぎひとつせず、映えい像ぞうを見み詰つめていた。

　自室に戻もどったふたりは寝台に横になった途と端たん、すぐに寝ね息いきをたて始める。カメラ越しの気け配はいからそれが伝つたわった。メインシーはそこで初めて背伸びをし、さあこれからどう出るかねと呟つぶやくと、対たい策さくのための思し考こうにまた没ぼつ頭とうした。
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　眠ねむりは深かった。安心したというよりはむしろ、張はり詰つめていた気が緩ゆるんだ、といった方が正しいのかもしれない。とにかく、夢も見ず、主観的にはまるで数十秒しか意い識しきを失っていないのではと思えるほど短い間かん断だんの後のち──ルナは、覚かく醒せいした。

　部へ屋やは暗くらい。灯あかりを消しているから尚なお更さらだった。

　思し考こうは落ち着いていた。ロイドと戦った時の高こう揚ようはもう残っていない。あれはもうまる二日ほども前のことだから、当然と言える。

　確認のために時計を見ると、どうやら半日ほど眠っていたようだ。

　立ち上がり、シャワーをもう一度浴あびる。身体を隅すみ々ずみまで、まるで禊みそぎのように。

　それから外に出て、服を着た。部屋着ではなく、いつもの戦せん闘とう着ぎを。

　準じゆん備びを整ととのえて、それから扉とびらを開けようとし──施せ錠じようされているということに気付いて、ルナは薄うすく微笑ほほえんだ。




　同じ頃ころ、シオンもまた覚醒していた。眠っている間に夢を見たような気がするが思い出せない。だけど時計を見ると十二時間ほども経たっていて、やはり疲つかれていたのだなと思う。

　起き上がり、頭に手を遣やる。髪かみがぼさぼさだということに気付く。シャワーを浴びようと思った。しかしその前に、ふと気になって部屋の扉へ向かい、解かい錠じようのスイッチを押おす。

　反応はない。扉は、開かなかった。

　それがまるで当然だとでも言うようにシオンは僅わずかに頷うなずいた後、踵きびすを返し、シャワーを浴びるために服を脱ぬぎ、寝しん台だいへと無む造ぞう作さに放ほうり投なげた。




　監かん視しカメラを見ていた局員が、ふたりの目め覚ざめをメインシーに告つげる。何か変わったことはないかと問うと、特に何もないという返事があった。だからそのまま監視を、と命令し、自分の作さ業ぎようを続行する。

　丁ちよう度ど、自らに薬を投とう与よしている最中だった。ここのところ眠る暇ひまがない故ゆえの覚かく醒せい剤ざいだ。過か学がく研究部が開発した薬品で粒りゆう体たい性せい。効きき目めは折り紙付きで、依い存ぞん性せいはない。多少の副ふく作さ用ようが出るが、排はい泄せつ物ぶつに血が混まじり生理が不順になる程てい度どなので気にしない。

　注ちゆう射しや器きを袖そで捲まくりした腕うでに押おし付つけ、スイッチを入れる。微かすかな痛いたみと共に、微び小しようのカプセルが体内に拡かく散さんしていくのを感じた。そのままの姿し勢せいで、十分ほど待つ。瞼まぶたを閉じたままカプセルが溶とけるのを体内で確認した。徐じよ々じよに眠ねむ気けが消えていく。その内、思し考こうも透とう明めいになっていくだろう。メインシーは注射器を適てき当とうに放り投げると椅い子すから立ち上がり、未いまだふらつく足取りで監視カメラへと歩み寄った。

　電でん影えい金きん属ぞく板ばんには、戦せん闘とう着ぎに着替えるルナ＝イルの姿すがただけがあった。

「シオン＝エシュは？」

「シャワーを浴あびています。数分もすれば出てくるでしょう」

「施せ錠じようには気付いている？」

「両者とも。第四稀き存ぞん種しゆはついさっき、シオン＝エシュは起きてすぐに」

「……そう。つまり疑っていたと、そういう訳わけね？」

「恐おそらくは。或あるいは、ただの偶ぐう然ぜんかもしれません」

「無む駄だな期き待たいは持たないのが無ぶ難なんよ。第四をどう抑おさえるかが問題だわ」

「部屋の壁かべは金属製です。あれが破れる道どう理りはありませんよ」

　確かに、第四稀存種の破は壊かい能のう力りよくは有ゆう機き物ぶつに特とつ化かしている。無む機き金属の破壊に関しては普ふ通つうの人間と変わりないだろう──だが、それとて完全ではない。個室は牢ろう獄ごくと違ちがい完全な密みつ室しつとは言いい難がたいし、構こう造ぞうさえ理り解かいしていれば幾いくらでも脱だつ出しゆつできる。

「あいつが行動を起こそうとしたら周まわりの防ぼう護ご壁へきを降おろしなさい。あと九日……いえ、あと十日、エデンから外に出さなければいい。最悪の場合、カロマインにやらせるわ」

　何も知らずに帰ってくれば、或いは最終戦の戦力として活用できたものを。メインシーは舌した打うちすると、カメラの前に座すわっていた局員を押おし退のけ、その場所へと腰こしを降ろした。

　そうこうしている内に、シオン＝エシュがシャワー室から出てくる。彼女の変へん異いも金属扉とびらを破壊するには至いたらないだろう。

「さてさて、どう出ますかね。シオン＝エシュの方はこのまま餓が死しさせても構かまわないけど……それで済すめば万々歳ってところか」薬品のせいで多少の高こう揚ようがある。メインシーは舌したが僅わずかにもつれるのを感じながら、思し考こうを再さい開かいさせた。

「……部長」と。

　隣となりに座すわっていた局員が、俄にわかに声を上うわ擦ずらせた。

「何？　慌あわてて。どうかした……」メインシーは顔をしかめながら局員の方を向く。

　そこで言こと葉ばは止まった。

　エデンの廊ろう下かを監かん視しする映えい像ぞうに、考えられないものが映うつっている。

　メインシーは無む言ごんで立ち上がると、部ぶ下かに指し示じも出さずに監視室から飛び出る。

　数人の局員が慌あわてて彼女の後を追おった。




「待ちなさい！」さっき見た映像の場所へ辿たどり着つく途と中ちゆうの廊下で、メインシーはそいつの姿を認みとめ、眼がん前ぜんに立たち塞ふさがる。

「あなた……何をするつもり？」

　先ほど監視カメラに映っていた人ひと影かげ──戒かい厳げん令れいの中、まるで動じずに、エデンの廊下を淀よどみなく移い動どうするそいつは、間ま違ちがいなくルナ＝イルの個室へと歩を進めていた。

「今は戒かい厳げん令れい下かだけど、どこに行こうというの？　その先には何もないわよ」

　局員がふたり追おい付ついてきた。

　そいつは、メインシーたちを一いち瞥べつすると、無表情で答える。

「お前に告つげる必ひつ要ようはない」

　何を考えているのかわからない声こわ音ねで、そいつ──カロマイン＝セクが言いい放はなった。

「言いなさい。命令よ」メインシーは怯ひるまない。少なくとも、表面上は。

「……聴ききたいのか？　君たちにとっては不ふ都つ合ごうが多過すぎるが」

「あんた、まさか」

「そのまさかだよ。外交部部長。私は今から……ルナ＝イルに会いに行く」

「許きよ可かできないわね」

「あなたの許可を取る必要はない」

「何な故ぜ会いに行くの？」

「あなたの知るところではない」

　その声は、静かな殺さつ気きを放はなっていた。無生物的な容よう姿しと、無感情的な声──ある意味では最も稀き存ぞん種しゆらしいこの男は、メインシーを圧あつ倒とうする。

　こうして対たい峙じしてみると、足が竦すくむのがわかった。ただ会話しているだけで命を削けずられているようだった。何という威い圧あつ感かんだろう。油ゆ断だんしていた。カロマインの目的は知っていたし、それを上う手まく利用しさえすれば聞き分けのいい稀存種だと思っていた。まさか上司である自分を殺したりはしない、そう高を括くくっていた。しかし。

　手た綱づなはあっさりと切られる。或あるいは最初から、そんなものは存そん在ざいしていなかったか。

「こちらにも……都つ合ごうがあるのよ。今は大事な時じ期きなの。あなたの我わが儘ままに付き合っては……」

　メインシーは両手を振ふり、必ひつ死しで止めようとしたが、

「どけ」カロマインはただ一言呟つぶやき、外がい套とうから片腕うでを出して、指先をこちらに向ける。

「ぐ」声は──メインシーの後方で聞こえた。

「あ、あ？　うあああ……！」そして、ふたり分の悲ひ鳴めいがエデンの廊ろう下かに不ふ協きよう和音となって谺こだまする。メインシーが慌あわてて振り返ろうとしたその刹せつ那な、

「……う！」身体は背はい後ごから羽は交がい締じめにされた。

　さっきの一いつ瞬しゆんで『血けつ晶しよう』を飛ばし、局員ふたりを制せい御ぎよ下かに置いたのだ──そう気付いた時にはもう、メインシーは部下の身体によって拘こう束そくされ、動けない。そんな三人を一いち瞥べつさえせずに、カロマインは脇わきをすり抜け先へ進む。

「待ちなさい！　これは背はん信しん行こう為いよ、カロマイン……！」

「私がいつ、エデンに忠ちゆう誠せいなど誓ちかった？」

　カロマインは振り返らずに、無感情な声で言う。

「今殺すと何かと不都合があるから殺さないでおく。が、邪じや魔まをするな」

「待ちなさい、待て！　裏うら切ぎり者ものっ！」メインシーの叫さけびは、廊ろう下かの壁かべしか震ふるわせない。

　予よ想そう外がいの事じ態たいにここ数年で最悪の焦しよう燥そうを覚おぼえながら、それでもメインシーの身体はその場からまるで動かなかった。
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　どうしようかと部へ屋やを探さぐっている最中に、扉とびらの前に誰だれかが立つ気け配はいがあった。金きん属ぞく越ごしにどうして気配が感じられるのだろうと疑問に思うが、それは直後、氷ひよう解かいする。

「……あんた、か」ルナは寝しん台だいよりも奥おくに、数歩後こう退たいした。

　同時に、けたたましい、金属を無む理り矢や理り切せつ断だんする破は壊かい音おんがルナの鼓こ膜まくを揺ゆさぶる。施せ錠じようされ開かなかったはずの扉そのものがあっさりとこちら側に向けて倒たおれた。そして──床と扉がぶつかる鈍にぶい悲ひ鳴めいと共に、四角く切り取られた廊下の風景が眼がん前ぜんに出現し──そこには背せの高い、特とく徴ちよう的てきな人ひと影かげがひとつ。

「意い外がいだな……僕はてっきり、フィオナかと思った」

「彼女は『伽が藍らん』の中で最終調整中だ。君が帰ってきたことすら知らない」

　ルナは直立したまま、部屋に入ってくるカロマイン＝セクを見み詰つめた。

「数日見ない内に策さく士しになったな……帰き還かんした直後に『連れん結けつ』して私を共きよう鳴めいさせるか。助けでも求めたという訳わけか？」

「単に可か能のう性せいを試ためしただけだ」

　カロマインの表情はなく、感情は見えない。それでも、ただならない威い圧あつ感かんはルナの心臓を高たか鳴ならせた。今まで気付かなかった。カロマイン＝セクは──いや、恐おそらく羽う化かした稀き存ぞん種しゆは全員──あのロイド＝オドに匹敵する気配を発している。

　自分もそうである自信はない。ルナは身体を緊きん張ちようさせた。

「私とフィオナ＝レスファの両方が気付かなかったらどうするつもりだったのだ？」

「……出る方法は幾いくらでもある。水道は止まっていないし、天てん井じようの発光金属もそれに圧あつ力りよくをかける金属もイキガネだ」

「なるほど」それでこそ稀存種だ、と続け、カロマインはつくつくと笑んだ。それは演えん技ぎのような、作さ業ぎようのような破は顔がんで、恐こわくなるほどにいつも通りだ。

「僕をどうするつもりだ？」ルナは威圧感を受け止め返す。

「君はどうするつもりだ？」カロマインは更さらにそれを受け流す。

「僕は……」彼が敵てきになろうとしているのか味み方かたになろうとしているのか、まるで読めない。

　ルナは正直に答えた。

「僕はエデンを出る」

「そうか」そして──沈ちん黙もく。

　しばしの静せい寂じやくが場を支し配はいする。

　カロマインは動かない。ルナも動けない。動くとまずい、そういった予よ感かんがあった。そのまま二十秒ほども時間が経たち、やがてカロマインの方がゆっくりと口を開く。

「幾いくつか、質問に答えてもらう」

「わかった」ルナもだから、ゆっくりと返す。

「あいつに会ったか？」

「会った」

「何を聞いた？」

「すべてを」

「あいつと合流するのか？」

「しない」

「あいつは生きているのか？」

「生きてる」

「……ならば最後の質問だ。あいつはここに来るか？」

「来る」

「そうか」

　瞬しゆん間かん、場の空気が沸ふつ騰とうした。

　波になって震ふるえるような、蒸じよう気きになって爆ばく発はつするような、固体になって破は砕さいされるような、圧あつ力りよくにも似にた昂こう揚ようが部へ屋や全体を押おし潰つぶそうとする。

「カロマイン！　……正しよう気きか!?」ルナは身を捩よじらせ、両腕うでを顔の前で交こう叉ささせる。

　この場で──この狭せまい空間での相そう互ご連れん鎖さ。カロマインの気け配はいが変化する。それに伴ともなって髪かみが伸びていく。伸びた髪が頭部から滲にじんだ血で赤く染そまり、血を含ふくんだそれが大きく広がって羽根のような貌かたちとなり、ゆっくりと蠢うごめく。

　初めて見るそれは異い様ようを通とおり越こして妖よう艶えんでさえあった。

　カロマインは笑えみながら、

「……貴き様さま、いつから私に正気を問える身分になった!?　私と対たい等とうに口をきいていいなど、まだ許きよ可かしていないぞ！　さあルナ＝イル！　第四稀き存ぞん種しゆ！　見せてみろ!!」叫さけぶ。

　それは狂きよう喜きと怨えん嗟さに相そう似じしていた。

　ルナは真まつ直すぐにカロマインを睨にらむ。敵てき意い、殺さつ意い、悪あく意い、そのどれでもない感情が伝つたわってくる。試ためされている──そう確かく信しんした時には、ルナもまた『連れん結けつ』を終えていた。

　それを待っていたかのように、カロマインの髪の先せん端たんから、血けつ晶しようが散さん弾だんのように散ちる。

　ルナは一歩も動かずに片腕を挙あげ、崩ほう壊かい器き官かんを剥はく離りし、薄うすく拡かく散さんさせた。

　瘴しよう気きの幕まくに邪じや魔まされ、血晶は腐ふ敗はいして変質し力を失う。勢いきおいは殺されずにルナの頬ほおや衣服や背後の壁かべや寝しん台だいに衝しよう突とつし付着したが、それもすぐに蒸じよう発はつして果はてた。

　次に、カロマインの全ぜん滅めつ器き官かん──蝙こう蝠もりの羽根のようになった頭とう髪はつの幾いく条じようかが、針のように伸びてルナを突つき刺さそうと迫せまってくる。ルナはそのまま挙あげていた腕うでから崩ほう壊かい器官──茨いばら状じようの瘴しよう気きを伸ばして、それぞれを絡からめ取とった、特とく異い粒りゆう体たい同士が鬩せめぎあう不ふ可か聴ちよう域いきの音が空気を揺ゆらし、状じよう況きようはそのままただの力比べへと膠こう着ちやくした。双方は動かない。カロマインに殺さつ気きはなく、けれど相手が死んでも構かまわない──そんな様よう子すだった。ルナもまた、足を動かそうとは思わない。生死に関かかわらず、その場から動いたら負けだという、そんな感かん覚かくがあった。自分は試ためされていて、だったらそれに応こたえる必ひつ要ようがある。

　血の香かおりと花の薫かおりが混まじり合あい蜜みつのようになって、部へ屋やに甘ったるい馨かおりが満みちていく。

　ルナはもう片方の腕を挙げた。それはロイド＝オドに負ふ傷しようさせられた右腕で、傷きずは癒いえていない。酷ひどい痛いたみがあった。しかし、振ふるう。

　自身の掌てのひらに絡からんだ崩壊器官を伸ばし、カロマインの瞳ひとみを突き刺そうとした。カロマインはその場で前まえ髪がみの一部から血けつ晶しようの塊かたまりを分ぶん離りさせ、それを盾たてにして爪つめを防ふせぐ。球体に突き刺さった刺いらはぎちぎちと止まり、腐ふ敗はいと支し配はいが相あい討うちになった。

「くくく」カロマインが笑い始めた。

「くく、ふふふ……はははは！　面おも白しろい！　これが『月』か！　なるほどこれは狂きよう気きの沙さ汰ただ。月の翳かげりが針として刺さる……夜に紛まぎれて時を進める糸車のような、御お伽とぎ話ばなしにでも出てきそうな恍こう惚こつだ！　これに……これにあいつは魅み入いられたか！　これに気を取られ、あいつは私を捨てたという訳わけだ！」
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『悪あく魔ま』の気け配はいが、自じ嘲ちよう的てきな哄こう笑しように埋うまっていく。やがてルナを襲おそおうとしている赤い髪かみがゆっくりと力を弱め──。

　カロマインの表情が、消しよう失しつした。

「試験は終わりだ」唐とう突とつに抵てい抗こうは消える。

　ばちゃ、と水をぶちまけたような音と共に、カロマインの頭部を覆おおっていた羽根が含ふくませた血けつ晶しようごと赤い液えき体たいとなって床ゆかに落ちた。濡ぬれていた気け配はいもなく、頭部は元のようにざんばらな白はく髪はつへと戻もどっている。外がい套とうから腕うでを横に伸ばし、鉤かぎのように曲げた指の先、爪つめを僅わずかに皮ひ膚ふと剥はく離りさせると──床ゆかに溜たまっていた血液は、生物のように蠢うごめいてぢぢぢぢぢぢゃ、とその傷きず口ぐちに殺さつ到とうする。すべての血液が腕から回収されたのを確認すると、カロマインはまた元のように外套の中へ腕を戻もどした。

　ルナもまた、崩ほう壊かい器き官かんを空気に還かん元げんし、相そう互ご連れん鎖さを終了させる。

「お前は合格だ、ルナ＝イル」カロマインは現れた時と同じ姿し勢せいのまま、言った。

「……何を試したっていうんだ」

「じきにわかる。お前はここを出て、もう一度戻ってくるのだろうから」

　だけど、その顔は──どこか楽しそうな、どこか無む邪じや気きな、どこか狡こう猾かつな、まるで打だ算さんに満ちた子供のような微笑ほほえみを浮うかべている。

　それは今までルナが見てきたカロマイン＝セクの顔とは違ちがった。

　歪いびつではあるけれどそれでも自然な笑え顔がおで嬉うれしそうに、カロマインは続ける。

「その時にわかる。お前が立りつ派ぱな稀き存ぞん種しゆとしてエデンの敵てきとなった時に」

　そして、不ふ意いに踵きびすを返す。

「付いて来い。シオン＝エシュを解かい放ほうし、ここを出るのだろう？　ついでにレイン＝リィンも助けてやろう。彼女は外交部の策さく略りやくにかかって幽ゆう閉へいされている」

「何を目もく論ろんでる……？」レインが囚とらわれている──帰ってきた時から感じていた違い和わはそれか、と思いながら、ルナはカロマインの言こと葉ばを信じられない。この男が何な故ぜ自分たちに協力するのか、それが全くわからなかった。

「私の目的はひとつだ」しかしカロマインはこちらを一いち瞥べつすらせずにただ立ち止まり、

「私はあいつを殺す。そのためにここにいる。そのためにしかここにいる必ひつ要ようはない。あいつがここへ来たその時、最後に立たち塞ふさがり挫ざ折せつを与あたえる相手は……この私でなければならない」

　敢かん然ぜんと、そう言い放った。

「……ロイドが……あんたは、ロイドに会いたいのか？」

　呆あつ気けに取られながらルナは尋きくが、答えは返ってこない。

　ただゆっくりと歩を進めるカロマインを、ルナは慌あわてて追おいかけた。




　カロマインが指先から滲にじませた血液をぞんざいに叩たたき付つけると、金きん属ぞくはあっさりと抉えぐられた。牢ろう獄ごくの扉とびらに突つき刺ささった『血けつ晶しよう』は刃は物もののように薄うすく伸び、その場で回転を始める。まるで鋸のこぎりのように扉の外がい周しゆうを強ごう引いんに裂さいていくそれを、ルナとシオンは無む言ごんで見み詰つめていた。

　数秒の後──作さ業ぎようは淡たん々たんと、しかしあっという間に終わる。

「私が手を出すのはここまでだ」

　カロマインは血晶の操そう作さを解かい除じよすると、興きよう味みのなさそうな声で告つげた。

「あとは好きにするがいい。メインシー＝カウツはもう少し拘こう束そくしておいてやるが、他た部ぶ署しよの邪じや魔まが入っても知らん。……その程てい度どのことは、ひとりでやるがいい」

「礼を言った方がいいのか？」いつもと変わらない、表情のない足取りで──唐とう突とつに踵きびすを返したカロマインに、ルナは思わず尋たずねる。まさかこの男に助けられるとは思わなかった。何な故ぜそこまでしてくれるのかがわからない。

　だけどカロマインの答えは、至いたって単たん純じゆんだった。

「必ひつ要ようない。君たちはじき私を恨うらむだろうからな」

　シオンが扉を蹴け破やぶる音が、けたたましく響ひびく。

　カロマインの背せ中なかは遠くなっていく。

「レインさん！」シオンの張はり詰つめた声が聞こえる。

　廊ろう下かの向こうに黒と白の姿すがたが消えるのを確認して、ルナは牢獄の中へ足を踏ふみ入いれた。
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「私は夢を見てるの？」突とつ然ぜんの轟ごう音おんと共に、こちら側がわへと倒たおれてきた扉。

　驚きよう愕がくしていたレイン＝リィンは、射さし込こんだ灯あかりの逆ぎやつ光こうに見えた影かげがいつの間まにか自分を抱だき締しめているのに気付き──ぼんやりと首を傾かしげた。

　柔やわらかな髪かみはレインの頬ほおをくすぐる。背中に回された細い腕うではしっかりと力を込められている。肩かたに乗せられた小さな顎あごは、もはや懐なつかしくさえある声で、無ぶ事じでよかった、そう呟つぶやく。

　光に慣なれてきた眼めに映うつったのは、部へ屋やへと入ってくる少年の顔だった。

「何が起きた？」少年は尋きく。

「……ルナ？」レインは少年の名を口にして、「シオン」それから少女の名を、確認する。

　相変わらず自分を抱き締めて──いや、自分にしがみついていた身体は、小さく何度か頷うなずき、ようやくそっと離はなれた。

　灰はい色いろの髪と、同じ色の瞳ひとみと、どこか冷たげな細い眉まゆと、滑なめらかな薄うすい唇くちびる。

　痩そう躯く。でも、力強い。いつも、表情は乏とぼしくても感情は溢あふれていた。

　優やさしくて、傷きず付つき易やすくて、それ以上に突っ走り易くて。見ていられなくて。

　だけど今は何故か、妙みように頼たのもしく見える。

　そして、それ以上に──。

「シオン……」レインはもう一度彼女の名前を呟き、

「どうしたのよ。随ずい分ぶんと女の子らしくなっちゃって」

　数日振ぶりに見る彼女に、悪戯いたずらっぽく笑いかけた。

「無ぶ事じでよかった」シオンは屈かがんで、寝しん台だいに座すわったレインと視し線せんを合わせている。その顔が照てれくさそうに、そっと微笑ほほえんだ。それはレインが初めて見る彼女の表情だ。

　背はい後ごに立っているルナに視線を遣やる。どこか心配そうにふたりを見ている少年は、いつもと変わりなさそうに見えた。

「ルナ……責任取りなさいよ」だからレインは、少年にも声を掛かける。

　微かすかに笑えむその表情は少しはにかんでいて、心ここ地ちいい。

「どこに行ってたのよ」レインはまた笑い、

「ちょっとそこまで」ルナがそれに応こたえる。

　破は綻たんした暗くら闇やみに浮うかんだふたりの影かげは、レインに自身の役割が終わったことを悟さとらせた。

　不ふ思し議ぎと寂さびしさはなかった。肩かたが軽くもならなかった。ただ、これで自分はもう必ひつ要ようないんだと、そう思った。

　あとは──自分の知っていることを教えて、それで終わるのだろう。それから先はふたりが決める。訳わけのわからない感情が胸むねに込み上げたが、顔には出せなかった。

「あまり時間はないわ」だから、笑みを消す。「知ってるんでしょう？」

　ルナとシオンの笑え顔がおも、それに釣つられたように消えた。再さい会かいを喜んで、互たがいの無ぶ事じを祝いわっている場合ではない。レインは処しよ刑けい前まえで、そしてその原げん因いんとなった知ち識しきで推すい測そくするなら──ふたりはここにいてはいけないのだから。

「手短でいいわ。あなたたちに何があったのか……それだけを」

「僕らも話すことがある」促うながすレインに、ルナは頷うなずく。

「ロイドのことだ」

「……ロイドの？」

　見ればふたりの顔は、何かを告つげようとしている。

　崖がけから落ちて行方ゆくえ不明、それだけしか聞いていなかった。だけど行方不明中の数日間で、ふたりの関係はたぶん、大きく変化して帰ってきた。何があったのか。誰が関係していたのか。

　──まさか。

「ロイドに……会った。そして聞いたよ」

　レインは、今の状じよう況きようを忘わすれて大きく眼めを見開いた。




　あまり時間はないのは互たがいに承しよう知ちしていたから、ルナはこれまでの経けい緯いをかいつまんで説明した。ロイドの名前を出す度たびにレインの表情は不安と期き待たいに満ちたものになる。そのことにどこか苦しさを感じながら、それでも説明をやめる訳わけにはいかなかった。

　ロイド＝オドの策さく略りやくで、崖がけから落とされたこと。

　彼の目的。彼の思し想そう。彼の絶ぜつ望ぼう。それらすべてを語ることはできなかったし、レインもまた当時の状じよう況きようをある程てい度ど知っていたようだったから、説明の大部分は自然、ロイド自身のことではなく、ロイドのやろうとしていること、そしてエデンのやろうとしていることへと向く。




　ロイド＝オドと殆ほとんど相あい討うちのような形になり──彼はしかし、自身の敗はい北ぼくを認みとめた。これ以上は戦わない、そう宣せん言げんした。

　シオンが走り寄ってきてルナの傷きず付ついた片腕うでを撫なでる。無む言ごんで羽は織おっていた上着を引ひき裂さき、包ほう帯たいのようにして巻まき始はじめる。

「……何な故ぜだ？」ルナはそれを見み詰つめながら、仰あお向むけに上半身を起こしたままに、問うた。

「傷で言ったら互ご角かくのはずだ。それに、僕はあんたの先なんか行っちゃいない。僕は全力で崩ほう壊かい器き官かんを動かしたんだ。だけどあんたも片腕だけで済すんでいる……あんたも、僕と同じように相そう殺さいしたんだろう？　体内に入った、僕の崩壊器官を」

　無言はそのまま肯こう定ていを示していた。だからルナは続けた。

「あんたはまだ……戦えるはずだ」

　それをじっと見下ろしながら、ロイドは笑う。

「だろうな。この先、どちらかが死ぬまでやれば決着は付くだろう。しかし俺にその気はない。もう……お前のことは諦あきらめる」

　どこか寂さびしげで、どこか安あん堵どしたような、そんな笑えみだった。

「正しよう気きに戻もどったという訳かい？」エンダ＝カーラはロイドの背はい後ごでつまらなさそうだった。

「まさか」ロイドは首を振ふる。「ただの打だ算さんだ」

「そうか。安心した」

　遣やり取とりは感情がなく、冷めている。ルナは疑問だった。あれほど飽ほう和わしていた彼の感情は、今や糸が切れたように諦てい念ねんを浮うかべて寂じやく然ねんとしている。

　そして──ロイドは、ルナとシオンから完全に気け配はいを外はずし、

「ミイ」ルナたちの背後で倒たおれているミュリエルを呼よんだ。

「はい」ミュリエルは瞑つむっていた眼めを開けてゆっくりと返事をする。

「帰るぞ。……準じゆん備びを始める」

「連れて行ってくれるの？」

「お前はまだ壊こわれていないだろう？」

　よかった、とミュリエルは呟つぶやく。ルナは、その遣り取りに眉まゆをひそめた。

「何を……するつもりなんだ」

「知れたことだ」ロイドは肘ひじから下を失った左腕を面めん倒どうそうに回しながら、

「エデンを破は壊かいする。その後で人間もだ。何も変わらない」自じ嘲ちよう気ぎ味みに言った。

　その矛む盾じゆんは、ルナには理り解かいできなかった。

　ルナとシオンを諦あきらめたロイドの表情からは、目的が消えてしまったように思えたからだ。

「……まだ、やる気なのか」ルナは再さい度ど問う。

　しかし、ロイドの返事は変わらない。

「無む論ろんだ。ここはお前に譲ゆずるが、それは譲らない。……負まけ惜おしみにしか聞こえんかもしれんが、俺はお前を手に入れるのを諦めた、それだけだ」

　執しゆう念ねんなのか、それとも自じ棄きなのか──ルナは何も言えなくなる。

「ミュリエルを……」代わりに口を開いたのは、シオンだった。

「彼女を、まだどうにかする気なの？　その人はもう……戦えないわ」

「お前たちが口を挟はさむことじゃないな、シオン＝エシュ」

「あなたは、これ以上……！」シオンは半ば激げつ昂こうしたように反論しようとする。が、

「俺はな、こいつを壊こわした」

　ミュリエルの腕を強ごう引いんに掴つかみ立ち上がらせながら、ロイドはその反論を断たち切きった。

「こいつの両親を殺した。こいつの脳のうを壊した。こいつの立場を利用した。こいつの肉体と精せい神しんをめちゃくちゃにした。その上で俺から離はなれられないように刷すり込こんだ」

「だったら！」

「そんな俺が、今いま更さらこいつを解かい放ほうするのか？」ロイドの声は淀よどみない。

　さっきまでと同等の殺さつ気きが、気け配はいが、徐じよ々じよに充みちていく。

「ここまで使っておいて、役に立たなくなったら捨てる？　今まで好き勝手に壊しておいて、要いらなくなったら解放する？　どうやってか？　ここまで壊れたミイに、お前は自由だとでも言うつもりか!?　冗じよう談だんを言うな！　……俺はこいつを使い切る。こいつの身体と心を一いつ切さいの無む駄だなく消しよう費ひする。こいつは切り札だ。目的を達成する奥の手だ。それに文もん句くは言わせない」

　それは一切の迷まよいを感じさせもせずに、

　同時に一切の同情を切り捨てたようで、

　更さらに一切の感かん傷しようを押し殺したような声。

「そうだよ」ミュリエルは、満足げに──浅い呼こ吸きゆうを頻ひん繁ぱんに繰くり返かえしながら、ロイドの腕うでに引ひっ張ぱられて嬉うれしそうだった。

「私はねえ、この人の役に立つの。この人が目的を達成するには私が必ひつ要ようなの。この人が自分の願がん望ぼうを満たすためには、私をめちゃくちゃにする必要があったの。それは私のすべてを破壊することだったの。私がいなくちゃ、この人は駄目なの。だからね、私はとても幸せ。……わかってもらう必要はないよ」

「黙だまれ、ミイ。今死ぬのは許ゆるさない。お前が死ぬのは五日後だ」

「えへへ、ごめんなさい、ね」

　その遣やり取とりはどう見ても狂くるっていて、どう考えても間ま違ちがっていて、どう足あ掻がいても何も生まない。だけど、ルナとシオンは、もう──何も言えない。

　ロイドとミュリエルは去っていく。川の下流に有ゆう機き衛星でも待っているのだろうか。足取りはゆっくりだったが確かつ固ことしていた。

「エンダ」と。

　ルナとシオンの視し線せんを背せに去りながらロイドはふと立ち止まり、ただ黙だまって沈ちん黙もくを保たもっていたエンダ＝カーラに、静かな声を張り上げた。

「お前の望みは叶かなわない。生き続けろ。永遠に」

「君の目的は叶わない。私は消えるよ。永遠に」

　エンダは無感情に返す。

「ルナ」それを当然のように無む視ししながら、ロイドは続いて、何も言えずにいたルナに向かって僅わずかに振ふり返かえり、横顔だけで微かすかに笑えむ。

「エデンの目的を……まだ教えていなかったな」

「……何だ？」

　そして──。

　ロイド＝オドは、最後の言こと葉ばを、一いち言ごん一いつ句く自身の耳で確認するように発した。

「第七稀き存ぞん種しゆによる世界再さい生せいと、それに伴ともなう統とう治ちだ。本ほん総そう轄かつ──キャロル＝ユルングルスと第七稀存種の脳のうを有ゆう機き接せつ続ぞく。同時に第七稀存種を星と同化。その能力を使い、ケモノを消し、変へん異い種しゆを消し、変化した自然環かん境きようを『混こん乱らん』以前に戻もどす……それがエデンの目的だ」

　ルナとシオンは、その意味を咀そ嚼しやくしながら、同時に絶ぜつ句くする。

　つまりそれは『混乱』の巻き戻しだ。

『混乱』と同じ過か程ていを辿たどり、逆ぎやくの結けつ果かを導みちびき出だす──。

「更さらにエデンは、再さい生せい後ごの世界に恒こう常じよう的てきな平和を与あたえようとしている。『星と同化した第七稀存種』と同化したキャロル＝ユルングルスは、世界を永遠に見守る気でいる。俺たちを……六体の稀存種を第七稀存種へと吸収し、世界の監かん視し役やくとしてな。俺たちは身体だけを奪うばわれ、意い識しきを星に拡かく散さんされ、新世界の純じゆん血けつ種しゆたちを裁さばくため永遠に使し役えきされる……わかるか？　だから俺たちは楽園エデンの兵器ウエポンと名付けられた」

「そこに僕らはいない、って……そういう訳わけか？　僕は意い識しきを消され兵器になり、シオンも消されて……嘘うそだ。訳わけのわからないことを言うな！」

　シオンが震ふるえ始はじめた。

　ルナだって震えている。

　楽園。それは純血種のためだけのもので、

　兵器。それは変異種の世界を殺すためにこそ在あった──。

　自分たちはそんなもののために生死を懸かけてきたのだろうか。

　自分たちが辿たどり着つこうとしていたのは、結けつ局きよくどこだったのだろうか。

　ルナの肩かたを掴つかむシオンの手が熱い。

　シオンの身体を手た繰ぐり寄よせるルナの指が寒い。

　ただいいように消しよう費ひされて、その中で何を得えても、それは零れいに戻もどる。

　とんだ詭き弁べんだ。とんだ茶番だ。笑えるほどの道化だ。

　嘘うそだ、嘘だ──そう何度も繰くり返かえしてみるが、信じられないとは思っても信じない訳わけにはいかない。信じられなくても、それが事実だということだけは、エンダとロイドの発する気け配はいからは伝つたわってくる。

「信じるか信じないかは任まかせる」ロイドはそんなふたりを一いち瞥べつして、微かすかな笑えみを消した。

「手て伝つだえとは言わない。当たり前だ。エデンのやろうとしていることと俺がやろうとしていることはさして変わりない。俺はエデンを潰つぶし、その後で人間を全部破は壊かいする。変へん異い種しゆも純じゆん血けつ種しゆも区別しない。人間に造られた俺もお前も、稀き存ぞん種しゆも破壊する。だから俺はお前らの敵てきだ。お前を壊こわせなかった時点で、それはもう決まった」

「……何でだ。あんたは何で」

「十年だ。引き返せるものか」

　吐はき捨すてるような失しつ笑しよう。

　ロイドは──ミュリエルを半ば引ひき摺ずりながら、再ふたたび緩かん慢まんな歩みを再さい開かいする。

「五日後……俺はエデンに攻せめ入いる。その時にはバベルの防ぼう衛えいシステムが崩ほう壊かいし、出入りは自由になる……それだけ言っておく。あとは好きにしろ。じゃあな」

「待って！」最後の言こと葉ばに、慌あわてたように叫さけんだのはシオンだった。

「レインさんが……レインさんは、あなたを、まだ」言葉に詰つまるようにして叫ぶ。

　だけどその言葉は、ロイドを振ふり返かえらせなかった。歩みも止めない。

　シオンは悔くやしそうに歯は咬がみして拳こぶしを握にぎりロイドの背せ中なかを力の限りに睨にらむ。が、止まらない。

　ただ──。

「もし会うのなら、逃にげろ、と」一言だけ。

　ただ一言だけ、小さく。




　声は歪ひずんではいたけれど、真まつ直すぐだった。

　そして曲がりくねって枝えだ分わかれする下流の一本に沿そって、ロイド＝オドは消えていく。

　あとにはくつくつと、エンダ＝カーラの薄うすい笑い声が残る──。




　話し終えて沈ちん黙もくがあり、やがて口を開いたのはレイン＝リィンだった。

「あなたたちはすぐにここから離はなれなさい」

　普ふ段だんの命令と同じような声に、ふたりは戸と惑まどう。さっきまで半なかば呆ぼう然ぜんと聞き入っていたレインは、いつの間まにか表情を取とり戻もどしていた。

「あとは……私が何とかするわ。これ以上あなたたちを巻まき込こんだりはしない」

「何を……言って、るんです？」シオンが震ふるえる声で、訳わけがわからない、と呟つぶやいた。

「そうだ」ルナも慌てて口を開く。

「まだ、僕らだって決めてない。一度離はなれて攻せめ込こむか、それともこのまま残って……」

「ここにいては駄だ目め」だけどレインは毅き然ぜんとした声で、ルナの言こと葉ばを遮さえぎった。

「扉とびらを開けたのは、カロマインでしょう？」

「そう……だ。けど」

「勘かん違ちがいしないで。今あなたたちが中ちゆう枢すうに攻め込めば、彼はあなたたちの敵てきに回るわ。カロマインにしてみれば、ロイドが来る前にエデンを潰つぶされる訳にはいかない、そう考える。だから邪じや魔まをするわ。あれはそういう子よ。……彼の力を知ってる？　自分の血液を他者のそれに混まぜることで対たい象しようを意のままに操あやつる……これ以上ないくらい数にものを言わせる能のう力りよく。あなたたちの顔かお馴な染じみであるウェポン全員が望みもしないのに敵になるわ」

　レインは静かに断だん言げんした。ルナは、反論できない。

　さっきカロマインの質問に、ルナは答えた。『エデンを出る』──それはエデンに敵対するという意味であって、物理的にバベルを出るかどうかは決きめ兼かねていた。

　もし『このまま攻め込む』と答えたら、彼は──？

「すぐに輸ゆ送そう区くを占せん拠きよして、あなたたちを外に出す。管かん理り部ぶの人員が全員捕ほ縛ばくされた訳じゃない。どうにかなる。だからあなたたちは戻ってくる必要はないわ」

　あまりに理り不ふ尽じんで、身勝手な台詞せりふだった。それはつまり、ルナとシオンに何もするなと言っているのだ。エデンの目的を阻そ止しするのは自分がやるから、手を出すな、と──。

「じゃあ、レインさんも一いつ緒しよに……！」その空気を感じ取ったのだろう。シオンが張はり詰つめた声でレインに詰つめ寄よる。「あなたが一緒じゃないと、私は行かない！　だって……」

　途と端たん、

「ふざけるんじゃないわよ！」

　怒ど号ごうと共に、ばし、と鈍にぶい音がして、シオンの頬ほおが弾はじかれた。

　片手を振ふり切きったまま、レインの瞳ひとみは冷れい酷こくなまでに鋭するどい。

　呆あつ気けに取られた顔で、シオンは打たれた頬を押おさえる。

　レインは──続けた。

「あーあ。穏おん便びんに済すませようと思ったのにな」

　不ふ意いに。

　平へい坦たんで、無感情で、諦てい念ねんを混じらせた声で。

「しょうがないか。もういいわよね。いい子ぶるのにも飽あきたし、ロイドも見付かったし、あんたは反はん抗こうするし。この際さいはっきり言っちゃおうか」

「……え？」

　独どく白はくのようなレインの口く調ちようは、直後、嘲あざけるような軽いものに変わった。

「いい？　私があなたを育てたのはね、ロイドの代わりなの。聴きいたんでしょう？　私はあの人がいなくなってしまって、あなたでその穴あな埋うめをしてみただけ。別に誰だれでもよかったのよ、偶ぐう然ぜんあなたを拾ったからそうしただけ。見るからに可哀かわい相そうな環かん境きように置かれたあなたにちょっと情が移うつっただけ……でも、結けつ局きよくあんたみたいな畸き形けいじゃ駄だ目めだったわ。あの人とあんたみたいな汚きたならしい畸形は違ちがった。それなのにたまったもんじゃない……私も人じん選せんを間ま違ちがえたわね。とにかくあんたにはもう飽あきてるの。べたべた懐なつかれてうんざりなの。馴なれてるんじゃないわよ。たまたま拾った気の触ふれた畸形に今いま更さら駄だ々だ捏こねられても気持ち悪いだけよ。ケモノの仔こが何を人間ぶってる？　口の利きき方かたから教おしえ損そこなった？　やっぱあんた失敗作だわ」

　薄うすら笑わらいさえ浮うかべて、レインは息いきを弾はずませる。

　──意味が、わからない。

「レインっ！」あまりな言こと葉ばに、ルナの感情が飽ほう和わする。

　この人は何を言っている？　シオンに──シオンに何を？

「あんたは黙だまってなさい、坊や」

　その手が無む造ぞう作さに灰はい色いろの髪かみを掴つかみ、呆あつ気けに取られたシオンの顔を──まるでくだらないものを見るかのように睥へい睨げいした。

「だからね、私がここに残るのも、あの人に会いたいから、それだけよ。ロイドは強いわ。エデンの目的はあの人に邪じや魔まされるでしょうね。私はそれを手て伝つだおうと思うの。そうすればあの人はきっとまた私のところに帰ってくるわ。別にあなたたちのことなんか知ったことじゃない。いい加か減げん私の人生に介かい入にゆうしないで。迷めい惑わくなの。邪魔されても困こまるし、目の前から消えて。せいぜい遠くで慎つつましやかに暮くらすことね」

　吐はき捨すてる。

　掴んでいた髪を離はなす。シオンの表情は消えていた。そのまま動かない。掴まれた髪が掴まれた形のままに乱れていても、それを直そうともせず。

　だけどレインはさっさと立ち上がり、さっきまでシオンの髪を掴んでいた手を──まるで汚いものを触れたかのように──顔をしかめて上着に擦こすり付つけた。

　シオンが唇くちびるを震ふるわせ始はじめた。全身をわななかせる。顔は蒼そう白はくに染そまり、瞳ひとみには涙なみださえ浮かび──一ひと筋すじ、零こぼれた。そのまま幾いく筋すじも、次々に。声は出ない。出せないのだろう。

　当たり前だ。これほどシオンを的てき確かくに傷きず付つける言葉がどこにあるだろう。シオンがどれだけレインを拠より所どにしていたか知っているのだろうか。それを知っていて、こんなことを。

　ルナはたまらず、後ろからシオンを抱き寄せた。

　まるでレインから奪うばうように。

「……あんた、何を言ってるかわかってるのか」

「わかってるわよ。煩うるさいわね。さっさと行きなさいって言ってるの。輸ゆ送そう区くよ」

　レインはまるで感情の込められていない冷めた眼めでシオンを睥へい睨げいする。

　ルナはシオンの背せ中なかを受け止めていた。

　シオンの震ふるえは止まない。

　ルナはレインを思い切り睨にらんだが、その視し線せんはあっさりと黙もく殺さつされる。

　どうして、そう思った刹せつ那な──。

「……あっち！　見てよセール姐ねえ！」

「ああもうそんな急がないで、あたし足が悪いんだから……」

　少しだけ遠くから聞こえてくる足音と会話が、険けん悪あくな空気を無む視しして割り込んでくる。

「……あ！」場ば違ちがいとも言えるような大声で部へ屋やの前を通つう過かしかかり急きゆう停てい止しして、

「いた！　……え、あれ？」顔を出したのは、

「リカ、何か見付けた？　って……嘘うそ」

　セール＝ルウジュとリカ＝エニのふたりだった。




　　　　５




　死んだかもしれないと思われたふたりが生きていたという喜びや、ずっと考えていた再さい会かいの言こと葉ば。それらの感かん慨がいがどこかに吹き飛んだまま、リカはただシオンの手を引いて走っていた。ルナはシオンを抱かかえるようにして、リカに続く。

　訳わけがわからない。

　セールと話し合い、上に掛かけ合あってみたがあっさりと棄き却きやくされ、こうなったら力ずくでレインを奪だつ還かんしようと手て当あたり次し第だいにエデン内をうろつき始めた、その直後だった。進む廊ろう下かの反対側から何かが破は壊かいされる音が聞こえ、慌あわてて行ってみたらルナとシオンとレインがいた。レインを見付けられたらと考えていたのに、まさか──そう思えたのはほんの一いつ瞬しゆんで、レインはリカたちの姿すがたを一いち瞥べつするや『このふたりを揺ゆり籠かごに乗せなさい』と吐はき捨すててどこかに走って行った。あれは本当に、吐き捨てるという形容がぴったりな、そんな口く調ちようだった。

　何があったのかも尋きけない。セールが後を追ったが、追い付けたかどうか。

　シオンはと言えばさっきから震えて反はん応のうしない。こんなシオンは初めてだった。絶ぜつ対たいに人前では自分の弱さを見せない女の子だとばかり思っていたのに、まるで子供のようにかちかちと震え、青ざめて俯うつむいている。ルナはそんなシオンを抱だき締しめるようにして口を噤つぐんだままだ。こっちは気け配はいが異い様ように強こわ張ばっていて、酷ひどく怒おこっているようだった。

　──気まずいなあ……。

　話したいことは沢たく山さんあったのに、そう思いつつもリカは仕方なく輸送区へと走っている。ふたりを『揺籠』に乗せて、どこに転送するつもりなのだろう。戒かい厳げん令れいと、レインが閉じ込められていたことと、何か関係があるのだろうか。本当にわからなかった。

　わからないといえばエデンの内部もそうだった。輸ゆ送そう区くである第四区画へと直接繋つながる通路がひとつだけある。その場所を通っていたのだが──奇き妙みようなことに、緊きん急きゆう隔かく壁へきが破は壊かいされていたのだ。しかも一度降おりた上での破壊。物理的な力によって開いた四角い穴は人が数人余よ裕ゆうで通れるほども大きい。

　何がなんだかわからない。

　だけどとにかく走って辿たどり着ついてから考えよう──そう結論付け──リカはルナとともにシオンを引ひっ張ぱり、数分間の疾しつ走そうを経へて、第一区画に駆かけ込こんだ。




　何度呼よび掛かけてもレインが応おうじる気け配はいはなく、だからセールは取とり敢あえず必ひつ死しで彼女の後を追おい掛かけていた。向かう先はどうやら第五区画──第一管制区らしい。何な故ぜか降りている緊急隔壁を近くにあったパネルを操そう作さして難なんなく開き、レインは先へと進んでいく。緊急隔壁って暗号入力すれば開くんだそりゃ当たり前よねなどと関係ないことを考えつつ、セールは思うように動かない膝ひざを酷こく使ししながらレインに付いていく。レイン。緊急隔壁。膝。あの時エデンを襲おそったケモノ流出事件を何となく思い出してしまう。訳わけのわからない不安感に苛さいなまれながら、足が満足に動けば純じゆん血けつ種しゆであるレインに追い付くのは簡かん単たんなのにと悔くやんだ。

　やがてレインは次々と扉とびらを開け、呆あつ気けに取られている局員たちを無む視しして第一管制区──その一室、ウェポン管かん理り部ぶ管かん轄かつの制せい御ぎよ室しつへと飛び込んだ。

「レイン……副部長!?」途と端たん、驚きよう愕がくの声があちこちから響ひびく。当たり前だ。部長を殺さつ害がいしたかどで監かん禁きんされていたレインが突とつ然ぜん現あらわれたのだから。

「お願い。何も言わずに言うことを聴きいて」レインは息いきを弾はずませながら、堂どう々どうと言いい放はなった。

「無む茶ちやだ」背後にいたセールは思わず呟つぶやく。案あんの定じよう、数人の局員が刃は物ものを手に立ち上がった。

「おい！」他の何人かがそれを見み咎とがめるが、手を出せないようだ。

「外交部が混まじってるわね」どこか冷静に、レインは言う。

「少しはこういうの、計算したら？」呆あきれ気ぎ味みにセールは返した。

「計算してるわよ。外交部を排はい除じよして有ゆう機き衛星を操そう作さする」

「いやそれ全然計算してないから」思わずセールの口から笑えみが零こぼれた。

　レインは真ま面じ目め過ぎるのだ。必ひつ死しになると周まわりが見えなくなる。

　──しょうがないか。

「あとで説明してもらうわよ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながらセールは自身の左腕うでをかざし、変へん異いを出現させた。

「全員、動かないで。ウェポン第三階位、セール＝ルウジュよ。死にたいならかかってきなさい……痺しびれさせたげる。レイン、信用できる人間だけ指定して。あとの管理部は逃にがす。外交部は殺す。それでいい？」

　嘯うそぶきながら視し線せんを巡めぐらせ、こりゃもうあたしエデンにいられないなぁと薄うすく溜ため息いきを吐つく。

　三分後──簡かん単たんに制せい圧あつは完了し、後に残ったのはレインの脱だつ獄ごくを喜ぶ三人の局員に、レインとセールを加えた五人となった。




「何が起こってるのよ！」その頃ころ──ようやくカロマインの『血けつ晶しよう』から解かい放ほうされたメインシー＝カウツは、第十二区画──第二管制区にあって、檄げきを飛ばしていた。

「第一管制区の制せい御ぎよが不ふ能のうです。どうやら制圧されているようで」

「そんなことはわかってるのよ！　だったら制御を取とり戻もどせって言ってるの！」

「さっきからやってますが……」部下は口くち籠ごもる。

「向こうが緊きん急きゆう発令を出したようです。ウェポン管かん理り部ぶ第一級特令……です。ウェポン居きよ住じゆう区くにおける設せつ備び制御が完全に奪うばわれています」

「じゃあ侵しん入にゆうしろ！　急げこの愚ぐ図ずっ！」メインシーの語調は荒あらい。

「それもさっきからやっています！　しかし時間が……」

「急げ！　さっさと！　迅じん速そくに！　一いつ刻こくも早く!!」

　別の局員が叫さけんだ。

「部長！　……ウェポン個室の監かん視しカメラと遠えん隔かく施せ錠じよう機き能のうが破は壊かいされました！」

「はぁ!?　どういうことよ！」

「管制室の機器類を物理的に破壊した模も様ようです！　この二点に関しては制圧そのものが不ふ能のうに……あと、今後の使用も可か能のうかどうか……」

「あああああああ！」怒いかりの余あまり、メインシーは大声をあげて椅い子すを蹴け飛とばす。

　カロマインの裏うら切ぎりによって、すべてが後ご手てに回りつつあった。

　戒かい厳げん令れい下かにおける部内最高責任者の不ふ在ざいによって、一般局員は独どく断だん専せん行こうを避さけた。勝かつ手てなことをすれば部長に何をされるかわかったものではない──そんな空気を作ったのは他ならないメインシー自身なのが皮ひ肉にくだった。戻った時にはもう既すでにレイン＝リィンは脱だつ獄ごくし、第一管制区の一部は占せん拠きよされていた。

　畜ちく生しよう、畜生、畜生──舌した打うちしながら呟つぶやくが、もうどうにもならない。制御を取り戻すのは確かに時間の問題だし、ルナ＝イルとシオン＝エシュ、レイン＝リィンを逃のがしても、致ち命めい傷しように達する可か能のう性せいはまだ低い。だが、この先どう転ころんでも不安材料が一気に膨ふくれ上あがるのは間ま違ちがいなかった。確実に勝てる戦いくさが負けるかもしれない戦に変わる──そんなものは耐たえられない。

　根こん源げんであるカロマインを裁さばく訳わけにもいかない。物理的な暴ぼう力りよくで稀き存ぞん種しゆに対たい抗こうする方法はない。自分たちは爆ばく弾だんを飼かっていたのだということに、今いま更さらながら気付く。

「有ゆう機き衛星『カダス』、移い動どうを開始しました！」

「制御を奪うばえ！」

「ウェポン直ちよつ轄かつの衛星だ！　できるか！」

「第一管制区に侵しん入にゆうして奪うばえばいい！」

「時間がかかる！」

　部ぶ下かのざわめきと混こん乱らんが、一いつ層そうメインシーに後こう悔かいと激げつ昂こうを募つのらせる。

「ああっ！　まどろっこしい！」

　椅い子すを踏ふみにじり近くの数人を押おし退のけ、メインシーは髪かみを振ふり乱みだし、叫さけんだ。

「『ルルイエ』で撃うち落おとしなさい！　それなら何分でできる!?」

「五……いえ、三分でいけます！」

　越えつ権けんに越権を重ねた提てい案あんに、誰だれも反対しない。

　メインシーは忘ぼう我が寸すん前ぜんに感情を昂たかぶらせながら、苛いら々いらと爪つめを咬かみ始はじめる。




「『ルルイエ』が『カダス』に向かっています。……これは……搭とう載さい兵器で撃ち落とすつもりかもしれません」ウェポン管かん理り部ぶのひとりが、レインに向かって慌あわてて告つげる。

「ぎりぎりまで時間を稼かせいで……どれくらい遠くまで行ける？」

　レインは高たか鳴なる心臓を抑おさえながら、早口で尋きいた。

「転送にかかる環かん境きよう修しゆう正せい時間を計算すると……バベル南東五十二キロ地点までは」

「三秒余よ裕ゆうを持たせて。五十キロ地点でいいわ」

　バベル南東五十キロ。距きよ離りと方角を知っていれば、地形を考えても二日ほどで辿たどり着つける距離だろう。ルナとシオンの話を聞く限り、ロイドが来るまであと約三日──多少足りないが仕し方かたない。距離も方角もわからないのであれば、辿り着けない可か能のう性せいの方が高い。

「全力でやって。お願い。責任は全部私が取るわ」

　嫌けん疑ぎをかけられた自分に付いてきてくれた三人の部ぶ下かに心しん底そこで感かん謝しやし謝しや罪ざいしながら、レインの声はそれでも凜りんとしていた。

「なぁに言ってんすか。もうこうなりゃどうにでもなれって感じです」機械を操そう作さしていたひとりが、自や棄け気ぎ味みに叫さけぶ。その若い男に、他のふたりも釣つられて笑った。

　セールがあんたいい奴やつだね、と叫んだ男の肩かたを叩たたく。男が照てれて俯うつむく。

　緊きん迫ぱくした中、妙みように朗ほがらかな空気があった。開き直るという奴だろう。

　ただ、レインはそんな気分になれそうもなかった。セールに近寄り、袖そでを掴つかむ。

「ごめんなさい」

「何言ってんの。こうなったら一いち蓮れん托たく生しよう」セールは笑うが、

「違ちがうの」

「え？」

「私はね……」レインの気は重い。

　結けつ局きよくのところ、自分の気持ちを優ゆう先せんさせてしまったのだから。

「私はね、あなたたちを見捨てたのよ。ウェポン百人を捨てて、我わが儘ままを通しただけ」

　ウェポンたちはもうここから出られないだろう。仮にフィオナを説せつ得とくしたとしても、成功する可か能のう性せいは低い。そういう意味では──さっきの時点で中ちゆう枢すうに攻せめ入いった方が、確率は高かった。ルナをカロマインにぶつければ、互いが潰つぶし合あう隙すきを突くこともできただろう。

「だからね。私はあなたたちを殺したも同然なの。もう打つ手はないわ。どうすればいいのかもわからない」

　レインは項うな垂だれる。さっきはシオンに嘯うそぶいたが、ロイドが来る三日後まで自分がエデン内で生きていける道どう理りなど、まったくない。

　項垂れたまま、セールの表情をそっと伺うかがう。きっと怒おこるだろう。怒ど鳴なるかもしれない。怨うらまれるのは当然だ。だけど殺されても仕し方かたない、そんな思いでそっと瞼まぶたを閉じたが──。

「莫ば迦か言ってんじゃないわよ、副部長」頭を小こ突づかれて、驚おどろいた。

　セールは──笑っていた。

「死んでたまるもんですか。状じよう況きようはよくわかんないけどさ、後でいいから詳くわしく話してみなよ。絶ぜつ対たいになんとかしてやる。突とつ破ぱ口こうはある。さっき何であたしがカメラと鍵かぎ壊こわしたと思ってんの？　そうしておけば何日かはあんたを匿かくまえるし、あたしらを捕つかまえられなくなるじゃない。ま……機き会かいを伺って、司令室を占せん拠きよ。緊きん急きゆう用ようの昇しよう降こう口ぐちから全員でバベルを降おりる……やってできないことはないと思うけどね。付いてくるウェポンも全員じゃないだろうし。助かりたい奴やつが助かればいいのよ。そして助かりたがる奴がね、助かるのよ」

　その言こと葉ばに──。

　レインは頭を小突かれた以上に、殴なぐられた思いがした。

　そうだ。まだだ。まだ終わっていない。

　責任を取る？　何を言っているのだろう。責任なんてものは自分ひとりが死んで取れるものではない。そんな甘くはない。巻まき込こんだ人間全員を助けてようやく、初めて謝しや罪ざいすることができるのだ。謝罪の資し格かくもない人間が、どうして責任を取れる？

「あと一分で転送です」

　そして部下のひとりがそう告つげ、レインは真まつ直すぐに転送室が映うつる電でん影えい金きん属ぞく板ばんを見る。




　揺ゆり籠かごに乗れ、という声がスピーカから聞こえ、ルナはシオンを透とう明めいな球体に押し込んだ。シオンは無む抵てい抗こうに、まるで倒たおれるように内部の立方体に背せを預あずけ座すわり込こむ。その様よう子すを横目で確認しながら、ルナはじっとこっちを見ているリカに向かった。

「詳しいことを話してる暇ひまはないけど……三日だ」

「三日？」何が何だかわからない、そんな顔をしながらも、剣けん呑のんなものを感じ取ったリカが真しん剣けんな眼めでこっちを見詰める。

「どんなに遠くへ飛ばされようと、僕らは三日後に戻もどってくる。約やく束そくするよ。だから……」

「だから？」

　リカを一いつ瞬しゆんだけ抱だき締しめ、両肩かたを掴つかみ、ルナは笑った。

「その時まで、皆みなを……特にレインを宜よろしく頼たのむ」

　リカは応こたえる。

「へへ、まっかせなさい！」──同じく、笑え顔がおで。




　電でん映えい金きん属ぞく板ばんに映うつった『揺ゆり籠かご』の中の映えい像ぞうに、レインはそっと掌てのひらを重ねた。

「音声、繋つなぎました。どうぞ」数分前、自じ嘲ちよう気ぎ味みに叫さけんだ若い男が、レインにそっと囁ささやく。

「ほら」セールが迷まよった様よう子すのレインの肩かたを、ばし、と強く叩たたいた。

　レインは、僅わずかに頷うなずいて、口を開く。




「シオン」

　声がして、シオンは我に返った。

「レイン、さん……？」

　それはさっき、シオンを否ひ定ていした声だった。

　シオンを罵ば倒とうし、的てき確かくに踏ふみにじり、思し考こうを失わせた声だ。

　だけどその声は──。

「ごめんね」

「……あ」

　その声は、よく知っている。

　何度も怒ど鳴なられた。何度も諭さとされた。何度も囁かれた。何度も笑われた。子こ守もり唄うたを歌ってくれたこともある。シオンが狂きよう気きから戻もどってすぐの時、夜眠ねむれないシオンに下へ手たな音おん程ていで歌ってくれた。莫ば迦かじゃないのかと思った。だけど、よく眠れた。

　いつだって彼女は、シオンのことを見てくれていた。

　最初から、ずっと。いつも。十三歳の時、ここに来た時から。

　──そうだ。

　シオンを的てき確かくに踏みにじる言こと葉ばを咄とつ嗟さに出せるような人がどこにいるだろう？

　シオンがどうすれば傷きず付つくのか、それを完かん璧ぺきに理り解かいして罵ば倒とうできる人がどこにいるだろう？

　シオンをそれほどまでに理解してくれている人が、いったいどこにいる？

　ようやく悟さとった。

　さっきの罵ば声せいの意味。

　何の理由もなしに、レインはあんなことを言う訳わけがない。

　あのままでは、シオンは意い地じでもここに残ろうとしただろう。

　つまり──。

　自分を逃にがそうとして。

「私の声が聞こえる？」

　その声。

　その声は、優やさしかった。

　見えなくても、姿すがたはありありと思おもい浮うかべられる。

　その指。手元にはシオンが噛かみ付ついてできた傷きず痕あとがある。

　その眼め。眼鏡の奥の瞳ひとみは鋭するどくて、酷こく薄はくそうに見えて。

　だけど笑うと子供みたいに悪戯いたずらっぽく無む邪じや気きになる。

　その髪かみ。茶色で長くて、後ろで束たばねた髪型はやたら真ま面じ目めそうで。

　ちょっと癖くせっ毛けで堅かたいのを割と気にしていた。

　その唇くちびる。暴あばれるシオンに口くち移うつしで飲ませてくれた薬。

　その耳。シオンの小さな言こと葉ばを、絶ぜつ対たいに聞きき逃のがさなかった。

　その手。傷きずだらけの左腕うでに、包ほう帯たいを巻まいてくれた。

　きっちりと着込んだ制服。立っている時に腕を組む癖くせ。怒おこった時の怖こわい顔。一いつ緒しよにシャワーだって浴あびた。錯さく乱らんしたシオンの代わりに身体を洗ってくれた。髪だって切ってくれた。

　だけど決して、甘やかしたりはしなかった。

　全部知っている。

　全部思い出せる。

　全部──。

「生きるのよ。絶ぜつ対たいに死んじゃ駄だ目め」レインは言う。

　それは──昔、シオンに繰くり返かえし言ってくれた言葉だ。

「レイン……さん」

「幸せになりなさい。あなたがずっと抱かかえてきた傷の分、幸せに」

「わた……し」

　声は届とどいているのだろうか。わからない。

「ルナ。シオンを任まかせたわよ。泣なかせたら許ゆるさないんだから」

「ああ」ルナが応こたえる。彼も気付いているのだろう。

　背はい後ごからシオンを抱だき締しめてくれる──まるでレインの代わりだとでも言うように。

「シオン。ルナと一緒に……好きな人と一緒に、ずっと一緒にいなさい。それだけで……たったそれだけで、女の子は幸せになれるんだからね」

「あと五秒です」知らない声が、無む慈じ悲ひな事実を告つげた。

　シオンは反はん射しや的てきに立ち上がる。

　揺ゆり籠かごの出口に向かって、身体ごと手を伸ばす。

「四」

　それをルナが背はい後ごから抱きとめる。
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　シオンは反はん抗こうした。

「三」

　ルナの腕うでは動かない。

　どうして？

「二」

　どうして。

　どうして──。

「一」




　レインの声が、最後に聞こえた。

「さよなら、シオン。私の可愛かわいい妹」

　シオンは、




　　　　６




　球体の中に浮ういた立方体の小こ部べ屋や。

　そこにはもう、誰だれもいなかった。

　どこか子し宮きゆうを連れん想そうさせるその機械は、孕はらんだ子供たちを戦地へと産うみ落おとす。

　子供たちは生まれた先が血に塗まみれていることを知っていて尚なお、子宮へと身体を預あずける。

　だけどそんなことは自じ明めいだった。

　この世のどこだって戦地であり、生まれた先はどこだって戦場になる。

　血塗れでない場所などどこにもないのだから。

　生きることは、血を流し、戦うことなのだから。

　球体がゆっくりと回転を止める。

　擬ぎ似じ的てきな生と死の通つう過か儀ぎ礼れいは一いつ瞬しゆんで、その別れは刹せつ那なだった。

　ならばせめて、生まれ落ちたその先で、笑って欲しいと思う──。




　ふたりの姿すがたが消えたのを確認するや、レインはその場に泣なき崩くずれた。

　人目など憚はばからず、大声で、まるで子供のように滂ぼう沱だし、嗚お咽えつし、慟どう哭こくする。

　セールがその肩かたをそっと包つつみ、

　レインはそれに縋すがって、また一段と大きな声で泣いた。
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　その部へ屋やは永遠に続く閉へい塞そくだった。

　香こうのような、霧きりのような、半はん透とう明めいの薄うすい靄もやがかかっている。白はく磁じのような、蝋ろうのような、滑なめらかで軟なん質しつの素そ材ざいでできている。部屋そのものは完全な球体だったが、その内部に正確な立方体で壁かべと床ゆかと天てん井じようが仕し切きられており、エデンに備そなえ付つけの準じゆん光こう速そく移い動どう機き関かん『揺ゆり籠かご』を縦たて横よこ五倍ほども大きくして、素そ材ざいをそのまま不透明の白い金きん属ぞくへと置ち換かんしたような──とても誰だれかの居きよ住じゆうを目的としているとは思えない、そんな部屋だった。

　床ゆかに光るのは髪かみの毛ほども細い管くだ。それらは床のみならず壁かべや天てん井じようの一面にびっしりと埋うめ込こまれていて、時とき折おり赤や金や青や緑や白や黒の燐りん光こうを血液のように運んでいる。その光こう景けいは荘そう厳ごんで、しかし同時に刹せつ那な的てきで、夢の中に構こう築ちくされた景色のようであり、同時に人の温あたたかみをまるで感じさせない。

　世界再さい生せいのための装そう置ち──『伽が藍らん』と、部屋を知る者は、そう呼よんでいる。

　部屋には巨大な椅い子すがひとつと、それから椅子の背はい後ごに透明な円えん筒とう。

　椅子の前には男が立っていた。

　内部に綿わたを入れた優美な肘ひじ掛かけ椅子のようでありながら肉にも似にている。半透明でなければ誰もが肉の塊かたまりだと錯さつ覚かくしただろう。有ゆう機き金属に第七稀き存ぞん種しゆの特とく異い粒りゆう体たいを浸しん透とうさせて造られたそれは、座すわった人間の身体をまるごと包つつみ込こみ、同時に生命活動を代行する機き能のうを持っていた。

　椅子の背後に立った円筒は、巨きよ大だいな水すい槽そうだった。

　水槽という言い方は的てき確かくでないかもしれない。その円筒には培ばい養ようされた粒体液が滾こん々こんと満たされていたが、それは水というより粘ねん液えきに近かったし、空気穴あなもない。外部と繋つながっているのは円筒の上じよう端たんと下か端たん。上端は天井よりも数メートル低い位置にあって、そこからは部屋の壁や床や天井に隙すき間まなく這はっているのと同じようなワイヤケーブルが束たばになって伸び、前方の椅子へと埋うまっている。対して下端はこの部屋を貫つらぬいて更に下方、バベルの第十三階層を越こえて最下の第一階層で七つに分かれ、地面に突き立った蜘く蛛もの足のような塔の支柱の内部を伝つたい、土を掘ほり大地へと続いていた。

　円筒の中には女がいて、女は微笑ほほえんでいる。

　柔やわらかな笑みで動かない。朽くち葉ば色の髪かみはジェルの内部にあって散ちったまま固まり、さながら毛もう細さい血けつ管かんか皹ひびのような陰いん影えいを浮うかべている。女と呼よぶにはまだ若いけれど、少女と呼ぶにはもう遅おそい、そんな顔で浮うかんでいた。

　浮かんでいるのは、殆ほとんど顔だけだった。

　その他に見えるのは首と左肩かた、その下の乳ち房ぶさがひとつだけ。後は何もない。

　身体の断だん面めんからは主要な血管と神しん経けいと肋ろつ骨こつの数本と脊せき髄ずいと背せ骨ぼねが僅わずかに伸びてはいたが、そのどれもが円筒内部のジェルに半なかば溶とけ込こんでいた。傷きず口ぐちは外部との境きよう界かい線せんも曖あい昧まいに、まるで粒体液が身体の一部ともなったかのようだった。

　女──第七稀き存ぞん種しゆ、リデル＝ユルングルスは瞼まぶたを開かない。呼こ吸きゆうはしていたが、それはもはや気体としての酸さん素そを口こう腔こうと鼻び腔こうから取り込むという行こう為いではなかった。

　円えん筒とうの中に浮うかんだ首だけの身体。そんな光こう景けいを前に、椅い子すの前に立った壮そう年ねんの男──エデン本ほん総そう轄かつ、キャロル＝ユルングルスは、後ろ手に組んだ腕うでと伸ばした背せ筋すじに力を込めて、ゆっくりと言こと葉ばを紡つむいだ。

「もう、作さ業ぎようはそれほど残されていないよ」

　声は白い部へ屋やにくぐもって聞こえる。

「全稀き存ぞん種しゆの解かい析せきは終わったし、あとはその個体情報をお前に組み込む作業と……それからお前が私のものになる作業、そのふたつだけだ」

　返事はない。

　しかし、男の声に呼こ応おうするかのように、部屋一面に埋うめ込こまれたワイヤケーブルに極ごく彩さい色しきの光が走る。きぃぃむ、と可か聴ちよう域いきぎりぎりのか細い音が同時に聞こえた。

　キャロルの耳には、それが言語として届とどく。

　リデルの奏かなでる歌のような──詞ことばのない、不確定な旋せん律りつで、泣ないているのか笑っているのか判はん然ぜんとしない、だけど意味を持った音の連つらなりとして。

　贖しよく罪ざいと絶ぜつ望ぼうと希望と嘲ちよう笑しようの入いり混まじった、感情伝達と意志表現の方法。

　それは紛まぎれもなく、言語だった。

「ああ。だけどね」キャロルはその言語と会話するかのように、ゆっくりと頷うなずきながら、

「第四が……失しつ踪そうしたよ。あれの母親のように。十四時間前のことだ。知ってしまったらしいよ。あれと……ロイドと同じで、自己と世界について潔けつ癖ぺき過すぎたんだろうな」

　寂さびしそうに笑えみ、

「そもそもの始まりはお前の母親だったけれど、エデンの始まりはルナ＝ソーシアだった。彼女に拾われたロイドと、彼女から生まれたルナ＝イル……最初から私たちは、無む理りなことをしていたのかもしれないな」

　溜ため息いきを吐つく。

　部屋を光が散さん乱らんした。それを見み渡わたし、また頷き、キャロルは言う。

「組そ織しきはもう幾いくらも保もちそうにない。ロイドも、ルナも、すぐに私たちを阻そ止ししに来るだろう。まるで時の病やまいだよ。私たちが完成するのが先か、彼らが私たちを邪じや魔まするのが先か……それとも私たちが斃たおれるか」

　光が暖だん色しよくへと変化した。

「ああ……わかっている。それでも私はやめる訳わけにいかない」

　キャロルはゆっくりと椅子へ手を伸ばし、節ふしくれ立だった指を肉にも似にた背せもたれに絡からませる。撫なでるように触ふれるように僅わずかだけ埋うめて、少し笑った。

「世界は狂くるっている」自じ嘲ちよう気ぎ味みに、それでいて憐れん憫びんを込めて。

「このままだとヒトは死しに絶たえる。ケモノだけではない。壊こわれた大地だけではない。原げん因いんはもっと深い部分にある。愚おろかな争あらそい、絶たえ間まない啀いがみ合あい、賢さかしらな諍いさかい、くだらない思し想そう、無む意い識しきの差別感情、理り不ふ尽じんな貧ひん富ぷ、身勝手な自じ我が……詰つまるところ『混こん乱らん』などはただの切きっ掛かけに過すぎない。変へん異い種しゆというのは多た分ぶん、ヒトの醜みにくさを『混乱』が象しよう徴ちようしたに過ぎないんだ。潜せん在ざい的てきに弱者を求める人間たちが彼らを当て馬にしただけだよ。今の世界を作ったのはヒトの持つ病びよう理りそのものだ。……私は、それすらも変へん革かくし、楽園を作る。お前の元で、私が御み使つかいたちを使い、永遠に平和の続く楽園を」

　まるで誰だれかに釈しやく明めいするかのように、キャロル＝ユルングルスは虚こ空くうに向かって、或あるいは供く犠ぎにした自らの娘に向かって呟つぶやく。

　ぴかぴかと、彼女は光で何かを尋きいた。

「ああ」だから父親はまた笑い、答えた。

「今のエデンも醜みにくい。メインシーは暴ぼう走そうし、自我に振ふり回まわされている。それに追つい従じゆうする局員もまた流されていて醜い。それに反抗するレイン＝リィンやウェポンたちも、自我に振ふり回まわされているという点では同じだ。だがそれが人間の姿すがたそのものなんだよ。そして私もまた、それを利用している。彼女の粛しゆく正せいはある意味で都つ合ごうがよかったのも事実だ。だから放っておいた……私も醜いな。しかし、それでも」

　皺しわの寄った目め尻じりを下げ、キャロルは部屋を見渡す。

「私はお前の力を借りて、醜さを捨てたいと思っているんだ。私からだけでなく、世界から。お前ならそれができる。世界から生まれ今の世界を作ったお前なら……そうだろう？　私の可愛かわいいリデル。私はお前と一いつ緒しよになって、お前を知り世界を識しりヒトの楽園を作ろう。そのために何を犠ぎ牲せいにしても、何を捨てても、私は絶ぜつ対たいにやり遂とげよう」

　女は、

「愛しているよ。リデル。一緒に行ってくれるか？」

　女は──。

　リデル＝ユルングルスは答えない。

　だけど光は瞬またたいて、それは歌に似にていた。







　あとがき




　前巻から六カ月と間が空あいてしまい申し訳ありません。三巻でも似にたようなことを書いた気がしますが……こういう分野の書物において速そく度どはとても重じゆう要ようだというのはわかっているのですが、いろいろとどうしようもない事情がありつつ、待ってくださっていた方には心よりお詫わび申し上げます。それにしても毎回毎回あとがきで謝しや罪ざいしてばかりというのはどうなんでしょうね本当に。藤原祐です。

　とにもかくにも四巻を出すことができました。売り上げが微び妙みようで綱つな渡わたり気ぎ味みな本書ですが、ストーリー的にもいよいよ佳か境きよう、それなりには盛もり上あがっております。これまで読んでくださっている方々にはどきどきわくわくの読書体験を与あたえることができたらなあと切せつに願ねがう次し第だいです。どくどくずくずくの流りゆう血けつ描びよう写しやは今回少し抑ひかえめな気がしますが、それは作者が八月に指の骨ほねを見てしまうというちょっと気まずい怪け我がをしてしまったこととはあまり関係ありませんのでご心配なく。怪我したの書き終わった後ですし。──無む論ろん、このスプラッタ経けい験けんは今後最大限に活用する所しよ存ぞん。

　既すでに本文を読み終わった方なら大おお方かた想そう像ぞうがついていると思いますが、次回は『イユのおるすばん』『カロマイン君、初めてのおつかい』『シオンちゃんの裁さい縫ほう教室～地じ獄ごく変へん～』の三本です。嘘うそですが。




　と、筆者本人も割と反へ吐どが出そうな冗じよう談だんは置いておくとして。

　地方在ざい住じゆうなために数がある程てい度どまとまってからしか受け取れないのですが、デビューしてから一年と少し、読者の方からお手紙を頂いただいたりもしています。本当に嬉うれしくて頂いたお手紙すべてを何度も何度も読み返しているのですが、如い何かんせんお返事をなかなか書けずにいます。時間的な問題も多々ありつつ、本当に申もうし訳わけありません。

　せめてシリーズ完かん結けつの折おりには皆さまに何らかの形で返礼をさせて頂きたいのですが。

　あと、これから送ってやろうかと考えていらっしゃる天使のようなそこのあなたも。お手紙を頂けると僕の生きる気力が当社比五十％増ましになりますので、もしいたら。




　さて、毎回毎回のことになっていますが、本書が出版に至いたるまでにご尽じん力りよく頂いた方々に最大級の感かん謝しやを。担たん当とうの佐藤さん並ならびに平野さん、イラスト椋本さん、デザイン田代さん、ありがとうございました。いつものことながら望ぼう外がいの素す晴ばらしい仕事をして頂き、不ふ肖しよう藤原頭を下げっ放しです。特に今回は椋本さん、いろいろして頂いて本当にもう感無量です。

　それからやはり読者の皆さま。文章というものを自分のために書いているのか読者のために書いているのか正直よくわからないのですが、どちらが欠けても本書が成立しないのは確かです。本当にありがとうございます。どうかこれからもよろしくお願い致します。

　あと、特記事じ項こうですが、本書執しつ筆ぴつ時じにいろいろ悩なやんでいる僕を励はげましてくださった葉山透さま、有川浩さま。健康を互たがいに心配し合いながらどうにかこうにか同月出版に至った成田良悟さま。怪け我がの療りよう養よう中ちゆうにお見み舞まいをくださったおかゆまさきさま。そしていろいろと気き遣づかってくださった電撃作家の方々。今回は本当に、精せい神しん面めんでいろいろ助けて頂きました。

　脆もろくてすみません。精しよう進じん致いたします……。

　皆さまにはこの場を割さいてお礼申し上げます。ありがとうございました。




　それではまた次回で。

　次回はクライマックス気ぎ味みですので、どうか最後までお付き合いくださると嬉しいです。





藤原　祐　　
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。写真は実家で飼っているチワワ。なんかいつのまにか殖えていた。茶色が白黒を産んだらしい。ちなみに日本犬一筋の厳格だった父が洋犬どもに籠格されていく様は一抹の諸行無常を感じます。僕の知ったことではありませんが。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人絵描き。とうとう南の島逃亡計画を遂行。目指すはＮＺ。南すぎて行った時には冬でしたが（当初の目的は…？）いいんです楽しかったから。『レベリオン』（三雲岳斗著・電撃文庫）、『夢界異邦人』（水落晴美著・電撃文庫）等でも挿画を担当。
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